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はじめに

このマニュアルの内容 このマニュアルでは、Ultra Light.NET について説明します。Ultra 
Light.NET を使用すると、PC、ハンドヘルド、モバイル、埋め込みデ

バイスのデータベース・アプリケーションを開発し、これらのデバイ
スに配備できます。

対象読者 このマニュアルは、Ultra Light リレーショナル・データベースのパ

フォーマンス、リソース効率、堅牢性、セキュリティを利用してデー
タを格納、同期することを目的とする .NET アプリケーション開発者

を対象にしています。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
SQL Anywhere Studio のマニュアル

このマニュアルは、SQL Anywhere のマニュアル・セットの一部です。

この項では、マニュアル・セットに含まれる各マニュアルと使用法に
ついて説明します。

SQL Anywhere 
Studio のマニュアル

SQL Anywhere Studio のマニュアルは、各マニュアルを 1 つの大きな

ヘルプ・ファイルにまとめたオンライン形式、マニュアル別の PDF 
ファイル、および有料の製本版マニュアルで提供されます。SQL 
Anywhere Studio のマニュアルは、次の分冊マニュアルで構成されて

います。

•    『SQL Anywhere Studio の紹介』   このマニュアルでは、SQL 
Anywhere Studio のデータベース管理と同期テクノロジの概要に

ついて説明します。また、SQL Anywhere Studio を構成する各部

分について説明するチュートリアルも含まれています。

•    『SQL Anywhere Studio 新機能ガイド』   このマニュアルは、

SQL Anywhere Studio のこれまでのリリースのユーザを対象とし

ています。ここでは、製品の今回のリリースと以前のリリース
で導入された新機能をリストし、アップグレード手順を説明し
ています。

•    『Adaptive Server Anywhere データベース管理ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースおよびデータベース・サーバの実
行、管理、設定について説明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースの設計と作成の方法、データのイ
ンポート・エクスポート・変更の方法、データの検索方法、ス
トアド・プロシージャとトリガの構築方法について説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL リファレンス・マニュアル』   
このマニュアルは、Adaptive Server Anywhere で使用する SQL 言
語の完全なリファレンスです。また、Adaptive Server Anywhere 
のシステム・テーブルとシステム・プロシージャについても説
明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere プログラミング・ガイド』   このマ

ニュアルでは、C、C++、Java プログラミング言語を使用して

データベース・アプリケーションを構築、配備する方法につい
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て説明します。Visual Basic や PowerBuilder などのツールのユー

ザは、それらのツールのプログラミング・インタフェースを使
用できます。また、Adaptive Server Anywhere ADO.NET データ・

プロバイダについても説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SNMP Extension Agent ユーザーズ・

ガイド』   このマニュアルでは、Adaptive Server Anywhere SNMP 
Extension Agent を SNMP 管理アプリケーションとともに使用で

きるように設定して、Adaptive Server Anywhere データベースを

管理できるようにする方法を説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージ』   このマニュ

アルでは、Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージの完全

なリストを、その診断情報とともに説明します。

•    『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』   このマニュア

ルでは、Adaptive Server Anywhere データベースのセキュリティ

機能について説明します。Adaptive Server Anywhere 7.0 は、米国

政府から TCSEC (Trusted Computer System Evaluation Criteria) の 
C2 セキュリティ評価を授与されています。このマニュアルに

は、Adaptive Server Anywhere の現在のバージョンを、C2 基準を

満たした環境と同等の方法で実行することを望んでいるユーザ
にとって役に立つ情報が含まれています。

•    『Mobile Link 管理ガイド』   このマニュアルでは、モバイル・

コンピューティング用の Mobile Link データ同期システムについ

てあらゆる角度から説明します。このシステムによって、
Oracle、Sybase、Microsoft、IBM の単一データベースと、

Adaptive Server Anywhere や Ultra Light の複数データベースの間

でのデータ共有が可能になります。

•    『Mobile Link クライアント』   このマニュアルでは、Adaptive 
Server Anywhere リモート・データベースと Ultra Light リモー

ト・データベースの設定を行い、これらを同期させる方法につ
いて説明します。

•    『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、Mobile Link のサーバによって開始される同期に

ついて説明します。サーバによって開始される同期とは、統合
データベースから同期の開始を可能にする Mobile Link の機能で

す。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
•    『Mobile Link チュートリアル』   このマニュアルには、Mobile 
Link アプリケーションの設定と実行を行う方法を説明する

チュートリアルがいくつか用意されています。

•    『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、

Mobile Link QAnywhere について説明します。Mobile Link 
QAnywhere は、従来のデスクトップ・クライアントやラップ

トップ・クライアントだけでなく、モバイル・クライアントや
無線クライアント用のメッセージング・アプリケーションの開
発と展開を可能にするメッセージング・プラットフォームです。

•    『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの ODBC ドラ

イバ』   このマニュアルでは、Mobile Link 同期サーバから、また

は Adaptive Server Anywhere リモート・データ・アクセスによっ

て、Adaptive Server Anywhere 以外の統合データベースにアクセ

スするための ODBC ドライバの設定方法について説明します。

•    『SQL Remote ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、モ

バイル・コンピューティング用の SQL Remote データ・レプリ

ケーション・システムについて、あらゆる角度から説明します。
このシステムによって、Adaptive Server Anywhere または 
Adaptive Server Enterprise の単一データベースと Adaptive Server 
Anywhere の複数データベースの間で、電子メールやファイル転

送などの間接的リンクを使用したデータ共有が可能になります。

•    『SQL Anywhere Studio ヘルプ』   このマニュアルには、Sybase 
Central や Interactive SQL、その他のグラフィカル・ツールに関

するコンテキスト別のヘルプが含まれています。これは、製本
版マニュアル・セットには含まれていません。

•    『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』   このマニュ

アルは、Ultra Light 開発者を対象としています。ここでは、Ultra 
Light データベース・システムの概要について説明します。ま

た、すべての Ultra Light プログラミング・インタフェースに共

通する情報を提供します。

•    Ultra Light のインタフェースに関するマニュアル   各 Ultra Light 
プログラミング・インタフェースには、それぞれに対応するマ
ニュアルを用意しています。これらのインタフェースは、RAD (
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ラピッド・アプリケーション開発 ) 用の Ultra Light コンポーネン

トとして提供されているものと、C、C++、Java 開発用の静的イ

ンタフェースとして提供されているものがあります。

このマニュアル・セットの他に、PowerDesigner と InfoMaker には、独

自のオンライン・マニュアル ( 英語版 ) がそれぞれ用意されています。

マニュアルの形式 SQL Anywhere Studio のマニュアルは、次の形式で提供されています。

•    オンライン・マニュアル   オンライン・マニュアルには、

SQL Anywhere Studio の完全なマニュアルがあり、

SQL Anywhere ツールに関する印刷マニュアルとコンテキスト

別のヘルプの両方が含まれています。オンライン・マニュアル
は、製品のメンテナンス・リリースごとに更新されます。これ
は、最新の情報を含む最も完全なマニュアルです。

Windows オペレーティング・システムでオンライン・マニュア

ルにアクセスするには、[ スタート ] － [ プログラム ] － [SQL 
Anywhere 9] － [ オンライン・マニュアル ] を選択します。オンラ

イン・マニュアルをナビゲートするには、左ウィンドウ枠で 
HTML ヘルプの目次、索引、検索機能を使用し、右ウィンドウ

枠でリンク情報とメニューを使用します。

UNIX オペレーティング・システムでオンライン・マニュアルに

アクセスするには、SQL Anywhere のインストール・ディレクト

リに保存されている HTML マニュアルを参照してください。

•    PDF 版マニュアル   SQL Anywhere の各マニュアルは、Adobe 
Acrobat Reader で表示できる PDF ファイルで提供されています。

PDF 版マニュアルは、オンライン・マニュアルまたは Windows 
の [ スタート ] メニューから利用できます。

•    製本版マニュアル   製本版マニュアルをご希望の方は、ご購入い

ただいた販売代理店または弊社営業担当までご連絡ください。
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表記の規則
表記の規則

この項では、このマニュアルで使用されている書体およびグラフィッ
ク表現の規則について説明します。

SQL 構文の表記規

則

SQL 構文の表記には、次の規則が適用されます。

•    キーワード   SQL キーワードはすべて次の例に示す ALTER 
TABLE のように大文字で表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    プレースホルダ   適切な識別子または式で置き換えられる項目

は、次の例に示す owner や table-name のように表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    繰り返し項目   繰り返し項目のリストは、次の例に示す column-
constraint のように、リストの要素の後ろに省略記号 ( ピリオド 
3 つ …) を付けて表します。

ADD column-definition [ column-constraint, … ]

複数の要素を指定できます。複数の要素を指定する場合は、各
要素間をカンマで区切る必要があります。

•    オプション部分   文のオプション部分は角カッコで囲みます。

RELEASE SAVEPOINT [ savepoint-name ]

この例では、角カッコで囲まれた savepoint-name がオプション

部分です。角カッコは入力しないでください。

•    オプション   項目リストから 1 つだけ選択するか、何も選択しな

くてもよい場合は、項目間を縦線で区切り、リスト全体を角
カッコで囲みます。

[ ASC | DESC ]

この例では、ASC と DESC のどちらか 1 つを選択しても、どち

らも選択しなくてもかまいません。角カッコは入力しないでく
ださい。
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•    選択肢   オプションの中の 1 つを必ず選択しなければならない場

合は、選択肢を中カッコで囲み、縦棒で区切ります。

[ QUOTES { ON | OFF } ]

QUOTES オプションを使用する場合は、ON または OFF のどち

らかを選択する必要があります。角カッコと中カッコは入力し
ないでください。

グラフィック・アイ
コン

このマニュアルでは、次のアイコンを使用します。

•    クライアント・アプリケーション

•    Sybase Adaptive Server Anywhere などのデータベース・サーバ

•    データベース。高度な図では、データベースとデータベースを

管理するデータ・サーバの両方をこのアイコンで表します。
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表記の規則
•    レプリケーションまたは同期のミドルウェア。ソフトウェアの

これらの部分は、データベース間のデータ共有を支援します。
たとえば、Mobile Link 同期サーバ、SQL Remote Message Agent 
などがあげられます。

•    プログラミング・インタフェース

API
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CustDB サンプル・データベース

Mobile Link と Ultra Light のマニュアルでは、多くの例で Ultra Light の
サンプル・データベースが使用されています。

Ultra Light サンプル・データベースのリファレンス・データベース

は、custdb.db という名前のファイルに保存され、SQL Anywhere ディ

レクトリのサブディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB に置かれてい

ます。全面的にこのデータベースを使用して構築したアプリケーショ
ンも提供されています。

サンプル・データベースは、あるハードウェア販売会社の販売管理
データベースです。データベースには、この販売会社の顧客、製品、
営業戦力に関する情報が入っています。

次の図は、CustDB データベース内のテーブルと、各テーブル間の関

係を示しています。

ULOrderIDPool

pool_order_id integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULCustomer

cust_id          integer
cust_name        varchar(30)
last_modified       timestamp

ULProduct

prod_id          integer
price          integer
prod_name       varchar(30)

ULOrder

order_id              integer
cust_id              integer
prod_id              integer
emp_id              integer
disc              integer
quant              integer
notes              varchar(50)
status              varchar(20)
last_modified        timestamp

ULEmployee

emp_id            integer
emp_name         varchar(30)
last_download    timestamp

ULEmpCust

emp_id           integer
cust_id           integer
action            char(1)
last_modified      timestamp

ULCustomerIDPool

pool_cust_id            integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULIdentifyEmployee

emp_id integercust_id = cust_id

emp_id = emp_id

emp_id = emp_id

emp_id = pool_emp_id

prod_id = prod_id

cust_id = cust_id

emp_id = pool_emp_id
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詳細情報の検索／フィードバックの提供
詳細情報の検索／フィードバックの提供

詳細情報の検索 詳しい情報やリソース ( コード交換など ) については、iAnywhere 
Developer Network (http://www.ianywhere.com/developer/) を参照してく

ださい。

ご質問がある場合や支援が必要な場合は、次に示す iAnywhere 
Solutions ニュースグループのいずれかにメッセージをお寄せくださ

い。

ニュースグループにメッセージをお送りいただく際には、ご使用の 
SQL Anywhere Studio バージョンのビルド番号を明記し、現在発生し

ている問題について詳しくお知らせくださいますようお願いいたしま
す。バージョン情報は、コマンド・プロンプトで dbeng9 -v と入力し

て確認できます。

ニュースグループは、ニュース・サーバ forums.sybase.com にありま

す ( ニュースグループにおけるサービスは英語でのみの提供となりま

す )。以下のニュースグループがあります。

•    sybase.public.sqlanywhere.general

•    sybase.public.sqlanywhere.linux

•    sybase.public.sqlanywhere.mobilink

•    sybase.public.sqlanywhere.product_futures_discussion

•    sybase.public.sqlanywhere.replication

•    sybase.public.sqlanywhere.ultralite

•    ianywhere.public.sqlanywhere.qanywhere

ニュースグループに関するお断り
iAnywhere Solutions は、ニュースグループ上に解決策、情報、または

意見を提供する義務を負うものではありません。また、システム・オ
ペレータ以外のスタッフにこのサービスを監視させて、操作状況や可
用性を保証する義務もありません。
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iAnywhere Solutions のテクニカル・アドバイザとその他のスタッフ

は、時間のある場合にかぎりニュースグループでの支援を行います。
こうした支援は基本的にボランティアで行われるため、解決策や情報
を定期的に提供できるとはかぎりません。支援できるかどうかは、ス
タッフの仕事量に左右されます。

フィードバック このマニュアルに関するご意見、ご提案、フィードバックをお寄せく
ださい。

マニュアルに関するご意見、ご提案は、SQL Anywhere ドキュメン

テーション・チームの iasdoc@ianywhere.com 宛てに電子メールでお寄

せください。このアドレスに送信された電子メールに返信はいたしま
せんが、お寄せいただいたご意見、ご提案は必ず読ませていただきま
す。

マニュアルまたはソフトウェアについてのフィードバックは、上記の
ニュースグループを通してお寄せいただいてもかまいません。
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第 1章 

Ultra Light.NET の概要

この章の内容 この章では、Ultra Light.NET について説明します。ここでは、『Ultra 
Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light へようこそ」

で説明した Ultra Light の機能について理解していることを前提として

います。

Ultra Light.NET を使用したアプリケーションの作成の詳細について

は、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light.NET 開発の

概要」を参照してください。

Ultra Light.NET の概要のチュートリアルについては、『Ultra Light.NET 
ユーザーズ・ガイド』 > 「チュートリアル：Ultra Light.NET アプリ

ケーションの構築」を参照してください。
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Ultra Light と .NET
Ultra Light と .NET
.NET Compact Framework は、Windows CE 用の Microsoft .NET ランタ

イム・コンポーネントです。複数のプログラミング言語をサポートし
ます。Visual Basic.NET または C# を使用して、Ultra Light.NET を使用

したアプリケーションを構築できます。

Ultra Light.NET には、次のネームスペースが用意されています。

• iAnywhere.Data.UltraLite このネームスペースには、Ultra 
Light への ADO.NET インタフェースが用意されています。業

界標準モデルに基づいて構築でき、非常によく似た Adaptive 
Server Anywhere ADO.NET インタフェースへのマイグレー

ション・パスが提供されるという利点があります。

• iAnywhere.UltraLite このネームスペースは、オリジナルの 
Ultra Light.NET ネームスペースです。リリース 9.0.2 では推奨

されなくなり、SQL Anywhere の次のメジャー・リリースでは

使用できなくなります。

Ultra Light.NET ランタイムは、この両方のネームスペースをサポート

しています。

Ultra Light.NET アプリケーションは、Windows CE および 
Windows XP に配備できます。Windows CE に配備する場合、Ultra 
Light.NET は .NET Compact Framework を必要とします。Windows XP 
に配備する場合は、.NET Framework を必要とします。また、

ActiveSync 同期もサポートしています。
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     第 1 章   Ultra Light.NET の概要
システムの稼働条件とサポートされるプラット
フォーム

開発プラットフォー
ム

Ultra Light.NET を使用してアプリケーションを開発するには、以下が

必要です。

•    Microsoft Windows NT/2000/XP

•    Visual Studio.NET または Visual Studio.NET 2003

•    Windows CE デバイスでは、.NET Compact Framework バージョン 
1.0.5000 以降

ターゲット・プラッ
トフォーム

Ultra Light.NET は、次のターゲット・プラットフォームをサポートし

ています。

•    Windows CE 3.0 以降で動作する Microsoft .NET Compact 
Framework 1.0.3705 以降 (Arm または MIPS プロセッサ上で動作

する Pocket PC も含む )。Pocket PC 2002 エミュレータもサポー

トされています。

•    Windows XP 上で動作する Microsoft .NET Compact Framework 
バージョン 1.0.5000 以降。

アプリケーション・コードと .NET Compact Framework に加えて、次

のファイルを Windows CE デバイスまたは Windows XP がインストー

ルされているコンピュータに配備してください。

•    iAnywhere.Data.UltraLite.dll   iAnywhere.Data.UltraLite ADO.NET 
ネームスペースを含むアセンブリ。このファイルは、アプリ
ケーションで iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースを使用す

る場合のみ必要です。

•    iAnywhere.Data.UltraLite.resources.dll   iAnywhere.Data.UltraLite 
ADO.NET ネームスペースで必要とされるリソース。このファイ

ルは、アプリケーションで iAnywhere.Data.UltraLite ネームス

ペースを使用する場合のみ必要です。
3



システムの稼働条件とサポートされるプラットフォーム
•    iAnywhere.UltraLite.dll   iAnywhere.UltraLite ネームスペースを含

むアセンブリ。このファイルは、アプリケーションで 
iAnywhere.UltraLite ネームスペースを使用する場合のみ必要で

す。

•    iAnywhere.UltraLite.resources.dll   iAnywhere.UltraLite ネームス

ペースで必要とされるリソース。このファイルは、アプリケー
ションで iAnywhere.UltraLite ネームスペースを使用する場合の

み必要です。

•    ulnet9.dll    このファイルには、Ultra Light ランタイムが含まれ

ます。このランタイムの異なるバージョンが、ターゲット・プ
ラットフォームごとに用意されています。

•    Ultra Light スキーマ・ファイル   Ultra Light ランタイム・ライブ

ラリは、スキーマ・ファイルの情報を使用してデータベース・
スキーマを設定します。データベース・ファイルが作成される
と、スキーマ・ファイルは不要になります。

詳細については、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 開発プ

ラットフォーム」と『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「Ultra Light 
ターゲット・プラットフォーム」を参照してください。
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     第 1 章   Ultra Light.NET の概要
Ultra Light.NET のアーキテクチャ

Ultra Light.NET ネームスペースの名前は、iAnywhere.UltraLite 
(ADO.NET インタフェース ) と iAnywhere.UltraLite です。新しいアプ

リケーションでは、iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースを使用す

ることをおすすめします。

次のリストは、iAnywhere.Data.UltraLite ADO.NET ネームスペースで

よく使用される高レベル・クラスの一部を説明しています。

• ULConnection 各 ULConnection オブジェクトは、Ultra Light 
データベースとの接続を表します。ULConnection オブジェク

トは 1 つまたは複数作成できます。

• ULTable 各 ULTable オブジェクトを使用して、単一テーブル

内のデータにアクセスできます。

• ULCommand オブジェクト 各 ULCommand オブジェクトは、

データベースに対して実行される SQL 文を格納します。

• ULDataReader オブジェクト 各 ULDataReader オブジェクト

は、単一のクエリの結果セットを格納します。

• ULSyncParms ULSyncParms オブジェクトを使用して、Ultra 
Light データベースを Mobile Link 同期サーバと同期させます。

次のリストは、iAnywhere.UltraLite ネームスペースでよく使用される

高レベル・クラスの一部を説明しています。

•    DatabaseManager   アプリケーションごとに 1 つの 
DatabaseManager オブジェクトを作成します。

•    Connection   各 Connection オブジェクトは、Ultra Light データ

ベースとの接続を表します。Connection オブジェクトは 1 つま

たは複数作成できます。

•    Table   Table オブジェクトは、データベース内のデータへのアク

セスを提供します。
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Ultra Light.NET のアーキテクチャ
•    PreparedStatement、ResultSet、ResultSetSchema   これらの動的 
SQL オブジェクトを使って、動的 SQL 文の作成、クエリの記

述、INSERT、UPDATE、および DELETE 文の実行、およびプロ

グラムによるデータベースの結果セットの制御ができます。

•    SyncParms   SyncParms オブジェクトを使用して、Ultra Light 
データベースを Mobile Link 同期サーバと同期させます。

詳細については、ADO.NET インタフェースの『Ultra Light.NET ユー

ザーズ・ガイド』 > 「iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース」およ

びコンポーネント・インタフェースの『Ultra Light.NET ユーザーズ・

ガイド』 > 「iAnywhere.UltraLite ネームスペース」を参照してくださ

い。
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第 2章 

チュートリアル：Ultra Light.NET アプリケー

ションの構築

この章の内容 この章はチュートリアル形式で、Visual Studio .NET 2003 を使用して 
Ultra Light.NET アプリケーションを構築するプロセスを解説します。
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概要
概要

このチュートリアルでは、Visual Studio で Ultra Light.NET アプリケー

ションを構築するプロセスについて説明します。また、このチュート
リアルでは iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースに用意されている 
ADO.NET インタフェースを使用します。

このチュートリアルには、Visual Basic .NET アプリケーションと 
Visual C# アプリケーションのコードが含まれています。

所要時間 このチュートリアルは、コードをカット・アンド・ペーストした場
合、約 30 分で終了します。コードを自分で入力する場合、これより

かなり長い時間が必要です。

能力と経験 このチュートリアルは、次のことを前提にしています。

•    C# プログラミング言語または Visual Basic .NET プログラミング

言語に精通している

•    Microsoft Visual Studio .NET 2003 がコンピュータにインストール

されている

•    Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して、Ultra Light スキーマ

を作成する方法を知っている

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「レッスン 1：Ultra Light データベース・スキーマの作成」

を参照してください。

目的 このチュートリアルの目的は、Visual Studio 環境での Ultra Light.NET 
アプリケーションの開発プロセスについて、知識と経験を得ることで
す。
8



     第 2 章   チュートリアル：Ultra Light.NET アプリケーションの構築
レッスン 1：Visual Studio プロジェクトの作成

次の手順では、新しい Visual Studio アプリケーションを作成および設

定します。プログラミング言語として Visual Basic.NET と C# のどち

らも使用できます。

❖ Visual Studio プロジェクトを作成するには、次の手順に従

います。

1 Visual Studio プロジェクトを作成します。

•    Visual Studio .NET 2003 の [ ファイル ] メニューで、[ 新規

作成 ] － [ プロジェクト ] を選択して新規プロジェクト

を作成します。

[ 新しいプロジェクト ] ウィンドウが表示されます。

•    左ウィンドウ枠で、[Visual Basic プロジェクト ] フォルダ

または [Visual C# プロジェクト ] フォルダを選択します。

•    右ウィンドウ枠で、[ スマート デバイス アプリケーショ

ン ] を選択し、プログラミング言語として Visual Basic 
と C# のどちらを選択したかに応じて、プロジェクトに 
VBApp または CSApp という名前を付けます。

•    c:¥tutorial¥uldotnet の場所を入力し、[OK] をクリックしま

す。

[ スマート デバイス アプリケーション ] ウィザードが表

示されます。

•    Pocket PC をターゲット・プラットフォームとして選択

し、プロジェクト・タイプとして [Windows アプリケー

ション ] を選択します。[OK] をクリックします。

[ デザイン ] 作業領域が表示され、フォームが表示され

ます。

2 プロジェクトに参照を追加します。
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レッスン 1：Visual Studio プロジェクトの作成
•    iAnywhere.Data.UltraLite アセンブリと、関連するリソー

スをプロジェクトに追加します。

1. [ プロジェクト ] メニューで [ 参照の追加 ] を選択します。

[ 参照の追加 ] ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能な参照のリストから [iAnywhere.Data.UltraLite (CE)] 
を選択します。[ 選択 ] をクリックして選択済みコンポーネ

ントのリストに追加します。

この参照がリストに表示されない場合は、[ 参照 ] をク

リックし、SQL Anywhere インストール環境の 
ultralite¥UltraLite.NET¥ce サブディレクトリで探します。

iAnywhere.Data.UltraLite.dll を選択し、[ 開く ] をクリック

します。

3. 利用可能な参照のリストから [iAnywhere.Data.UltraLite (CE) 
JA] を選択します。[ 選択 ] をクリックして選択済みコンポー

ネントのリストに追加します。

この参照がリストに表示されない場合は、[ 参照 ] をク

リックし、SQL Anywhere インストール環境の 
ultralite¥UltraLite.NET¥ce¥xx サブディレクトリで探しま

す。この場合、xx は言語を示す 2 文字の略語です。

iAnywhere.Data.UltraLite.resources.dll を選択し、[ 開く ] を
クリックします。

4. [OK] をクリックし、アセンブリとリソースをプロジェクト

に追加します。

•    Ultra Light コンポーネントをプロジェクトにリンクしま

す。

ここで、リンクをコンポーネントに追加したことと、コ
ンポーネントを開いていないことを確認します。

1. [ プロジェクト ] － [ 既存項目の追加 ] をクリックし、SQL 
Anywhere インストール環境の ultralite¥UltraLite.NET¥ce サブ

ディレクトリを参照します。

2. [ ファイルの種類 ] ドロップダウンを [ すべてのファイル ] 
に設定し、DLL ファイルが表示されるようにします。
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3. 使用している CE デバイスのプロセッサに対応するフォルダ 
(Pocket PC エミュレータの場合は x86 フォルダ ) を開き、

ulnet9.dll を選択します。[ 開く ] はクリックしません。

4. [ 開く ] ボタンの矢印をクリックし、[ リンク ファイル ] を選

択してプロジェクトにリンクします。

3 アプリケーションのフォームを作成します。

次のビジュアル・コンポーネントをフォームに追加します。

フォームは、次の図のようになります。

Type Name Text

Button btnInsert Insert

Button btnUpdate Update

Button btnDelete Delete

TextBox txtName

ListBox lbNames

Label laName Name
11



レッスン 1：Visual Studio プロジェクトの作成
4 ソリューションを構築および配置します。

ソリューションを構築および配置し、Visual Studio.NET プロ

ジェクトが正しく設定されたことを確認します。

a. [ ビルド ] メニューから [ ソリューションのビルド ] を選

択します。プロジェクトが正常に構築されたことを確認
します。

b. [ デバッグ ] メニューから [ 開始 ] を選択します。これに

よって、アプリケーションがデバイスまたはエミュレー
タに配置され、起動されます。プロジェクト名に応じて、
アプリケーションは ¥Program Files¥VBApp または 
¥Program Files¥CSApp に配置されます。
12



     第 2 章   チュートリアル：Ultra Light.NET アプリケーションの構築
配置には時間がかかる場合があります。

c. アプリケーションがエミュレータまたはターゲット・デ
バイスに配置されたことを確認します。

d. [ デバッグ ] メニューから [ デバッグの停止 ] を選択し、

アプリケーションを閉じます。
13



レッスン 2：Ultra Light スキーマ・ファイルの作成
レッスン 2：Ultra Light スキーマ・ファイルの作成

次の手順では、Ultra Light スキーマ・ペインタを使用して Ultra Light 
データベース・スキーマを作成します。

Ultra Light スキーマ・ペインタの使い方については、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「レッスン 1：Ultra Light データ

ベース・スキーマの作成」を参照してください。

❖ スキーマ・ファイルを作成するには、次の手順に従います。

1 Ultra Light スキーマ・ペインタを起動します。

[ スタート ] メニューで、[ プログラム ] － [SQL Anywhere 9] 
－ [Ultra Light] － [Ultra Light Schema Painter] を選択します。

2 Ultra Light Schema Painter を使用して、アプリケーションと同

じディレクトリに次の特性を持つデータベース・スキーマを
作成します。

• スキーマ・ファイル名 vbapp.usm または csapp.usm ( アプ

リケーションによって異なります )

• 照合順 デフォルト

• 大文字と小文字の区別 チェックしない

• テーブル名 Names

• カラム 次の属性を持つカラムを Names テーブルに作成し

ます。

• プライマリ・キー 昇順 ID

カラム名
データ型
 ( サイズ ) Null 入力可 デフォルト値

ID integer いいえ グローバル・オートイン
クリメント

Name char(30) いいえ なし
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3 スキーマ・ファイルをアプリケーションにリンクします。

•    Visual Studio .NET 2003 インタフェースから、[ プロジェ

クト ] － [ 既存項目の追加 ] を選択します。

•    チュートリアル・ディレクトリを参照し、必要に応じて 
csapp.usm または vbapp.usm を選択します。[ 開く ] はク

リックしません。

•    [ 開く ] ボタンの矢印をクリックし、[ リンク ファイル ] を
選択します。

•    ソリューション・エクスプローラでスキーマ・ファイル

を右クリックし、[ プロパティ ] を選択します。プロパ

ティのウィンドウ枠で、[ ビルド アクション ] プロパ

ティを [ コンテンツ ] に設定します。
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レッスン 3：データベースへの接続
レッスン 3：データベースへの接続

次の手順では、Ultra Light データベースへの接続を確立する Ultra 
Light.NET アプリケーションにコントロールを追加します。

Ultra Light アプリケーションがデータベースに接続しようとしたと

き、指定されたデータベース・ファイルが存在しない場合は、Ultra 
Light はスキーマ・ファイルを使用してデータベースを作成します。

このチュートリアルでは、C# アプリケーションを設計している場合

はファイルがディレクトリ c:¥tutorial¥uldotnet¥CSApp にあり、Visual 
Basic アプリケーションを設計している場合はファイルがディレクト

リ c:¥tutorial¥uldotnet¥VBApp にあることを前提とします。別の名前の

ディレクトリを作成した場合は、チュートリアルを通じてそのディレ
クトリを使用してください。

❖ アプリケーションに Ultra Light 接続を追加するには、次の

手順に従います。

1 ConnectionParms コントロールをフォームに追加します。

ツールボックスの [UltraLite.NET CF] タブで 
[ULConnectionParms] を選択し、これをフォームに追加しま

す。このコントロールの名前は、UlConnectionParms1 (Visual 
Basic) または ulConnectionParms1 (C#) になります。

SQL Anywhere Studio をインストールしてから再起動を行って

いない場合、ここでエラー・メッセージが表示されることが
あります。その場合は、マシンを再起動して問題を解決して
ください。

2 接続パラメータを指定します。

次のプロパティが設定されていることを確認します。

• DatabaseOnCE ¥Program Files¥CSApp¥CSApp.udb (Visual 
C# アプリケーション ) または ¥Program 
Files¥VBApp¥VBApp.udb (Visual Basic アプリケーション )
16
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• SchmaOnCE ¥Program Files¥CSApp¥CSApp.usm (Visual C# 
アプリケーション ) または ¥Program 
Files¥VBApp¥VBApp.usm (Visual Basic アプリケーション )

3 フォームのソース・コードを開きます。

フォームをダブルクリックして、ソース・ファイルを開きま
す。

4 iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースをインポートします。

ファイルの先頭行に次の文を追加します。

//Visual C#
 using iAnywhere.Data.UltraLite;

'Visual Basic
 Imports iAnywhere.Data.UltraLite

5 グローバル変数をフォーム宣言に追加します。

Visual C# アプリケーションの場合は、フォーム・コンポーネ

ントが記述されたコードの後、および最初のメソッド宣言の
前に次のコードを追加します。

//Visual C#
 private ULConnection Conn;
 private int[] ids;

Visual Basic プロジェクトの場合は、フォーム・コンポーネン

トの宣言 (FriendsWithEvents 宣言 ) の後、および最初のメソッ

ド宣言の前に次のコードを追加します。

'Visual Basic
 Dim Conn As ULConnection
 Dim ids() As Integer

これらの変数は次のように使用します。

• ULConnection Connection オブジェクトは、データベース

への接続時に実行されるすべてのアクションのルート・
オブジェクトです。

• ids ids 配列を使用して、クエリの実行後に返される ID カ
ラム値を格納します。
17



レッスン 3：データベースへの接続
ListBox コントロール自体によって順序番号にアクセスで

きますが、ローが削除されると、これらの番号は ID カラ

ムの値とは異なります。このため、ID カラム値を個別に

格納してください。

6 フォームの空白領域をダブル・クリックして、Form1_Load メ
ソッドを作成します。

このメソッドでは次のタスクを実行します。

•    ULConnectionParms1 コントロールで設定されている接続

パラメータを使用して、データベースへの接続を開きま
す。

•    このチュートリアルで後ほど定義する RefreshListBox メ
ソッドを呼び出します。

•    エラーが発生した場合は、エラー・メッセージが出力さ

れます。SQL エラーの場合は、エラー・コードも出力さ

れます。エラー・コードの詳細については、『ASA エ
ラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参

照してください。

C# の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

//Visual C#
 try {
     Conn = new ULConnection( 
         ulConnectionParms1.ToString() );
     Conn.OpenWithCreate();
     Conn.DatabaseID = 1;
     RefreshListBox();
 }
 catch ( System.Exception t ) {
     MessageBox.Show( "Exception: " + t.Message);
 }

Visual Basic の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

'Visual Basic
 Try
     Conn = New ULConnection( _
         UlConnectionParms1.ToString())
     Conn.OpenWithCreate()
18
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     Conn.DatabaseID = 1
     RefreshListBox()
 Catch
     MsgBox("Exception: " + err.Description)
 End Try

7 プロジェクトをビルドします。

[ ビルド ] メニューから [ ソリューションのビルド ] を選択し

ます。この段階で、RefreshListBox という名前が宣言されてい

ないことを示す 1 つのエラーがレポートされます。このエ

ラーを修正するには、次のレッスンで関数を追加します。

他のエラーが発生したら、それらを修正します。C# における

大文字と小文字の違いなどの一般的なエラーをチェックしま
す。たとえば、Ultra Light、ULConnection は大文字と小文字

が正確に一致している必要があります。
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レッスン 4：データの挿入、更新、削除
レッスン 4：データの挿入、更新、削除

このレッスンでは、コードをアプリケーションに追加し、データベー
スのデータを変更します。次の手順では、動的 SQL を使用します。

テーブル API を使用して同じテクニックを実行することもできます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「コンポーネントと静的インタフェースの選択」または「テーブル 

API によるデータ・アクセスと操作」 46 ページを参照してください。

次の手順では、リスト・ボックスを管理するサポート・メソッドを作
成します。このメソッドは、残りの手順で作成されるデータ操作メ
ソッドに必要です。

❖ リストボックスを管理するコードを追加するには、次の手

順に従います。

1 フォームを右クリックし、[ コードの表示 ] を選択します。

2 Form1 クラスのメソッドを追加し、リストボックスを更新し

てデータを移植します。このメソッドでは、次のタスクを実
行します。

•    リストボックスをクリアします。

•    ULCommand オブジェクトをインスタンス化し、データ

ベース内の Names テーブルを返す SELECT クエリに割

り当てます。

•    クエリを実行し、ULDataReader として結果セットを返し

ます。

•    結果セットの行数と同じ長さの整数配列をインスタンス

化します。

•    ULDataReader で返される名前をリストボックスに移植

し、ULDataReader で返される ID を整数配列に移植しま

す。

•    ULDataReader を閉じます。
20
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•    エラーが発生した場合は、エラー・メッセージが出力さ

れます。SQL エラーの場合は、エラー・コードも出力さ

れます。エラー・コードの詳細については、『ASA エ
ラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参

照してください。

C# の場合は、Form1 クラスのメソッドとして次のコードをア

プリケーションに追加します。

//Visual C#
private void RefreshListBox(){
    try{
        long NumRows;
        int i = 0;
        lbNames.Items.Clear();
        using( ULCommand cmd = Conn.CreateCommand() {
             cmd.CommandText = "SELECT ID, Name FROM 
Names";
             using( ULDataReader dr = 
cmd.ExecuteReader()){
                 dr.MoveBeforeFirst();
                 NumRows = dr.RowCount;
                 ids = new int[ NumRows ];
                 while (dr.MoveNext())
                 {
                     lbNames.Items.Add(
                     dr.GetString(1));
                     ids[ i ] = dr.GetInt32(0);
                     i++;
                 }
             }
         }
     }
     catch( Exception err ){
         MessageBox.Show(
         "Exception in RefreshListBox: " + 
err.Message );
     }
 }

Visual Basic の場合は、Form1 クラスのメソッドとして次の

コードをアプリケーションに追加します。
21



レッスン 4：データの挿入、更新、削除
'Visual Basic
 Private Sub RefreshListBox()
     Try
         Dim cmd As ULCommand = Conn.CreateCommand()
         Dim i As Integer = 0
         lbNames.Items.Clear()
         cmd.CommandText = "SELECT ID, Name FROM 
Names"
         Dim dr As ULDataReader = cmd.ExecuteReader()
         ReDim ids(dr.RowCount)
         While (dr.MoveNext)
             lbNames.Items.Add(dr.GetString(1))
             ids(i) = dr.GetInt32(0)
             i = i + 1
         End While
         dr.Close()
     Catch ex As Exception
         MsgBox(ex.ToString)
     End Try
 End Sub

3 プロジェクトをビルドします。

プロジェクトのビルドによってエラーが発生しないようにし
ます。

❖ INSERT、UPDATE、DELETE を実装するには、次の手順

に従います。

1 [ 挿入 ] ボタンをダブルクリックして、btnInsert_Click メソッ

ドを作成します。このメソッドでは、次のタスクを実行しま
す。

•    ULCommand オブジェクトをインスタンス化し、テキス

トボックス内の値をデータベースに挿入する INSERT 文
に割り当てます。

•    文を実行します。

•    ULCommand オブジェクトを破棄します。

•    リストボックスをリフレッシュします。
22
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•    エラーが発生した場合は、エラー・メッセージが出力さ

れます。SQL エラーの場合は、エラー・コードも出力さ

れます。エラー・コードの詳細については、『ASA エ
ラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参

照してください。

C# の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

//Visual C#
 try {
     long RowsInserted;
     using( ULCommand cmd = Conn.CreateCommand() ) {
         cmd.CommandText = 
             "INSERT INTO Names(name) VALUES (?)";
         cmd.Parameters.Add("", txtName.Text);
         RowsInserted = cmd.ExecuteNonQuery();
     }
     RefreshListBox();
 } 
 catch( Exception err ) {
     MessageBox.Show("Exception: " + err.Message );
 }

Visual Basic の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

'Visual Basic
 Try
     Dim RowsInserted As Long
     Dim cmd As ULCommand = Conn.CreateCommand()
     cmd.CommandText = "INSERT INTO Names(name) 
VALUES (?)"
     cmd.Parameters.Add("", txtName.Text)
     RowsInserted = cmd.ExecuteNonQuery()
     cmd.Dispose()
     RefreshListBox()
 Catch
     MsgBox("Exception: " + Err.Description)
 End Try

2 [ 更新 ] ボタンをダブルクリックして、btnUpdate_Click メソッ

ドを作成します。このメソッドでは、次のタスクを実行しま
す。
23



レッスン 4：データの挿入、更新、削除
•    ULCommand オブジェクトをインスタンス化し、関連 ID 
に基づいて、テキストボックス内の値をデータベースに
挿入する UPDATE 文に割り当てます。

•    文を実行します。

•    ULCommand オブジェクトを破棄します。

•    リストボックスをリフレッシュします。

•    エラーが発生した場合は、エラー・メッセージが出力さ

れます。SQL エラーの場合は、エラー・コードも出力さ

れます。エラー・コードの詳細については、『ASA エ
ラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参

照してください。

C# の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

//Visual C#
 try {
     long RowsUpdated;
     int updateID = ids[ lbNames.SelectedIndex ];
     using( ULCommand cmd = Conn.CreateCommand() ){
         cmd.CommandText = 
             "UPDATE Names SET name = ? WHERE id = ?" 
;
         cmd.Parameters.Add("", txtName.Text );
         cmd.Parameters.Add("", updateID);
         RowsUpdated = cmd.ExecuteNonQuery();
     }
     RefreshListBox();
 }
 catch( Exception err ) {
     MessageBox.Show(
         "Exception: " + err.Message);
 }

Visual Basic の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

'Visual Basic
 Try
     Dim RowsUpdated As Long
     Dim updateID As Integer = 
ids(lbNames.SelectedIndex)
     Dim cmd As ULCommand = Conn.CreateCommand()
24
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     cmd.CommandText = "UPDATE Names SET name = ? 
WHERE id = ?"
     cmd.Parameters.Add("", txtName.Text)
     cmd.Parameters.Add("", updateID)
     RowsUpdated = cmd.ExecuteNonQuery()
     cmd.Dispose()
     RefreshListBox()
 Catch
     MsgBox("Exception: " + Err.Description)
 End Try

3 [ 削除 ] ボタンをダブルクリックして、btnDelete_Click メソッ

ドを作成します。コードを追加し、次のタスクを実行します。

•    ULCommand オブジェクトをインスタンス化し、

DELETE 文に割り当てます。DELETE 文は、整数配列 
ids からの関連 ID に基づいて、選択した行をデータベー

スから削除します。

•    文を実行します。

•    ULCommand オブジェクトを破棄します。

•    リストボックスをリフレッシュします。

•    エラーが発生した場合は、エラー・メッセージが出力さ

れます。SQL エラーの場合は、エラー・コードも出力さ

れます。エラー・コードの詳細については、『ASA エ
ラー・メッセージ』 > 「ASA エラー・メッセージ」を参

照してください。

C# の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

//Visual C#
 try{
     int deleteID = ids[lbNames.SelectedIndex];
     long RowsDeleted;
     using( ULCommand cmd = Conn.CreateCommand() ){
         cmd.CommandText = 
             "DELETE From Names WHERE id = ?" ;
         cmd.Parameters.Add("", deleteID);
         RowsDeleted = cmd.ExecuteNonQuery ();
     }
25



レッスン 4：データの挿入、更新、削除
     RefreshListBox();
 } 
 catch( Exception err ) {    
     MessageBox.Show("Exception: " + err.Message );
 }

Visual Basic の場合は、次のコードをメソッドに追加します。

'Visual Basic
 Try
     Dim deleteID As Integer = 
ids(lbNames.SelectedIndex)
     Dim RowsDeleted As Long
     Dim cmd As ULCommand = Conn.CreateCommand()
     cmd.CommandText = "DELETE From Names WHERE id = 
?"
     cmd.Parameters.Add("", deleteID)
     RowsDeleted = cmd.ExecuteNonQuery()
     cmd.Dispose()
     RefreshListBox()
 Catch
     MsgBox("Exception: " + Err.Description)
 End Try

4 アプリケーションを構築し、正常にコンパイルされることを
確認します。
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レッスン 5：アプリケーションの構築と配置

次の手順では、アプリケーションを構築し、リモート・デバイスに配
置します。

❖ アプリケーションを配置するには、次の手順に従います。

1 ソリューションをビルドします。

アプリケーションがエラーなくビルドされることを確認しま
す。

2 [ デバッグ ] － [ 開始 ] を選択します。

これにより、アプリケーションが格納された実行可能ファイ
ルがビルドされ、Pocket PC エミュレータに配置されます。こ

のプロセスには時間がかかることがあります。アプリケー
ションを実行する前に .NET Compact Framework を配置する必

要がある場合は、特に時間がかかります。

配置のトラブル
シューティングの
チェックリスト

エラーがレポートされた場合は、次のチェックリストを使用して、配
置が正常に完了したかどうかをチェックします。

•    アプリケーションが ¥Program Files¥appname に配置されているこ

とを確認します。appname は、レッスン 1 でアプリケーション

に付けた名前 (CSApp または VBApp) です。

•    スキーマ・ファイルがアプリケーションと同じディレクトリに

配置されていることを確認します。

•    アプリケーション・コード内のスキーマ・ファイルへのパスが

正しいことを確認します。詳細については、「レッスン 3：デー

タベースへの接続」 16 ページを参照してください。

•    スキーマ・ファイルをプロジェクトに追加するときに [ リンク 
ファイル ] を選択し、[ ビルド アクション ] を [ コンテンツ ] に
設定したことを確認します。これらの操作を行っていない場合
は、ファイルがデバイスに配置されません。
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レッスン 5：アプリケーションの構築と配置
•    ターゲット・プラットフォームに対して適切なバージョンの 
ulnet9.dll への参照を追加したこと、または Windows CE インス

トーラを実行したことを確認します。エミュレータと実際のデ
バイス間で切り替える場合は、使用するこのライブラリのバー
ジョンを変更します。詳細については、「レッスン 1：Visual 
Studio プロジェクトの作成」 9 ページを参照してください。

•    ステータスを保存しないでエミュレータを終了できます。再配

置を行うと、必要なすべてのファイルがエミュレータにコピー
され、バージョン上の問題がないことが確認されます。

❖ アプリケーションをテストするには、次の手順に従います。

1 データベースにデータを挿入します。

テキスト・ボックスに名前を入力し、[ 挿入 ] をクリックしま

す。名前がリストボックスに表示されます。

2 データベース内のデータを更新します。

リストボックスから名前を選択します。テキスト・ボックス
に新しい名前を入力します。[ 更新 ] をクリックします。新し

い名前が、リストボックスの古い名前の代わりに表示されま
す。

3 データベースからデータを削除します。

リストボックスから名前を選択します。[ 削除 ] をクリックし

ます。名前はリストボックスに表示されなくなります。

これでチュートリアルが完了しました。
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第 3章 

Ultra Light.NET 開発の概要

この章の内容 この章では、Ultra Light.NET を使用してアプリケーションを開発する

方法について説明します。

チュートリアルについては、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「チュートリアル：Ultra Light.NET アプリケーションの構築」を参照

してください。

C# のコード・サンプル

この章のサンプル・コードは Microsoft C# で記述されています。サ

ポートされている他の開発ツールを使用している場合は、このマニュ
アルの記述を適切に読み替えてください。
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Ultra Light データベース・スキーマ
Ultra Light データベース・スキーマ

データベース・スキーマは、データベースに関する記述です。データ
ベース・スキーマは、データベース内のテーブル、インデックス、
キー、パブリケーションの集合であり、それらの間のすべての関係を
示します。

Ultra Light データベースのスキーマを直接変更しないでください。代

わりに、アプリケーションに組み込まれた Ultra Light 機能を使用し

て、スキーマ・ファイル (.usm) を作成し、作成したファイルからデー

タベース・スキーマをアップグレードします。

スキーマ・ファイルは、データベースを最初に作成するときにも使用
され、データベースの構造を指定します。

Ultra Light データベース・スキーマ・ファイルの作成

Ultra Light スキーマ・ペインタまたは ulinit ユーティリティを使用し

て、Ultra Light スキーマ・ファイルを作成できます。

•    Ultra Light スキーマ・ペインタ   Ultra Light スキーマ・ペインタ

は、Ultra Light スキーマ・ファイルの作成と編集に使用するグラ

フィカル・ユーティリティです。

スキーマ・ペインタを起動するには、[ スタート ] － [ プログラ

ム ] － [SQL Anywhere 9] － [Ultra Light] － [Ultra Light Schema 
Painter] を選択するか、Windows エクスプローラでスキーマ・

ファイル (.usm) をダブルクリックします。

Ultra Light スキーマ・ペインタの使用方法の詳細については、

『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「レッスン 
1：Ultra Light データベース・スキーマの作成」を参照してくだ

さい。

•    ulinit ユーティリティ   Adaptive Server Anywhere データベース管

理システムがある場合は、ulinit コマンド・ライン・ユーティリ

ティを使用して Ultra Light スキーマ・ファイルを生成できます。
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ulinit ユーティリティの使用の詳細については、『Ultra Light デー

タベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「ulinit ユーティリティ」を

参照してください。

データベース・スキーマのアップグレード

既存のデータベース構造を修正するには、
ULDatabaseSchema.ApplyFile メソッドを使用します。ほとんどの場

合、データ損失は起こりません。ただし、カラムを削除したり、カラ
ムのデータ型が互換性のない型に変更された場合などは、データ損失
が起こる場合があります。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「メンバ 
ULDatabaseSchema」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 

『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「メンバ DatabaseSchema」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。

例 次のコードは、ApplyFile メソッドを使用して新しいスキーマ・ファ

イルを適用します。ここでは、すでにデータベースに接続しているこ
とを前提としています (「データベースへの接続」 32 ページを参照 )。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 ULDatabaseSchema schema = conn.Schema;
 ULConnectionParms parms = new ULConnectionParms();
 parms.SchemaOnDesktop = 
@"c:¥tutorial¥tutcustomer.usm";
 try {
   schema.ApplyFile(parms );
 } catch {
   // handle error
 }

// iAnywhere.UltraLite namespace
 DatabaseSchema schema = conn.Schema;
 SchemaParms parms = new SchemaParms();
 parms.SchemaOnDesktop = 
@"c:¥tutorial¥tutcustomer.usm";
 try {
   schema.ApplyFile( parms );
 } catch {
   // handle error
 }
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データベースへの接続
データベースへの接続

Ultra Light アプリケーションをデータベースに接続しないと、データ

ベースのデータを操作できません。この項では、Ultra Light データ

ベースに接続する方法について説明します。

Connection オブ

ジェクトの使用

次に示す Connection オブジェクトのプロパティは、アプリケーション

のグローバルな動作を管理します。

•    コミット動作   デフォルトでは、Ultra Light.NET アプリケーショ

ンは AutoCommit モードに設定されています。insert 文、update 
文、delete 文はすべて、すぐにデータベースにコミットされま

す。ULConnection.BeginTransaction() を使用して、アプリケー

ションにトランザクションを構築できます。

詳細については、「Ultra Light でのトランザクション処理」 54
ページを参照してください。

•    ユーザ認証   Grant と Revoke の接続許可メソッドを使用すると、

アプリケーションのユーザ ID とパスワードをデフォルト値の 
DBA と SQL から別の値に変更できます。各アプリケーション

は、最大 4 つのユーザ ID を保持できます。

詳細については、「ユーザ認証」 58 ページを参照してください。

•    同期   Connection オブジェクトから、同期を管理するオブジェク

トのセットにアクセスできます。

詳細については、「Ultra Light アプリケーションの同期」 59 ペー

ジを参照してください。

•    テーブル   Ultra Light テーブルには、Connection オブジェクトの

メソッドを使用してアクセスします。

詳細については、「テーブル API によるデータ・アクセスと操

作」 46 ページを参照してください。

•    コマンド   動的 SQL 文の実行を処理し、結果セットをナビゲー

トするために提供されるオプジェクトのセット。
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詳細については、「動的 SQL を使用したデータへのアクセスと

操作」 38 ページを参照してください。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnection クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) ま
たは 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Connection クラス」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。

マルチスレッド・ア
プリケーション

Connection オブジェクトと、このオブジェクトから作成されるすべて

のオブジェクトは、それぞれ単一のスレッドで使用してください。ア
プリケーションが Ultra Light データベースにアクセスするのに複数の

スレッドを必要とする場合は、スレッドごとに個別の接続が必要で
す。

❖ Ultra Light データベースに接続するには、次の手順に従い

ます。

1 DatabaseManager オブジェクトを作成および初期化します。

iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースを使用する場合は、

この手順は必要ありません。

DatabaseManager オブジェクトは、オブジェクト階層のルート

にあります。DatabaseManager オブジェクトは、1 つのアプリ

ケーションに 1 つだけ作成します。多くの場合、

DatabaseManager オブジェクトは、アプリケーションに対して

グローバルに宣言するのが最も効果的です。

// iAnywhere.UltraLite namespace
 DatabaseManager dbMgr = new DatabaseManager();

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「DatabaseManager クラス」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペー

ス ) を参照してください。

2 Connection オブジェクトを宣言します。

ほとんどのアプリケーションは、Ultra Light データベースへ

の単一接続を使用し、接続を開いたままにしておきます。複
数の接続が必要になるのは、マルチスレッド・データ・アク
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セスの場合だけです。そのため、Connection オブジェクトは、

アプリケーションに対してグローバルに宣言するのが最も効
果的です。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULConnection conn;

// iAnywhere.UltraLite namespace
Connection conn;

3 既存のデータベースへの接続を開きます。指定されたデータ
ベース・ファイルが存在しない場合は、新しいデータベース
を作成します。

ほとんどの Ultra Light アプリケーションは、データベース・

ファイルではなくスキーマ・ファイルを配備し、最初の接続
時に Ultra Light にデータベース・ファイルを作成させます。

次のコードは、既存のデータベースへの接続を試みます。
データベース・ファイルが存在しない場合は、アプリケー
ションがデータベース・ファイルを作成します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULConnectionParms parms = new ULConnectionParms();
// specify the location of the database file
parms.DatabaseOnDesktop = "mydata.udb";
// specify the location of the schema file
parms.SchemaOnDesktop = "mydata.usm";
conn = new ULConnection( parms.ToString() );
conn.OpenWithCreate();

// iAnywhere.UltraLite namespace
ConnectionParms parms = new ConnectionParms();
// specify the location of the database file
parms.DatabaseOnDesktop = "mydata.udb";
try {
  conn = dbMgr.OpenConnection( parms );
} catch( SQLException econn ) {
  if( econn.GetErrorCode() ==
    SQLCode.SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND ){
    CreateParms parms = new CreateParms();
    parms.DatabaseOnDesktop = "mydata.udb";
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    parms.Schema.SchemaOnDesktop = "mydata.usm";
    try {
      conn = dbMgr.CreateDatabase( parms );
  }
}

例 次のコードは、Ultra Light データベース mydata.udb への接続を開きま

す。データベースが存在しない場合は、mydata.usm という名前の 
Ultra Light スキーマ・ファイルを使用して作成されます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 ULConnectionParms parms = new ULConnectionParms();
 parms.DatabaseOnDesktop = "mydata.udb";
 parms.SchemaOnDesktop = "mydata.usm";
 conn = new ULConnection( parms.ToString() );
 conn.InfoMessage += new ULInfoMessageEventHandler(
     InfoMessageEventHandler );
 conn.OpenWithCreate();

// iAnywhere.UltraLite namespace
 CreateParms parms = new CreateParms();
 parms.DatabaseOnDesktop = "mydata.udb";
 parms.Schema.SchemaOnDesktop = "mydata.usm";
 try {
   conn = dbMgr.OpenConnection( parms );
   System.Console.WriteLine(
     "Connected to an existing database." );
 }
 catch( SQLException econn ) {
   if( econn.GetErrorCode() ==
       SQLCode.SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND ){
     conn = dbMgr.CreateDatabase( parms );
     System.Console.WriteLine(
       "Connected to a new database." );
   } else {
     throw econn;
   }
 }

上記のコードでは、データベースが新しいかを検出するために、以下
のように定義される InfoMessage ハンドラを使用します。
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// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 protected void InfoMessageHandler(
     object obj, ULInfoMessageEventArgs args )
 {
   if( args.NativeError == 
ULSQLCode.SQLE_DATABASE_CREATED ){
     System.Console.WriteLine( args.Message );
   }
 }
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暗号化と難読化

Ultra Light.NET を使用して Ultra Light データベースを暗号化または難

読化できます。

暗号化 暗号化を使用してデータベースを作成するには、
ULConnectionParms.EncryptionKey プロパティを使用して暗号化キーを

指定し、次に OpenWithCreate メソッドを呼び出します。

OpenWithCreate メソッドを呼び出すと、データベースが作成され、指

定されたキーを使用して暗号化されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「EncryptionKey 接続パラメータ」を参照してください。

暗号化キーを変更するには、Connection.ChangeEncryptionKey メソッ

ドを使用して新しい暗号化キーを指定します。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnection クラス」と 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnectionParms クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース

) または 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Connection クラ

ス」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。

データベースが暗号化された後は、データベースへの接続で正しい暗
号化キーを指定する必要があります。そうしないと、接続は失敗しま
す。

難読化 データベースを難読化するには、作成パラメータとして obfuscate=1 
を指定します。

データベースの暗号化の詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light データベースの暗号化」を参照

してください。
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動的 SQL を使用したデータへのアクセスと操作

Ultra Light アプリケーションは、動的 SQL またはテーブル API を使用

して、テーブル・データにアクセスできます。この項では、動的 SQL 
を使用したデータ・アクセスについて説明します。

テーブル API の使用方法については、「テーブル API によるデータ・

アクセスと操作」 46 ページを参照してください。

この項では、動的 SQL を使用して次の操作を行う方法について説明

します。

•    ローの挿入、削除、更新

•    結果セットのローの取得

•    結果セットのローのスクロール

この項では、SQL 言語そのものについては説明しません。動的 SQL 
機能の詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガ

イド』 > 「動的 SQL」 を参照してください。

SQL 操作に必要な一連の操作の概要については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「動的 SQL の使用」を参照してくだ

さい。

データ操作 : INSERT、UPDATE、DELETE

Ultra Light では、SQL データ操作言語の操作を実行できます。この操

作は、ULCommand.ExecuteNonQuery メソッド 
(iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 
PreparedStatement.executeStatement メソッド (iAnywhere.UltraLite ネー

ムスペース ) を使用して実行されます。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULCommand クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) また

は 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「PreparedStatement クラ

ス」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。
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iAnywhere.Data.UltraLite コマンドで使用するパラメータ

SQL 文のパラメータのプレースホルダは、? 文字を使用して指定しま

す。INSERT、UPDATE、DELETE では必ず、コマンドのパラメータで

の並び順に従ってそれぞれの ? が参照されます。たとえば、最初の ? 
は 0、2 番目の ? は 1 のようになります。

iAnywhere.UltraLite 準備文で使用するパラメータ

SQL 文のパラメータのプレースホルダは、? 文字を使用して指定しま

す。INSERT、UPDATE、DELETE で、準備文での並び順に従ってそ

れぞれの ? が参照されます。たとえば、最初の ? は 1、2 番目の ? は 2 
のようになります。

❖ ローを挿入するには、次の手順に従います。

1 ULCommand を宣言します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULCommand cmd;
 
// iAnywhere.UltraLite namespace
PreparedStatement prepStmt;

2 SQL 文を ULCommand オブジェクトに割り当てます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd = conn.CreateCommand();
cmd.Command =
   "INSERT INTO MyTable(MyColumn) values (?)";

// iAnywhere.UltraLite namespace
prepStmt = conn.PrepareStatement(
   "INSERT INTO MyTable(MyColumn) values (?)");

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

次のコードは、文字列パラメータを示します。
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// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
String newValue;
// assign value
cmd.add("", newValue);

// iAnywhere.UltraLite namespace
String newValue;
// assign value
prepStmt.SetStringParameter(1, newValue);

4 文を実行します。

戻り値は、文に影響されたローの数を示します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
int rowsInserted = cmd.ExecuteNonQuery();
 
// iAnywhere.UltraLite namespace
long rowsInserted = prepStmt.ExecuteStatement();

5 トランザクションを使用している場合 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペースの AutoCommit が false) は、変更内容をコミッ

トします。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd.Transaction.Commit();

// iAnywhere.UltraLite namespace
conn.Commit();

❖ ローを更新するには、次の手順に従います。

1 ULCommand を宣言します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULCommand cmd;
 
// iAnywhere.UltraLite namespace
PreparedStatement prepStmt;

2 文を ULCommand オブジェクトに割り当てます。
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// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd = conn.CreateCommand();
cmd.Command =
    "UPDATE MyTable SET MyColumn1 = ? WHERE 
MyColumn2 = ?";

// iAnywhere.UltraLite namespace
prepStmt = conn.PrepareStatement(
    "UPDATE MyTable SET MyColumn1 = ? WHERE 
MyColumn2 = ?");

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
String newValue;
String oldValue;
// assign values
cmd.add("", newValue);
cmd.add("", oldValue);

// iAnywhere.UltraLite namespace
String newValue;
String oldValue;
// assign values
prepStmt.SetStringParameter(1, newValue);
prepStmt.SetStringParameter(2, oldValue);

4 文を実行します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
int rowsUpdated = cmd.ExecuteNonQuery();

// iAnywhere.UltraLite namespace
long rowsUpdated = prepStmt.ExecuteStatement();

5 トランザクションを使用している場合 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペースの AutoCommit が false) は、変更内容をコミッ

トします。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd.Transaction.Commit();

// iAnywhere.UltraLite namespace
conn.Commit();
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❖ ローを削除するには、次の手順に従います。

1 ULCommand を宣言します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULCommand cmd;

// iAnywhere.UltraLite namespace
PreparedStatement prepStmt;

2 文を ULCommand オブジェクトに割り当てます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd = conn.CreateCommand();
cmd.Command =
   "DELETE FROM MyTable WHERE MyColumn = ?";

// iAnywhere.UltraLite namespace
prepStmt = conn.PrepareStatement(
   "DELETE FROM MyTable WHERE MyColumn = ?");

3 文の入力パラメータ値を割り当てます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
String deleteValue;
// assign value
cmd.add("", deleteValue);

// iAnywhere.UltraLite namespace
String deleteValue;
prepStmt.SetStringParameter(1, deleteValue);

4 文を実行します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
int rowsDeleted = cmd.ExecuteNonQuery();

// iAnywhere.UltraLite namespace
long rowsDeleted = prepStmt.ExecuteStatement();

5 トランザクションを使用している場合 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペースの AutoCommit が false) は、変更内容をコミッ

トします。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd.Transaction.Commit();
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// iAnywhere.UltraLite namespace
 conn.Commit();

データの取得 : SELECT

SELECT 文を使用すると、データベースから情報を取り出すことがで

きます。この項では、SELECT 文の実行方法と返される結果セットの

処理方法について説明します。

❖ SELECT 文を実行するには、次の手順に従います。

1 クエリを保持する ULCommand オブジェクトを宣言します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULCommand cmd;

// iAnywhere.UltraLite namespace
PreparedStatement prepStmt;

2 このオブジェクトに文を割り当てます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
cmd = conn.CreateCommand();
cmd.Command =
    "SELECT MyColumn FROM MyTable";

// iAnywhere.UltraLite namespace
prepStmt = conn.PrepareStatement(
"SELECT MyColumn FROM MyTable");

3 文を実行します。

以下のコードでは、SELECT のクエリ結果に文字列が含まれ

ています。これはコマンド・プロンプトへ出力されます。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
ULDataReader customerNames = 
prepStmt.ExecuteReader();
 while( customerNames.MoveNext() ) {
   for ( int i = 0; 
     i < customerNames.GetFieldCount(); 
     i++ ) {
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     System.Console.Write(
     customerNames.GetString( i ) + " " );
   }
   System.Console.WriteLine();
 }

// iAnywhere.UltraLite namespace
 ResultSet customerNames = prepStmt.ExecuteQuery();
 customerNames.MoveBeforeFirst();
 while( customerNames.MoveNext() ) {
   for ( int i = 1; 
     i <= customerNames.Schema.GetColumnCount(); 
     i++ ) {
     System.Console.Write(
     customerNames.GetString( i ) + " " );
   }
   System.Console.WriteLine();
 }

動的 SQL 結果セットのナビゲーション

ULDataReader (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 
ResultSet (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) オブジェクトに関連し

たメソッドを使用して、結果セット内をナビゲートすることができま
す。

結果セット・オブジェクトは、結果セットをナビゲーションする次の
メソッドを提供します。

• MoveAfterLast() 最後のローの後に移動します。

• MoveBeforeFirst() 最初のローの前に移動します。

• MoveFirst() 最初のローに移動します。

• MoveLast() 最後のローに移動します。

• MoveNext() 次のローに移動します。

• MovePrevious() 前のローに移動します。

• MoveRelative( offset ) 現在のローを基準にして、オフセット

が指定した数だけローを移動します。オフセット値を正の値
で指定すると、現在の結果セットのカーソル位置から前方に
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移動します。負の値で指定すると後方に移動します。オフ
セット値が 0 の場合、カーソルは移動しませんが、ロー・

バッファが再配置されます。

結果セット・スキーマの説明

ULDataReader.GetSchemaTable メソッドと ULDataReader.Schema プロパ

ティ (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 
ResultSet.Schema プロパティ (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を
使用して、カラム名、カラムの総数、カラム・スケール、カラム・サ
イズ、カラム SQL 型など、結果セットに関する情報を取得できます。

例 次のサンプル・コードは、ULDataReader.Schema と ResultSet.Schema 
プロパティを使用して、スキーマ情報をコンソール・ウィンドウに表
示する方法を示しています。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 for ( int i = 0; 
       i < MyResultSet.Schema.GetColumnCount(); 
       i++ ) {
    System.Console.WriteLine(
       MyResultSet.Schema.GetColumnName(i) + " " +
       MyResultSet.Schema.GetColumnSQLType(i)
    );
 }

// iAnywhere.UltraLite namespace
 for ( int i = 1; 
       i <= MyResultSet.Schema.GetColumnCount(); 
       i++ ) {
    System.Console.WriteLine(
       MyResultSet.Schema.GetColumnName(i) + " " +
       MyResultSet.Schema.GetColumnSQLType(i)
    );
 }
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テーブル API によるデータ・アクセスと操作

Ultra Light アプリケーションは、動的 SQL またはテーブル API を使用

して、テーブル・データにアクセスできます。この項では、テーブル 
API を使用したデータ・アクセスについて説明します。

動的 SQL については、「動的 SQL を使用したデータへのアクセスと

操作」 38 ページを参照してください。

この項では、テーブル API を使用して次の操作を行う方法について説

明します。

•    テーブルのローのスクロール

•    現在のローの値へのアクセス

•    find メソッドと lookup メソッドを使用したテーブルのローの検

索

•    ローの挿入、削除、更新

テーブルのローのナビゲーション

Ultra Light.NET は、幅広いナビゲーション作業を行うため、テーブル

をナビゲーションする方法を多数提供します。

テーブル・オブジェクトは、テーブルをナビゲーションする次のメ
ソッドを提供します。

• MoveAfterLast() 最後のローの後に移動します。

• MoveBeforeFirst() 最初のローの前に移動します。

• MoveFirst() 最初のローに移動します。

• MoveLast() 最後のローに移動します。

• MoveNext() 次のローに移動します。

• MovePrevious() 前のローに移動します。
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• MoveRelative( offset ) 現在のローを基準にして、オフセット

が指定した数だけローを移動します。オフセット値を正の値
で指定すると、現在のテーブルのカーソル位置から前方に移
動します。負の値で指定すると後方に移動します。オフセッ
ト値が 0 の場合、カーソルは移動しませんが、ロー・バッ

ファが再配置されます。

例 次のサンプル・コードは、MyTable テーブルを開き、各ローの 
MyColumn カラムの値を表示します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 ULTable t = conn.ExecuteTable( "MyTable" );
 int colID = t.GetOrdinal( "MyColumn" );
 while ( t.MoveNext() ){
    System.Console.WriteLine( t.GetString( colID ) );
 }

// iAnywhere.UltraLite namespace
 Table t = conn.GetTable( "MyTable" );
 short colID = t.Schema.GetColumnID( "MyColumn" );
 t.Open();
 t.MoveBeforeFirst();
 while ( t.MoveNext() ){
    System.Console.WriteLine( t.GetString( colID ) );
 }

テーブル・オブジェクトを開くと、テーブルのローがアプリケーショ
ンに公開されます。デフォルトでは、ローはプライマリ・キー値の順
に並んでいますが、テーブルを開くときにインデックスを指定すると
特定の順序でローにアクセスできます。

例 次のコードは、ix_col インデックスで順序付けられた MyTable テーブ

ルの最初のローに移動します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 ULTable t = conn.ExecuteTable( "MyTable", "ix_col" );
 t.MoveFirst();
 
 // iAnywhere.UltraLite namespace
 Table t = conn.GetTable( "MyTable" );
 t.Open( "ix_col" );
 t.MoveFirst();
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詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「ULTable 
クラス」 と 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「ULTableSchema 
クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Table クラス」 と 『Ultra Light.NET 
ユーザーズ・ガイド』 > 「TableSchema クラス」 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペース ) を参照してください。

Ultra Light のモードの使用

Ultra Light モードは、バッファ内の値の使用目的を指定します。Ultra 
Light には、デフォルト・モードに加えて、次の 4 つの操作モードが

あります。

•    挿入モード   Insert メソッドを呼び出すと、バッファ内のデータ

が新しいローとしてテーブルに追加されます。

•    更新モード   Update メソッドを呼び出すと、現在のローがバッ

ファ内のデータに置き換えられます。

•    検索モード   find メソッドの 1 つが呼び出されたときに、値が

バッファ内のデータに正確に一致するローの検索に使用されま
す。

•    ルックアップ・モード   いずれかの lookup メソッドが呼び出さ

れたときに、バッファ内のデータと一致するか、それより大き
い値のローを検索します。

現在のローの値へのアクセス

Table オブジェクトは、次のいずれかの位置に常に置かれています。

•    テーブルの最初のローの前

•    テーブルのいずれかのローの上

•    テーブルの最後のローの後ろ
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Table オブジェクトがローの上に置かれている場合は、そのデータ型

に適したメソッド・セットを使用して、各カラムの値を取得したり、
変更したりできます。

カラム値の取得 Table オブジェクトは、カラム値を取得するメソッド・セットを提供

します。これらのメソッドは、カラム ID を引数として取ります。

例 次のコードは、lname カラムの値を取得します。このカラムの値は文

字列です。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 int lname = t.GetOrdinal( "lname" );
 string lastname = t.GetString( lname );

// iAnywhere.UltraLite namespace
 short lname = t.Schema.GetColumnID( "lname" );
 string lastname = t.GetString( lname );

次のコードは、cust_id カラムの値を取得します。このカラムの値は整

数です。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 int cust_id = t.GetOrdinal( "cust_id" );
 int id = t.GetInt( cust_id );

// iAnywhere.UltraLite namespace
 short cust_id = t.Schema.GetColumnID( "cust_id" );
 int id = t.GetInt( cust_id );

カラム値の変更 値を取り出すメソッド以外に、値を設定するメソッドもあります。値
を設定するメソッドは、カラム ID と値を引数として取ります。

例 たとえば、次のコードは、lname カラムの値を Kaminski に設定しま

す。

t.SetString( lname, "Kaminski" );

これらのプロパティへの値の割り当てによって、データベース内の
データの値が変更されることはありません。現在の位置がテーブルの
最初のローの前でも、テーブルの最後のローの後ろであっても、プロ
パティに値を割り当てることができます。ただし、これらの位置に現
在のローが置かれている場合に、たとえば、変数へのプロパティの割
り当てなどによって、データにアクセスしようとするとエラーになり
ます。
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// This code is incorrect
 t.MoveBeforeFirst();
 id = t.GetInt( cust_id );

値のキャスト 選択するメソッドは、割り当てるデータ型に一致させてください。
データ型に互換性がある場合は、Ultra Light が自動的にデータベース

のデータ型をキャストするため、getString メソッドを使用して整数値

を文字列変数にフェッチしたりできます。

find と lookup を使用したローの検索

Ultra Light には、データを操作するための操作モードがいくつかあり

ます。これらのモードのうちの 2 つ ( 検索モードとルックアップ・

モード ) は、検索に使用されます。Table オブジェクトには、テーブ

ル内の特定のローを検索するために、これらのモードに対応するメ
ソッドがあります。

注意
find メソッドや lookup メソッドを使用して検索されるカラムは、テー

ブルを開くのに使用されたインデックスにあることが必要です。

•    find メソッド   Table オブジェクトを開いたときに指定したソー

ト順に基づいて、指定された検索値と正確に一致する最初の
ローに移動します。検索値が見つからない場合は、最初のロー
の前、または最後のローの後ろに位置設定されます。

•    lookup メソッド   Table オブジェクトを開いたときに指定した

ソート順に基づいて、指定された検索値と一致するか、それよ
り大きい値の最初のローに移動します。

❖ ローを検索するには、次の手順に従います。

1 検索モードまたはルックアップ・モードを開始します。

モードを開始するには、テーブル・オブジェクトのメソッド
を呼び出します。たとえば、次のコードは検索モードを開始
します。

t.FindBegin();
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2 検索値を設定します。

検索値は、現在のローの値を設定することで設定します。こ
れらの値の設定は、データベースではなく、現在のローを保
持しているバッファにのみ影響します。たとえば、次のコー
ドは、バッファの値を Kaminski に設定します。

// iAnywhere.Data.UltraLite namespace
 int lname = t.GetOrdinal( "lname" );
 t.SetString( lname, "Kaminski" );

// iAnywhere.UltraLite namespace
 short lname = t.Schema.GetColumnID( "lname" );
 t.SetString( lname, "Kaminski" );

3 ローを検索します。

適切なメソッドを使用して検索を実行します。たとえば、次
の指示は、現在のインデックスで指定された値と正確に一致
する最初のローを検索します。

マルチカラム・インデックスの場合、最初のカラムの値が常
に使用され、ほかのカラムは省略できます。

tCustomer.FindFirst();

4 ローの次のインスタンスを検索します。

適切なメソッドを使用して検索を実行します。検索操作では、
FindNext() で、インデックス内の次のインスタンスを検索し

ます。ルックアップ操作では、MoveNext() で次のインスタン

スを検索します。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「ULTable 
クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Table クラス」 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペース ) を参照してください。

ローの更新

次の手順では、ローを更新します。
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❖ ローを更新するには、次の手順に従います。

1 更新するローに移動します。

テーブルをスクロールするか、find メソッドと lookup メソッ

ドを使用してテーブルを検索し、ローに移動できます。

2 更新モードを開始します。

たとえば、次の指示は、t 上で更新モードを開始します。

t.BeginUpdate();

3 更新するローの新しい値を設定します。たとえば、次の指示
は、バッファ内の id カラムを 3 に設定します。

t.SetInt( id , 3);

4 Update を実行します。

t.Update();

更新操作が終了すると、更新したローが現在のローになります。
Table オブジェクトを開いたときに指定したインデックスのカラム値

を変更した場合は、現在のローの定義が解除されます。

デフォルトでは、Ultra Light.NET は AutoCommit モードで動作するた

め、更新は永続的な記憶領域のローに即時適用されます。
AutoCommit モードを無効にした場合は、コミット操作を実行するま

で、更新は適用されません。詳細については、「Ultra Light でのトラ

ンザクション処理」 54 ページを参照してください。

警告
ローのプライマリ・キーは更新できません。代わりに、ローを削除し
て新しいローを追加してください。

ローの挿入

ローの挿入手順は、ローの更新手順とほぼ同じです。ただし、挿入操
作の場合は、テーブル内のローをあらかじめ指定する必要はありませ
ん。テーブルへのローの挿入順序に意味はありません。
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例 次のコードでは、新しいローが挿入されます。

t.InsertBegin();
t.SetInt( id, 3 );
t.SetString( lname, "Carlo" );
t.Insert();

カラムの値を設定しない場合、そのカラムにデフォルト値があるとき
はデフォルト値が使用されます。カラムにデフォルトがない場合は、
次のエントリが使用されます。

•    NULL 入力可能なカラムの場合は NULL

•    NULL 入力不可の数値カラムの場合は 0

•    NULL 入力不可の文字カラムの場合は空の文字列

•    明示的に値を NULL に設定するには、setNull メソッドを使用し

ます。

更新操作の場合は、コミットを実行したときに、永続的な記憶領域の
データベースに挿入が適用されます。AutoCommit モードでは、insert 
メソッドの一部としてコミットが実行されます。

ローの削除

ローの削除手順は、ローの挿入や更新よりも簡単です。挿入モードや
更新モードに対応する削除モードはありません。

次の手順は、ローを削除します。

❖ ローを削除するには、次の手順に従います。

1 削除するローに移動します。

2 Table.Delete() メソッドを実行します。

t.Delete();
53



Ultra Light でのトランザクション処理
Ultra Light でのトランザクション処理

Ultra Light のトランザクション処理は、データベース内のデータの整

合性を保証します。トランザクションは、作業の論理単位です。トラ
ンザクション全体が実行されるか、トランザクション内の文がどれも
実行されないかのいずれかです。

デフォルトでは、Ultra Light.NET は AutoCommit モードで動作するた

め、挿入、更新、削除はそれぞれ独立したトランザクションとして実
行されます。操作が完了すると、データベースに変更が加えられま
す。

複数文のトランザクションを使用するには、
ULConnection.BeginTransaction() を呼び出すことによって 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「ULTransaction クラス」 オブジェク

トを作成する必要があります。たとえば、2 つの口座間で資金を移動

するアプリケーションでは、振込み元の口座からの引き落としと、振
り込み先口座への振り込みを、両方とも完了するか、どちらも完了し
ないかのいずれかです。

接続に有効なトランザクションがある場合は、ULTransaction.Commit() 
文を実行してトランザクションを完了し、データベースへの変更を永
続的なものにするか、ULTransaction.Rollback() 文を実行してトランザ

クションのすべての処理をキャンセルしてください。トランザクショ
ンがコミットまたはロールバックされると、次に 
ULConnection.BeginTransaction() を呼び出すまで、接続は AutoCommit 
モードに戻ります。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnection クラス」と 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULTransaction クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) ま
たは 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Connection クラス」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。
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スキーマ情報へのアクセス

API のオブジェクトは、テーブル、カラム、インデックス、同期パブ

リケーションを表します。各オブジェクトには、そのオブジェクトの
構造情報へアクセスするための Schema プロパティがあります。

API によるスキーマの変更はできません。スキーマに関する情報の取

得のみが可能です。

スキーマの修正については、「データベース・スキーマのアップグ
レード」 31 ページを参照してください。

次のスキーマ・オブジェクトと情報にアクセスできます。

•    DatabaseSchema   データベース内のテーブルの数と名前、日付

と時刻のフォーマットなどのグローバル・プロパティを公開し
ます。

ULDatabaseSchema オブジェクトを取得するには、

ULConnection.Schema (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) 
または Connection.Schema (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) 
にアクセスします。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnection クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース

) または 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「Connection 
クラス」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してくださ

い。

•    TableSchema   このテーブル内のカラムとインデックスの数と名

前。

ULTableSchema オブジェクトを取得するには、ULTable.Schema. 
(iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または Table.Schema 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) にアクセスします。

•    IndexSchema   インデックス内のカラムに関する情報。インデッ

クスには直接に対応するデータがないため、個別の Index クラス

はなく、ULIndexSchema クラスのみが存在します。
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ULIndexSchema オブジェクトを取得するには、

ULTableSchema.GetIndex、ULTableSchema.GetOptimalIndex、また

は ULTableSchema.GetPrimaryKey メソッドを呼び出します。

•    PublicationSchema   パブリケーションに含まれるテーブルとカ

ラムのリスト。パブリケーションもスキーマのみで構成されて
いるため、Publication オブジェクトは存在しません。

ULPublicationSchema オブジェクトを取得するには、

ULDatabaseSchema.GetPublicationSchema メソッドを呼び出しま

す。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULTableSchema クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) ま
たは 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「TableSchema クラス」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。
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エラー処理

.NET の標準エラー処理機能を使用して、エラーを処理できます。

iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースの大部分のメソッドは、

ULException エラーをスローします。ULException.NativeError を使用

して、エラーに割り当てられた ULSQLCode 値を取得できます。

iAnywhere.UltraLite ネームスペースの大部分のメソッドは、

SQLException エラーをスローします。SQLException.ErrorCode を使用

して、エラーに割り当てられた SQLCode 値を取得できます。

ULException と SQLException のどちらにも、エラーの説明文を取得す

るために使用できる Message プロパティがあります。ULSQLCode エ
ラーと SQLCode エラーは、エラー・タイプを示す負の数字です。

エラー・コードのリストについては、『ASA エラー・メッセージ』 > 
「ASA エラー・メッセージ」を参照してください。

同期後は、接続の SyncResult プロパティを使用して詳細なエラー情報

を取得できます。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULSyncProgressListener インタフェース」 

(iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「SyncProgressListener インタ

フェース」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペース )

•    『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「ULSyncResult クラ

ス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 「SyncResult クラス」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース )
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ユーザ認証

新しいユーザは既存の接続から追加します。Ultra Light のすべての

データベースは、デフォルトのユーザ ID DBA とパスワード SQL を
使用して作成されるため、最初はこの初期ユーザとして接続します。

ユーザ ID の変更はできません。ユーザを 1 人追加して既存のユーザ

を削除します。Ultra Light ではデータベースごとにユーザ ID が 4 つま

で許可されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light のユーザ認証」を参照してください。

❖ ユーザを追加する、または既存のユーザのパスワードを変

更するには、次の手順に従います。

1 DBA 権限のあるユーザとしてデータベースに接続します。

2 ULConnection.GrantConnectTo メソッドを使用して、希望する

パスワードによるデータベースへのアクセスをユーザに付与
します。

新規ユーザを追加する場合も、既存のユーザのパスワードを
変更する場合も、この手順は同じです。

詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「ULConnection クラス」 (iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペー

ス ) または 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「Connection クラス」 (iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を
参照してください。

❖ 既存のユーザを削除するには、次の手順に従います。

1 DBA 権限のあるユーザとしてデータベースに接続します。

2 Connection.RevokeConnectFrom メソッドを使用して、ユーザ

の接続権限を取り消します。
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Ultra Light アプリケーションの同期

Ultra Light アプリケーションを中央の統合データベースと同期しま

す。同期には、SQL Anywhere Studio に付属の Mobile Link 同期ソフト

ウェアが必要です。

この項では、同期の概要について簡単に説明し、Ultra Light.NET の
ユーザにとって特に関心があるいくつかの機能について説明します。

同期の詳細な説明については、『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra 
Light クライアント」を参照してください。

また、CustDB サンプル・アプリケーションには、同期の実例もあり

ます。詳細については、SQL Anywhere 9 インストール環境の 
Samples¥UltraLite.NET¥CustDB サブディレクトリを参照してください。

Ultra Light.NET は、TCP/IP、HTTP、HTTPS 通信による同期をサポー

トします。同期は、Ultra Light アプリケーションによって開始されま

す。いずれの場合でも、SyncParms オブジェクトのプロパティを使用

して同期を制御します。

注意
HTTPS を使用して同期するには、別途セキュリティ・オプション・

ライセンスが必要です。このオプションのご注文については、ご購入
いただいた販売代理店または弊社営業担当までご連絡ください。

詳細については、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「SQL Anywhere 
Studio へようこそ」を参照してください。

アプリケーションへの ActiveSync 同期の追加

この項では、ActiveSync を Ultra Light.NET アプリケーションに追加す

る方法について説明します。また、エンド・ユーザのコンピュータ上
の ActiveSync で使用するアプリケーションの登録方法についても説明

します。
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ActiveSync 同期を設定する概要については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「ActiveSync を使用するアプリケーションの配備」を参照して

ください。アプリケーションに同期を追加する概要については、
『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light クライアント」を参照して

ください。

ActiveSync 同期を開始できるのは、ActiveSync 自体だけです。デバイ

スがクレードルにある場合や、[ActiveSync] ウィンドウで同期コマン

ドが選択された場合に、ActiveSync は同期を開始します。

ActiveSync が同期を開始すると、Ultra Light アプリケーションがまだ

実行されていない場合は Mobile Link ActiveSync プロバイダが Ultra 
Light アプリケーションを起動し、メッセージを送信します。Mobile 
Link プロバイダからのメッセージを受信および処理するには、

ULActiveSyncListener をアプリケーションに実装します。アプリケー

ションは、SetActiveSyncListener メソッドを使用してリスナ・オブ

ジェクトを指定する必要があります。ここで、MyAppClassName は、

アプリケーションのユニークな Windows クラス名です。

dbMgr.SetActiveSyncListener( 
    "MyAppClassName", listener );

サンプル・コードを含む詳細については、『Ultra Light.NET ユーザー

ズ・ガイド』 > 「ULActiveSyncListener インタフェース」 
(iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) または 『Ultra Light.NET 
ユーザーズ・ガイド』 > 「ActiveSyncListener インタフェース」 
(iAnywhere.UltraLite ネームスペース ) を参照してください。

Ultra Light は、ActiveSync メッセージを受信すると、指定されたリス

ナの ActiveSyncInvoked() メソッドを別のスレッド上で呼び出します。

マルチスレッドの問題を回避するには、ActiveSyncInvoked() メソッド

でユーザ・インタフェースにイベントを通知してください。

マルチスレッド・アプリケーションを使用する場合は、スレッドごと
に別々の接続を使用し、C# の lock キーワードまたは Visual Basic 
.NET の SyncLock キーワードを使用して、アプリケーションの共有オ

ブジェクトにアクセスします。ActiveSyncInvoked() メソッドは、使用

する接続の SyncParms.Stream に ULStreamType.ACTIVE_SYNC を指定

してから ULConnection.Synchronize() を呼び出します。

アプリケーションを登録するときは、次のパラメータを設定します。
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•    クラス名   Connection.SetActiveSyncListener メソッドでアプリ

ケーションが使用したクラス名と同じクラス名
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第 4章 

iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース

この章について iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースには、ADO.NET 用 Ultra 
Light.NET データ・プロバイダのクラス、インタフェース、列挙が含

まれています。

Ultra Light.NET では、ADO.NET 標準を使用する Ultra Light データ

ベース・アプリケーションを開発し、Adaptive Server Anywhere へのマ

イグレーション・パスを提供するために、C# または Visual Basic .NET 
のコードを作成できます｡ Ultra Light と Adaptive Server Anywhere のど

ちらを使用するかを決定していない場合、最初は 
iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースを使用し、Adaptive Server 
Anywhere の高度な機能が必要になったときに Adaptive Server 
Anywhere (iAnywhere.Data.AsaClient ネームスペース ) に切り替えます。

Adaptive Server Anywhere に移行する可能性がある場合は、

iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペースに含まれている Ultra Light 専
用の拡張機能はできるだけ使用しないでください。

この API リファレンスでは、Adaptive Server Anywhere の ADO.NET 用
データ・プロバイダで使用できない Ultra Light.NET 拡張機能には

「UL 拡張：」と表記されています。

Ultra Light.NET の Ultra Light エンジンのランタイムを使用するには、

RuntimeType プロパティ を適切な値に設定してから、他の Ultra 
Light.NET API を使用します。

アプリケーションは接続を開いて、データベースの操作を行う必要が
あります。 接続は、ULConnection クラスを使用して開きます。

iAnywhere.Data.UltraLite アセンブリは、

iAnywhere.Data.UltraLite.resources というサテライト・リソース・ア

センブリを使用します。メイン・アセンブリは、このリソース・アセ
ンブリを国別に System.Globalization.CultureInfo.CurrentUICulture、
System.Globalization.CultureInfo.CurrentCulture、国 "EN" の順に検索し

ます。
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ULActiveSyncListener インタフェース

UL 拡張： ActiveSync イベントを受信するリスナ・インタフェースで

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ULActiveSyncListener

// C# 
 public interface ULActiveSyncListener

ULActiveSyncListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

ActiveSyncInvoked メソッド

ActiveSync 用の Mobile Link プロバイダがアプリケーションを呼び出

して同期を実行するときに起動されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ActiveSyncInvoked( _
 ByVal launchedByProvider As Boolean _
 )

// C# 
 public void ActiveSyncInvoked(
 bool launchedByProvider
 );

パラメータ • launchedByProvider ActiveSync 同期を実行するために、

Mobile Link プロバイダがアプリケーションを起動した場合は 
true。同期の完了後、アプリケーションは自動的に停止しなけ

メンバ 説明

ActiveSyncInvoked メ
ソッド

ActiveSync 用の Mobile Link プロバイダがアプリ

ケーションを呼び出して同期を実行するときに起
動されます。
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ればなりません。ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダが呼び

出したときに、すでにアプリケーションが実行されていた場
合は false。

説明 このメソッドは、別のスレッドによって呼び出されます。マルチス
レッドの問題を回避するには、このメソッドがユーザ・インタフェー
スにイベントを通知する必要があります。マルチスレッドを使用する
場合は、スレッドごとに別々の接続を使用し、lock キーワードを使用

して、アプリケーションの共有オブジェクトにアクセスすることをお
すすめします。ActiveSyncInvoked への呼び出しによって発生した同

期では、その接続の Stream プロパティに ULStreamType 列挙 値を指定

する必要があります。

例 次のコード・フラグメントは、ActiveSync 要求を受信して、UI ス
レッドで同期を実行する方法を示してします。 

' Visual Basic Imports iAnywhere.Data.UltraLite
    
 Public Class MainWindow
   Inherits System.Windows.Forms.Form
   Implements ULActiveSyncListener
   Private conn As ULConnection
 

  Public Sub New(ByVal args() As String)
 
     MyBase.New()
 
     'This call is required by the Windows Form 
Designer.
     InitializeComponent()
 
     'Add any initialization after the 
InitializeComponent() call
     
ULConnection.DatabaseManager.SetActiveSyncListener( _
         "myCompany.myapp", Me _
       )
     'Create Connection
     ...
   End Sub
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  Protected Overrides Sub OnClosing( _
         ByVal e As 
System.ComponentModel.CancelEventArgs _
       )
     
ULConnection.DatabaseManager.SetActiveSyncListener( _
         Nothing, Nothing _
       )
     MyBase.OnClosing(e)
   End Sub
 

  Public Sub ActiveSyncInvoked( _
         ByVal launchedByProvider As Boolean _
       ) Implements 
ULActiveSyncListener.ActiveSyncInvoked
     Me.Invoke(New EventHandler(AddressOf 
Me.ActiveSyncAction))
   End Sub
 

  Public Sub ActiveSyncAction( _
         ByVal sender As Object, ByVal e As EventArgs _
       )
     ' Do active sync
     conn.SyncParms.Stream = ULStreamType.ACTIVE_SYNC
     conn.Synchronize()
   End Sub
 End Class
 

// C# using iAnywhere.Data.UltraLite;
 public class Form1 : System.Windows.Forms.Form, 
ULActiveSyncListener
 {
   private System.Windows.Forms.MainMenu mainMenu1;
   private ULConnection conn;
 

  public Form1()
   {
     //
     // Required for Windows Form Designer support
     //
     InitializeComponent();
 
     //
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     // TODO: Add any constructor code after
     // InitializeComponent call
     //
     
ULConnection.DatabaseManager.SetActiveSyncListener(
         "myCompany.myapp", this
       );
     // Create connection
     ...
   }
 

  protected override void Dispose( bool disposing )
   {
     base.Dispose( disposing );
   }
 

  protected override void OnClosing(
       System.ComponentModel.CancelEventArgs e
     )
   {
     
ULConnection.DatabaseManager.SetActiveSyncListener(
         null, null
       );
     base.OnClosing(e);
   }
 

  public void ActiveSyncInvoked(bool 
launchedByProvider)
   {
     this.Invoke( new EventHandler( ActiveSyncHandler ) 
);
   }
 

  internal void ActiveSyncHandler(object sender, 
EventArgs e)
   {
     conn.SyncParms.Stream = ULStreamType.ACTIVE_SYNC;
     conn.Synchronize();
   }
 }
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ULAuthStatusCode 列挙

UL 拡張： Mobile Link ユーザ認証の実行中にレポートされる可能性の

あるステータス・コードを列挙します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULAuthStatusCode
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULAuthStatusCode :
   short

メンバ

参照 ◆ AuthStatus プロパティ

メンバ 説明

EXPIRED ユーザ ID またはパスワードの有効期限が切れて

いるため、認証に失敗しました (EXPIRED = 
3000)。

IN_USE ユーザ ID がすでに使用されているため、認証に

失敗しました (IN_USE = 5000)。

INVALID ユーザ ID またはパスワードが正しくないため、

認証に失敗しました (INVALID = 4000)。

UNKNOWN 認証ステータスが不明です。接続がまだ同期を実
行していない可能性があります (UNKNOWN = 0)。

VALID ユーザ ID とパスワードは、同期時には有効でし

た (VALID = 1000)。

VALID_BUT_EXPIRES_
SOON

ユーザ ID とパスワードは、同期時には有効でし

たが、まもなく有効期限が切れます 
(VALID_BUT_EXPIRES_SOON = 2000)。
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ULCommand クラス

IN パラメータ付きまたは IN パラメータなしで事前にコンパイルされ

た SQL 文またはクエリを表します。このオブジェクトを使用すると、

文またはクエリを効率的に何回も実行できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULCommand
   Inherits Component

// C# 
 public sealed class ULCommand :
   Component

説明 ULCommand オブジェクトは、直接作成したり、CreateCommand メ
ソッドを使用して作成したりできます。このメソッドによって、コマ
ンドは特定の接続で文を実行するための適切なトランザクションを使
用できます。

Transaction プロパティ、現在のトランザクションがコミットまたは

ロールバックされた後でリセットする必要があります。

ULCommand には、Ultra Light.NET データベースでコマンドを実行す

るための次のメソッドがあります。

メソッド 説明

ExecuteNonQuery メ
ソッド

SQL INSERT 文、DELETE 文、UPDATE 文のよう

に、結果セットを返さない文を実行します。

ExecuteReader メソッ

ド

SQL SELECT 文を実行し、ULDataReader クラス 
で結果セットを返します。

ExecuteScalar メソッ

ド

SQL SELECT 文を実行し、単一の値を返します。
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CommandText プロパティ を含め、ほとんどのプロパティをリセット

できるほか、ULCommand オブジェクトを再利用できます。

リソース管理の理由により、コマンドを使用し終わったら、そのコマ
ンドを明示的に閉じることをおすすめします。

実装：IDbCommand、IDisposable

ULCommand メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス の
データベース・テーブルを取り出します。

CommandText プロパティ はテーブルの名前と

して解釈され、IndexName プロパティ はテーブ

ルのソート順の指定に使用できます。

CommandType プロパティ は 
CommandType.TableDirect でなければなりません。

メソッド 説明

メンバ 説明

ULCommand コンスト

ラクタ

ULCommand オブジェクトを初期化します。

ULCommand コンスト

ラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマン

ド・テキストで初期化します。

ULCommand コンスト

ラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマン

ド・テキストと接続で初期化します。

ULCommand コンスト

ラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマン

ド・テキスト、接続、トランザクションで初期化
します。
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パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

CommandText プロパ

ティ

CommandType プロパティ が 
CommandType.TableDirect である場合の、SQL 文
のテキストまたはテーブルの名前を指定します。
パラメータ化された文の場合、疑問符 (?) プレー

スホルダを使用してパラメータを渡します。

CommandTimeout プロ

パティ

この機能は Ultra Light.NET ではサポートされてい

ません。

CommandType プロパ

ティ

実行されるコマンドのタイプを指定します。

Connection プロパ

ティ

ULCommand オブジェクトを実行する接続オブ

ジェクトです。

IndexName プロパ

ティ

UL 拡張：CommandType プロパティ が 
CommandType.TableDirect であるときに、テーブル

を開く ( ソートする ) インデックスの名前を指定

します。

Parameters プロパティ 現在の文のパラメータを指定します。

Plan プロパティ UL 拡張： Ultra Light.NET がクエリの実行に使用す

るアクセス・プランを返します。このプロパティ
は、主に開発中の使用を目的とします。

Transaction プロパ

ティ

ULCommand が実行される ULTransaction クラス 
を指定します。

UpdatedRowSource プ
ロパティ

ULDataAdapter の Update メソッドによって使用さ

れるときにコマンドの結果が DataRow に適用され

る方法を指定します。

メンバ 説明

Cancel メソッド このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされ

ていません。
71



ULCommand クラス
ULCommand コンストラクタ

ULCommand オブジェクトを初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public ULCommand();

CreateParameter メ
ソッド

ULCommand オブジェクトにパラメータを指定す

るために ULParameter クラス オブジェクトを提

供します。

ExecuteNonQuery メ
ソッド

SQL INSERT 文、DELETE 文、UPDATE 文のよう

に、結果セットを返さない文を実行します。

ExecuteReader メソッ

ド

SQL SELECT 文を実行し、結果セットを返しま

す。

ExecuteReader メソッ

ド

コマンドの動作を指定して SQL SELECT 文を実行

し、結果セットを返します。

ExecuteScalar メソッ

ド

SQL SELECT 文を実行し、単一の値を返します。

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス の
データベース・テーブルを取り出します。

CommandText プロパティ はテーブルの名前と

して解釈され、IndexName プロパティ はテーブ

ルのソート順の指定に使用できます。

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、コマンド動作を指定

してデータベース・テーブルを取り出します。

CommandText プロパティ はテーブルの名前と

して解釈され、IndexName プロパティ はテーブ

ルのソート順の指定に使用できます。

Prepare メソッド このコマンドの SQL 文を事前にコンパイルして格

納します。

メンバ 説明
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説明 ULCommand オブジェクトに CommandText プロパティ、Connection プ
ロパティ、Transaction プロパティが設定されていないと、文を実行で

きません。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ CreateCommand メソッド

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ

ULCommand コンストラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマンド・テキストで初期化

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal cmdText As String _
 )

// C# 
 public ULCommand(
    string  cmdText
 );

パラメータ • cmdText CommandType プロパティ が 
CommandType.TableDirect である場合の、SQL 文のテキストま

たはテーブルの名前。パラメータ化された文の場合、疑問符 
(?) プレースホルダを使用してパラメータを渡します。 

説明 ULCommand オブジェクトに Connection プロパティ、Transaction プロ

パティが設定されていないと、文を実行できません。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ CreateCommand メソッド

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ
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◆ ULCommand コンストラクタ

ULCommand コンストラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマンド・テキストと接続で

初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal cmdText As String, _
    ByVal connection As ULConnection _
 )

// C# 
 public ULCommand(
    string  cmdText,
    ULConnection connection
 );

パラメータ • cmdText CommandType プロパティ が 
CommandType.TableDirect である場合の、SQL 文のテキストま

たはテーブルの名前。パラメータ化された文の場合、疑問符 
(?) プレースホルダを使用してパラメータを渡します。 

• connection 現在の接続

説明 ULCommand オブジェクトに Transaction プロパティが設定されていな

いと、文を実行できないことがあります。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ CreateCommand メソッド

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ
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ULCommand コンストラクタ

ULCommand オブジェクトを、指定したコマンド・テキスト、接続、

トランザクションで初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal cmdText As String, _
    ByVal connection As ULConnection, _
    ByVal transaction As ULTransaction _
 )

// C# 
 public ULCommand(
    string  cmdText,
    ULConnection connection,
    ULTransaction transaction
 );

パラメータ • cmdText CommandType プロパティ が 
CommandType.TableDirect である場合の、SQL 文のテキストま

たはテーブルの名前。パラメータ化された文の場合、疑問符 
(?) プレースホルダを使用してパラメータを渡します。 

• connection 現在の接続

• transaction ULCommand が実行される ULTransaction クラス。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ CreateCommand メソッド

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ

◆ ULCommand コンストラクタ
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CommandText プロパティ

CommandType プロパティ が CommandType.TableDirect である場合の、

SQL 文のテキストまたはテーブルの名前を指定します。パラメータ化

された文の場合、疑問符 (?) プレースホルダを使用してパラメータを

渡します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property CommandText As String _
    Implements IDbCommand.CommandText

// C# 
 public string  CommandText {get;set;}

プロパティ値 SQL 文のテキストまたはテーブルの名前を指定する文字列。デフォル

トは、空の文字列 ( 無効なコマンド ) です。

実装 IDbCommand.CommandText

例 次の例は、パラメータ化されたプレースホルダの使用方法を示しま
す。 

' Visual Basic myCmd.CommandText = "SELECT * FROM 
Customers WHERE CustomerID = ?"
 
 // C# myCmd.CommandText = "SELECT * FROM Customers 
WHERE CustomerID = ?";
 

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteNonQuery メソッド

◆ ExecuteReader メソッド

◆ ExecuteScalar メソッド

◆ ExecuteTable メソッド

CommandTimeout プロパティ

この機能は Ultra Light.NET ではサポートされていません。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property CommandTimeout As Integer _
    Implements IDbCommand.CommandTimeout

// C# 
 public int CommandTimeout {get;set;}

プロパティ値 値は常にゼロです。

例外 •    ULException クラス -  値を設定することは、Ultra Light.NET では

サポートされていません。 

実装 IDbCommand.CommandTimeout

CommandType プロパティ

実行されるコマンドのタイプを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property CommandType As CommandType _
    Implements IDbCommand.CommandType

// C# 
 public CommandType CommandType {get;set;}

プロパティ値 CommandType 値の 1 つ。デフォルトは CommandType.Text です。

説明 サポートされているコマンド・タイプは、次のとおりです。

◆ CommandType.TableDirect - UL 拡張： この CommandType を指

定するときは、CommandText プロパティ はデータベース・

テーブルの名前でなければなりません。また、IndexName プ
ロパティ を使用して、テーブルを開く ( ソートする ) イン

デックスを指定することもできます。テーブルにアクセスす
るには、ExecuteTable メソッド または ExecuteReader メソッド 
を使用します。

◆ CommandType.Text - この CommandType を指定するときは、

CommandText プロパティ は SQL 文またはクエリでなければ

なりません。クエリ以外の SQL 文を実行するには、
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ExecuteNonQuery メソッド を使用します。また、クエリを実

行するには、ExecuteReader メソッド または ExecuteScalar メ
ソッド を使用します。

例外 •    ArgumentException -  CommandType.StoredProcedure は Ultra 
Light.NET ではサポートされていません。 

実装 IDbCommand.CommandType

Connection プロパティ

ULCommand オブジェクトを実行する接続オブジェクトです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Connection As ULConnection

// C# 
 public ULConnection Connection {get;set;}

プロパティ値 コマンドを実行する ULConnection クラス オブジェクト

説明 ULCommand オブジェクトは、開かれた接続がないと、実行すること

ができません。

デフォルト値は null 参照 (Visual Basic の Nothing) です。

これは、IDbCommand.Connection が厳密に型指定されたものです。

IndexName プロパティ

UL 拡張：CommandType プロパティ が CommandType.TableDirect であ

るときに、テーブルを開く ( ソートする ) インデックスの名前を指定

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property IndexName As String

// C# 
 public string  IndexName {get;set;}
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プロパティ値 インデックスの名前を指定する文字列。デフォルトは null 参照 (Visual 
Basic の Nothing) です。この場合、テーブルはプライマリ・キーを使

用して開かれます。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

◆ ExecuteReader メソッド

Parameters プロパティ

現在の文のパラメータを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Parameters As ULParameterCollection

// C# 
 public ULParameterCollection Parameters {get;}

プロパティ値 SQL 文のパラメータを保持する ULParameterCollection クラス。デフォ

ルト値は空のコレクションです。

説明 CommandText プロパティ で疑問符を使用してパラメータを示します。

コレクション内のパラメータは、疑問符のプレースホルダと同じ順序
で指定されます。たとえば、コレクション内の最初のパラメータは、
SQL 文の最初の疑問符に対応し、コレクション内の 2 番目のパラメー

タは、SQL 文の 2 番目の疑問符に対応します。CommandText プロパ

ティ 内の疑問符の数は、少なくともコレクション内のパラメータの

数と同じでなければなりません。

これは、IDbCommand.Parameters が厳密に型指定されたものです。

Plan プロパティ

UL 拡張： Ultra Light.NET がクエリの実行に使用するアクセス・プラン

を返します。このプロパティは、主に開発中の使用を目的とします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Plan As String
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// C# 
 public string  Plan {get;}

プロパティ値 クエリ実行プランのテキストベースの記述が含まれる文字列

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

Transaction プロパティ

ULCommand が実行される ULTransaction クラス を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Transaction As ULTransaction

// C# 
 public ULTransaction Transaction {get;set;}

プロパティ値 ULCommand が実行される ULTransaction クラス。これは、Connection 
プロパティ によって指定された接続の現在のトランザクションでな

ければなりません。デフォルト値は null 参照 (Visual Basic の Nothing) 
です。

説明 トランザクションがコミットまたはロールバックされた後でコマンド
を再使用する場合は、このプロパティをリセットする必要がありま
す。

これは、IDbCommand.Transaction が厳密に型指定されたものです。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ BeginTransaction メソッド

UpdatedRowSource プロパティ

ULDataAdapter の Update メソッドによって使用されるときにコマンド

の結果が DataRow に適用される方法を指定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property UpdatedRowSource As UpdateRowSource 
_
    Implements IDbCommand.UpdatedRowSource

// C# 
 public UpdateRowSource UpdatedRowSource {get;set;}

プロパティ値 UpdateRowSource 値の 1 つ。デフォルト値は UpdateRowSource.Both で
す。

実装 IDbCommand.UpdatedRowSource

Cancel メソッド

このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Cancel() _
    Implements IDbCommand.Cancel

// C# 
 public void Cancel();

説明 このメソッドによって行われる処理はありません。Ultra Light.NET コ
マンドは、実行中に中断できません。

実装 IDbCommand.Cancel

CreateParameter メソッド

ULCommand オブジェクトにパラメータを指定するために 
ULParameter クラス オブジェクトを提供します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function CreateParameter() As ULParameter

// C# 
 public ULParameter CreateParameter();
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戻り値 ULParameter クラス オブジェクトとしての新しいパラメータ

説明 一部の SQL 文では、疑問符 (?) によって文のテキストに示されている

パラメータを使用できます。CreateParameter メソッドは、

ULParameter クラス オブジェクトを提供します。ULParameter にプロ

パティを設定して、そのパラメータの値を指定できます。

これは、IDbCommand.CreateParameter が厳密に型指定されたもので

す。

ExecuteNonQuery メソッド

SQL INSERT 文、DELETE 文、UPDATE 文のように、結果セットを返

さない文を実行します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function ExecuteNonQuery() As Integer _
    Implements IDbCommand.ExecuteNonQuery

// C# 
 public int ExecuteNonQuery();

戻り値 影響を受けたローの数

説明 この文は、必要に応じて CommandText プロパティ および Parameters 
プロパティ が指定された、現在の ULCommand オブジェクトです。

UPDATE、INSERT、DELETE 文の場合、戻り値はコマンドの影響を

受けるローの数です。その他すべての文のタイプおよびロールバック
の場合、戻り値は -1 です。

CommandType プロパティを CommandType.TableDirect にすることはで

きません。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。
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•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

実装 IDbCommand.ExecuteNonQuery

ExecuteReader メソッド

SQL SELECT 文を実行し、結果セットを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteReader() As ULDataReader

// C# 
 public ULDataReader ExecuteReader();

戻り値 ULDataReader クラス オブジェクトとしての結果セット 

説明 この文は、必要に応じて CommandText プロパティ および Parameters 
プロパティ が指定された、現在の ULCommand オブジェクトです。

ULDataReader クラス オブジェクトは、読み込み専用の結果セットで

す。編集可能な結果セットには、ExecuteTable メソッド または 
ULDataAdapter クラス を使用します。

CommandType プロパティ が CommandType.TableDirect である場合、

ExecuteReader は ExecuteTable メソッド を実行し、ULDataReader クラ

ス として ULTable クラス のダウンキャストを返します。

これは、IDbCommand.ExecuteReader が厳密に型指定されたものです。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。
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参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteReader メソッド

ExecuteReader メソッド

コマンドの動作を指定して SQL SELECT 文を実行し、結果セットを

返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteReader( _
    ByVal cmdBehavior As CommandBehavior _
 ) As ULDataReader

// C# 
 public ULDataReader ExecuteReader(
    CommandBehavior cmdBehavior
 );

パラメータ • cmdBehavior クエリの結果の記述と、接続への影響の記述の 
CommandBehavior フラグのビット処理の組み合わせ。Ultra 
Light.NET で有効なのは、CommandBehavior.Default フラグ、

CommandBehavior.CloseConnection フラグ、

CommandBehavior.SchemaOnly フラグだけです。

戻り値 ULDataReader クラス オブジェクトとしての結果セット 

説明 この文は、必要に応じて CommandText プロパティ および Parameters 
プロパティ が指定された、現在の ULCommand オブジェクトです。

ULDataReader クラス オブジェクトは、読み込み専用の結果セットで

す。編集可能な結果セットには、ExecuteTable メソッド または 
ULDataAdapter クラス を使用します。

CommandType プロパティ が CommandType.TableDirect である場合、

ExecuteReader は ExecuteTable メソッド を実行し、ULDataReader クラ

ス として ULTable クラス のダウンキャストを返します。

これは、IDbCommand.ExecuteReader が厳密に型指定されたものです。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。
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•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteReader メソッド

ExecuteScalar メソッド

SQL SELECT 文を実行し、単一の値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function ExecuteScalar() As Object _
    Implements IDbCommand.ExecuteScalar

// C# 
 public object ExecuteScalar();

戻り値 結果セットの最初のローの最初のカラム、または結果セットが空の場
合は null 参照 (Visual Basic の Nothing)。

説明 この文は、必要に応じて CommandText プロパティ および Parameters 
プロパティ が指定された、現在の ULCommand オブジェクトです。

複数のローとカラムを返すクエリでこのメソッドが呼び出されると、
最初のローの最初のカラムのみが返されます。

CommandType プロパティ が CommandType.TableDirect である場合、

ExecuteScalar は ExecuteTable メソッド を実行し、最初のローの最初の

カラムを返します。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。
85



ULCommand クラス
•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

実装 IDbCommand.ExecuteScalar

ExecuteTable メソッド

UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス のデータベース・テーブル

を取り出します。CommandText プロパティ はテーブルの名前として

解釈され、IndexName プロパティ はテーブルのソート順の指定に使用

できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteTable() As ULTable

// C# 
 public ULTable ExecuteTable();

戻り値 ULTable クラス オブジェクトとしてのテーブル 

説明 CommandType プロパティは、CommandType.TableDirect に設定する必

要があります。

IndexName プロパティが null 参照 (Visual Basic の Nothing) であると、

プライマリ・キーを使用してテーブルが開かれます。そうでない場合
は、ソート基準となるインデックスの名前として IndexName プロパ

ティ 値を使用してテーブルが開かれます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

参照 ◆ ULCommand クラス
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◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

ExecuteTable メソッド

UL 拡張： 直接の操作用に、コマンド動作を指定してデータベース・

テーブルを取り出します。CommandText プロパティ はテーブルの名

前として解釈され、IndexName プロパティ はテーブルのソート順の指

定に使用できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteTable( _
    ByVal cmdBehavior As CommandBehavior _
 ) As ULTable

// C# 
 public ULTable ExecuteTable(
    CommandBehavior cmdBehavior
 );

パラメータ • cmdBehavior クエリの結果の記述と、接続への影響の記述の 
CommandBehavior フラグのビット処理の組み合わせ。Ultra 
Light.NET で有効なのは、CommandBehavior.Default フラグ、

CommandBehavior.CloseConnection フラグ、

CommandBehavior.SchemaOnly フラグだけです。

戻り値 ULTable クラス オブジェクトとしてのテーブル 

説明 CommandType プロパティは、CommandType.TableDirect に設定する必

要があります。

IndexName プロパティが null 参照 (Visual Basic の Nothing) であると、

プライマリ・キーを使用してテーブルが開かれます。そうでない場合
は、ソート基準となるインデックスの名前として IndexName プロパ

ティ 値を使用してテーブルが開かれます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。
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•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

参照 ◆ ULCommand クラス

◆ ULCommand メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

Prepare メソッド

このコマンドの SQL 文を事前にコンパイルして格納します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Prepare() _
    Implements IDbCommand.Prepare

// C# 
 public void Prepare();

説明 文を事前にコンパイルすると、パラメータ値のみが変更されていると
きに文を効率的に再使用できます。このコマンドの他のプロパティを
変更すると、文の準備は解除されます。

準備が解除されたコマンドはいずれも、さまざまな Execute メソッド

への呼び出し時に準備が行われるため、Ultra Light.NET では明示的に

文を準備する必要はありません。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationException - コマンドのステータスは有効ではあり

ません。Connection プロパティ が見つからないか閉じている、

Transaction プロパティ 値が接続の現在のトランザクションのス

テータスに一致しない、または CommandText プロパティ が無効

です。

実装 IDbCommand.Prepare
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ULConnection クラス

Ultra Light.NET データベースへの接続を示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULConnection
   Inherits Component

// C# 
 public sealed class ULConnection :
   Component

説明 Ultra Light.NET の Ultra Light エンジンのランタイムを使用するには、

RuntimeType プロパティ を適切な値に設定してから、他の Ultra 
Light.NET API を使用します。

既存のデータベースへの接続は、Open メソッドを使用して開かれま

す。新しいデータベースを作成し、そのデータベースに接続するに
は、OpenWithCreate メソッドを使用します。

接続は、他の操作の実行前に開きます。また、その接続での操作がす
べて終了したら、接続を閉じてからアプリケーションを終了します。
また、接続で開いた結果セットとテーブルをすべて閉じてから、その
接続を閉じます。

データベースのスキーマには、開いている接続の Schema プロパティ 
を使用してアクセスできます。

実装：IDbConnection、IDisposable

ULConnection メンバ 

パブリック静的フィールド ( 共有 )

パブリック静的プロパティ ( 共有 )

メンバ 説明

INVALID_DATABASE
_ID フィールド

UL 拡張：DatabaseID プロパティ が設定されて

いないことを示すデータベース ID の定数です。
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パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

DatabaseManager プロ

パティ

UL 拡張：シングルトンの ULDatabaseManager 
クラス オブジェクトへのアクセスに使用します。

メンバ 説明

ULConnection コンス

トラクタ

ULConnection オブジェクトを初期化します。接続

を開いてから、データベース操作を実行してくだ
さい。

ULConnection コンス

トラクタ

ULConnection オブジェクトを、指定した接続文字

列で初期化します。接続を開いてから、データ
ベース操作を実行してください。

メンバ 説明

ConnectionString プロ

パティ

Ultra Light.NET データベースへの接続を開くため

のパラメータを指定します。接続文字列は、

ULConnectionParms クラス オブジェクトを使用

して指定できます。

ConnectionTimeout プ
ロパティ

この機能は Ultra Light.NET ではサポートされてい

ません。

Database プロパティ 接続を開くデータベースの名前を返します。

DatabaseID プロパ

ティ

UL 拡張：グローバル・オートインクリメントの

カラムに使用するデータベース ID の値を指定し

ます。

GlobalAutoIncrementU
sage プロパティ

UL 拡張：利用可能なグローバル・オートインク

リメントの値の使用済み比率 (%) を返します。

LastIdentity プロパ

ティ

UL 拡張：直前に使用した identity の値を返しま

す。
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パブリック・インスタンス・メソッド

Schema プロパティ UL 拡張：この接続に関連付けられている現在の

データベースのスキーマへのアクセスに使用しま
す。

State プロパティ 接続の現在のステータスを返します。

SyncParms プロパティ UL 拡張：この接続の同期設定を指定します。

SyncResult プロパティ UL 拡張：この接続の最後の同期結果を返します。

メンバ 説明

BeginTransaction メ
ソッド

トランザクション・オブジェクトを返します。ト
ランザクション・オブジェクトに関連付けられて
いるコマンドは、単一のトランザクションとして

実行されます。トランザクションは、Commit メ
ソッド または Rollback メソッド で終了します。

BeginTransaction メ
ソッド

指定した独立性レベルのトランザクション・オブ
ジェクトを返します。トランザクション・オブ
ジェクトに関連付けられているコマンドは、単一
のトランザクションとして実行されます。トラン

ザクションは、Commit メソッド または 
Rollback メソッド で終了します。

ChangeDatabase メ
ソッド

開いている ULConnection の現在のデータベースを

変更します。

ChangeEncryptionKey 
メソッド

UL 拡張：データベースの暗号化キーを、指定し

た新しいキーに変更します。

Close メソッド データベース接続を閉じます。

CountUploadRows メ
ソッド

UL 拡張：次回の同期でアップロードする必要の

あるロー数を返します。

CountUploadRows メ
ソッド

UL 拡張：次回の同期でアップロードする必要の

あるロー数を返します。

メンバ 説明
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CreateCommand メ
ソッド

この接続と現在のトランザクションに関連付けら

れる ULCommand クラス オブジェクトを作成し

て初期化します。ULCommand のプロパティを使

用して、その動作を制御できます。

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス の
データベース・テーブルを取り出します。テーブ
ルのプライマリ・キーを使用して、テーブルが開
かれます ( ソートされます )。

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス の
データベース・テーブルを取り出します。テーブ
ルは、指定したインデックスを使用して開かれま
す ( ソートされます )。

ExecuteTable メソッド UL 拡張： 直接の操作用に、コマンド動作を指定

してデータベース・テーブルを取り出します。
テーブルは、指定したインデックスを使用して開
かれます ( ソートされます )。

GetLastDownloadTime 
メソッド

UL 拡張：指定されたパブリケーションの最後の

ダウンロードの時刻を返します。

GetNewUUID メソッ

ド

UL 拡張：新しい UUID を生成します (Guid)。

GrantConnectTo メ
ソッド

UL 拡張：指定されたパスワードを持つユーザ ID 
に、Ultra Light データベースへのアクセスを許可

します。

Open メソッド 以前に指定した接続文字列を使用してデータベー
スへの接続を開きます。

OpenWithCreate メ
ソッド

UL 拡張： 以前に指定した接続文字列を使用して

データベースへの接続を開きます。データベース
が存在しない場合、新しいデータベースが作成さ
れます。

ResetLastDownloadTim
e メソッド

UL 拡張：最後のダウンロードの時刻をリセット

します。

RevokeConnectFrom メ
ソッド

UL 拡張：指定したユーザ ID から、Ultra Light 
データベースへのアクセス権を取り消します。

メンバ 説明
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パブリック・インスタンス・イベント

ULConnection コンストラクタ

ULConnection オブジェクトを初期化します。接続を開いてから、

データベース操作を実行してください。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public ULConnection();

RollbackPartialDownlo
ad メソッド

UL 拡張：部分的なダウンロードから、未処理の

変更をデータベースにロールバックします。

StartSynchronizationDe
lete メソッド

UL 拡張：同期用に、この接続によって行われる

以後のすべての削除にマークを付けます。

StopSynchronizationDe
lete メソッド

UL 拡張：削除操作が同期されないようにします。

Synchronize メソッド UL 拡張：現在の SyncParms プロパティ を使用

してデータベースを同期します。

Synchronize メソッド UL 拡張：指定したリスナに送信されるプログレ

ス・イベントとともに、現在の SyncParms プロ

パティ を使用してデータベースを同期します。

メンバ 説明

InfoMessage イベント Ultra Light.NET が、この接続の警告または情報

メッセージを送信するときに発生します。

StateChange イベント この接続のステータスが変更されると発生しま
す。

メンバ 説明
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説明 Ultra Light.NET の Ultra Light エンジンのランタイムを使用するには、

RuntimeType プロパティ を適切な値に設定してから、他の Ultra 
Light.NET API を使用します。

ULConnection オブジェクトは、ConnectionString プロパティが設定さ

れていないと、開くことができません。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Open メソッド

◆ OpenWithCreate メソッド

◆ ULConnection コンストラクタ

ULConnection コンストラクタ

ULConnection オブジェクトを、指定した接続文字列で初期化します。

接続を開いてから、データベース操作を実行してください。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal connectionString As String _
 )

// C# 
 public ULConnection(
    string  connectionString
 );

パラメータ • connectionString Ultra Light.NET の接続文字列。接続文字列

は、キーワード値の組がセミコロンで区切られたリストです。

パラメータのリストについては、ConnectionString プロパティ 
を参照してください。

説明 Ultra Light.NET の Ultra Light エンジンのランタイムを使用するには、

RuntimeType プロパティ を適切な値に設定してから、他の Ultra 
Light.NET API を使用します。

接続文字列は、ULConnectionParms クラス オブジェクトを使用して指

定できます。
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例外 •    ArgumentException - 指定された接続文字列が無効です。

例 次のコードでは、Windows CE デバイス上のデータベース 
\UltraLite\MyDatabase.udb への接続を作成して開きます。

' Visual Basic Dim openParms As ULConnectionParms = New 
ULConnectionParms
 openParms.DatabaseOnCE = "¥UltraLite¥MyDatabase.udb"
 Dim conn As ULConnection = _
   New ULConnection( openParms.ToString() )
 conn.Open()
 
 // C# ULConnectionParms openParms = new 
ULConnectionParms();
 openParms.DatabaseOnCE = @"¥UltraLite¥MyDatabase.udb";
 ULConnection conn = new ULConnection( 
openParms.ToString() );
 conn.Open();
 

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Open メソッド

◆ OpenWithCreate メソッド

◆ ULConnection コンストラクタ

INVALID_DATABASE_ID フィールド

UL 拡張：DatabaseID プロパティ が設定されていないことを示すデー

タベース ID の定数です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared INVALID_DATABASE_ID As Long

// C# 
 public const long INVALID_DATABASE_ID;
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ConnectionString プロパティ

Ultra Light.NET データベースへの接続を開くためのパラメータを指定

します。接続文字列は、ULConnectionParms クラス オブジェクトを使

用して指定できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property ConnectionString As String _
    Implements IDbConnection.ConnectionString

// C# 
 public string  ConnectionString {get;set;}

プロパティ値 キーワードと値の組み合わせがセミコロンで区切られたリスト形式
の、この接続を開くためのパラメータ。デフォルトは、空の文字列 
( 無効な接続文字列 ) です。

説明 UL 拡張：Ultra Light.NET によって使用されるパラメータは Ultra Light 
データベースに固有であるため、その接続文字列は Adaptive Server 
Anywhere の接続文字列との互換性がありません。パラメータのリス

トについては、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「接続パラメータ」 を参照してください。

例外 •    ArgumentException - 指定された接続文字列が無効です。

•    InvalidOperationException - 接続が開いている間は、値を設定でき

ません。

実装 IDbConnection.ConnectionString

例 次のコードでは、Windows CE デバイス上のデータベース 
\UltraLite\MyDatabase.udb への接続を作成して開きます。

' Visual Basic Dim openParms As ULConnectionParms = New 
ULConnectionParms
 openParms.DatabaseOnCE = "¥UltraLite¥MyDatabase.udb"
 Dim conn As ULConnection = New ULConnection
 conn.ConnectionString = openParms.ToString()
 conn.Open()
 
 // C# ULConnectionParms openParms = new 
ULConnectionParms();
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 openParms.DatabaseOnCE = @"¥UltraLite¥MyDatabase.udb";
 ULConnection conn = new ULConnection();
 conn.ConnectionString = openParms.ToString();
 conn.Open();
 

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Open メソッド

◆ OpenWithCreate メソッド

ConnectionTimeout プロパティ

この機能は Ultra Light.NET ではサポートされていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property ConnectionTimeout As Integer 
_
    Implements IDbConnection.ConnectionTimeout

// C# 
 public int ConnectionTimeout {get;}

プロパティ値 値は常にゼロです。

例外 •    ULException クラス -  値を設定することは、Ultra Light.NET では

サポートされていません。 

実装 IDbConnection.ConnectionTimeout

Database プロパティ

接続を開くデータベースの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property Database As String _
    Implements IDbConnection.Database

// C# 
 public string  Database {get;}
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プロパティ値 データベースの名前が含まれる文字列

説明 Windows CE デバイスでは、ULConnection は dbn、ce_file の順に接続

文字列を参照します。

デスクトップ・マシンでは、ULConnection は dbn、nt_file の順に接続

文字列を参照します。

実装 IDbConnection.Database

DatabaseID プロパティ

UL 拡張：グローバル・オートインクリメントのカラムに使用するデー

タベース ID の値を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseID As Long

// C# 
 public long DatabaseID {get;set;}

プロパティ値 現在のデータベースのデータベース ID の値

説明 データベース ID の値は、[0,UInt32.MaxValue] の範囲内である必要が

あります。INVALID_DATABASE_ID フィールド の値は、現在のデー

タベースにデータベース ID が設定されていないことを示すのに使用

されます。

例外 •    ULException クラス - 指定された新しいデータベース ID が無効で

す。

DatabaseManager プロパティ

UL 拡張：シングルトンの ULDatabaseManager クラス オブジェクトへ

のアクセスに使用します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared Readonly Property DatabaseManager As 
ULDatabaseManager
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// C# 
 public const ULDatabaseManager DatabaseManager {get;}

プロパティ値 シングルトンの ULDatabaseManager クラス オブジェクトへの参照

GlobalAutoIncrementUsage プロパティ

UL 拡張：利用可能なグローバル・オートインクリメントの値の使用済

み比率 (%) を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property GlobalAutoIncrementUsage As Short

// C# 
 public short GlobalAutoIncrementUsage {get;}

プロパティ値 使用可能なグローバル・オートインクリメントの値の使用済み比率 
(%)。これは、0 ～ 100 の範囲内の整数です。

説明 比率が 100% に近づいたら、DatabaseID プロパティ を使用して、使用

中のアプリケーションに新しいグローバル・データベース ID を設定

してください。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

LastIdentity プロパティ

UL 拡張：直前に使用した identity の値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property LastIdentity As UInt64

// C# 
 public ulong LastIdentity {get;}

プロパティ値 直前に使用した identity の値 ( 符号なし long)

説明 直前に使用した identity の値。このプロパティは、次の Adaptive 
Server Anywhere SQL 文と同義です。
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SELECT @@identity

LastIdentity は、グローバル・オートインクリメント・カラムで使うと

特に便利です。

このプロパティでは最後に割り当てられたデフォルト値がわかるだけ
なので、間違った結果を取らないために INSERT 文を実行した直後に

この値を取り出してください。

ときには、1 つの INSERT 文にグローバル・オートインクリメント型

のカラムが複数含まれていることがあります。この場合、LastIdentity 
は生成されたデフォルト値の 1 つですが、その値の生成元のカラムを

判別する信頼できる方法はありません。このため、このような状況を
回避するようなデータベースの設計と INSERT 文の記述を行ってくだ

さい。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

Schema プロパティ

UL 拡張：この接続に関連付けられている現在のデータベースのスキー

マへのアクセスに使用します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As ULDatabaseSchema

// C# 
 public ULDatabaseSchema Schema {get;}

プロパティ値 この接続が開かれているデータベースのスキーマを示す 
ULDatabaseSchema クラス オブジェクトへの参照

説明 このプロパティが有効なのは、接続が開かれている間だけです。

State プロパティ

接続の現在のステータスを返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property State As ConnectionState _
    Implements IDbConnection.State

// C# 
 public ConnectionState State {get;}

プロパティ値 接続が開いている場合は ConnectionState.Open、閉じている場合は 
ConnectionState.Closed

実装 IDbConnection.State

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ StateChange イベント

SyncParms プロパティ

UL 拡張：この接続の同期設定を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncParms As ULSyncParms

// C# 
 public ULSyncParms SyncParms {get;}

プロパティ値 この接続によって同期に使用されるパラメータへの参照。パラメータ
を修正すると、この接続で行われる次の同期に反映されます。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Synchronize メソッド

◆ SyncResult プロパティ

SyncResult プロパティ

UL 拡張：この接続の最後の同期結果を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncResult As ULSyncResult

// C# 
 public ULSyncResult SyncResult {get;}

プロパティ値 この接続の最後の同期結果に対する参照 

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Synchronize メソッド

◆ SyncParms プロパティ

BeginTransaction メソッド

トランザクション・オブジェクトを返します。トランザクション・オ
ブジェクトに関連付けられているコマンドは、単一のトランザクショ
ンとして実行されます。トランザクションは、Commit メソッド また

は Rollback メソッド で終了します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function BeginTransaction() As ULTransaction

// C# 
 public ULTransaction BeginTransaction();

戻り値 新しいトランザクションを示す ULTransaction クラス オブジェクト

説明 コマンドをトランザクション・オブジェクトに関連付けるには、
Transaction プロパティを使用します。現在のトランザクションは、

CreateCommand メソッド によって作成されたコマンドに自動的に関

連付けられます。

デフォルトでは、接続はトランザクションを使用しません。また、す
べてのコマンドは、実行されるときに自動的にコミットされます。現
在のトランザクションがコミットまたはロールバックされると、次に 
BeginTransaction を呼び出すまで、接続はオートコミット・モードに

戻ります。
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これは、IDbConnection.BeginTransaction が厳密に型指定されたもので

す。

例外 •    ULException クラス - 接続が閉じています。

•    InvalidOperationException - ULConnection は並列トランザクション

をサポートしていません。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ BeginTransaction メソッド

BeginTransaction メソッド

指定した独立性レベルのトランザクション・オブジェクトを返しま
す。トランザクション・オブジェクトに関連付けられているコマンド
は、単一のトランザクションとして実行されます。トランザクション
は、Commit メソッド または Rollback メソッド で終了します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function BeginTransaction( _
    ByVal isolationLevel As IsolationLevel _
 ) As ULTransaction

// C# 
 public ULTransaction BeginTransaction(
    IsolationLevel isolationLevel
 );

パラメータ • isolationLevel 要求されたトランザクションの独立性レベル。

Ultra Light.NET では、IsolationLevel.ReadUncommitted のみが

サポートされています .。

戻り値 新しいトランザクションを示す ULTransaction クラス オブジェクト

説明 コマンドをトランザクション・オブジェクトに関連付けるには、
Transaction プロパティを使用します。現在のトランザクションは、

CreateCommand メソッド によって作成されたコマンドに自動的に関

連付けられます。
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デフォルトでは、接続はトランザクションを使用しません。また、す
べてのコマンドは、実行されるときに自動的にコミットされます。現
在のトランザクションがコミットまたはロールバックされると、次に 
BeginTransaction を呼び出すまで、接続はオートコミット・モードに

戻ります。

これは、IDbConnection.BeginTransaction が厳密に型指定されたもので

す。

例外 •    ULException クラス - 接続が閉じているか、サポートされていな

い独立性レベルが指定されました。

•    InvalidOperationException - ULConnection は並列トランザクション

をサポートしていません。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ BeginTransaction メソッド

ChangeDatabase メソッド

開いている ULConnection の現在のデータベースを変更します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub ChangeDatabase( _
    ByVal connectionString As String _
 ) _
    Implements IDbConnection.ChangeDatabase

// C# 
 public void ChangeDatabase(
    string  connectionString
 );

パラメータ • connectionString 新しいデータベースへの接続を開く完全な接

続文字列

説明 パラメータのエラーがあった場合でも、現在のデータベースへの接続
は閉じられます。
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UL 拡張：connectionString は、dbn または dbf ではなく、完全な接続

文字列です。

実装 IDbConnection.ChangeDatabase

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ConnectionString プロパティ

ChangeEncryptionKey メソッド

UL 拡張：データベースの暗号化キーを、指定した新しいキーに変更し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ChangeEncryptionKey( _
    ByVal newKey As String _
 )

// C# 
 public void ChangeEncryptionKey(
    string  newKey
 );

パラメータ • newKey データベースの新しい暗号化キー

説明 暗号化キーが失われた場合は、データベースを開くことができませ
ん。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ EncryptionKey プロパティ

Close メソッド

データベース接続を閉じます。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Close() _
    Implements IDbConnection.Close

// C# 
 public void Close();

説明 Close メソッドは、保留中のトランザクションをロールバックし、そ

の接続を閉じます。アプリケーションは、Close を複数回呼び出すこ

とができます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

実装 IDbConnection.Close

CountUploadRows メソッド

UL 拡張：次回の同期でアップロードする必要のあるロー数を返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function CountUploadRows( _
    ByVal mask As Integer, _
    ByVal threshold As UInt32 _
 ) As UInt32

// C# 
 public uint CountUploadRows(
    int mask,
    uint threshold
 );

パラメータ • mask ローのチェック対象となるパブリケーションのセット。

詳細については、ULPublicationSchema クラスを参照してくだ

さい。

• threshold カウントするローの最大数。CountUploadRows の所

要時間を制限します。値 0 は制限が最大であることを示しま

す。値 1 は、同期の必要なローがあるかどうかを判別する場

合に使用します。
106



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
戻り値 指定したパブリケーションからアップロードする必要のあるロー数

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ CountUploadRows メソッド

CountUploadRows メソッド

UL 拡張：次回の同期でアップロードする必要のあるロー数を返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function CountUploadRows( _
    ByVal mask As Integer, _
    ByVal threshold As Long _
 ) As Long

// C# 
 public long CountUploadRows(
    int mask,
    long threshold
 );

パラメータ • mask ローのチェック対象となるパブリケーションのセット。

詳細については、ULPublicationSchema クラス を参照してくだ

さい。

• threshold カウントするローの最大数。CountUploadRows の所

要時間を制限します。値 0 は制限が最大であることを示しま

す。値 1 は、同期の必要なローがあるかどうかを判別する場

合に使用します。スレッショルド値は、[0,0x0ffffffff] の範囲

内である必要があります。

戻り値 指定したパブリケーションからアップロードする必要のあるロー数

説明 このメソッドは、System.UInt32 型をネイティブでサポートしていな

い言語を対象として用意されています。この型がアプリケーションで
サポートされている場合は、このメソッドの別のフォームを使用しま
す。
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例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ CountUploadRows メソッド

CreateCommand メソッド

この接続と現在のトランザクションに関連付けられる ULCommand ク
ラス オブジェクトを作成して初期化します。ULCommand のプロパ

ティを使用して、その動作を制御できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function CreateCommand() As ULCommand

// C# 
 public ULCommand CreateCommand();

戻り値 新しい ULCommand クラス オブジェクト

説明 CommandText プロパティを設定してから、コマンドを実行する必要が

あります。

これは、IDbConnection.CreateCommand が厳密に型指定されたもので

す。

ExecuteTable メソッド

UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス のデータベース・テーブル

を取り出します。テーブルのプライマリ・キーを使用して、テーブル
が開かれます ( ソートされます )。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteTable( _
    ByVal tableName As String _
 ) As ULTable
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// C# 
 public ULTable ExecuteTable(
    string  tableName
 );

パラメータ • tableName 開くテーブルの名前

戻り値 ULTable クラス オブジェクトとしてのテーブル 

説明 このメソッドは、ULCommand クラス インスタンスを必要としない 
ExecuteTable メソッドのショートカットです。また、以前のバージョ

ンの Ultra Light.NET から移行できるようにするために用意されていま

す (iAnywhere.UltraLite.Connection.GetTable() と 
iAnywhere.UltraLite.Table.Open() が置き換えられます )。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationExceptiontableName が無効です。

例 次のコードでは、テーブルのプライマリ・キーを使用して MyTable と
いうテーブルが開かれます。また、conn という開いた ULConnection 
インスタンスが想定されています。

' Visual Basic Dim t As ULTable = 
conn.ExecuteTable("MyTable")
 ' The line above is equivalent to
 ' Dim cmd As ULCommand = conn.CreateCommand()
 ' cmd.CommandText = "MyTable"
 ' cmd.CommandType = CommandType.TableDirect
 ' Dim t As ULTable = cmd.ExecuteTable()
 ' cmd.Dispose()
 

// C# ULTable t = conn.ExecuteTable("MyTable");
 // The line above is equivalent to
 // ULTable t;
 // using(ULCommand cmd = conn.CreateCommand())
 // {
 //     cmd.CommandText = "MyTable";
 //     cmd.CommandType = CommandType.TableDirect;
 //     t = cmd.ExecuteTable();
 // }
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参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

◆ ExecuteTable メソッド

ExecuteTable メソッド

UL 拡張： 直接の操作用に、ULTable クラス のデータベース・テーブル

を取り出します。テーブルは、指定したインデックスを使用して開か
れます ( ソートされます )。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteTable( _
    ByVal tableName As String, _
    ByVal indexName As String _
 ) As ULTable

// C# 
 public ULTable ExecuteTable(
    string  tableName,
    string  indexName
 );

パラメータ • tableName 開くテーブルの名前

• indexName テーブルを開く ( ソートする ) インデックスの名

前

戻り値 ULTable クラス オブジェクトとしてのテーブル 

説明 このメソッドは、ULCommand クラス インスタンスを必要としない 
ExecuteTable メソッドのショートカットです。また、以前のバージョ

ンの Ultra Light.NET から移行できるようにするために用意されていま

す (iAnywhere.UltraLite.Connection.GetTable() と 
iAnywhere.UltraLite.Table.Open() が置き換えられます )。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationExceptiontableName が無効です。
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例 次のコードでは、MyIndex というインデックスを使用して MyTable と
いうテーブルが開かれます。また、conn という開いた ULConnection 
インスタンスが想定されています。

' Visual Basic Dim t As ULTable = 
conn.ExecuteTable("MyTable", "MyIndex")
' The line above is equivalent to
' Dim cmd As ULCommand = conn.CreateCommand()
' cmd.CommandText = "MyTable"
' cmd.IndexName = "MyIndex"
' cmd.CommandType = CommandType.TableDirect
' Dim t As ULTable = cmd.ExecuteTable()
' cmd.Dispose()
 

// C# ULTable t = conn.ExecuteTable("MyTable", 
"MyIndex");
// The line above is equivalent to
// ULTable t;
// using(ULCommand cmd = conn.CreateCommand())
// {
//     cmd.CommandText = "MyTable";
//     cmd.IndexName = "MyIndex";
//     cmd.CommandType = CommandType.TableDirect;
//     t = cmd.ExecuteTable();
// }

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

◆ ExecuteTable メソッド

ExecuteTable メソッド

UL 拡張： 直接の操作用に、コマンド動作を指定してデータベース・

テーブルを取り出します。テーブルは、指定したインデックスを使用
して開かれます ( ソートされます )。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ExecuteTable( _
    ByVal tableName As String, _
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    ByVal indexName As String, _
    ByVal cmdBehavior As CommandBehavior _
 ) As ULTable

// C# 
 public ULTable ExecuteTable(
    string  tableName,
    string  indexName,
    CommandBehavior cmdBehavior
 );

パラメータ • tableName 開くテーブルの名前

• indexName テーブルを開く ( ソートする ) インデックスの名

前

• cmdBehavior クエリの結果の記述と、接続への影響の記述の 
CommandBehavior フラグのビット処理の組み合わせ。Ultra 
Light.NET で有効なのは、CommandBehavior.Default フラグ、

CommandBehavior.CloseConnection フラグ、

CommandBehavior.SchemaOnly フラグだけです。

戻り値 ULTable クラス オブジェクトとしてのテーブル 

説明 このメソッドは、ULCommand クラス インスタンスを必要としない 
ExecuteTable メソッドのショートカットです。また、以前のバージョ

ンの Ultra Light.NET から移行できるようにするために用意されていま

す (iAnywhere.UltraLite.Connection.GetTable() と 
iAnywhere.UltraLite.Table.Open() が置き換えられます )。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationExceptiontableName が無効です。

例 次のコードでは、MyIndex というインデックスを使用して MyTable と
いうテーブルが開かれます。また、conn という開いた ULConnection 
インスタンスが想定されています。

' Visual Basic Dim t As ULTable = conn.ExecuteTable( _
     "MyTable", "MyIndex", CommandBehavior.Default _
   )
' The line above is equivalent to
' Dim cmd As ULCommand = conn.CreateCommand()
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' cmd.CommandText = "MyTable"
' cmd.IndexName = "MyIndex"
' cmd.CommandType = CommandType.TableDirect
' Dim t As ULTable = 
cmd.ExecuteTable(CommandBehavior.Default)
' cmd.Dispose()
 

// C# ULTable t = conn.ExecuteTable(
     "MyTable", "MyIndex", CommandBehavior.Default
   );
// The line above is equivalent to
// ULTable t;
// using(ULCommand cmd = conn.CreateCommand())
// {
//     cmd.CommandText = "MyTable";
//     cmd.IndexName = "MyIndex";
//     cmd.CommandType = CommandType.TableDirect;
//     t = cmd.ExecuteTable(CommandBehavior.Default);
// }
 

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ExecuteTable メソッド

◆ ExecuteTable メソッド

GetLastDownloadTime メソッド

UL 拡張：指定されたパブリケーションの最後のダウンロードの時刻を

返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetLastDownloadTime( _
    ByVal mask As Integer _
 ) As Date

// C# 
 public DateTime GetLastDownloadTime(
    int mask
 );
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パラメータ • mask チェックするパブリケーションのマスク。詳細について

は、ULPublicationSchema クラスを参照してください。

戻り値 最後のダウンロードのタイムスタンプ

説明 パラメータ mask は、単一のパブリケーションを参照するか、データ

ベース全体の最後のダウンロード時刻の特殊定数 SYNC_ALL_DB 
フィールド である必要があります。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ResetLastDownloadTime メソッド

GetNewUUID メソッド

UL 拡張：新しい UUID を生成します (Guid)。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetNewUUID() As Guid

// C# 
 public Guid GetNewUUID();

戻り値 Guid としての新しい UUID

説明 このメソッドは、.NET Compact Framework に含まれていないため、こ

こで提供されています。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

GrantConnectTo メソッド

UL 拡張：指定されたパスワードを持つユーザ ID に、Ultra Light デー

タベースへのアクセスを許可します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub GrantConnectTo( _
    ByVal uid As String, _
    ByVal pwd As String _
 )

// C# 
 public void GrantConnectTo(
    string  uid,
    string  pwd
 );

パラメータ • uid データベースへのアクセス権を受け取るユーザ ID。ユー

ザ ID の最大長は 16 文字です。

• pwd ユーザ ID に関連付けられるパスワード。最大長は 16 文
字です。

説明 既存のユーザ ID が指定されていれば、この関数を使用してそのユー

ザのパスワードを更新します。Ultra Light では、最大で 4 人のユーザ

がサポートされます。このメソッドが有効になるのは、接続が開かれ
たときにユーザ認証が有効になっていた場合だけです。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ UserID プロパティ

◆ Password プロパティ

◆ ConnectionString プロパティ

Open メソッド

以前に指定した接続文字列を使用してデータベースへの接続を開きま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Open() _
    Implements IDbConnection.Open

// C# 
 public void Open();
115



ULConnection クラス
説明 接続は、使用し終わったら明示的に閉じるか、破棄する必要がありま
す。

例外 •    ULException クラス - データベースを開くときに SQL エラーが発

生しました。

•    InvalidOperationException - 接続がすでに開かれているか、接続文

字列が ConnectionString プロパティ で指定されていません。

実装 IDbConnection.Open

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ConnectionString プロパティ

◆ OpenWithCreate メソッド

◆ State プロパティ

OpenWithCreate メソッド

UL 拡張： 以前に指定した接続文字列を使用してデータベースへの接続

を開きます。データベースが存在しない場合、新しいデータベースが
作成されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub OpenWithCreate()

// C# 
 public void OpenWithCreate();

説明 新しいデータベースを作成するには、そのデータベースのスキーマ・
ファイルの場所が接続文字列に含まれている必要があります。

接続は、使用し終わったら明示的に閉じるか、破棄する必要がありま
す。

例外 •    ULException クラス - データベースを開くとき、またはデータ

ベースの作成中に SQL エラーが発生しました。

•    InvalidOperationException - 接続がすでに開かれているか、接続文

字列が ConnectionString プロパティ で指定されていません。
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参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ConnectionString プロパティ

◆ SchemaOnCE プロパティ

◆ SchemaOnDesktop プロパティ

◆ Open メソッド

◆ State プロパティ

◆ DropDatabase メソッド

ResetLastDownloadTime メソッド

UL 拡張：最後のダウンロードの時刻をリセットします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ResetLastDownloadTime( _
    ByVal mask As Integer _
 )

// C# 
 public void ResetLastDownloadTime(
    int mask
 );

パラメータ • mask リセットするパブリケーションのセット。詳細について

は、ULPublicationSchema クラスを参照してください。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ GetLastDownloadTime メソッド

RevokeConnectFrom メソッド

UL 拡張：指定したユーザ ID から、Ultra Light データベースへのアク

セス権を取り消します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub RevokeConnectFrom( _
    ByVal uid As String _
 )

// C# 
 public void RevokeConnectFrom(
    string  uid
 );

パラメータ • uid データベースへのアクセス権を取り消すユーザ ID

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ GrantConnectTo メソッド

RollbackPartialDownload メソッド

UL 拡張：部分的なダウンロードから、未処理の変更をデータベースに

ロールバックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub RollbackPartialDownload()

// C# 
 public void RollbackPartialDownload();

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ KeepPartialDownload プロパティ

◆ ResumePartialDownload プロパティ
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StartSynchronizationDelete メソッド

UL 拡張：同期用に、この接続によって行われる以後のすべての削除に

マークを付けます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub StartSynchronizationDelete()

// C# 
 public void StartSynchronizationDelete();

説明 この関数が呼び出されると、すべての削除操作が再度同期され、Ultra 
Light データベースから削除されたローが統合データベースからも削

除されます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

◆ Truncate メソッド

StopSynchronizationDelete メソッド

UL 拡張：削除操作が同期されないようにします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub StopSynchronizationDelete()

// C# 
 public void StopSynchronizationDelete();

説明 領域を節約するために Ultra Light データベースの古い情報を削除し

て、統合データベースにはそれを残しておく場合に、このメソッドを
使用すると便利です。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ
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◆ StartSynchronizationDelete メソッド

Synchronize メソッド

UL 拡張：現在の SyncParms プロパティ を使用してデータベースを同

期します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Synchronize()

// C# 
 public void Synchronize();

説明 結果の詳細なステータスは、この接続の SyncResult プロパティでレ

ポートされます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ Synchronize メソッド

Synchronize メソッド

UL 拡張：指定したリスナに送信されるプログレス・イベントととも

に、現在の SyncParms プロパティ を使用してデータベースを同期し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Synchronize( _
    ByVal listener As ULSyncProgressListener _
 )

// C# 
 public void Synchronize(
    ULSyncProgressListener listener
 );

パラメータ • listener 同期プログレス・イベントを受信するオブジェクト
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説明 リスナに送信された最後のイベントのステータスは、
ULSyncProgressState 列挙 です。

同期中のエラーは、ULSyncProgressState 列挙 イベントとして送信さ

れ、ULException クラス としてスローされます。

結果の詳細なステータスは、この接続の SyncResult プロパティでレ

ポートされます。

例外 •    ULException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ ULConnection クラス

◆ ULConnection メンバ

◆ ULSyncProgressListener インタフェース

◆ Synchronize メソッド

InfoMessage イベント

Ultra Light.NET が、この接続の警告または情報メッセージを送信する

ときに発生します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event InfoMessage As ULInfoMessageEventHandler

// C# 
 public event ULInfoMessageEventHandler InfoMessage;

説明 Ultra Light.NET の警告または情報メッセージを処理するには、

ULInfoMessageEventHandler 委譲 を作成し、このイベントにアタッチ

する必要があります。

例 次のコードでは、情報メッセージのイベント・ハンドラが定義されま
す。

' Visual Basic Private Sub MyInfoMessageHandler( _
       obj As Object, args As ULInfoMessageEventArgs _
     )
   System.Console.WriteLine( _
       "InfoMesageHandler: " + args.NativeError + ", " _
       + args.Message _
     )
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 End Sub
 
 // C# private void MyInfoMessageHandler(
       object obj, ULInfoMessageEventArgs args
     )
 {
   System.Console.WriteLine(
       "InfoMesageHandler: " + args.NativeError + ", "
       + args.Message
     );
 }
 

次のコードでは、MyInfoMessageHandler が conn という接続に追加さ

れます。

' Visual Basic AddHandler conn.InfoMessage, AddressOf 
MyInfoMessageHandler
 
 // C# conn.InfoMessage +=
   new ULInfoMessageEventHandler(MyInfoMessageHandler);
 

StateChange イベント

この接続のステータスが変更されると発生します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event StateChange As StateChangeEventHandler

// C# 
 public event StateChangeEventHandler StateChange;

説明 ステータス変更メッセージを処理するには、StateChangeEventHandler 
デリゲートを作成し、このイベントにアタッチする必要があります。

例 次のコードでは、ステータス変更のイベント・ハンドラが定義されま
す。

' Visual Basic Private Sub MyStateHandler( _
       obj As Object, args As StateChangeEventArgs _
     )
   System.Console.WriteLine( _
       "StateHandler: " + args.OriginalState + " to " _
122



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
       + args.CurrentState _
     )
 End Sub
 
 // C# private void MyStateHandler(
       object obj, StateChangeEventArgs args
     )
 {
   System.Console.WriteLine(
       "StateHandler: " + args.OriginalState + " to "
       + args.CurrentState
     );
 }
 

次のコードでは、MyStateHandler が conn という接続に追加されます。

' Visual Basic AddHandler conn.StateChange, AddressOf 
MyStateHandler
 
 // C# conn.StateChange += new 
StateChangeEventHandler(MyStateHandler);
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ULConnectionParms クラス

UL 拡張：Ultra Light データベースへの接続を開く接続文字列を作成し

ます。頻繁に使用する接続パラメータは、ULConnectionParms オブ

ジェクトの個々のプロパティです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULConnectionParms
   Inherits Component

// C# 
 public class ULConnectionParms :
   Component

説明 ULConnectionParms オブジェクトは、接続を開くパラメータ (Open メ
ソッド )、データベースを作成するパラメータ (OpenWithCreate メソッ

ド )、データベースを削除するパラメータ (DropDatabase メソッド )、
スキーマ・ファイルを指定するパラメータ (ApplyFile メソッド ) を指

定するために使用します。

前後のスペースは無視されます。また、値にはセミコロン (;)、カッ

コ ()、中カッコ {} を使用しないでください。今後の互換性を考慮し、

値には一重引用符 (') または二重引用符 (") を使用しないことを強くお

すすめします。

接続文字列を作成するときは、データベースを識別し、オプションの
接続設定を指定します。さらに、OpenWithCreate メソッド を使用し

てデータベースを作成する場合はデータベース・スキーマ・ファイル
を指定します。ULConnectionParms オブジェクトで適切なプロパティ

を設定して、接続パラメータをすべて指定したら、ToString メソッド 
を使用して接続文字列を作成します。作成した文字列は、
ULConnection コンストラクタ で新しい ULConnection クラス を作成し

たり、既存の ULConnection クラス オブジェクトの ConnectionString プ
ロパティを設定したりするのに使用されます。

データベースの識別
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各インスタンスには、データベースへのプラットフォーム固有のパス
があります。実行されているプラットフォームに対応する値だけが使
用されます。たとえば、次のコードでは、パス \UltraLite\mydb1.udb 
は Windows CE で使用され、mydb2.udb はその他のプラットフォーム

で使用されます。

' Visual Basic Dim dbName As ULConnectionParms = new 
ULConnectionParms
 dbName.DatabaseOnCE = "¥UltraLite¥mydb1.udb"
 dbName.DatabaseOnDesktop = "mydb2.udb"
 
 // C# ULConnectionParms dbName = new 
ULConnectionParms();
 dbName.DatabaseOnCE = "¥¥UltraLite¥¥mydb1.udb";
 dbName.DatabaseOnDesktop = "mydb2.udb";
 

Ultra Light データベース・ファイルに推奨されるファイル拡張子は 
.udb です。Windows CE デバイスでは、デフォルトのデータベースは 
\UltraLiteDB\ulstore.udb です。その他の Windows プラットフォームで

は、デフォルトのデータベースは ulstore.udb です。C# では、パス内

の円記号をエスケープするか、アットマーク (@) で囲まれた文字列リ

テラルを使用する必要があります。

複数のデータベースを使用している場合は、各データベースのデータ
ベース名を指定する必要があります。詳細については、
AdditionalParms プロパティを参照してください。

オプションの接続設定

アプリケーションのニーズおよびデータベースの作成方法に応じて、
デフォルト以外の UserID プロパティ と Password プロパティ、データ

ベース EncryptionKey プロパティ、接続の CacheSize プロパティ を指

定しなければならない場合があります。アプリケーションで複数の接
続を使用している場合は、それぞれの接続に対してユニークな 
ConnectionName プロパティを指定する必要があります。

データベースは、1 人の認証済みユーザ DBA で作成されます。この

ユーザの最初のパスワードは SQL です。デフォルトでは、ユーザ ID 
DBA とパスワード SQL を使用して、接続が開かれます。デフォル
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ト・ユーザを無効にするには、RevokeConnectFrom メソッド を使用し

ます。ユーザを追加したり、ユーザのパスワードを変更したりするに
は、GrantConnectTo メソッドを使用します。

データベースを作成したときに暗号化キーを指定した場合は、その
データベースへの以後の接続では、すべて同じ暗号化キーを使用する
必要があります。データベースの暗号化キーを変更するには、
ChangeEncryptionKey メソッドを使用します。

スキーマの識別

データベースを作成するときは、スキーマを指定する必要がありま
す。スキーマ・ファイルへのパスを指定するには、プラットフォーム
固有のプロパティ SchemaOnCE プロパティ および SchemaOnDesktop 
プロパティ を使用します。実行されているプラットフォームに対応

する値だけが使用されます。

詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「接続パラメータ」 を参照してください。

 ULConnectionParms メンバ

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ULConnectionParms コ
ンストラクタ

ULConnectionParms インスタンスを、そのデフォ

ルト値で初期化します。

メンバ 説明

AdditionalParms プロ

パティ

「名前 = 値」の組み合わせをセミコロンで区切っ

たリストで、追加のパラメータを指定します。こ
こで指定されるのは、あまり一般的に使用されな
いパラメータです。

CacheSize プロパティ キャッシュのサイズを指定します。
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パブリック・インスタンス・メソッド

パブリック・インスタンス・イベント

ConnectionName プロ

パティ

接続の名前を指定します。接続名が必要となるの
は、データベースとの接続を複数作成する場合だ
けです。

DatabaseOnCE プロパ

ティ

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスと

ファイル名を指定します。

DatabaseOnDesktop プ
ロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の 
Ultra Light データベースのパスとファイル名を指

定します。

EncryptionKey プロパ

ティ

データベースを暗号化するためのキーを指定しま
す。

Password プロパティ 認証済みユーザのパスワードを指定します。

SchemaOnCE プロパ

ティ

Windows CE 上の Ultra Light スキーマのパスとファ

イル名を指定します。

SchemaOnDesktop プ
ロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム 上の 
Ultra Light スキーマのパスとファイル名を指定し

ます。

UserID プロパティ データベースで認証されるユーザを指定します。

メンバ 説明

ToString メソッド このインスタンスの文字列表現を返します。

メンバ 説明

UnusedEvent イベント 使われていません。

メンバ 説明
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ULConnectionParms コンストラクタ

ULConnectionParms インスタンスを、そのデフォルト値で初期化しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub New()

// C# 
 public ULConnectionParms();

AdditionalParms プロパティ

「名前 = 値」の組み合わせをセミコロンで区切ったリストで、追加の

パラメータを指定します。ここで指定されるのは、あまり一般的に使
用されないパラメータです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AdditionalParms As String

// C# 
 public string  AdditionalParms {get;set;}

プロパティ値 「キーワード = 値」をセミコロンで区切ったリストによる追加のパラ

メータ。デフォルト値は null 参照 (Visual Basic の Nothing) です。

説明 ページ・サイズや予約サイズのパラメータの値は、バイト単位で指定
します。キロバイトの単位を示すにはサフィックス k または K を使用

し、メガバイトの単位を示すにはサフィックス m または M を使用し

ます。

追加のパラメータを次に示します。
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キーワード 説明

dbn 接続する必要のある、ロードしたデータベースを
識別します。
データベースが起動されると、データベース名が
割り当てられます。データベース名は、dbn パラ

メータを使用して明示的に割り当てられるか、ま
たは拡張子とパスが削除されたベース・ファイル
名を使用して Ultra Light によって割り当てられま

す。
接続が開かれると、Ultra Light は dbn が一致する

実行中のデータベースをまず検索します。一致す
るデータベースが見つからない場合、Ultra Light 
は適切なデータベースのファイル名のパラメータ 
(DatabaseOnCE プロパティ または 
DatabaseOnDesktop プロパティ ) を使用して、

新しいデータベースを起動します。
このパラメータが必要なのは、同じベース・ファ
イル名を持つ 2 つの異なるデータベースにアプリ

ケーション ( または Ultra Light エンジン ) がアク

セスする場合です。

このパラメータが使用されるのは、Open メソッ

ド または OpenWithCreate メソッド を使用して

接続を開いたときだけです。

obfuscate 1 に設定すると、難読化されたデータベースを作

成することが指定されます。次に例を示します。
createParms.AdditionalParms = 
"obfuscate=1"

難読化することによって、表示ツールでデータ
ベース内のデータを直接表示しようとする単純な
行為に対するセキュリティが提供されます。巧妙
で容赦ないデータへのアクセスが試みられた場合
は、このオプションでは防止できません。難読化
は、パフォーマンスにほとんど影響しません。
このパラメータが使用されるのは、

OpenWithCreate メソッド 使用して新しいデータ

ベースを作成したときだけです。
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page_size Ultra Light データベースはページ単位で格納され

ます。I/O 操作は一度に 1 ページずつ実行されま

す。Ultra Light データベースのデフォルト・ペー

ジ・サイズは 4 KB です。次の保管パラメータ文

字列を使用すると 2 KB のページを指定できます。
connParms.AdditionalParms = 
"page_size=2k"

ページ・サイズを 2 KB に設定すると、最大テー

ブル数が約 500 に減少します。

このパラメータが使用されるのは、

OpenWithCreate メソッド 使用して新しいデータ

ベースを作成したときだけです。

キーワード 説明
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例外 •    ArgumentException -  値にカッコ () または中カッコ {} が含まれて

います。 

reserve_size Ultra Light 継続データの保管に使用する、ファイ

ル・システム領域を予約します。
reserve_size パラメータを使用すると、データを挿

入することなく、Ultra Light データベースが必要

とするファイル・システム領域を事前に割り付け
ることができます。ファイル・システムの領域を
予約すると、パフォーマンスが多少向上し、メモ
リが不足するという障害を防ぐことができます。
デフォルトでは、永続ストレージ・ファイルのサ
イズは、アプリケーションがデータベースを更新
して、サイズを大きくする必要が生じた場合にだ
け大きくなります。
reserve_size で予約されるファイル・システム領域

には、ロー・データだけでなく、継続保管ファイ
ルのメタデータも含まれることに注意してくださ
い。データベースのデータ量から、必要なファイ
ル・システム領域を計算する場合は、メタデータ
のオーバヘッドとデータの圧縮を考慮してくださ
い。テスト・データを入れてデータベースを実行
し、継続保管ファイルのサイズを確認することを
おすすめします。
reserve_size パラメータは、起動時に継続保管ファ

イルを設定された予約サイズまで大きくすること
により、領域を予約します。これは、そのファイ
ルが以前に存在していたかどうかに関係なく行わ
れます。このファイルはトランケートされませ
ん。
次のパラメータ文字列では、起動時に継続保管
ファイルのサイズが最低 2 MB 確保されます。

createParms.AdditionalParms = 
"reserve_size=2m"

このパラメータが使用されるのは、Open メソッ

ド または OpenWithCreate メソッド を使用して

接続を開いたときだけです。

キーワード 説明
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CacheSize プロパティ

キャッシュのサイズを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property CacheSize As String

// C# 
 public string  CacheSize {get;set;}

プロパティ値 キャッシュ・サイズを指定する文字列。デフォルトは null 参照 (Visual 
Basic の Nothing) です。この場合、デフォルトの 16 ページが使用され

ます。

説明 キャッシュ サイズの値は、バイト単位で指定します。キロバイトの

単位を示すにはサフィックス k または K を使用し、メガバイトの単位

を示すにはサフィックス m または M を使用します。

たとえば、次の例ではキャッシュ・サイズが 128 KB に設定されます。

connParms.CacheSize = "128k"

デフォルトのキャッシュ・サイズは 16 ページです。デフォルトの

ページ・サイズは 4 KB なので、デフォルトのキャッシュ・サイズは 
64 KB です。キャッシュの最小サイズは、プラットフォームによって

異なります。

デフォルトのキャッシュ・サイズは小さめの値です。テスト結果によ
り、パフォーマンスの向上が必要と判断した場合は、キャッシュ・サ
イズを大きくしてください。

キャッシュ・サイズをデータベース自体のサイズよりも大きくする
と、パフォーマンスは向上しません。また、キャッシュ・サイズが大
きいと、その他の使用可能なアプリケーションの数が少なくなること
があります。

キャッシュ・サイズが未指定であるか、正しく指定されていない場合
は、デフォルトのサイズが使用されます。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 
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ConnectionName プロパティ

接続の名前を指定します。接続名が必要となるのは、データベースと
の接続を複数作成する場合だけです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ConnectionName As String

// C# 
 public string  ConnectionName {get;set;}

プロパティ値 接続の名前を指定する文字列。デフォルト値は null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) です。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

DatabaseOnCE プロパティ

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスとファイル名を指定

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseOnCE As String

// C# 
 public string  DatabaseOnCE {get;set;}

プロパティ値 データベースへのフル・パスを指定する文字列。値が null 参照 (Visual 
Basic の Nothing) の場合、デフォルトのデータベース 
\UltraLiteDB\ulstore.udb が使用されます。C# では、パス内の円記号を

エスケープするか、アットマーク (@) で囲まれた文字列リテラルを使

用する必要があります。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 
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DatabaseOnDesktop プロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の Ultra Light データベー

スのパスとファイル名を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseOnDesktop As String

// C# 
 public string  DatabaseOnDesktop {get;set;}

プロパティ値 データベースへの絶対パスまたは相対パスを指定する文字列。値が 
null 参照 (Visual Basic の Nothing) の場合、デフォルトのデータベース 
ulstore.udb が使用されます。C# では、パス内の円記号をエスケープす

るか、アットマーク (@) で囲まれた文字列リテラルを使用する必要が

あります。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

EncryptionKey プロパティ

データベースを暗号化するためのキーを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property EncryptionKey As String

// C# 
 public string  EncryptionKey {get;set;}

プロパティ値 暗号化キーを指定する文字列。デフォルト値は null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) で、暗号化は行われません。

説明 すべての接続では、データベースが作成されたときに指定されたキー
と同じキーを使用する必要があります。キーを忘れた場合はデータ
ベースにまったくアクセスできなくなります。
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すべてのパスワードに共通しますが、最善の方法は、簡単には推測で
きないキー値を選択することです。キーの長さは任意ですが、短いと
推測されやすいため、一般的には長い方が適しています。また、数
字、文字、特殊文字を組み合わせると、キーは推測されにくくなりま
す。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

参照 ◆ ULConnectionParms クラス

◆ ULConnectionParms メンバ

◆ ChangeEncryptionKey メソッド

Password プロパティ

認証済みユーザのパスワードを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Password As String

// C# 
 public string  Password {get;set;}

プロパティ値 データベースのユーザ ID を指定する文字列。デフォルトは SQL で
す。

説明 データベースが作成されると、ユーザ ID DBA のパスワードは SQL 
に設定されます。データベースで大文字と小文字が区別されない場合
は、パスワードの大文字と小文字は区別されません。データベースで
大文字と小文字が区別される場合は、パスワードの大文字と小文字も
区別されます。 

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

参照 ◆ ULConnectionParms クラス

◆ ULConnectionParms メンバ

◆ UserID プロパティ
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SchemaOnCE プロパティ

Windows CE 上の Ultra Light スキーマのパスとファイル名を指定しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SchemaOnCE As String

// C# 
 public string  SchemaOnCE {get;set;}

プロパティ値 スキーマ・ファイルへのフル・パスを指定する文字列。デフォルトは 
null 参照 (Visual Basic の Nothing) です。この場合、このプラット

フォームにはスキーマ・ファイルは指定されません。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

SchemaOnDesktop プロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム 上の Ultra Light スキーマの

パスとファイル名を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SchemaOnDesktop As String

// C# 
 public string  SchemaOnDesktop {get;set;}

プロパティ値 スキーマ・ファイルへの絶対パスまたは相対パスを指定する文字列。
デフォルトは null 参照 (Visual Basic の Nothing) です。この場合、この

プラットフォームにはスキーマ・ファイルは指定されません。

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

UserID プロパティ

データベースで認証されるユーザを指定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UserID As String

// C# 
 public string  UserID {get;set;}

プロパティ値 データベースのユーザ ID を指定する文字列。デフォルト値は DBA で
す。

説明 データベースは最初、DBA という名前の 1 人の認証済みユーザで作

成されます。データベースで大文字と小文字が区別されない場合は、
ユーザ ID の大文字と小文字は区別されません。データベースで大文

字と小文字が区別される場合は、ユーザ ID の大文字と小文字も区別

されます。 

例外 •    ArgumentException -  値にセミコロン (;)、カッコ ()、中カッコ {} 
が含まれています。 

参照 ◆ ULConnectionParms クラス

◆ ULConnectionParms メンバ

◆ Password プロパティ

◆ GrantConnectTo メソッド

◆ RevokeConnectFrom メソッド

◆ IsCaseSensitive プロパティ

ToString メソッド

このインスタンスの文字列表現を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Function ToString() As String

// C# 
 public override string  ToString();

戻り値 「キーワード = 値」の組み合わせがセミコロンで区切られたリスト形

式の、このインスタンスの文字列表現 
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UnusedEvent イベント

使われていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event UnusedEvent As ULConnectionParms.UnusedEventHandler

// C# 
 public event ULConnectionParms.UnusedEventHandler UnusedEvent;

説明 この public Event は、Visual Basic .NET プロジェクトでこのクラスを組

み込む場合の Visual Studio .NET のバグを修正するために用意されて

います。実用的な用途はありません。 
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ULConnectionParms.UnusedEventHandler 委譲

UL 拡張：使われていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
  Delegate Sub ULConnectionParms.UnusedEventHandler( _
    ByVal sender As Object, _
    ByVal args As System.EventArgs _
 )

// C# 
  delegate void ULConnectionParms.UnusedEventHandler(
    object sender,
    System.EventArgs args
 );

パラメータ • sender 送信側のオブジェクト 

• args イベント引数

説明 この public Delegate は、Visual Basic .NET プロジェクトでこのクラス

を組み込む場合の Visual Studio .NET のバグを修正するために用意さ

れています。実用的な用途はありません。
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ULCursorSchema クラス

UL 拡張：Ultra Light.NET カーソルのスキーマを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 MustInherit Public Class ULCursorSchema

// C# 
 public abstract class ULCursorSchema

説明 このクラスは、ULTableSchema クラスおよび ULResultSetSchema クラ

ス の抽象基本クラスです。

iAnywhere.UltraLite ネームスペースから移行するユーザへの注意：カラム 
ID は、iAnywhere.UltraLite ネームスペース内にあるため、1 ではなく 
0 から始まります。

ULCursorSchema メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ

このカーソル内のカラム数を返します。

IsOpen プロパティ カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。

Name プロパティ カーソルの名前を返します。

メンバ 説明

GetColumnID メソッ

ド

指定したカラムのカラム ID を返します。

GetColumnName メ
ソッド

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。
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プロテクト・インスタンス・メソッド

ColumnCount プロパティ

このカーソル内のカラム数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ColumnCount As Short

// C# 
 public short ColumnCount {get;}

プロパティ値 カーソル内のカラム数、またはカーソルのスキーマが閉じている場合
は 0

説明 カラム ID の範囲は、0 ～ ColumnCount-1 です。

GetColumnPrecision メ
ソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの精度を返します。

GetColumnScale メ
ソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの位取りを返します。

GetColumnSize メソッ

ド

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラム ID 
によって識別されたカラムのサイズを返します。

GetColumnULDbType 
メソッド

指定したカラム ID によって識別されたカラムの 
Ultra Light.NET データ型を返します。

GetSchemaTable メ
ソッド

ULDataReader クラス のカラムのスキーマが記

述された DataTable を返します。

メンバ 説明

Finalize メソッド ULCursorSchema によって使用されるアンマネー

ジ・リソースを解放します。

メンバ 説明
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カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。

IsOpen プロパティ

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを確認します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 カーソルのスキーマが現在開いている場合は true、閉じている場合は 
false

Name プロパティ

カーソルの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

プロパティ値 文字列としてのカーソル名

Finalize メソッド

ULCursorSchema によって使用されるアンマネージ・リソースを解放

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()
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// C# 
 protected override void Finalize();

GetColumnID メソッド

指定したカラムのカラム ID を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnID( _
    ByVal name As String _
 ) As Short

// C# 
 public short GetColumnID(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 指定したカラムのカラム ID 

説明 カラム ID の範囲は、0 ～ ColumnCount プロパティ -1 です。

結果セットでは、すべてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りません。エイリアスを使用
していない場合は、非計算カラムの名前には、そのカラムの元となる
テーブルの名前がプレフィクスとして付けられます。たとえば、
MyTable.ID は、クエリ "SELECT ID FROM MyTable" の結果セットに

含まれる唯一のカラムの名前です。

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ
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GetColumnName メソッド

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnName( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetColumnName(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID。値は、[0,ColumnCount プロパティ -1] 
の範囲内である必要があります。

戻り値 カラムの名前、またはカラムに名前がない場合は null 参照 (Visual 
Basic の Nothing)。SQL クエリでカラムのエイリアスが使用されてい

る場合は、そのエイリアスが返されます。 

説明 結果セットでは、すべてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りません。エイリアスを使用
していない場合は、非計算カラムの名前には、そのカラムの元となる
テーブルの名前がプレフィクスとして付けられます。たとえば、
MyTable.ID は、クエリ "SELECT ID FROM MyTable" の結果セットに

含まれる唯一のカラムの名前です。

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ
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GetColumnPrecision メソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれば、指定したカラム 
ID によって識別されたカラムの精度を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnPrecision( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnPrecision(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID。値は、[0,ColumnCount プロパティ -1] 
の範囲内である必要があります。

戻り値 指定された数値カラムの精度 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ GetColumnULDbType メソッド

GetColumnScale メソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれば、指定したカラム 
ID によって識別されたカラムの位取りを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnScale( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnScale(
    int columnID
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID。値は、[0,ColumnCount プロパティ -1] 
の範囲内である必要があります。

戻り値 指定された数値カラムの位取り 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ GetColumnULDbType メソッド

GetColumnSize メソッド

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 型または CHAR 型 ) 
であれば、指定したカラム ID によって識別されたカラムのサイズを

返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnSize( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnSize(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID。値は、[0,ColumnCount プロパティ -1] 
の範囲内である必要があります。

戻り値 サイズ指定された、指定したカラムのサイズ 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ GetColumnULDbType メソッド
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GetColumnULDbType メソッド

指定したカラム ID によって識別されたカラムの Ultra Light.NET デー

タ型を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnULDbType( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As ULDbType

// C# 
 public ULDbType GetColumnULDbType(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID。値は、[0,ColumnCount プロパティ -1] 
の範囲内である必要があります。

戻り値 ULDbType 列挙整数 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULCursorSchema クラス

◆ ULCursorSchema メンバ

◆ ULDbType 列挙

◆ ColumnCount プロパティ

GetSchemaTable メソッド

ULDataReader クラス のカラムのスキーマが記述された DataTable を返

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetSchemaTable() As DataTable

// C# 
 public DataTable GetSchemaTable();

戻り値 カラムのスキーマが記述された DataTable
147



ULCursorSchema クラス
説明 詳細については、GetSchemaTable メソッド を参照してください。
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ULDataAdapter クラス

DataSet に設定したりデータベースを更新したりするために使用する

一連のコマンドとデータベース接続を示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULDataAdapter

// C# 
 public sealed class ULDataAdapter

説明 DataSet は、Ultra Light データベースとは別に、データをオフラインで

処理するための方法を提供します。ULDataAdapter は、DataSet を一連

の SQL 文に関連付けるためのメソッドを提供します。

Ultra Light はローカルのデータベースであり、Mobile Link には競合解

決があるため、ULDataAdapter の使用は制限されています。ほとんど

の場合、ULDataReader クラスまたは ULTable クラスを使用すると、

より効率的にデータにアクセスできます。

継承：DbDataAdapter

実装 : IDbDataAdapter、IDataAdapter、IDisposable

ULDataAdapter メンバ

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

メンバ 説明

ULDataAdapter コンス

トラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを初期化します。

ULDataAdapter コンス

トラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した 
SELECT 文で初期化します。

ULDataAdapter コンス

トラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した 
SELECT 文および接続で初期化します。
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パブリック・インスタンス・プロパティ

ULDataAdapter コンス

トラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した 
SELECT 文および接続文字列で初期化します。

メンバ 説明

AcceptChangesDuringF
ill プロパティ

DataTable に追加された後で、DataRow で 
DataRow.AcceptChanges を呼び出すかどうかを指

定します。

ContinueUpdateOnErro
r プロパティ

ローの更新時にエラーが検出されたときに例外を
生成するかどうかを指定します。

DeleteCommand プロ

パティ

DataSet で削除されたローに該当するデータベース

内のローを削除するために、DbDataAdapter.Update 
が呼び出されたときにデータベースに対して実行

される ULCommand クラス オブジェクトを指定

します。

InsertCommand プロパ

ティ

DataSet に挿入されたローに該当するローをデータ

ベースに挿入するために、DbDataAdapter.Update 
が呼び出されたときにデータベースに対して実行

される ULCommand クラス オブジェクトを指定

します。

MissingMappingAction 
プロパティ

受信データと一致するテーブルまたはカラムがな
い場合に実行するアクションを決定します。

MissingSchemaAction 
プロパティ

既存の DataSet スキーマが受信データと一致しな

い場合に実行するアクションを決定します。

SelectCommand プロ

パティ

結果セットをデータベースから取得して DataSet 
にコピーする Fill メソッド または FillSchema メ
ソッド の実行中に使用される ULCommand クラ

ス を指定します。

TableMappings プロパ

ティ

ソース・テーブルと DataTable とのマスタ・マッ

ピングを提供するコレクションを返します。

メンバ 説明
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パブリック・インスタンス・メソッド

UpdateCommand プロ

パティ

DataSet で更新されたローに該当するデータベース

内のローを更新するために、Update メソッド が
呼び出されたときにデータベースに対して実行さ

れる ULCommand クラス オブジェクトを指定し

ます。

メンバ 説明

Dispose メソッド ULDataAdapter によって使用されるアンマネージ・

リソースを解放するほか、必要に応じてマネー
ジ・リソースを解放します。

Fill メソッド 指定した DataSet の "Table" という DataTable で
ローの追加または再表示を行います。必要に応じ
て、"Table" という DataTable が作成され、DataSet 
に追加されます。

Fill メソッド 指定した DataSet の指定した DataTable でローの追

加または再表示を行います。必要に応じて、指定
した DataTable が作成され、DataSet に追加されま

す。

Fill メソッド 指定した DataSet の指定した DataTable で、指定し

た範囲のローの追加または再表示を行います。必
要に応じて、指定した DataTable が作成され、

DataSet に追加されます。

Fill メソッド 指定した DataTable でローの追加または再表示を

行います。

FillSchema メソッド "Table" という DataTable を DataSet に追加し、ス

キーマがデータ・ソースのスキーマと一致するよ
うに設定します。

FillSchema メソッド "Table" という DataTable を DataSet に追加し、ス

キーマがデータ・ソースのスキーマと一致するよ
うに設定します。

FillSchema メソッド DataTable のスキーマがデータ・ソースのスキーマ

と一致するように設定します。

メンバ 説明
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パブリック・インスタンス・イベント

ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public ULDataAdapter();

GetFillParameters メ
ソッド

SELECT 文の実行時にユーザによって設定される

パラメータを返します。

Update メソッド 指定した DataSet の "Table" という DataTable への

変更内容を使用して、データベース内のローを更
新します。

Update メソッド 指定した DataSet の指定した DataTable への変更内

容を使用して、データベース内のローを更新しま
す。

Update メソッド 指定した DataTable への変更内容を使用して、

データベース内のローを更新します。

Update メソッド 指定した DataRow 配列への変更内容を使用して、

データベース内のローを更新します。

メンバ 説明

FillError イベント 設定オペレーションの実行時にエラーが検出され
たときに発生します。

RowUpdated イベント データ・ソースに対してコマンドが実行された後
の更新時に発生します。更新が試みられると、イ
ベントが発生します。

RowUpdating イベン

ト

データ・ソースに対してコマンドが実行される前
の更新時に発生します。更新が試みられると、イ
ベントが発生します。

メンバ 説明
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参照 ◆ ULDataAdapter クラス

◆ ULDataAdapter メンバ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した SELECT 文で初期化しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal selectCommand As ULCommand _
 )

// C# 
 public ULDataAdapter(
    ULCommand selectCommand
 );

パラメータ • selectCommand DataSet に配置するためのレコードをデータ・

ソースから選択するために DbDataAdapter.Fill の実行時に使用

される ULCommand クラス オブジェクト 

参照 ◆ ULDataAdapter クラス

◆ ULDataAdapter メンバ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した SELECT 文および接続で初

期化します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal selectCommandText As String, _
    ByVal selectConnection As ULConnection _
 )

// C# 
 public ULDataAdapter(
    string  selectCommandText,
    ULConnection selectConnection
 );

パラメータ • selectCommandText ULDataAdapter の SelectCommand プロパ

ティによって使用される SELECT 文 

• selectConnection データベースへの接続を定義する 
ULConnection クラス オブジェクト

参照 ◆ ULDataAdapter クラス

◆ ULDataAdapter メンバ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter コンストラクタ

ULDataAdapter オブジェクトを、指定した SELECT 文および接続文字

列で初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal selectCommandText As String, _
    ByVal selectConnectionString As String _
 )

// C# 
 public ULDataAdapter(
   string  selectCommandText,
   string  selectConnectionString
);
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パラメータ • selectCommandText ULDataAdapter の SelectCommand プロパ

ティ によって使用される SELECT 文 

• selectConnectionString Ultra Light.NET データベースの接続文

字列

参照 ◆ ULDataAdapter クラス

◆ ULDataAdapter メンバ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

◆ ULDataAdapter コンストラクタ

AcceptChangesDuringFill プロパティ

DataTable に追加された後で、DataRow で DataRow.AcceptChanges を呼

び出すかどうかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AcceptChangesDuringFill As Boolean

// C# 
 public bool AcceptChangesDuringFill {get;set;}

プロパティ値 ULDataAdapter が DataRow で DataRow.AcceptChanges 関数を呼び出す

ように指定する場合は true、AcceptChanges を呼び出さず、新しく追

加されたローを挿入されたローとして処理する場合は false。デフォル

トは true です。

ContinueUpdateOnError プロパティ

ローの更新時にエラーが検出されたときに例外を生成するかどうかを
指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ContinueUpdateOnError As Boolean

// C# 
 public bool ContinueUpdateOnError {get;set;}
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プロパティ値 例外を生成しないで更新を継続する場合は true、例外を生成する場合

は false。デフォルトは false です。

説明 ContinueUpdateOnError が true の場合、ローの更新時にエラーが発生し

ても例外はスローされません。ローの更新はスキップされ、エラー情
報はローの DataRow.RowError プロパティに格納されます。

ULDataAdapter は後続のローの更新を継続します。

ContinueUpdateOnError が false の場合、エラーが発生すると例外がス

ローされます。

DeleteCommand プロパティ

DataSet で削除されたローに該当するデータベース内のローを削除す

るために、DbDataAdapter.Update が呼び出されたときにデータベース

に対して実行される ULCommand クラス オブジェクトを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DeleteCommand As ULCommand

// C# 
 public ULCommand DeleteCommand {get;set;}

プロパティ値 DataSet で削除されたローに該当するデータベース内のローを削除す

るために実行される ULCommand クラス オブジェクト

説明 DeleteCommand が既存の ULCommand クラス オブジェクトに割り当

てられる場合、ULCommand クラス オブジェクトのクローンは作成さ

れません。DeleteCommand は、既存の ULCommand クラス への参照

を保持します。

これは、IDbDataAdapter.DeleteCommand が厳密に型指定されたもので

す。
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InsertCommand プロパティ

DataSet に挿入されたローに該当するローをデータベースに挿入する

ために、DbDataAdapter.Update が呼び出されたときにデータベースに

対して実行される ULCommand クラス オブジェクトを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property InsertCommand As ULCommand

// C# 
 public ULCommand InsertCommand {get;set;}

プロパティ値 DataSet に挿入されたローに該当するローをデータベースに挿入する

ために実行される ULCommand クラス オブジェクト

説明 InsertCommand が既存の ULCommand クラス オブジェクトに割り当て

られる場合、ULCommand クラス オブジェクトのクローンは作成され

ません。InsertCommand は、既存の ULCommand クラス への参照を保

持します。

これは、IDbDataAdapter.InsertCommand が厳密に型指定されたもので

す。

MissingMappingAction プロパティ

受信データと一致するテーブルまたはカラムがない場合に実行するア
クションを決定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property MissingMappingAction As 
MissingMappingAction _
    Implements IDataAdapter.MissingMappingAction

// C# 
 public MissingMappingAction MissingMappingAction {get;set;}

プロパティ値 MissingMappingAction 値の 1 つ。デフォルトは 
MissingMappingAction.Passthrough です。

実装 IDataAdapter.MissingMappingAction
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MissingSchemaAction プロパティ

既存の DataSet スキーマが受信データと一致しない場合に実行するア

クションを決定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property MissingSchemaAction As 
MissingSchemaAction _
    Implements IDataAdapter.MissingSchemaAction

// C# 
 public MissingSchemaAction MissingSchemaAction {get;set;}

プロパティ値 MissingSchemaAction 値の 1 つ。デフォルトは 
MissingSchemaAction.Add です。

実装 IDataAdapter.MissingSchemaAction

SelectCommand プロパティ

結果セットをデータベースから取得して DataSet にコピーする Fill メ
ソッド または FillSchema メソッド の実行中に使用される 
ULCommand クラス を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SelectCommand As ULCommand

// C# 
 public ULCommand SelectCommand {get;set;}

プロパティ値 DataSet を設定するために実行される ULCommand クラス オブジェク

ト

説明 SelectCommand が既存の ULCommand クラス オブジェクトに割り当て

られる場合、ULCommand クラス オブジェクトのクローンは作成され

ません。SelectCommand は、既存の ULCommand クラス への参照を保

持します。
158



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
SelectCommand がローを返さない場合、DataSet にテーブルが追加さ

れず、例外も発生しません。SELECT 文は、ULDataAdapter コンスト

ラクタ 、ULDataAdapter コンストラクタ、ULDataAdapter コンストラ

クタにも指定できます。

これは、IDbDataAdapter.SelectCommand が厳密に型指定されたもので

す。

TableMappings プロパティ

ソース・テーブルと DataTable とのマスタ・マッピングを提供するコ

レクションを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableMappings As DataTableMappingCollection

// C# 
 public DataTableMappingCollection TableMappings {get;}

プロパティ値 ソース・テーブルと DataTable とのマスタ・マッピングを提供する 
DataTableMapping オブジェクトのコレクション。デフォルト値は空の

コレクションです。

説明 変更を調整する場合、ULDataAdapter は DataTableMappingCollection コ
レクションを使用して、データ・ソースによって使用されるカラム名
を、DataSet によって使用されるカラム名に関連付けます。

これは、IDataAdapter.TableMappings が厳密に型指定されたものです。

UpdateCommand プロパティ

DataSet で更新されたローに該当するデータベース内のローを更新す

るために、Update メソッド が呼び出されたときにデータベースに対

して実行される ULCommand クラス オブジェクトを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UpdateCommand As ULCommand
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// C# 
 public ULCommand UpdateCommand {get;set;}

プロパティ値 DataSet で更新されたローに該当するデータベース内のローを更新す

るために実行される ULCommand クラス オブジェクト

説明 UpdateCommand が既存の ULCommand クラス オブジェクトに割り当

てられる場合、ULCommand クラス オブジェクトのクローンは作成さ

れません。UpdateCommand は、既存の ULCommand クラス への参照

を保持します。

このコマンドを実行するとローが返される場合、ULCommand クラス 
オブジェクトの UpdatedRowSource プロパティの設定方法によっては、

これらのローが DataSet にマージされることがあります。

これは、IDbDataAdapter.UpdateCommand が厳密に型指定されたもので

す。

Dispose メソッド

ULDataAdapter によって使用されるアンマネージ・リソースを解放す

るほか、必要に応じてマネージ・リソースを解放します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Dispose() _
    Implements IDisposable.Dispose

// C# 
 public void Dispose();

実装 IDisposable.Dispose

Fill メソッド

指定した DataSet の "Table" という DataTable でローの追加または再表

示を行います。必要に応じて、"Table" という DataTable が作成され、

DataSet に追加されます。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function Fill( _
    ByVal dataSet As DataSet _
 ) As Integer _
    Implements IDataAdapter.Fill

// C# 
 public int Fill(
    DataSet dataSet
 );

パラメータ • dataSet レコード、および必要に応じてスキーマを使用して設

定する DataSet

戻り値 DataSet で正常に追加または再表示されたローの数

説明 結果セットのサイズが大きい場合、パフォーマンスに重大な影響を及
ぼす可能性があります。別の方法として、読み込み専用の結果セット
で十分であれば、ULDataReader クラス ( 場合によっては SQL 文 
(ExecuteNonQuery) とともに ) を使用して修正を行います。さらに別の

方法として、そのデータベースへの読み込みと書き込みアクセスが可
能な ULTable クラス を使用できます。

SelectCommand プロパティ がローを返さない場合、DataSet にテーブ

ルが追加されず、例外も発生しません。

詳細については、IDataAdapter.Fill を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上に 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されているか、DataTable が DataSet から見つからない上

に MissingSchemaAction プロパティ が MissingSchemaAction.Error 
に設定されています。

実装 IDataAdapter.Fill
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Fill メソッド

指定した DataSet の指定した DataTable でローの追加または再表示を行

います。必要に応じて、指定した DataTable が作成され、DataSet に追

加されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Fill( _
    ByVal dataSet As DataSet, _
    ByVal srcTable As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int Fill(
    DataSet dataSet,
    string  srcTable
 );

パラメータ • dataSet レコード、および必要に応じてスキーマを使用して設

定する DataSet

• srcTable テーブルのマッピングに使用するソース・テーブル

の名前

戻り値 DataSet で正常に追加または再表示されたローの数

説明 結果セットのサイズが大きい場合、パフォーマンスに重大な影響を及
ぼす可能性があります。別の方法として、読み込み専用の結果セット
で十分であれば、ULDataReader クラス ( 場合によっては SQL 文 
(ExecuteNonQuery) とともに ) を使用して修正を行います。さらに別の

方法として、そのデータベースへの読み込みと書き込みアクセスが可
能な ULTable クラス を使用できます。

SelectCommand プロパティ がローを返さない場合、DataSet にテーブ

ルが追加されず、例外も発生しません。

詳細については、IDataAdapter.Fill を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータまたは srcTable 
パラメータが無効です。
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•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上に 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されているか、DataTable が DataSet から見つからない上

に MissingSchemaAction プロパティ が MissingSchemaAction.Error 
に設定されています。

Fill メソッド

指定した DataSet の指定した DataTable で、指定した範囲のローの追加

または再表示を行います。必要に応じて、指定した DataTable が作成

され、DataSet に追加されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Fill( _
    ByVal dataSet As DataSet, _
    ByVal startRecord As Integer, _
    ByVal maxRecords As Integer, _
    ByVal srcTable As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int Fill(
    DataSet dataSet,
    int startRecord,
    int maxRecords,
    string  srcTable
 );

パラメータ • dataSet レコード、および必要に応じてスキーマを使用して設

定する DataSet

• startRecord 0 から始まるレコード番号

• maxRecords DataSet に読み込むレコードの最大数。値が 0 で
あると、先頭のレコードの後に見つかったすべてのレコード
が取得されます。

• srcTable テーブルのマッピングに使用するソース・テーブル

の名前
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戻り値 DataSet で正常に追加または再表示されたローの数

説明 startRecord 引数を使用して、DataSet にコピーされるレコードの数を

制限した場合でも、ULDataAdapter クエリ内のすべてのレコードが

データベースからクライアントにフェッチされます。結果セットのサ
イズが大きい場合、パフォーマンスに重大な影響を及ぼす可能性があ
ります。別の方法として、読み込み専用の結果セットで十分であれ
ば、ULDataReader クラス ( 場合によっては SQL 文 (ExecuteNonQuery) 
とともに ) を使用して修正を行います。さらに別の方法として、その

データベースへの読み込みと書き込みアクセスが可能な ULTable クラ

ス を使用できます。

SelectCommand プロパティ がローを返さない場合、DataSet にテーブ

ルが追加されず、例外も発生しません。

詳細については、IDataAdapter.Fill を参照してください。

例外 •    ArgumentExceptionstartRecord パラメータまたは maxRecords パ
ラメータがゼロ未満でした。

•    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータまたは srcTable 
パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上に 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されているか、DataTable が DataSet から見つからない上

に MissingSchemaAction プロパティ が MissingSchemaAction.Error 
に設定されています。

Fill メソッド

指定した DataTable でローの追加または再表示を行います。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Fill( _
    ByVal dataTable As DataTable _
 ) As Integer
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// C# 
 public int Fill(
    DataTable dataTable
 );

パラメータ • dataTable レコード、および必要に応じてスキーマを使用して

設定する DataTable

戻り値 DataTable で正常に追加または再表示されたローの数

説明 結果セットのサイズが大きい場合、パフォーマンスに重大な影響を及
ぼす可能性があります。別の方法として、読み込み専用の結果セット
で十分であれば、ULDataReader クラス ( 場合によっては SQL 文 
(ExecuteNonQuery) とともに ) を使用して修正を行います。さらに別の

方法として、そのデータベースへの読み込みと書き込みアクセスが可
能な ULTable クラス を使用できます。

SelectCommand プロパティ がローを返さない場合、テーブルが追加さ

れず、例外も発生しません。

詳細については、IDataAdapter.Fill を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataTable パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されています。

FillSchema メソッド

"Table" という DataTable を DataSet に追加し、スキーマがデータ・

ソースのスキーマと一致するように設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function FillSchema( _
    ByVal dataSet As DataSet, _
    ByVal schemaType As SchemaType _
 ) As DataTable() _
    Implements IDataAdapter.FillSchema
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// C# 
 public DataTable[] FillSchema(
    DataSet dataSet,
    SchemaType schemaType
 );

パラメータ • dataSet スキーマを使用して設定する DataSet

• schemaType スキーマを挿入する方法を指定する SchemaType 
値の 1 つ

戻り値 DataSet に追加された DataTable オブジェクトのコレクションへの参照

説明 詳細については、IDataAdapter.FillSchema を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されています。

実装 IDataAdapter.FillSchema

FillSchema メソッド

"Table" という DataTable を DataSet に追加し、スキーマがデータ・

ソースのスキーマと一致するように設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FillSchema( _
    ByVal dataSet As DataSet, _
    ByVal schemaType As SchemaType, _
    ByVal srcTable As String _
 ) As DataTable()

// C# 
 public DataTable[] FillSchema(
    DataSet dataSet,
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    SchemaType schemaType,
    string  srcTable
 );

パラメータ • dataSet スキーマを使用して設定する DataSet

• schemaType スキーマを挿入する方法を指定する SchemaType 
値の 1 つ

• srcTable テーブルのマッピングに使用するソース・テーブル

の名前

戻り値 DataSet に追加された DataTable オブジェクトのコレクションへの参照

説明 詳細については、DbDataAdapter.FillSchema を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータまたは srcTable 
パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されています。

FillSchema メソッド

DataTable のスキーマがデータ・ソースのスキーマと一致するように

設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FillSchema( _
    ByVal dataTable As DataTable, _
    ByVal schemaType As SchemaType _
 ) As DataTable

// C# 
 public DataTable FillSchema(
    DataTable dataTable,
    SchemaType schemaType
 );
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パラメータ • dataTable スキーマを使用して設定する DataTable

• schemaType スキーマを挿入する方法を指定する SchemaType 
値の 1 つ

戻り値 スキーマが含まれている DataTable オブジェクトへの参照

説明 詳細については、DbDataAdapter.FillSchema を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataTable パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効です。

GetFillParameters メソッド

SELECT 文の実行時にユーザによって設定されるパラメータを返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetFillParameters() As ULParameter()

// C# 
 public ULParameter[] GetFillParameters();

戻り値 ユーザによって設定されたパラメータが含まれる ULParameter クラス 
オブジェクトの配列

Update メソッド

指定した DataSet の "Table" という DataTable への変更内容を使用して、

データベース内のローを更新します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function Update( _
    ByVal dataSet As DataSet _
 ) As Integer _
    Implements IDataAdapter.Update
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// C# 
 public int Update(
    DataSet dataSet
 );

パラメータ • dataSet 更新に使用するレコードの DataSet

戻り値 DataSet から正常に更新されたローの数

説明 詳細については、IDataAdapter.Update を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上に 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されているか、DataTable が DataSet から見つかりません。

実装 IDataAdapter.Update

Update メソッド

指定した DataSet の指定した DataTable への変更内容を使用して、デー

タベース内のローを更新します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Update( _
    ByVal dataSet As DataSet, _
    ByVal srcTable As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int Update(
    DataSet dataSet,
    string  srcTable
 );

パラメータ • dataSet 更新に使用するレコードの DataSet

• srcTable テーブルのマッピングに使用するソース・テーブル

の名前
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戻り値 DataSet から正常に更新されたローの数

説明 詳細については、DbDataAdapter.Update を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataSet パラメータまたは srcTable 
パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上に 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されているか、DataTable が DataSet から見つかりません。

Update メソッド

指定した DataTable への変更内容を使用して、データベース内のロー

を更新します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Update( _
    ByVal dataTable As DataTable _
 ) As Integer

// C# 
 public int Update(
    DataTable dataTable
 );

パラメータ • dataTable 更新の元になる DataTable

戻り値 DataTable から正常に更新されたローの数

説明 詳細については、DbDataAdapter.Update を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataTable パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されています。
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Update メソッド

指定した DataRow 配列への変更内容を使用して、データベース内の

ローを更新します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Update( _
    ByVal dataRows As DataRow() _
 ) As Integer

// C# 
 public int Update(
    DataRow[] dataRows
 );

パラメータ • dataRows 更新の元になる DataRow 配列

戻り値 DataRow 配列から正常に更新されたローの数

説明 詳細については、DbDataAdapter.Update を参照してください。

例外 •    System.ArgumentNullExceptiondataRows パラメータが無効です。

•    InvalidOperationExceptionSelectCommand プロパティが無効である

か、テーブルのマッピングが見つからない上 
MissingMappingAction プロパティ が MissingMappingAction.Error 
に設定されています。

FillError イベント

設定オペレーションの実行時にエラーが検出されたときに発生しま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event FillError As FillErrorEventHandler

// C# 
 public event FillErrorEventHandler FillError;

説明 FillError イベントを使用して、エラーが発生した後に設定オペレー

ションを継続するかどうかを決定できます。
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FillError イベントが発生する例は、次のとおりです。

◆ DataSet に追加されるデータを、精度を落とさないで共通言語

ランタイム・タイプに変換できない。
◆ DataSet の DataColumn に適用する必要がある制約に違反する

データが、追加されるローに含まれている。

ローの設定エラー・イベントを処理するには、FillErrorEventHandler 
デリゲートを作成し、このイベントにアタッチする必要があります。

RowUpdated イベント

データ・ソースに対してコマンドが実行された後の更新時に発生しま
す。更新が試みられると、イベントが発生します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event RowUpdated As ULRowUpdatedEventHandler

// C# 
 public event ULRowUpdatedEventHandler RowUpdated;

説明 ロー更新イベントを処理するには、ULRowUpdatedEventHandler 委譲 
デリゲートを作成し、このイベントにアタッチする必要があります。

RowUpdating イベント

データ・ソースに対してコマンドが実行される前の更新時に発生しま
す。更新が試みられると、イベントが発生します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event RowUpdating As ULRowUpdatingEventHandler

// C# 
 public event ULRowUpdatingEventHandler RowUpdating;

説明 ロー更新イベントを処理するには、ULRowUpdatingEventHandler 委譲 
デリゲートを作成し、このイベントにアタッチする必要があります。
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ULDatabaseManager クラス

UL 拡張：同期リスナと Ultra Light.NET のランタイム・タイプを管理

します。ULDatabaseManager クラスを使用すると、Ultra Light.NET 
データベースを削除できます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULDatabaseManager

// C# 
 public sealed class ULDatabaseManager

説明 このクラスはシングルトン・クラスであり、その唯一のインスタンス
には、静的な (Visual Basic の Shared) DatabaseManager プロパティ のみ

を通じてアクセスできます。

Ultra Light.NET の Ultra Light エンジンのランタイムを使用するには、

RuntimeType プロパティ を適切な値に設定してから、他の Ultra 
Light.NET API を使用します。

 ULDatabaseManager メンバ

パブリック静的プロパティ ( 共有 )

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

RuntimeType プロパ

ティ

Ultra Light.NET ランタイム・タイプを指定します。

ランタイム・タイプを選択してから、その他の 
Ultra Light.NET API を使用してください。

メンバ 説明

DropDatabase メソッ

ド

指定したデータベースを削除します。
接続が開かれているデータベースを削除すること
はできません。
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RuntimeType プロパティ

Ultra Light.NET ランタイム・タイプを指定します。ランタイム・タイ

プを選択してから、その他の Ultra Light.NET API を使用してくださ

い。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared Property RuntimeType As ULRuntimeType

// C# 
 public const ULRuntimeType RuntimeType {get;set;}

プロパティ値 アンマネージ Ultra Light.NET ランタイムのタイプを示す 
ULRuntimeType 列挙 値

例 次の例では、Ultra Light エンジンのランタイムが選択され、接続が作

成されます。

' Visual Basic ULDatabaseManager.RuntimeType = 
ULRuntimeType.UL_ENGINE_CLIENT
 Dim conn As ULConnection = new ULConnection
 ' The RuntimeType is now locked
 
 // C# ULDatabaseManager.RuntimeType = 
ULRuntimeType.UL_ENGINE_CLIENT;
 ULConnection conn = new ULConnection();
 // The RuntimeType is now locked
 

SetActiveSyncListener 
メソッド

ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダからの 
ActiveSync の呼び出しを処理するリスナ・オブ

ジェクトを指定します。

SetServerSyncListener 
メソッド

指定したサーバ同期メッセージの処理に使用する
リスナ・オブジェクトを指定します。

メンバ 説明
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DropDatabase メソッド

指定したデータベースを削除します。

接続が開かれているデータベースを削除することはできません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub DropDatabase( _
    ByVal parms As ULConnectionParms _
 )

// C# 
 public void DropDatabase(
    ULConnectionParms parms
 );

パラメータ • parms データベースを識別するためのパラメータ。詳細につ

いては、ULConnectionParms クラス を参照してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseManager クラス

◆ ULDatabaseManager メンバ

◆ OpenWithCreate メソッド

SetActiveSyncListener メソッド

ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダからの ActiveSync の呼び出しを

処理するリスナ・オブジェクトを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetActiveSyncListener( _
    ByVal appClassName As String, _
    ByVal listener As ULActiveSyncListener _
 )

// C# 
 public void SetActiveSyncListener(
    string  appClassName,
    ULActiveSyncListener listener
 );
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パラメータ • appClassName アプリケーションのユニークなクラス名。こ

れは、アプリケーションが ActiveSync で使用されるように登

録されているときに使用されるクラス名です。

• listener ULActiveSyncListener インタフェース オブジェクト。

前のリスナを削除するには、null (Visual Basic の Nothing) を使

用します。

説明 パラメータ appClassName は、アプリケーションの識別に使用され

るユニークな識別子です。アプリケーションは、一度に 1 つの 
appClassName のみを使用できます。リスナが特定の appClassName 
に登録されているときは、別の appClassName で 
SetServerSyncListener メソッド または SetActiveSyncListener メソッド 
を呼び出すと失敗します。

ActiveSync リスナを削除するには、listener パラメータとして null 参
照 (Visual Basic の Nothing) を使用して SetActiveSyncListener メソッド 
を呼び出します。

すべてのリスナを削除するには、すべてのパラメータに null 参照 
(Visual Basic の Nothing) を使用して SetServerSyncListener メソッド を
呼び出します。

アプリケーションは、すべてのリスナを削除してから終了する必要が
あります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

例 SetActiveSyncListener メソッド の例については、ActiveSyncInvoked メ
ソッド のマニュアルを参照してください。

参照 ◆ ULDatabaseManager クラス

◆ ULDatabaseManager メンバ

◆ ColumnCount プロパティ

SetServerSyncListener メソッド

指定したサーバ同期メッセージの処理に使用するリスナ・オブジェク
トを指定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetServerSyncListener( _
    ByVal messageName As String, _
    ByVal appClassName As String, _
    ByVal listener As ULServerSyncListener _
 )

// C# 
 public void SetServerSyncListener(
    string  messageName,
    string  appClassName,
    ULServerSyncListener listener
 );

パラメータ • messageName メッセージの名前

• appClassName アプリケーションのユニークなクラス名。こ

れは、アプリケーションの識別に使用されるユニークな識別
子です。

• listener ULServerSyncListener インタフェース オブジェクト。

前のリスナを削除するには、null (Visual Basic の Nothing) を使

用します。

説明 パラメータ appClassName は、アプリケーションの識別に使用され

るユニークな識別子です。アプリケーションは、一度に 1 つの 
appClassName のみを使用できます。リスナが特定の appClassName 
に登録されているときは、別の appClassName で 
SetServerSyncListener メソッド または SetActiveSyncListener メソッド 
を呼び出すと失敗します。

特定のメッセージのリスナを削除するには、listener パラメータとし

て null 参照 (Visual Basic の Nothing) を使用して SetServerSyncListener 
メソッド を呼び出します。

すべてのリスナを削除するには、すべてのパラメータに null 参照 
(Visual Basic の Nothing) を使用して SetServerSyncListener メソッド を
呼び出します。

アプリケーションは、すべてのリスナを削除してから終了する必要が
あります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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例 SetServerSyncListener メソッド の例については、ServerSyncInvoked メ
ソッド のマニュアルを参照してください。
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ULDatabaseSchema クラス

UL 拡張：Ultra Light.NET データベースのスキーマを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULDatabaseSchema

// C# 
 public sealed class ULDatabaseSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
ULDatabaseSchema クラス オブジェクトは、Schema プロパティとして

接続にアタッチされ、接続が開いている間のみ有効です。

 ULDatabaseSchema メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

CollationName プロパ

ティ

データベースの照合順の名前です。

IsCaseSensitive プロパ

ティ

データベースで大文字と小文字が区別されるかど
うかをチェックします。

IsOpen プロパティ データベース・スキーマが開いているかどうかを
示します。

PublicationCount プロ

パティ

データベース内のパブリケーションの数です。

Signature プロパティ このデータベースのシグニチャです。

TableCount プロパ

ティ

データベース内のテーブルの数です。
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CollationName プロパティ

データベースの照合順の名前です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property CollationName As String

// C# 
 public string  CollationName {get;}

プロパティ値 データベースの照合順を示す文字列

説明 データベースの照合順は、テーブルのインデックスおよび結果セット
のソート方法に影響します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

メンバ 説明

ApplyFile メソッド データベース・スキーマ・ファイルをデータベー
スに適用するとともに、リスナに進行状況をモニ
タさせます。

ApplyFile メソッド データベース・スキーマ・ファイルをデータベー
スに適用します。

GetDatabaseProperty メ
ソッド

指定したデータベースのプロパティの値を返しま
す。

GetPublicationName メ
ソッド

指定したパブリケーション ID で識別されたパブ

リケーションの名前を返します。パブリケーショ
ン ID は、パブリケーション・マスクではありま

せん。

GetPublicationSchema 
メソッド

指定したパブリケーションに対応するパブリケー
ション・スキーマを返します。

GetTableCountInPublic
ations メソッド

指定したパブリケーション・マスクに含まれる
テーブルの数を返します。

GetTableName メソッ

ド

指定したテーブル ID で識別されたテーブルの名

前を返します。
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IsCaseSensitive プロパティ

データベースで大文字と小文字が区別されるかどうかをチェックしま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsCaseSensitive As Boolean

// C# 
 public bool IsCaseSensitive {get;}

プロパティ値 データベースで大文字と小文字が区別される場合は true、区別されな

い場合は false 

説明 データベースで大文字と小文字が区別されるかどうかは、テーブルの
インデックスおよび結果セットのソート方法に影響します。また、大
文字と小文字の区別は、UserID プロパティ と Password プロパティ の
検証方法に影響します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsOpen プロパティ

データベース・スキーマが開いているかどうかを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 データベースのスキーマが現在開いている場合は true、現在閉じてい

る場合は false 

説明 ULDatabaseSchema オブジェクトが開いているのは、それがアタッチ

されている接続が開いている場合だけです。
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PublicationCount プロパティ

データベース内のパブリケーションの数です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PublicationCount As Integer

// C# 
 public int PublicationCount {get;}

プロパティ値 データベース内のパブリケーション数、または接続が開いていない場
合は 0

説明 パブリケーション ID の範囲は、1 ～ PublicationCount です。パブリ

ケーション ID は、パブリケーション・マスクではありません。

注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス

◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ GetPublicationName メソッド

Signature プロパティ

このデータベースのシグニチャです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Signature As String

// C# 
 public string  Signature {get;}

プロパティ値 現在開かれているデータベースのシグニチャを示す文字列

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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TableCount プロパティ

データベース内のテーブルの数です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableCount As Integer

// C# 
 public int TableCount {get;}

プロパティ値 データベース内のテーブル数、または接続が開いていない場合は 0

説明 テーブル ID の範囲は、1 ～ TableCount です。

注意：テーブルの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に

変更されることがあります。テーブルを正しく識別するには、名前で
アクセスするか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマの

アップグレード後にリフレッシュします。

ApplyFile メソッド

データベース・スキーマ・ファイルをデータベースに適用するととも
に、リスナに進行状況をモニタさせます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub ApplyFile( _
    ByVal parms As ULConnectionParms, _
    ByVal listener As ULSchemaUpgradeListener _
 )

// C# 
 public void ApplyFile(
    ULConnectionParms parms,
    ULSchemaUpgradeListener listener
 );

パラメータ • parms データベースに適用されるスキーマを指定するための

パラメータ。詳細については、ULConnectionParms クラス を
参照してください。
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• listener スキーマのアップグレードのプログレス・イベントを

受信する ULSchemaUpgradeListener インタフェース オブジェ

クト

説明 ULResultSetSchema クラス、ULTableSchema クラス、ULIndexSchema 
クラス、ULPublicationSchema クラス のすべてのインスタンスは無効

になるため、置き換える必要があります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス

◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ ApplyFile メソッド

◆ ULConnectionParms クラス

ApplyFile メソッド

データベース・スキーマ・ファイルをデータベースに適用します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub ApplyFile( _
    ByVal parms As ULConnectionParms _
 )

// C# 
 public void ApplyFile(
    ULConnectionParms parms
 );

パラメータ • parms データベースに適用されるスキーマを指定するための

パラメータ。詳細については、ULConnectionParms クラス を
参照してください。

説明 ULResultSetSchema クラス、ULTableSchema クラス、ULIndexSchema 
クラス、ULPublicationSchema クラス のすべてのインスタンスは無効

になるため、置き換える必要があります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス
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◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ ApplyFile メソッド

◆ ULConnectionParms クラス

GetDatabaseProperty メソッド

指定したデータベースのプロパティの値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetDatabaseProperty( _
    ByVal name As String _
 ) As String

// C# 
 public string  GetDatabaseProperty(
    string  name
 );

パラメータ • name 問い合わせるデータベース・プロパティの名前

戻り値 文字列としてのプロパティの値 

説明 識別されるプロパティは次のとおりです。

•    "DATE_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用される

日付フォーマットです。

このフォーマットは、DateTime によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。

•    "DATE_ORDER" データベースによる文字列変換に使用される日

付順です。

•    "NEAREST_CENTURY" データベースによる文字列変換に使用さ

れる最も近い世紀です。

•    "PRECISION" データベースによる文字列変換に使用される浮動

小数点の精度です。
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•    "SCALE" データベースによる文字列変換中に、計算結果が最大 
PRECISION にトランケートされるときの小数点以下の最大桁数

です。

•    "TIME_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用される

時刻フォーマットです。

このフォーマットは、TimeSpan によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。

•    "TIMESTAMP_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用

されるタイムスタンプのフォーマットです。

このフォーマットは、DateTime によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。

•    "TIMESTAMP_INCREMENT" 2 つのユニークなタイムスタンプ間

のナノ秒 (1,000,000 分の 1 秒 ) 単位の最小差です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

GetPublicationName メソッド

指定したパブリケーション ID で識別されたパブリケーションの名前

を返します。パブリケーション ID は、パブリケーション・マスクで

はありません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetPublicationName( _
    ByVal pubID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetPublicationName(
    int pubID
 );

パラメータ • pubID パブリケーションの ID。値は、[1,PublicationCount プ
ロパティ ] の範囲内である必要があります。

戻り値 文字列としてのパブリケーション名 
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説明 注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス

◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ PublicationCount プロパティ

GetPublicationSchema メソッド

指定したパブリケーションに対応するパブリケーション・スキーマを
返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetPublicationSchema( _
    ByVal name As String _
 ) As ULPublicationSchema

// C# 
 public ULPublicationSchema GetPublicationSchema(
    string  name
 );

パラメータ • name パブリケーションの名前

戻り値 指定したパブリケーションを示す ULPublicationSchema クラス オブ

ジェクト 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス

◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ GetPublicationName メソッド

◆ ULPublicationSchema クラス
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GetTableCountInPublications メソッド

指定したパブリケーション・マスクに含まれるテーブルの数を返しま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTableCountInPublications( _
    ByVal mask As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetTableCountInPublications(
    int mask
 );

パラメータ • mask チェックするパブリケーションのセット。パブリケー

ション・マスクの作成の詳細については、
ULPublicationSchema クラス を参照してください。

戻り値 パブリケーションのセットに含まれるテーブル数 

説明 カウントには、名前が _nosync で終わるテーブルは含まれません。

注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

GetTableName メソッド

指定したテーブル ID で識別されたテーブルの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTableName( _
    ByVal tableID As Integer _
 ) As String
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// C# 
 public string  GetTableName(
    int tableID
 );

パラメータ • tableID テーブルの ID。値は、[1,TableCount] の範囲内である

必要があります。

戻り値 文字列としてのテーブル名 

説明 テーブル ID は、スキーマのアップグレード中に変更されることがあ

ります。テーブルを正しく識別するには、名前でアクセスするか、
キャッシュされている ID をスキーマのアップグレード後にリフレッ

シュします。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDatabaseSchema クラス

◆ ULDatabaseSchema メンバ

◆ TableCount プロパティ
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ULDataReader クラス

Ultra Light データベースの読み込み専用の双方向カーソルを示しま

す。カーソルとは、テーブルまたはクエリからの結果セットの一連の
ローです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULDataReader
   Inherits MarshalByRefObject

// C# 
 public class ULDataReader :
   MarshalByRefobject

説明 ULDataReader にはコンストラクタがありません。ULDataReader オブ

ジェクトを取得するには、次のように ULCommand クラス を実行し

ます。

' Visual Basic Dim cmd As ULCommand = new ULCommand( _
     "SELECT emp_id FROM employee", conn _
   )
 Dim reader As ULDataReader = cmd.ExecuteReader()
 
 // C# ULCommand cmd = new ULCommand(
     "SELECT emp_id FROM employee", conn
   );
 ULDataReader reader = cmd.ExecuteReader();
 

UL 拡張： ADO.NET 標準 では、結果セットで前方専用の動作だけが必

要ですが、ULDataReader は双方向です。ULDataReader の Move メ
ソッドによって、結果セットを移動するときに最大限の柔軟性が得ら
れます。

ULDataReader は、読み込み専用の結果セットです。より柔軟なオブ

ジェクトで結果を操作する必要がある場合は、ULDataAdapter クラス 
を使用します。ULDataReader は必要に応じてローを取得しますが、

ULDataAdapter クラス の場合、結果セットのすべてのローを取得しな

いと、オブジェクトに対してアクションを実行できません。結果セッ
トのサイズが大きい場合、この違いのために ULDataReader の方が応

答時間が速くなります。
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UL 拡張：ULDataReader のすべてのカラムは、GetString メソッド を使

用して取得できます。

実装 : IDataReader、IDataRecord、IDisposable

ULDataReader メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

Depth プロパティ 現在のローのネストの深さを返します。最も外側
のテーブルの深さは 0 です。

FieldCount プロパティ このカーソル内のカラム数を返します。

IsBOF プロパティ UL 拡張：現在のローの位置が最初のローの前で

あるかどうかを確認します。

IsClosed プロパティ カーソルが現在開いているかどうかを確認しま
す。

IsEOF プロパティ UL 拡張：現在のローの位置が最後のローの後で

あるかどうかを確認します。

Item プロパティ 指定したカラムの値をネイティブ・フォーマット
で返します。C# では、このプロパティは 
ULDataReader クラスのインデクサです。

Item プロパティ 指定した名前のカラムの値をネイティブ・フォー
マットで返します。C# では、このプロパティは 
ULDataReader クラスのインデクサです。

RecordsAffected プロ

パティ

SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除さ

れたローの数を返します。SELECT 文または 
CommandType.TableDirect テーブルの場合、この値

は -1 です。

RowCount プロパティ UL 拡張：カーソル内のロー数を返します。

Schema プロパティ UL 拡張：このカーソルのスキーマを保持します。
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メンバ 説明

Close メソッド カーソルを閉じます。

Dispose メソッド ULDataReader によって使用されるアンマネージ・

リソースを解放するほか、必要に応じてマネー
ジ・リソースを解放します。

GetBoolean メソッド 指定したカラムの値を Boolean として返します。

GetByte メソッド 指定したカラムの値を符号なし 8 ビット値 (Byte) 
として返します。

GetBytes メソッド 指定したオフセットで始まる、指定した 
ULDbType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。

GetBytes メソッド UL 拡張：指定したカラムの値を Byte 配列として

返します。ULDbType 列挙 型、ULDbType 列挙 
型、ULDbType 列挙 型のカラムの場合にのみ有

効です。

GetChar メソッド このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされ

ていません。

GetChars メソッド 指定したオフセットで始まる、指定した 
ULDbType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。

GetData メソッド このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされ

ていません。

GetDataTypeName メ
ソッド

指定したカラムのプロバイダのデータ型の名前を
返します。

GetDateTime メソッド 指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime 
として返します。

GetDecimal メソッド 指定したカラムの値を Decimal として返します。

GetDouble メソッド 指定したカラムの値を Double として返します。

GetFieldType メソッド 指定したカラムに最適な Type を返します。
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GetFloat メソッド 指定したカラムの値を Single として返します。

GetGuid メソッド 指定したカラムの値を UUID (Guid) として返しま

す。

GetInt16 メソッド 指定したカラムの値を Int16 として返します。

GetInt32 メソッド 指定したカラムの値を Int32 として返します。

GetInt64 メソッド 指定したカラムの値を Int64 として返します。

GetName メソッド 指定したカラムの名前を返します。

GetOrdinal メソッド 指定したカラムのカラム ID を返します。

GetSchemaTable メ
ソッド

ULDataReader のカラムのメタデータが記述された 
DataTable を返します。

GetString メソッド 指定したカラムの値を String として返します。

GetTimeSpan メソッド 指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan 
として返します。

GetUInt16 メソッド 指定したカラムの値を UInt16 として返します。

GetUInt32 メソッド 指定したカラムの値を UInt32 として返します。

GetUInt64 メソッド 指定したカラムの値を UInt64 として返します。

GetValue メソッド 指定したカラムの値をネイティブ・フォーマット
で返します。

GetValues メソッド 現在のローのすべてのカラム値を返します。

IsDBNull メソッド 指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェッ

クします。

MoveAfterLast メソッ

ド

UL 拡張：カーソルの最後のローの後に、カーソ

ルを配置します。

MoveBeforeFirst メ
ソッド

UL 拡張：カーソルの最初のローの前に、カーソ

ルを配置します。

MoveFirst メソッド UL 拡張：カーソルの最初のローに、カーソルを

配置します。

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

Depth プロパティ

現在のローのネストの深さを返します。最も外側のテーブルの深さは 
0 です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property Depth As Integer _
    Implements IDataReader.Depth

// C# 
 public int Depth {get;}

プロパティ値 Ultra Light.NET のすべての結果セットの深さはゼロです。

MoveLast メソッド UL 拡張：カーソルの最後のローに、カーソルを

配置します。

MoveNext メソッド UL 拡張：カーソルを次のローに配置します。た

だし、カーソルがすでに最後のローにある場合は
最後のローの後に配置します。

MovePrevious メソッ

ド

UL 拡張：カーソルを前のローに配置するか、最

初のローの前に配置します。

MoveRelative メソッ

ド

UL 拡張：現在のローを基準としてカーソルを配

置します。

NextResult メソッド バッチ SQL 文の結果を読み込むときに 
ULDataReader を次の結果に進めます。

Read メソッド カーソルを次のローに配置します。ただし、カー
ソルがすでに最後のローにある場合は最後のロー
の後に配置します。

メンバ 説明

Finalize メソッド ULDataReader によって使用されるアンマネージ・

リソースを解放します。

メンバ 説明
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例外 •    ULException クラス -  ULDataReader が開かれていません。 

実装 IDataReader.Depth

FieldCount プロパティ

このカーソル内のカラム数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property FieldCount As Integer _
    Implements IDataRecord.FieldCount

// C# 
 public int FieldCount {get;}

戻り値 整数としてのカーソル内のカラム数。カーソルが閉じている場合は 0 
を返します。

説明 このメソッドは、ColumnCount プロパティと同じです。

実装 IDataRecord.FieldCount

IsBOF プロパティ

UL 拡張：現在のローの位置が最初のローの前であるかどうかを確認し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsBOF As Boolean

// C# 
 public bool IsBOF {get;}

プロパティ値 現在のローの位置が最初のローの前であれば true、そうでなければ 
false

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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IsClosed プロパティ

カーソルが現在開いているかどうかを確認します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property IsClosed As Boolean _
    Implements IDataReader.IsClosed

// C# 
 public bool IsClosed {get;}

プロパティ値 カーソルが現在開いている場合は true、閉じている場合は false 

実装 IDataReader.IsClosed

IsEOF プロパティ

UL 拡張：現在のローの位置が最後のローの後であるかどうかを確認し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsEOF As Boolean

// C# 
 public bool IsEOF {get;}

プロパティ値 現在のローの位置が最後のローの後であれば true、そうでなければ 
false

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

Item プロパティ

指定したカラムの値をネイティブ・フォーマットで返します。C# で
は、このプロパティは ULDataReader クラスのインデクサです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property Item As Object _
    Implements IDataRecord.Item
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// C# 
 public object Item {get;}

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 そのカラムに最適な .NET 型としてのカラム値、またはカラムが 
NULL の場合は DBNull

説明 このメソッドは、機能的には GetValue メソッドと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.Item

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetFieldType メソッド

◆ Item プロパティ

Item プロパティ

指定した名前のカラムの値をネイティブ・フォーマットで返します。
C# では、このプロパティは ULDataReader クラスのインデクサです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property Item As Object _
    Implements IDataRecord.Item

// C# 
 public object Item {get;}

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 そのカラムに最適な .NET 型としてのカラム値、またはカラムが 
NULL の場合は DBNull
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説明 結果セットでは、すべてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りません。エイリアスを使用
していない場合は、非計算カラムの名前には、そのカラムの元となる
テーブルの名前がプレフィクスとして付けられます。たとえば、
MyTable.ID は、クエリ "SELECT ID FROM MyTable" の結果セットに

含まれる唯一のカラムの名前です。

カラムに何回もアクセスするときは、名前ではなく、カラム ID でア

クセスすると効率が良くなります。

このメソッドは次と同じです。

dataReader.GetValue( dataReader.GetOrdinal( name ) )

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.Item

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ Item プロパティ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetValue メソッド

◆ GetFieldType メソッド

RecordsAffected プロパティ

SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除されたローの数を返し

ます。SELECT 文または CommandType.TableDirect テーブルの場合、

この値は -1 です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property RecordsAffected As Integer _
    Implements IDataReader.RecordsAffected

// C# 
 public int RecordsAffected {get;}

プロパティ値 SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除されたローの数 
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実装 IDataReader.RecordsAffected

RowCount プロパティ

UL 拡張：カーソル内のロー数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property RowCount As Integer

// C# 
 public int RowCount {get;}

プロパティ値 カーソル内のロー数

説明 RowCount は、古いローを削除して領域を節約するタイミングを決定

するときに使用します。StopSynchronizationDelete メソッドを使用す

ると、統合データベースからは削除しないで Ultra Light データベース

から古いローを削除できます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ StartSynchronizationDelete メソッド

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

Schema プロパティ

UL 拡張：このカーソルのスキーマを保持します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As ULCursorSchema

// C# 
 public ULCursorSchema Schema {get;}

プロパティ値 結果セットの場合、結果セットのスキーマを表す ULResultSetSchema 
クラス オブジェクト。テーブルの場合、テーブルのスキーマを表す 
ULTableSchema クラス オブジェクト。
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説明 このプロパティは、GetSchemaTable メソッド からの結果に示されな

い Ultra Light.NET の詳細情報を含め、カーソルの完全なスキーマを示

します。

Close メソッド

カーソルを閉じます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Close() _
    Implements IDataReader.Close

// C# 
 public void Close();

説明 すでに閉じられているカーソルを閉じるのはエラーではありません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataReader.Close

Dispose メソッド

ULDataReader によって使用されるアンマネージ・リソースを解放す

るほか、必要に応じてマネージ・リソースを解放します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Dispose() _
    Implements IDisposable.Dispose

// C# 
 public void Dispose();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDisposable.Dispose
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Finalize メソッド

ULDataReader によって使用されるアンマネージ・リソースを解放し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

GetBoolean メソッド

指定したカラムの値を Boolean として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetBoolean( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean _
    Implements IDataRecord.GetBoolean

// C# 
 public bool GetBoolean(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Boolean としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetBoolean

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド
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GetByte メソッド

指定したカラムの値を符号なし 8 ビット値 (Byte) として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetByte( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Byte _
    Implements IDataRecord.GetByte

// C# 
 public byte GetByte(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Byte としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetByte

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetBytes メソッド

指定したオフセットで始まる、指定した ULDbType 列挙 カラムの値

のサブセットを、コピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコ

ピーします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function GetBytes( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal srcOffset As Long, _
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    ByVal dst As Byte(), _
    ByVal dstOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 ) As Long _
    Implements IDataRecord.GetBytes

// C# 
 public long GetBytes(
    int columnID,
    long srcOffset,
    byte[] dst,
    int dstOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• srcOffset カラム値の開始位置。ゼロが値の冒頭です。

• dst コピー先の配列

• dstOffset コピー先の配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

戻り値 実際にコピーされたバイト数 

説明 null 参照 (Visual Basic の Nothing) である dst バッファを渡すと、

GetBytes はフィールドの長さをバイト数で返します。

値の srcOffset から srcOffset+count-1 までの位置のバイトが、コピー

先の配列の dstOffset から dstOffset+count-1 までの位置に、それぞれ

コピーされます。count のバイト数がコピーされる前に、値の末尾が

検出された場合は、コピー先の配列の残りは変更されないままになり
ます。

次のいずれかに該当する場合は、コード ULSQLCode 列挙 とともに 
ULException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。

◆ srcOffset が負である。

◆ dstOffset が負である。
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◆ count が負である。

◆ dstOffset+count が dst.Length よりも大きい。

その他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
ULException クラス がスローされます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetBytes

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetBytes メソッド

GetBytes メソッド

UL 拡張：指定したカラムの値を Byte 配列として返します。ULDbType 
列挙 型、ULDbType 列挙 型、ULDbType 列挙 型のカラムの場合にの

み有効です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function GetBytes( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Byte()

// C# 
 public byte[] GetBytes(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Byte 配列としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
204



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetBytes メソッド

GetChar メソッド

このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetChar( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Char _
    Implements IDataRecord.GetChar

// C# 
 public char GetChar(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされていません。 

例外 •    ULException クラス -  このメソッドは Ultra Light.NET ではサポー

トされていません。 

実装 IDataRecord.GetChar

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetString メソッド
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GetChars メソッド

指定したオフセットで始まる、指定した ULDbType 列挙 カラムの値

のサブセットを、コピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetChars( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal srcOffset As Long, _
    ByVal dst As Char(), _
    ByVal dstOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 ) As Long _
    Implements IDataRecord.GetChars

// C# 
 public long GetChars(
    int columnID,
    long srcOffset,
    char[] dst,
    int dstOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• srcOffset カラム値の開始位置。ゼロが値の冒頭です。

• dst コピー先の配列

• dstOffset コピー先の配列の開始位置

• count コピーされる文字数

戻り値 実際にコピーされた文字数 

説明 null 参照 (Visual Basic の Nothing) である dst バッファを渡すと、

GetChars はフィールドの長さを文字数として返します。
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値の srcOffset から srcOffset+count-1 までの位置の文字が、コピー先

の配列の dstOffset から dstOffset+count-1 までの位置に、それぞれコ

ピーされます。count の文字数がコピーされる前に、値の末尾が検出

された場合は、コピー先の配列の残りは変更されないままになりま
す。

次のいずれかに該当する場合は、コード ULSQLCode 列挙 とともに 
ULException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。

◆ srcOffset が負である。

◆ dstOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ dstOffset+count が dst.Length よりも大きい。

その他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
ULException クラス がスローされます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetChars

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetData メソッド

このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされていません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetData( _
    ByVal i As Integer _
 ) As IDataReader _
    Implements IDataRecord.GetData

// C# 
 public IDataReader GetData(
    int i
 );
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パラメータ • i 整数値

戻り値 このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされていません。 

例外 •    ULException クラス -  このメソッドは Ultra Light.NET ではサポー

トされていません。 

実装 IDataRecord.GetData

GetDataTypeName メソッド

指定したカラムのプロバイダのデータ型の名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetDataTypeName( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As String _
    Implements IDataRecord.GetDataTypeName

// C# 
 public string  GetDataTypeName(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 カラムの ULDbType 列挙 に対応する文字列

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetDataTypeName

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetColumnULDbType メソッド
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GetDateTime メソッド

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetDateTime( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Date _
    Implements IDataRecord.GetDate

// C# 
 public DateTime GetDateTime(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 DateTime としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetDateTime

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetDecimal メソッド

指定したカラムの値を Decimal として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetDecimal( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Decimal _
    Implements IDataRecord.GetDecimal
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// C# 
 public decimal GetDecimal(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Decimal としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetDecimal

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetDouble メソッド

指定したカラムの値を Double として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetDouble( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Double _
    Implements IDataRecord.GetDouble

// C# 
 public double GetDouble(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Double としてのカラム値 
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetDouble

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetFieldType メソッド

指定したカラムに最適な Type を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetFieldType( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Type _
    Implements IDataRecord.GetFieldType

// C# 
 public Type GetFieldType(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 カラムの Type 値

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetFieldType

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetDataTypeName メソッド

◆ GetColumnULDbType メソッド
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GetFloat メソッド

指定したカラムの値を Single として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetFloat( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Single _
    Implements IDataRecord.GetFloat

// C# 
 public float  GetFloat(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Single としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetFloat

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetGuid メソッド

指定したカラムの値を UUID (Guid) として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetGuid( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Guid _
    Implements IDataRecord.GetGuid
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// C# 
 public Guid GetGuid(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Guid としてのカラム値 

説明 このメソッドが有効なのは、ULDbType 列挙 型のカラム、または長さ

が 16 の ULDbType 列挙 型のカラムの場合だけです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetGuid

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetColumnULDbType メソッド

◆ GetColumnSize メソッド

GetInt16 メソッド

指定したカラムの値を Int16 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetInt16( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Short _
    Implements IDataRecord.GetShort

// C# 
 public short GetInt16(
    int columnID
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Int16 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetInt16

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetInt32 メソッド

指定したカラムの値を Int32 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetInt32( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Integer _
    Implements IDataRecord.GetInteger

// C# 
 public int GetInt32(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Int32 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetInt32
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参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetInt64 メソッド

指定したカラムの値を Int64 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetInt64( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Long _
    Implements IDataRecord.GetLong

// C# 
 public long GetInt64(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 Int64 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetInt64

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetName メソッド

指定したカラムの名前を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetName( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As String _
    Implements IDataRecord.GetName

// C# 
 public string  GetName(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 カラムの名前、またはカラムに名前がない場合は null 参照 (Visual 
Basic の Nothing)。SQL クエリでカラムのエイリアスが使用されてい

る場合は、そのエイリアスが返されます。 

説明 結果セットでは、すべてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りません。エイリアスを使用
していない場合は、非計算カラムの名前には、そのカラムの元となる
テーブルの名前がプレフィクスとして付けられます。たとえば、
MyTable.ID は、クエリ "SELECT ID FROM MyTable" の結果セットに

含まれる唯一のカラムの名前です。

このメソッドは、GetColumnName メソッドと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetName

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ FieldCount プロパティ

◆ GetSchemaTable メソッド

GetOrdinal メソッド

指定したカラムのカラム ID を返します。
216



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetOrdinal( _
    ByVal columnName As String _
 ) As Integer _
    Implements IDataRecord.GetOrdinal

// C# 
 public int GetOrdinal(
    string  columnName
 );

パラメータ • columnName カラムの名前

戻り値 指定したカラムのカラム ID 

説明 カラム ID の範囲は、0 ～ FieldCount プロパティ -1 です。

結果セットでは、すべてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りません。エイリアスを使用
していない場合は、非計算カラムの名前には、そのカラムの元となる
テーブルの名前がプレフィクスとして付けられます。たとえば、
MyTable.ID は、クエリ "SELECT ID FROM MyTable" の結果セットに

含まれる唯一のカラムの名前です。

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。

このメソッドは、GetColumnID メソッドと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetOrdinal

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetSchemaTable メソッド
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GetSchemaTable メソッド

ULDataReader のカラムのメタデータが記述された DataTable を返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetSchemaTable() As DataTable _
    Implements IDataReader.GetSchemaTable

// C# 
 public DataTable GetSchemaTable();

戻り値 ULDataReader の各カラムのスキーマが記述された DataTable

説明 GetSchemaTable メソッドは、各カラムに関するメタデータを次の順で

返します。

DataTable カラム 説明

ColumnName カラムの名前、またはカラムに名前がない場合は 
null 参照 (Visual Basic の Nothing)。SQL クエリで

カラムのエイリアスが使用されている場合は、そ
のエイリアスが返されます。結果セットでは、す
べてのカラムに名前があるとは限らないほか、す
べてのカラム名がユニークであるとは限りませ
ん。

ColumnOrdinal カラムの ID。値の範囲は、[0,FieldCount プロパ

ティ -1] です。

ColumnSize サイズ指定されたカラムの場合、カラムの値の最
大長。その他のカラムの場合、これは、そのデー
タ型のバイト単位のサイズです。

NumericPrecision 数値カラム (ProviderType ULDbType 列挙 または 
ULDbType 列挙 ) の精度、またはカラムが数値型

ではない場合は DBNull。

NumericScale 数値カラム (ProviderType ULDbType 列挙 または 
ULDbType 列挙 ) の位取り、またはカラムが数値

型ではない場合は DBNull。
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IsUnique カラムが取得元のテーブル (BaseTableName) でユ

ニークな非計算カラムである場合、true です。

IsKey カラムが、結果セットのユニーク・キーからとも
に取得された結果セットの一連のカラムのいずれ
かである場合、true です。IsKey が true に設定され

たカラムのセットは、結果セット内のローをユ
ニークに識別する最小限のセットである必要はあ
りません。

BaseCatalogName カラムが含まれているデータベース内のカタログ
の名前。Ultra Light.NET の場合、この値は常に 
DBNull です。

BaseColumnN ame データベースのテーブル BaseTableName にあるカ

ラムの元の名前。カラムが計算される場合、およ
びこの情報を特定できない場合は DBNull です。

BaseSchemaName カラムが含まれているデータベース内のスキーマ
の名前。Ultra Light.NET の場合、この値は常に 
DBNull です。

BaseTableName カラムが含まれているデータベースのテーブルの
名前。カラムが計算される場合、およびこの情報
を特定できない場合は DBNull です。

DataType この型のカラムに最適な .NET データ型。

AllowDBNull カラムが null 入力可能である場合は true、null 入
力が不可能である場合またはこの情報を特定でき
ない場合は false。

ProviderType カラムの ULDbType 列挙。

IsIdentity カラムが identity カラムである場合は true、identity 
カラムでない場合は false。Ultra Light.NET の場

合、この値は常に false です。

IsAutoIncrement カラムがオートインクリメント・カラムまたはグ
ローバル・オートインクリメント・カラムである
場合は true、それ以外のカラムである場合 ( また

は、この情報を特定できない場合 ) は false。

DataTable カラム 説明
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実装 IDataReader.GetSchemaTable

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ Schema プロパティ

GetString メソッド

指定したカラムの値を String として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetString( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As String _
    Implements IDataRecord.GetString

// C# 
 public string  GetString(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

IsRowVersion 書き込みできない永続的なロー識別子がカラムに
含まれており、ローを識別する以外は意味を持た
ない値がカラムにある場合は true。Ultra Light.NET 
の場合、この値は常に false です。

IsLong カラムが ULDbType 列挙 カラムまたは 
ULDbType 列挙 カラムである場合は true、それ

以外のカラムの場合は false。

IsReadOnly カラムが読み込み専用である場合は true、カラム

が修正可能であるか、カラムのアクセス権を特定
できない場合は false。

DataTable カラム 説明
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戻り値 String としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetString

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetTimeSpan メソッド

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTimeSpan( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As TimeSpan

// C# 
 public TimeSpan GetTimeSpan(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 TimeSpan としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド
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GetUInt16 メソッド

指定したカラムの値を UInt16 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUInt16( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As UInt16

// C# 
 public ushort GetUInt16(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 UInt16 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetUInt32 メソッド

指定したカラムの値を UInt32 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUInt32( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As UInt32

// C# 
 public uint GetUInt32(
    int columnID
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 UInt32 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetUInt64 メソッド

指定したカラムの値を UInt64 として返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUInt64( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As UInt64

// C# 
 public ulong GetUInt64(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 UInt64 としてのカラム値 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド
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GetValue メソッド

指定したカラムの値をネイティブ・フォーマットで返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetValue( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Object _
    Implements IDataRecord.GetValue

// C# 
 public object GetValue(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 そのカラムに最適な .NET 型としてのカラム値、またはカラムが 
NULL の場合は DBNull

説明 このメソッドは、機能的には Item プロパティと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.GetValue

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

GetValues メソッド

現在のローのすべてのカラム値を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetValues( _
    ByVal values As Object() _
 ) As Integer _
    Implements IDataRecord.GetValues

// C# 
 public int GetValues(
    object[] values
 );

パラメータ • values ロー全体を保持する Object 配列

戻り値 取り出されるカラム値の数。配列の長さがカラムの数 (FieldCount プ
ロパティ ) よりも大きい場合は、FieldCount の項目のみが取り出され、

配列の残りは変更されないままになります。

説明 ほとんどのアプリケーションについて、GetValues メソッドは、各カ

ラムを個々に取り出すのではなく、すべてのカラムを取り出す効率的
な方法を提供します。

結果のローに含まれるカラムの数より少ないカラムが含まれる Object 
配列を渡すことができます。Object 配列が保持するデータ量のみが配

列にコピーされます。また、結果のローに含まれるカラムの数より長
い Object 配列を渡すこともできます。

このメソッドは、NULL データベース・カラムに対して DBNull を返

します。その他のカラムの場合は、カラムの値をネイティブ・フォー
マットで返します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

•    System.ArgumentNullExceptionvalues 配列が NULL であるか、長

さがゼロです。

実装 IDataRecord.GetValues

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ FieldCount プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetValue メソッド
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IsDBNull メソッド

指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function IsDBNull( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean _
    Implements IDataRecord.IsDBNull

// C# 
 public bool IsDBNull(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

戻り値 値が NULL の場合は true、NULL でない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataRecord.IsDBNull

参照 ◆ ULDataReader クラス

◆ ULDataReader メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetFieldType メソッド

MoveAfterLast メソッド

UL 拡張：カーソルの最後のローの後に、カーソルを配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub MoveAfterLast()

// C# 
 public void MoveAfterLast();
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

MoveBeforeFirst メソッド

UL 拡張：カーソルの最初のローの前に、カーソルを配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub MoveBeforeFirst()

// C# 
 public void MoveBeforeFirst();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

MoveFirst メソッド

UL 拡張：カーソルの最初のローに、カーソルを配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveFirst() As Boolean

// C# 
 public bool MoveFirst();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、ローがない場

合、メソッドは失敗します。 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

MoveLast メソッド

UL 拡張：カーソルの最後のローに、カーソルを配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveLast() As Boolean

// C# 
 public bool MoveLast();
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戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、ローがない場

合、メソッドは失敗します。 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

MoveNext メソッド

UL 拡張：カーソルを次のローに配置します。ただし、カーソルがすで

に最後のローにある場合は最後のローの後に配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveNext() As Boolean

// C# 
 public bool MoveNext();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、それ以上ロー

がない場合、メソッドは失敗します。 

説明 このメソッドは、Read メソッドと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

MovePrevious メソッド

UL 拡張：カーソルを前のローに配置するか、最初のローの前に配置し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MovePrevious() As Boolean

// C# 
 public bool MovePrevious();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、それ以上ロー

がない場合、メソッドは失敗します。 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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MoveRelative メソッド

UL 拡張：現在のローを基準としてカーソルを配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveRelative( _
    ByVal offset As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool MoveRelative(
    int offset
 );

パラメータ • offset 移動するローの数。負の値を指定すると、後方に移動

します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、最初または最

後のローを超えて配置した場合、メソッドは失敗します。 

説明 指定した移動先にローがない場合には、false が返されます。その場合

のカーソル位置は、offset が正であるときには最後のローの後 (IsEOF 
プロパティ ) になり、offset が負であるときには最初のローの前 
(IsBOF プロパティ ) になります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

NextResult メソッド

バッチ SQL 文の結果を読み込むときに ULDataReader を次の結果に進

めます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function NextResult() As Boolean _
    Implements IDataReader.NextResult

// C# 
 public bool NextResult();
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戻り値 さらに結果セットがある場合は true、そうでない場合は false。Ultra 
Light.NET では、常に false が返されます。

説明 UL 拡張：Ultra Light.NET ではバッチ SQL 文はサポートされていない

ため、ULDataReader は最初 ( 唯一 ) の結果セットに常に配置されま

す。NextResult は、呼び出しても機能しません。

例外 •    ULException クラス -  ULDataReader が開かれていません。 

実装 IDataReader.NextResult

Read メソッド

カーソルを次のローに配置します。ただし、カーソルがすでに最後の
ローにある場合は最後のローの後に配置します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function Read() As Boolean _
    Implements IDataReader.Read

// C# 
 public bool Read();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、それ以上ロー

がない場合、メソッドは失敗します。 

説明 このメソッドは、MoveNext メソッドと同じです。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

実装 IDataReader.Read
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ULDbType 列挙

Ultra Light.NET データベースのデータ型を列挙します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULDbType

// C# 
 public enum ULDbType

説明 下の表には、各 ULDbType との互換性がある .NET 型がリストされて

います。整数型の場合、テーブルのカラムは、常により小さい整数型
を使用して設定することができるほか、実際の値がその型の範囲内に
ある限り、より大きい型を使用して設定することも可能です。

ULDbType
互換性のある 
.NET 型

C# の組み込

み型
Visual Basic の組み込み型

Binary、
VarBinary

System.Byte[]、
またはサイズ
が 16 の場合

は 
System.Guid

byte[] Byte()

Bit System.Boolea
n

bool Boolean

Char、
VarChar

System.String String String

Date System.DateTi
me

DateTime 組み

込み型はなし

Date

Double System.Double double Double

LongBinary System.Byte[] byte[] Byte()

LongVarchar System.String String String

Decimal、
Numeric

System.String decimal Decimal

Float、Real System.Single float Single
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長さが 16 のバイナリ・カラムには、UniqueIdentifier 型との完全な互

換性があります。

メンバ

BigInt System.Int64 long Long

Integer System.Int32 int Integer

SmallInt System.Int16 short Short

Time System.TimeS
pan

TimeSpan 組
み込み型はな
し

TimeSpan 組み込み型はなし

DateTime、
TimeStamp

System.DateTi
me

DateTime 組み

込み型はなし

Date

TinyInt System.Byte byte Byte

UnsignedBig
Int

System.UInt64 ulong UInt64 組み込み型はなし

UnsignedInt System.UInt32 uint UInt32 組み込み型はなし

UnsignedSm
allInt

System.UInt16 ushort UInt16 組み込み型はなし

UniqueIdenti
fier

System.Guid Guid 組み込み

型はなし

Guid 組み込み型はなし

メンバ 説明

BigInt 符号付き 64 ビット整数値

Binary 指定した最大長のバイナリ・データ。列挙値 
Binary と VarBinary は互いのエイリアスです。

Bit 1 ビット・フラグ 

ULDbType
互換性のある 
.NET 型

C# の組み込

み型
Visual Basic の組み込み型
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Char 指定した長さの文字データ。Ultra Light.NET では、

この型は常に Unicode 文字をサポートします。

Char 型と VarChar 型は、完全に互換性がありま

す。

Date 日付情報 

DateTime タイムスタンプ情報 ( 日付、時刻 )。列挙値 
DateTime と TimeStamp は互いのエイリアスで

す。

Decimal 精度と桁数が指定された正確な数値データ。列挙
値 Decimal と Numeric は互いのエイリアスです。

Double 倍精度浮動小数点数 (8 バイト ) 

Float 単精度浮動小数点数 (4 バイト )。列挙値 Float と 
Real は互いのエイリアスです。

Integer 符号なし 32 ビット整数値 

LongBinary 可変長のバイナリ・データ 

LongVarchar 可変長の文字データ。Ultra Light.NET では、この

型は常に Unicode 文字をサポートします。

Numeric 精度と桁数が指定された正確な数値データ。列挙
値 Decimal と Numeric は互いのエイリアスです。

Real 単精度浮動小数点数 (4 バイト )。列挙値 Float と 
Real は互いのエイリアスです。

SmallInt 符号付き 16 ビット整数値 

Time 時刻情報 

TimeStamp タイムスタンプ情報 ( 日付、時刻 )。列挙値 
DateTime と TimeStamp は互いのエイリアスで

す。

TinyInt 符号なし 8 ビット整数値 

UniqueIdentifier ユニバーサル・ユニーク識別子 (UUID/GUID) 

UnsignedBigInt 符号なし 64 ビット整数値 

メンバ 説明
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参照 ◆ GetFieldType メソッド

◆ GetDataTypeName メソッド

◆ GetColumnULDbType メソッド

UnsignedInt 符号なし 32 ビット整数値 

UnsignedSmallInt 符号なし 16 ビット整数値 

VarBinary 指定した最大長のバイナリ・データ。列挙値 
Binary と VarBinary は互いのエイリアスです。

VarChar 指定した最大長の文字データ。Ultra Light.NET で
は、この型は常に Unicode 文字をサポートします。

Char 型と VarChar 型は、完全に互換性がありま

す。

メンバ 説明
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ULException クラス

Ultra Light.NET データベースによって返される SQL エラーを示しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULException
   Inherits ApplicationException

// C# 
 public class ULException :
   ApplicationException

説明 .NET Compact Framework では、このクラスは直列可能ではありませ

ん。

 ULException メンバ

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ULException コンスト

ラクタ

指定されたエラー・コードを持つ ULException を
作成します。

メンバ 説明

HelpLink ( 継承 
Exception)

例外に関連付けられているヘルプ ファイルへのリ

ンクを取得または設定します。 

InnerException ( 継承 
Exception)

現在の例外を発生させた System.Exception インス

タンスを取得します。 

Message ( 継承 
Exception)

現在の例外を説明するメッセージを取得します。 

NativeError プロパ

ティ

データベースによって返される SQL コードを返し

ます。
235



ULException クラス
パブリック・インスタンス・メソッド

プロテクト・インスタンス・プロパティ

ULException コンストラクタ

指定されたエラー・コードを持つ ULException を作成します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal code As ULSQLCode, _
    ByVal s1 As String, _

Source プロパティ エラーを生成したプロバイダの名前を返します。

StackTrace ( 継承 
Exception)

現在の例外がスローされたときにコール スタック

にあったフレームの文字列形式を取得します。 

TargetSite ( 継承 
Exception)

現在の例外をスローするメソッドを取得します。 

メンバ 説明

GetBaseException ( 継承 
Exception)

派生クラスでオーバーライドされた場合、それ以
後に発生する 1 つ以上の例外の主要な原因である 
System.Exception を返します。 

GetObjectData メソッ

ド

この ULException の直列化に必要なデータを 
SerializationInfo に移植します。

ToString ( 継承 
Exception)

現在の例外の文字列形式を作成して返します。 

メンバ 説明

HResult ( 継承 Exception) 特定の例外に割り当てられているコード化数値で
ある HRESULT を取得または設定します。 

メンバ 説明
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    ByVal s2 As String, _
    ByVal s3 As String _
 )

// C# 
 public ULException(
    ULSQLCode code,
    string  s1,
    string  s2,
    string  s3
 );

パラメータ • code 例外のコード

• s1 フォーマットされたメッセージの 1 番目の文字列

• s2 フォーマットされたメッセージの 2 番目の文字列

• s3 フォーマットされたメッセージの 3 番目の文字列

説明 指定した ULSQLCode 列挙 に対応するメッセージ文字列は、

iAnywhere.Data.UltraLite.resources アセンブリから取得されます。リ

ソースは、System.Globalization.CultureInfo.CurrentUICulture、
System.Globalization.CultureInfo.CurrentCulture、国 "EN" の順序で国別

に検索されます。

NativeError プロパティ

データベースによって返される SQL コードを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property NativeError As ULSQLCode

// C# 
 public ULSQLCode NativeError {get;}

プロパティ値 データベースによって返される ULSQLCode 列挙 値
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Source プロパティ

エラーを生成したプロバイダの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Source As String

// C# 
 public string  Source {get;}

プロパティ値 プロバイダが Ultra Light.NET であることを示す文字列値

GetObjectData メソッド

この ULException の直列化に必要なデータを SerializationInfo に移植し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Sub GetObjectData( _
    ByVal info As System.Runtime.Serialization.SerializationInfo, _
    ByVal context As System.Runtime.Serialization.StreamingContext _
 ) _
    Implements ISerializable.GetObjectData

// C# 
 public override void GetObjectData(
    System.Runtime.Serialization.SerializationInfo info,
    System.Runtime.Serialization.StreamingContext context
 );

パラメータ • info データを移植する SerializationInfo

• context この直列化の宛先

説明 .NET Compact Framework では、このメソッドはサポートされていませ

ん。

実装 ISerializable.GetObjectData
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ULIndexSchema クラス

UL 拡張：Ultra Light テーブルのインデックスのスキーマを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULIndexSchema

// C# 
 public sealed class ULIndexSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。インデック
スのスキーマは、ULTableSchema クラスの PrimaryKey プロパティ メ
ソッド、GetIndex メソッド、GetOptimalIndex メソッドを使用して作

成されます。

ULIndexSchema メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ

インデックス内のカラム数を返します。

IsForeignKey プロパ

ティ

インデックスが外部キーであるかどうかをチェッ
クします。

IsForeignKeyCheckOn
Commit プロパティ

外部キーの参照整合性のチェックが、コミット時
に行われるか、挿入時および更新時に行われるか
を確認します。

IsForeignKeyNullable 
プロパティ

外部キーが null 入力可能であるかどうかをチェッ

クします。

IsOpen プロパティ インデックス・スキーマが開いているか、閉じて
いるかを調べます。

IsPrimaryKey プロパ

ティ

インデックスがプライマリ・キーであるかどうか
をチェックします。
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パブリック・インスタンス・メソッド

ColumnCount プロパティ

インデックス内のカラム数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ColumnCount As Short

// C# 
 public short ColumnCount {get;}

プロパティ値 インデックス内のカラム数 

説明 インデックス内のカラム序数の範囲は、1 ～ ColumnCount です。

IsUniqueIndex プロパ

ティ

インデックスがユニークであるかどうかをチェッ
クします。

IsUniqueKey プロパ

ティ

インデックスがユニーク・キーであるかどうかを
チェックします。

Name プロパティ インデックスの名前を返します。

ReferencedIndexName 
プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照される
プライマリ・インデックスの名前です。

ReferencedTableName 
プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照される
プライマリ・テーブルの名前です。

メンバ 説明

GetColumnName メ
ソッド

このインデックス内の colOrdinalInIndex 番目のカ

ラム名を返します。

IsColumnDescending 
メソッド

指定したカラムが、インデックスによって降順で
使用されるかどうかをチェックします。

メンバ 説明
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カラムの序数とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され
ることがあります。インデックスからのカラム序数は、特定のテーブ
ルの同じ物理的カラムを参照する場合であっても、テーブルまたは別
のインデックスのカラム ID とは異なります。

IsForeignKey プロパティ

インデックスが外部キーであるかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKey As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKey {get;}

プロパティ値 インデックスが外部キーである場合は true、外部キーでない場合は 
false 

説明 外部キー内のカラムは、別のテーブルの null 以外のユニーク・イン

デックスを参照することがあります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsForeignKeyCheckOnCommit プロパティ

外部キーの参照整合性のチェックが、コミット時に行われるか、挿入
時および更新時に行われるかを確認します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKeyCheckOnCommit As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKeyCheckOnCommit {get;}

プロパティ値 参照整合性がコミット時にチェックされる場合は true、挿入時および

更新時にチェックされる場合は false

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました ( インデックス

が外部キーではない場合を含む )。 
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参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ

IsForeignKeyNullable プロパティ

外部キーが null 入力可能であるかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKeyNullable As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKeyNullable {get;}

プロパティ値 外部キーが null 入力可能であれば true、null 入力不可であれば false

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました ( インデックス

が外部キーではない場合を含む )。 

参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ

IsOpen プロパティ

インデックス・スキーマが開いているか、閉じているかを調べます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 インデックス・スキーマが開いている場合は true、閉じている場合は 
false 
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IsPrimaryKey プロパティ

インデックスがプライマリ・キーであるかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsPrimaryKey As Boolean

// C# 
 public bool IsPrimaryKey {get;}

プロパティ値 インデックスがプライマリ・キーである場合は true、プライマリ・

キーでない場合は false 

説明 プライマリ・キー内のカラムでは null は許可されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsUniqueIndex プロパティ

インデックスがユニークであるかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsUniqueIndex As Boolean

// C# 
 public bool IsUniqueIndex {get;}

プロパティ値 インデックスがユニークである場合は true、ユニークでない場合は 
false 

説明 ユニークなインデックス内のカラムは null であることがあります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsUniqueKey プロパティ

インデックスがユニーク・キーであるかどうかをチェックします。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsUniqueKey As Boolean

// C# 
 public bool IsUniqueKey {get;}

プロパティ値 インデックスがユニーク・キーである場合は true、ユニーク・キーで

ない場合は false 

説明 ユニーク・キー内のカラムでは null は許可されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

Name プロパティ

インデックスの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

プロパティ値 インデックスの名前を指定する文字列

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

ReferencedIndexName プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照されるプライマリ・イン
デックスの名前です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReferencedIndexName As String

// C# 
 public string  ReferencedIndexName {get;}

プロパティ値 参照されるプライマリ・インデックスの名前を指定する文字列
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました ( インデックス

が外部キーではない場合を含む )。 

参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ

ReferencedTableName プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照されるプライマリ・テーブ
ルの名前です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReferencedTableName As String

// C# 
 public string  ReferencedTableName {get;}

プロパティ値 参照されるプライマリ・テーブルの名前を指定する文字列

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました ( インデックス

が外部キーではない場合を含む )。 

参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ

GetColumnName メソッド

このインデックス内の colOrdinalInIndex 番目のカラム名を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnName( _
    ByVal colOrdinalInIndex As Short _
 ) As String
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// C# 
 public string  GetColumnName(
    short colOrdinalInIndex
 );

パラメータ • colOrdinalInIndex インデックス内の対象のカラムの序数。値

は、[1,ColumnCount プロパティ ] の範囲内である必要があり

ます。

戻り値 カラムの名前 

説明 カラムの序数とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され
ることがあります。インデックスからのカラム序数は、特定のテーブ
ルの同じ物理的カラムを参照する場合であっても、テーブルまたは別
のインデックスのカラム ID とは異なります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ

IsColumnDescending メソッド

指定したカラムが、インデックスによって降順で使用されるかどうか
をチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnDescending( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnDescending(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムが降順で使用される場合は true、昇順で使用される場合は false 
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULIndexSchema クラス

◆ ULIndexSchema メンバ

◆ GetColumnName メソッド

◆ ColumnCount プロパティ
247



ULInfoMessageEventArgs クラス
ULInfoMessageEventArgs クラス

InfoMessage イベントのデータを提供します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULInfoMessageEventArgs
   Inherits EventArgs

// C# 
 public sealed class ULInfoMessageEventArgs :
   EventArgs

ULInfoMessageEventArgs メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

Message プロパティ

データベースによって返される情報メッセージまたは警告メッセージ
の文字列です。

メンバ 説明

Message プロパティ データベースによって返される情報メッセージま
たは警告メッセージの文字列です。

NativeError プロパ

ティ

データベースによって返される情報メッセージま
たは警告に対応する SQL コードです。

Source プロパティ メッセージを返す ADO.NET データ・プロバイダ

の名前です。

メンバ 説明

ToString メソッド InfoMessage イベントの文字列表現を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Message As String

// C# 
 public string  Message {get;}

プロパティ値 情報メッセージまたは警告メッセージが含まれる文字列

NativeError プロパティ

データベースによって返される情報メッセージまたは警告に対応する 
SQL コードです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property NativeError As ULSQLCode

// C# 
 public ULSQLCode NativeError {get;}

プロパティ値 情報メッセージまたは警告の ULSQLCode 列挙 値

Source プロパティ

メッセージを返す ADO.NET データ・プロバイダの名前です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Source As String

// C# 
 public string  Source {get;}

プロパティ値 文字列 "UltraLite.NET Data Provider"

ToString メソッド

InfoMessage イベントの文字列表現を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Function ToString() As String

// C# 
 public override string  ToString();

プロパティ値 文字列 "UltraLite.NET Data Provider"

戻り値 情報メッセージまたは警告メッセージの文字列
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ULInfoMessageEventHandler 委譲

InfoMessage イベントを処理するメソッドを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Delegate Sub ULInfoMessageEventHandler( _
    ByVal obj As Object, _
    ByVal args As ULInfoMessageEventArgs _
 )

// C# 
 public delegate void ULInfoMessageEventHandler(
    object obj,
    ULInfoMessageEventArgs args
 );

パラメータ • obj イベントを送信する接続 

• args イベント・データが含まれる ULInfoMessageEventArgs ク
ラス オブジェクト
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ULParameter クラス

ULCommand クラス のパラメータを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULParameter
   Inherits MarshalByRefObject

// C# 
 public sealed class ULParameter :
   MarshalByRefobject

説明 ULParameter オブジェクトは、その多数のコンストラクタのいずれか

を使用したり、CreateParameter メソッドを使用したりして直接作成で

きます。定数 0 および 0.0 の特別な処理と、オーバロードされたメ

ソッドの解決方法のため、ULParameter コンストラクタを使用すると

きは、定数値を型オブジェクトに明示的にキャストすることを強くお
すすめします。次に例を示します。

' Visual Basic Dim p As ULParameter = New ULParameter( 
"", CType( 0, Object ) )
 
 // C# ULParameter p = new ULParameter( "", (object)0 );
 

パラメータ (CreateParameter メソッド によって作成されたものを含む

) は、使用される Parameters プロパティ コレクションに追加する必要

があります。すべてのパラメータは、位置パラメータとして扱われ、
コマンドによって追加された順序で使用されます。

Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

実装：IDbDataParameter、IDataParameter

ULParameter メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ
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パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ULParameter コンスト

ラクタ

値として null (Visual Basic の Nothing) を使用して、

ULParameter オブジェクトを初期化します。

ULParameter コンスト

ラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメー

タ名と値で初期化します。

ULParameter コンスト

ラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメー

タ名とデータ型で初期化します。このコンストラ
クタの使用はおすすめしません。これは、他の
データ・プロバイダとの互換性のために用意され
ています。

ULParameter コンスト

ラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメー

タ名とデータ型で初期化します。このコンストラ
クタの使用はおすすめしません。これは、他の
データ・プロバイダとの互換性のために用意され
ています。

ULParameter コンスト

ラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメー

タ名、データ型、長さで初期化します。このコン
ストラクタの使用はおすすめしません。これは、
他のデータ・プロバイダとの互換性のために用意
されています。

ULParameter コンスト

ラクタ

指定したパラメータ名、データ型、長さ、方向、
null 入力属性、数値精度、数値の位取り、ソー

ス・カラム、ソースのバージョン、値で、
ULParameter オブジェクトを初期化します。この

コンストラクタの使用はおすすめしません。これ
は、他のデータ・プロバイダとの互換性のために
用意されています。

メンバ 説明

DbType プロパティ パラメータの DbType を指定します。

Direction プロパティ パラメータが入力専用、出力専用、双方向性、ま
たはストアド・プロシージャ戻り値パラメータの
いずれであるかを示す値です。
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パブリック・インスタンス・メソッド

ULParameter コンストラクタ

値として null (Visual Basic の Nothing) を使用して、ULParameter オブ

ジェクトを初期化します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

IsNullable プロパティ パラメータが null 値を受け入れるかどうかを指定

します。

Offset プロパティ Value プロパティのオフセットを指定します。

ParameterName プロパ

ティ

パラメータの名前を指定します。

Precision プロパティ Value プロパティを示すために使用される最大桁

数を指定します。

Scale プロパティ Value プロパティ が解析される小数点の桁の数

を指定します。

Size プロパティ カラム内のデータの最大サイズを指定します。

SourceColumn プロパ

ティ

DataSet にマッピングされ、値をロードしたり返し

たりするときに使用するソース・カラムの名前を
指定します。

SourceVersion プロパ

ティ

DataRowVersion をロードするときに使用する 
Value プロパティ です。

ULDbType プロパティ パラメータの ULDbType 列挙 を指定します。

Value プロパティ パラメータの値を指定します。

メンバ 説明

ToString メソッド このインスタンスの文字列表現を返します。

メンバ 説明
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// C# 
 public ULParameter();

例 次のコードでは、値が 3 である ULParameter パラメータが作成され、

cmd という ULCommand クラス に追加されます。

' Visual Basic Dim p As ULParameter = New ULParameter
 p.Value = 3
 cmd.Parameters.Add( p )
 
 // C# ULParameter p = new ULParameter();
 p.Value = 3;
 cmd.Parameters.Add( p );
 

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ Value プロパティ

◆ ULParameter コンストラクタ

ULParameter コンストラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメータ名と値で初期化し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal value As Object _
 )

// C# 
 public ULParameter(
    string  parameterName,
    object value
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。
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• value パラメータの値である Object

説明 定数 0 および 0.0 の特別な処理と、オーバロードされたメソッドの解

決方法のため、このコンストラクタを使用するときは、定数値を型オ
ブジェクトに明示的にキャストすることを強くおすすめします。

例 次のコードでは、値が 0 である ULParameter パラメータが作成され、

cmd という ULCommand クラス が追加されます。

' Visual Basic cmd.Parameters.Add( New ULParameter( "", 
CType( 0, Object ) ) )
 
 // C# cmd.Parameters.Add( new ULParameter( "", 
(object)0 ) );
 

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ ULParameter コンストラクタ

ULParameter コンストラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメータ名とデータ型で初

期化します。このコンストラクタの使用はおすすめしません。これ
は、他のデータ・プロバイダとの互換性のために用意されています。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal dbType As ULDbType _
 )

// C# 
 public ULParameter(
    string  parameterName,
    ULDbType dbType
 );
256



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。 

• dbType ULDbType 列挙 値の 1 つ

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ ULParameter コンストラクタ

◆ ULParameter コンストラクタ

ULParameter コンストラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメータ名とデータ型で初

期化します。このコンストラクタの使用はおすすめしません。これ
は、他のデータ・プロバイダとの互換性のために用意されています。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal dbType As ULDbType, _
    ByVal size As Integer _
 )

// C# 
 public ULParameter(
    string  parameterName,
    ULDbType dbType,
    int size
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。 
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• dbType ULDbType 列挙 値の 1 つ

• size パラメータの長さ

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ ULParameter コンストラクタ

◆ ULParameter コンストラクタ

ULParameter コンストラクタ

ULParameter オブジェクトを、指定したパラメータ名、データ型、長

さで初期化します。このコンストラクタの使用はおすすめしません。
これは、他のデータ・プロバイダとの互換性のために用意されていま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal dbType As ULDbType, _
    ByVal size As Integer, _
    ByVal sourceColumn As String _
 )

// C# 
 public ULParameter(
    string  parameterName,
    ULDbType dbType,
    int size,
    string  sourceColumn
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。 
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• dbType ULDbType 列挙 値の 1 つ

• size パラメータの長さ

• sourceColumn マッピングするソース・カラムの名前

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ ULParameter コンストラクタ

◆ ULParameter コンストラクタ

ULParameter コンストラクタ

指定したパラメータ名、データ型、長さ、方向、null 入力属性、数値

精度、数値の位取り、ソース・カラム、ソースのバージョン、値で、
ULParameter オブジェクトを初期化します。このコンストラクタの使

用はおすすめしません。これは、他のデータ・プロバイダとの互換性
のために用意されています。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal dbType As ULDbType, _
    ByVal size As Integer, _
    ByVal direction As ParameterDirection, _
    ByVal isNullable As Boolean, _
    ByVal precision As Byte, _
    ByVal scale As Byte, _
    ByVal sourceColumn As String, _
    ByVal sourceVersion As DataRowVersion, _
    ByVal value As Object _
 )

// C# 
 public ULParameter(
    string  parameterName,
    ULDbType dbType,
    int size,
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    ParameterDirection direction,
    bool isNullable,
    byte precision,
    byte scale,
    string  sourceColumn,
    DataRowVersion sourceVersion,
    object value
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。

• dbType ULDbType 列挙 値の 1 つ

• size パラメータの長さ

• direction ParameterDirection 値の 1 つ

• isNullable フィールドの値を null にできる場合は true、できな

い場合は false

• precision Value が解析される小数点の左右の桁の合計数

• scale Value が解析される小数点の桁の合計数

• sourceColumn マッピングするソース・カラムの名前

• sourceVersion DataRowVersion 値の 1 つ

• value パラメータの値である Object

例外 •    ULException クラス - Ultra Light.NET では、

ParameterDirection.Input 方向しかサポートされていません。

参照 ◆ ULParameter クラス

◆ ULParameter メンバ

◆ ULParameter コンストラクタ

◆ ULParameter コンストラクタ
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DbType プロパティ

パラメータの DbType を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property DbType As DbType _
    Implements IDataParameter.DbType

// C# 
 public DbType DbType {get;set;}

プロパティ値 DbType 値の 1 つ

説明 ULDbType プロパティ と DbType プロパティはリンクされます。この

ため、DbType を設定すると、ULDbType プロパティ がサポートされ

ている ULDbType 列挙 に変更されます。

例外 •    ArgumentException - 指定した値から ULDbType 列挙 へのマッピ

ングは存在しないため、指定した値はサポートされません。

実装 IDataParameter.DbType

Direction プロパティ

パラメータが入力専用、出力専用、双方向性、またはストアド・プロ
シージャ戻り値パラメータのいずれであるかを示す値です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property Direction As ParameterDirection _
    Implements IDataParameter.Direction

// C# 
 public ParameterDirection Direction {get;set;}

プロパティ値 ParameterDirection 値の 1 つ

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。
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例外 •    ULException クラス - Ultra Light.NET では、

ParameterDirection.Input 方向しかサポートされていません。

実装 IDataParameter.Direction

IsNullable プロパティ

パラメータが null 値を受け入れるかどうかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property IsNullable As Boolean _
    Implements IDataParameter.IsNullable

// C# 
 public bool IsNullable {get;set;}

プロパティ値 null 値を受け入れる場合は true、受け入れない場合は false。デフォル

トは false です。null 値は DBNull クラスを使用して処理されます。

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

実装 IDataParameter.IsNullable

Offset プロパティ

Value プロパティのオフセットを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Offset As Integer

// C# 
 public int Offset {get;set;}

プロパティ値 値のオフセット。デフォルトは 0 です。
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説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティだけです。

ParameterName プロパティ

パラメータの名前を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property ParameterName As String _
    Implements IDataParameter.ParameterName

// C# 
 public string  ParameterName {get;set;}

プロパティ値 パラメータの名前を示す文字列、または名前のないパラメータの場合
は空の文字列 ("')。null 参照 (Visual Basic の Nothing) を指定すると、空

の文字列が使用されます。

説明 Ultra Light.NET では、ULCommand クラス はパラメータの名前を使用

しません。すべてのパラメータは、位置パラメータとして扱われ、コ
マンドによって追加された順序で使用されます。

実装 IDataParameter.ParameterName

Precision プロパティ

Value プロパティ を示すために使用される最大桁数を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property Precision As Byte _
    Implements IDbDataParameter.Precision

// C# 
 public byte Precision {get;set;}

プロパティ値 Value プロパティ を示すために使用される最大桁数。デフォルト値は 
0 です。これは、データ・プロバイダが Value プロパティ の精度を設

定することを示します。
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説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティ だけです。

例外 •    ArgumentException - 値が 38 を超えています。

実装 IDbDataParameter.Precision

Scale プロパティ

Value プロパティ が解析される小数点の桁の数を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property Scale As Byte _
    Implements IDbDataParameter.Scale

// C# 
 public byte Scale {get;set;}

プロパティ値 Value プロパティ が解析される小数点の桁の数。デフォルトは 0 で
す。

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティ だけです。

実装 IDbDataParameter.Scale

Size プロパティ

カラム内のデータの最大サイズを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property Size As Integer _
    Implements IDbDataParameter.Size

// C# 
 public int Size {get;set;}
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プロパティ値 カラム内のデータの最大サイズ。デフォルト値はパラメータ値から推
測されます。Size プロパティは、バイナリおよび文字列型に対して使

用されます。

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティ だけです。

実装 IDbDataParameter.Size

SourceColumn プロパティ

DataSet にマッピングされ、値をロードしたり返したりするときに使

用するソース・カラムの名前を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property SourceColumn As String _
    Implements IDataParameter.SourceColumn

// C# 
 public string  SourceColumn {get;set;}

プロパティ値 DataSet にマッピングされ、値をロードしたり返したりするときに使

用するソース・カラムの名前を指定する文字列

説明 Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティ だけです。

実装 IDataParameter.SourceColumn

SourceVersion プロパティ

DataRowVersion をロードするときに使用する Value プロパティ です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property SourceVersion As DataRowVersion _
    Implements IDataParameter.SourceVersion
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// C# 
 public DataRowVersion SourceVersion {get;set;}

実装 IDataParameter.SourceVersion

ULDbType プロパティ

パラメータの ULDbType 列挙 を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ULDbType As ULDbType

// C# 
 public ULDbType ULDbType {get;set;}

プロパティ値 ULDbType 列挙 値の 1 つ

説明 ULDbType と DbType プロパティ はリンクされます。このため、

ULDbType を設定すると、DbType プロパティ がサポートされている 
DbType に変更されます。

Ultra Light.NET では、パラメータは IN パラメータとしてのみ使用で

きるほか、マッピング情報はすべて無視されます。重要なのは、
Value プロパティ だけです。

Value プロパティ

パラメータの値を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Property Value As Object _
    Implements IDataParameter.Value

// C# 
 public object Value {get;set;}

プロパティ値 パラメータの値を指定する Object
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説明 値は、型変換やマッピングは行われずに、データ・プロバイダにその
まま送信されます。コマンドが実行されると、コマンドは必要な型に
値を変換しますが、値を変換できない場合は ULSQLCode 列挙 ととも

に ULException クラス を通知します。

実装 IDataParameter.Value

ToString メソッド

このインスタンスの文字列表現を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Function ToString() As String

// C# 
 public override string  ToString();

戻り値 パラメータの名前
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ULParameterCollection クラス

ULCommand クラス のすべてのパラメータを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULParameterCollection

// C# 
 public sealed class ULParameterCollection

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ の疑問符のプレースホルダと同じ順序

で指定されます。たとえば、コレクション内の最初のパラメータは、
SQL 文の最初の疑問符に対応し、コレクション内の 2 番目のパラメー

タは、SQL 文の 2 番目の疑問符に対応します。CommandText プロパ

ティ 内の疑問符の数は、少なくともコレクション内のパラメータの

数と同じでなければなりません。パラメータが不足している場合は、
null が代用されます。

ULParameterCollection にはコンストラクタがありません。

ULParameterCollection は、Parameters プロパティ から取得します。

実装：IDataParameterCollection

ULParameterCollection メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

Count プロパティ コレクション内の ULParameter クラス オブジェ

クトの数を返します。

Item プロパティ 指定したインデックスの ULParameter クラス を
返します。C# では、このプロパティは 
ULParameterCollection クラスのインデクサです。

Item プロパティ 指定した名前の ULParameter クラス を返しま

す。C# では、このプロパティは 
ULParameterCollection クラスのインデクサです。
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パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

Add メソッド ULParameter クラス をコレクションに追加しま

す。

Add メソッド ULParameter クラス をコレクションに追加しま

す。

Add メソッド 指定したパラメータ名と値を使用して作成された

新しい ULParameter クラス をコレクションに追

加します。

Add メソッド 指定したパラメータ名とデータ型を使用して作成

された新しい ULParameter クラス をコレクショ

ンに追加します。

Add メソッド 指定したパラメータ名、データ型、長さを使用し

て作成された新しい ULParameter クラス をコレ

クションに追加します。

Add メソッド 指定したパラメータ名、データ型、長さ、ソー
ス・カラム名を使用して作成された新しい 
ULParameter クラス をコレクションに追加しま

す。

Clear メソッド すべてのパラメータをコレクションから削除しま
す。

Contains メソッド ULParameter クラス がコレクション内に存在す

るかどうかをチェックします。

Contains メソッド 指定した名前の ULParameter クラス がコレク

ション内に存在するかどうかをチェックします。

CopyTo メソッド ULParameter クラス オブジェクトを 
ULParameterCollection から指定の配列にコピーし

ます。

GetEnumerator メソッ

ド

コレクションの列挙子を返します。

IndexOf メソッド コレクション内の ULParameter クラス のロケー

ションを返します。
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Count プロパティ

コレクション内の ULParameter クラス オブジェクトの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property Count As Integer _
    Implements ICollection.Count

// C# 
 public int Count {get;}

プロパティ値 コレクション内の ULParameter クラス オブジェクトの数

実装 ICollection.Count

Item プロパティ

指定したインデックスの ULParameter クラス を返します。C# では、

このプロパティは ULParameterCollection クラスのインデクサです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Item As ULParameter

IndexOf メソッド 指定した名前を持つ ULParameter クラス のコレ

クション内のロケーションを返します。

Insert メソッド コレクション内の指定されたインデックス位置に 
ULParameter クラス を挿入します。

Remove メソッド ULParameter クラス をコレクションから削除し

ます。

RemoveAt メソッド コレクションの指定したインデックス位置のパラ
メータを削除します。

RemoveAt メソッド 指定した名前のパラメータをコレクションから削
除します。

メンバ 説明
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// C# 
 public ULParameter Item {get;set;}

パラメータ • index 取り出すパラメータの 0 から始まるインデックス。値

は、[0,Count プロパティ -1] の範囲内である必要があります。

コレクションの最初のパラメータのインデックス値はゼロで
す。

戻り値 指定したインデックスの ULParameter クラス

例外 •    System.IndexOutOfRangeException -  インデックスが無効です。 

Item プロパティ

指定した名前の ULParameter クラス を返します。C# では、このプロ

パティは ULParameterCollection クラスのインデクサです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Item As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Item {get;set;}

パラメータ • parameterName 取り出すパラメータの名前

戻り値 指定した名前の ULParameter クラス

例外 •    System.ArgumentNullException -  パラメータ名に null (Visual Basic 
の Nothing) を使用してパラメータを設定することはできません。 

•    System.IndexOutOfRangeException -  指定した名前のパラメータが

ありません。 

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Item プロパティ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ GetValue メソッド

◆ GetFieldType メソッド
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Add メソッド

ULParameter クラス をコレクションに追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function Add( _
    ByVal value As Object _
 ) As Integer _
    Implements IList.Add

// C# 
 public int Add(
    object value
 );

パラメータ • value コレクションに追加される ULParameter クラス オブ

ジェクト

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクトのインデックス

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

例外 •    ArgumentExceptionULParameter クラス オブジェクトは、一度しか

コレクションに追加できません。 

•    System.ArgumentNullException -  値に null (Visual Basic の Nothing) 
を指定することはできません。 

•    System.InvalidCastException -  指定される値は ULParameter クラス 
でなければなりません。 

実装 IList.Add

参照 ◆ ULParameterCollection クラス
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◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Add メソッド

◆ Add メソッド

Add メソッド

ULParameter クラス をコレクションに追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Add( _
    ByVal value As ULParameter _
 ) As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Add(
    ULParameter value
 );

パラメータ • value コレクションに追加される ULParameter クラス オブ

ジェクト

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクト

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

例外 •    ArgumentExceptionULParameter クラス オブジェクトは、一度しか

コレクションに追加できません。 

•    System.ArgumentNullException -  値に null (Visual Basic の Nothing) 
を指定することはできません。 

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ
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◆ Add メソッド

Add メソッド

指定したパラメータ名と値を使用して作成された新しい ULParameter 
クラス をコレクションに追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Add( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal value As Object _
 ) As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Add(
    string  parameterName,
    object value
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。

• value パラメータの値である Object

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクト

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

定数 0 および 0.0 の特別な処理と、オーバロードされたメソッドの解

決方法のため、このメソッドを使用するときは、定数値を型オブジェ
クトに明示的にキャストすることを強くおすすめします。
274



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
例 次のコードでは、値が 0 である ULParameter パラメータが cmd という 
ULCommand クラス に追加されます。

' Visual Basic cmd.Parameters.Add( "", CType( 0, Object 
) )
 
 // C# cmd.Parameters.Add( "", (object)0 );
 

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Add メソッド

Add メソッド

指定したパラメータ名とデータ型を使用して作成された新しい 
ULParameter クラス をコレクションに追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Add( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal ulDbType As ULDbType _
 ) As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Add(
    string  parameterName,
    ULDbType ulDbType
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。

• ulDbType ULDbType 列挙 値の 1 つ

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクト
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説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Add メソッド

◆ Add メソッド

Add メソッド

指定したパラメータ名、データ型、長さを使用して作成された新しい 
ULParameter クラス をコレクションに追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Add( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal ulDbType As ULDbType, _
    ByVal size As Integer _
 ) As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Add(
    string  parameterName,
    ULDbType ulDbType,
    int size
 );

パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。

• ulDbType ULDbType 列挙 値の 1 つ
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• size パラメータの長さ

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクト

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Add メソッド

◆ Add メソッド

Add メソッド

指定したパラメータ名、データ型、長さ、ソース・カラム名を使用し
て作成された新しい ULParameter クラス をコレクションに追加しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function Add( _
    ByVal parameterName As String, _
    ByVal ulDbType As ULDbType, _
    ByVal size As Integer, _
    ByVal sourceColumn As String _
 ) As ULParameter

// C# 
 public ULParameter Add(
    string  parameterName,
    ULDbType ulDbType,
    int size,
    string  sourceColumn
 );
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パラメータ • parameterName パラメータの名前。名前のないパラメータの

場合、この値に空の文字列 ("") または null 参照 (Visual Basic 
の Nothing) を使用します。Ultra Light.NET では、ULCommand 
クラス はパラメータの名前を使用しません。

• ulDbType ULDbType 列挙値の 1 つ

• size パラメータの長さ

• sourceColumn マッピングするソース・カラムの名前

戻り値 新しい ULParameter クラス オブジェクト

説明 コレクション内のすべてのパラメータは、位置パラメータとして扱わ
れ、CommandText プロパティ 内の対応する疑問符のプレースホルダ

と同じ順序でコレクションに追加される必要があります。たとえば、
コレクション内の最初のパラメータは、SQL 文の最初の疑問符に対応

し、コレクション内の 2 番目のパラメータは、SQL 文の 2 番目の疑問

符に対応します。CommandText プロパティ 内の疑問符の数は、少な

くともコレクション内のパラメータの数と同じでなければなりませ
ん。パラメータが不足している場合は、null が代用されます。

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Add メソッド

◆ Add メソッド

Clear メソッド

すべてのパラメータをコレクションから削除します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Clear() _
    Implements IList.Clear

// C# 
 public void Clear();

実装 IList.Clear
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Contains メソッド

ULParameter クラス がコレクション内に存在するかどうかをチェック

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function Contains( _
    ByVal value As Object _
 ) As Boolean _
    Implements IList.Contains

// C# 
 public bool Contains(
    object value
 );

パラメータ • value チェック対象の ULParameter クラス オブジェクト

戻り値 コレクションに ULParameter クラス がある場合は true、ない場合は 
false 

実装 IList.Contains

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Contains メソッド

Contains メソッド

指定した名前の ULParameter クラス がコレクション内に存在するかど

うかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function Contains( _
    ByVal value As String _
 ) As Boolean _
    Implements IDataParameterCollection.Contains
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// C# 
 public bool Contains(
    string  value
 );

パラメータ • value 検索対象のパラメータの名前

戻り値 コレクションに、その ULParameter クラス がある場合は true、ない場

合は false 

実装 IDataParameterCollection.Contains

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ Contains メソッド

CopyTo メソッド

ULParameter クラス オブジェクトを ULParameterCollection から指定の

配列にコピーします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub CopyTo( _
    ByVal array As System.Array, _
    ByVal index As Integer _
 ) _
    Implements ICollection.CopyTo

// C# 
 public void CopyTo(
    System.Array array,
    int index
 );

パラメータ • array ULParameter クラス オブジェクトのコピー先の配列 

• index 配列の開始インデックス

実装 ICollection.CopyTo
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GetEnumerator メソッド

コレクションの列挙子を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Function GetEnumerator() As 
System.Collections.IEnumerator _
    Implements IEnumerable.GetEnumerator

// C# 
 public System.Collections.IEnumerator GetEnumerator();

戻り値 コレクション内のパラメータを列挙する ArrayList 列挙子

実装 IEnumerable.GetEnumerator

IndexOf メソッド

コレクション内の ULParameter クラス のロケーションを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function IndexOf( _
    ByVal value As Object _
 ) As Integer _
    Implements IList.IndexOf

// C# 
 public int IndexOf(
    object value
 );

パラメータ • value 検索する ULParameter クラス オブジェクト

戻り値 コレクション内の ULParameter クラス の 0 から始まるインデックス、

またはパラメータが見つからない場合は -1

例外 •    System.InvalidCastException -  指定される値は ULParameter クラス 
でなければなりません。 

実装 IList.IndexOf
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参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ IndexOf メソッド

IndexOf メソッド

指定した名前を持つ ULParameter クラス のコレクション内のロケー

ションを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Function IndexOf( _
    ByVal parameterName As String _
 ) As Integer _
    Implements IDataParameterCollection.IndexOf

// C# 
 public int IndexOf(
    string  parameterName
 );

パラメータ • parameterName 検索するパラメータの名前

戻り値 コレクション内の ULParameter クラス の 0 から始まるインデックス、

またはパラメータが見つからない場合は -1

実装 IDataParameterCollection.IndexOf

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ IndexOf メソッド

Insert メソッド

コレクション内の指定されたインデックス位置に ULParameter クラス 
を挿入します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Insert( _
    ByVal index As Integer, _
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    ByVal value As Object _
 ) _
    Implements IList.Insert

// C# 
 public void Insert(
    int index,
    object value
 );

パラメータ • index コレクションでパラメータが挿入されるロケーション

の 0 から始まるインデックス

• value 挿入する ULParameter クラス オブジェクト

例外 •    System.ArgumentNullException -  null 参照 (Visual Basic の Nothing) 
を使用してパラメータを設定することはできません。 

•    System.IndexOutOfRangeException -  インデックスが無効です。 

•    System.InvalidCastException -  指定される値は ULParameter クラス 
でなければなりません。 

実装 IList.Insert

Remove メソッド

ULParameter クラス をコレクションから削除します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Remove( _
    ByVal value As Object _
 ) _
    Implements IList.Remove

// C# 
 public void Remove(
    object value
 );

パラメータ • value 挿入する ULParameter クラス オブジェクト
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例外 •    ArgumentException -  コレクション内に、指定したパラメータが

ありません。 

•    System.ArgumentNullException -  null 参照 (Visual Basic の Nothing) 
を使用してパラメータを設定することはできません。 

•    System.InvalidCastException -  指定される値は ULParameter クラス 
でなければなりません。 

実装 IList.Remove

RemoveAt メソッド

コレクションの指定したインデックス位置のパラメータを削除しま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Sub RemoveAt( _
    ByVal index As Integer _
 ) _
    Implements IList.RemoveAt

// C# 
 public void RemoveAt(
    int index
 );

パラメータ • index 削除するパラメータの 0 から始まるインデックス。値

は、[0,Count プロパティ -1] の範囲内である必要があります。

コレクションの最初のパラメータのインデックス値はゼロで
す。

例外 •    System.IndexOutOfRangeException -  インデックスが無効です。 

実装 IList.RemoveAt

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ RemoveAt メソッド
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RemoveAt メソッド

指定した名前のパラメータをコレクションから削除します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads NotOverridable Public Sub RemoveAt( _
    ByVal parameterName As String _
 ) _
    Implements IDataParameterCollection.RemoveAt

// C# 
 public void RemoveAt(
    string  parameterName
 );

パラメータ • parameterName 取り出すパラメータの名前

例外 •    System.IndexOutOfRangeException -  指定した名前のパラメータが

ありません。 

実装 IDataParameterCollection.RemoveAt

参照 ◆ ULParameterCollection クラス

◆ ULParameterCollection メンバ

◆ RemoveAt メソッド
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ULPublicationSchema クラス

UL 拡張：Ultra Light パブリケーションのインデックスのスキーマを示

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULPublicationSchema

// C# 
 public sealed class ULPublicationSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。パブリケー
ションのスキーマは、ULDatabaseSchema クラスの 
GetPublicationSchema メソッドを使用して作成されます。

パブリケーション・マスクが必要な Ultra Light のメソッドには、実際

にはチェック対象のパブリケーションのセットが必要です。セット
は、個々のパブリケーションのパブリケーション・マスクの論理和で
形成されます。次に例を示します。

' Visual Basic Dim mask As Integer = pub1.Mask Or 
pub2.Mask
 
 // C# int mask = pub1.Mask | pub2.Mask;
 

特別な 2 つのマスク値も、このクラスによって提供されます。

SYNC_ALL_DB フィールド は、データベース全体に対応します。

SYNC_ALL_PUBS フィールド は、すべてのパブリケーションに対応

します。

注意：パブリケーション・マスクは、スキーマのアップグレード中に
変更されることがあります。パブリケーションを正しく識別するに
は、名前でアクセスするか、キャッシュされているマスクをスキーマ
のアップグレード後にリフレッシュします。

参照 ◆ ULPublicationSchema メンバ

◆ Mask プロパティ

◆ GetLastDownloadTime メソッド

◆ CountUploadRows メソッド

◆ Schema プロパティ
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ULPublicationSchema メンバ 

パブリック静的フィールド ( 共有 )

パブリック・インスタンス・プロパティ

SYNC_ALL_DB フィールド

データベース全体に対応するパブリケーション・マスクです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared SYNC_ALL_DB As Integer

// C# 
 public const int SYNC_ALL_DB;

SYNC_ALL_PUBS フィールド

すべてのパブリケーションに対応するパブリケーション・マスクで
す。

メンバ 説明

SYNC_ALL_DB 
フィールド

データベース全体に対応するパブリケーション・
マスクです。

SYNC_ALL_PUBS 
フィールド

すべてのパブリケーションに対応するパブリケー
ション・マスクです。

メンバ 説明

IsOpen プロパティ パブリケーション・スキーマが開いているか、閉
じているかを調べます。

Mask プロパティ パブリケーションのパブリケーション・マスクを
返します。

Name プロパティ このパブリケーションの名前を返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared SYNC_ALL_PUBS As Integer

// C# 
 public const int SYNC_ALL_PUBS;

IsOpen プロパティ

パブリケーション・スキーマが開いているか、閉じているかを調べま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 パブリケーション・スキーマが開いている場合は true、閉じている場

合は false 

Mask プロパティ

パブリケーションのパブリケーション・マスクを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Mask As Integer

// C# 
 public int Mask {get;}

プロパティ値 パブリケーションのパブリケーション・マスク

説明 パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマのアップグ

レード中に変更されることがあります。パブリケーションを正しく識
別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされているマスク、
カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュします。
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーによる例外が発生した場合。ス

キーマのアップグレードでこのパブリケーションが削除される
か、名前が変更された場合は、PUBLICATION_NOT_FOUND が
発行されます。 

Name プロパティ

このパブリケーションの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

プロパティ値 パブリケーションの名前を指定する文字列

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。スキーマの

アップグレードでパブリケーションが削除されるか、名前が変
更された場合は、PUBLICATION_NOT_FOUND が発行されま

す。 
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ULResultSetSchema クラス

UL 拡張：Ultra Light の結果セットのスキーマを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULResultSetSchema
   Inherits ULCursorSchema

// C# 
 public sealed class ULResultSetSchema :
   ULCursorSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
ULResultSetSchema クラス オブジェクトは、その Schema プロパティ 
として結果セットにアタッチされます。

結果セットのスキーマが有効なのは、データ・リーダが開かれている
間だけです。

参照 ◆ ULResultSetSchema メンバ

◆ ULCommand クラス

◆ ULDataReader クラス

ULResultSetSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ ( 継承 
ULCursorSchema)

このカーソル内のカラム数を返します。

IsOpen プロパティ ( 継
承 ULCursorSchema)

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。

Name プロパティ カーソルの名前を返します。
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Name プロパティ

カーソルの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

プロパティ値 ULResultSetSchema を生成した SQL 文

メンバ 説明

GetColumnID メソッ

ド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラムのカラム ID を返します。

GetColumnName メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。

GetColumnPrecision メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの精度を返します。

GetColumnScale メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの位取りを返します。

GetColumnSize メソッ

ド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラム ID 
によって識別されたカラムのサイズを返します。

GetColumnULDbType 
メソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラム ID によって識別されたカラムの 
Ultra Light.NET データ型を返します。

GetSchemaTable メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

ULDataReader クラス のカラムのスキーマが記

述された DataTable を返します。
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ULRowUpdatedEventArgs クラス

RowUpdated イベントのデータを提供します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULRowUpdatedEventArgs
   Inherits RowUpdatedEventArgs

// C# 
 public sealed class ULRowUpdatedEventArgs :
   RowUpdatedEventArgs

ULRowUpdatedEventArgs メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ULRowUpdatedEventA
rgs コンストラクタ

ULRowUpdatedEventArgs クラスの新しいインスタ

ンスを初期化します。

メンバ 説明

Command プロパティ DbDataAdapter.Update が呼び出されたときに実行

された ULCommand クラス を返します。

Errors ( 継承 
RowUpdatedEventArgs)

RowUpdatedEventArgs.Command の実行時に .NET 
Framework データ プロバイダが生成したエラーを

取得します。 

RecordsAffected プロ

パティ

SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除さ

れたローの数を返します。SELECT 文の場合、こ

の値は -1 です。

Row ( 継承 
RowUpdatedEventArgs)

DbDataAdapter.Update を通じて送信された 
DataRow を取得します。 
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ULRowUpdatedEventArgs コンストラクタ

ULRowUpdatedEventArgs クラスの新しいインスタンスを初期化しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub New( _
    ByVal row As DataRow, _
    ByVal command As IDbCommand, _
    ByVal statementType As StatementType, _
    ByVal tableMapping As DataTableMapping _
 )

// C# 
 public ULRowUpdatedEventArgs(
    DataRow row,
    IDbCommand command,
    StatementType statementType,
    DataTableMapping tableMapping
 );

パラメータ • row DbDataAdapter.Update を介して送信された DataRow

• command DbDataAdapter.Update が呼び出されたときに実行さ

れた IDbCommand

• statementType 実行されたクエリのタイプを指定する 
StatementType 値の 1 つ

StatementType ( 継承 
RowUpdatedEventArgs)

実行された SQL ステートメントの種類を取得しま

す。 

Status ( 継承 
RowUpdatedEventArgs)

RowUpdatedEventArgs.Command プロパティの 
UpdateStatus を取得します。 

TableMapping ( 継承 
RowUpdatedEventArgs)

DbDataAdapter.Update を通じて送信された 
DataTableMapping を取得します。 

メンバ 説明
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• tableMapping DbDataAdapter.Update を介して送信された

DataTableMapping

Command プロパティ

DbDataAdapter.Update が呼び出されたときに実行された ULCommand 
クラス を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Command As ULCommand

// C# 
 public ULCommand Command {get;}

プロパティ値 更新で実行された ULCommand クラス オブジェクト

説明 これは、RowUpdatedEventArgs.Command が厳密に型指定されたもの

です。

RecordsAffected プロパティ

SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除されたローの数を返し

ます。SELECT 文の場合、この値は -1 です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property RecordsAffected As Integer

// C# 
 public int RecordsAffected {get;}

プロパティ値 変更、挿入、または削除されたローの数。文が失敗したときにローが
影響されなかった場合は 0。SELECT 文の場合は -1
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ULRowUpdatedEventHandler 委譲

RowUpdated イベントを処理するメソッドを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Delegate Sub ULRowUpdatedEventHandler( _
    ByVal sender As Object, _
    ByVal e As ULRowUpdatedEventArgs _
 )

// C# 
 public delegate void ULRowUpdatedEventHandler(
    object sender,
    ULRowUpdatedEventArgs e
 );

パラメータ • sender イベントを送信する接続 

• e イベント・データが含まれる ULRowUpdatedEventArgs クラ

ス オブジェクト
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ULRowUpdatingEventArgs クラス

RowUpdating イベントのデータを提供します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULRowUpdatingEventArgs
   Inherits RowUpdatingEventArgs

// C# 
 public sealed class ULRowUpdatingEventArgs :
   RowUpdatingEventArgs

ULRowUpdatingEventArgs メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ULRowUpdatingEvent
Args コンストラクタ

ULRowUpdatingEventArgs クラスの新しいインスタ

ンスを初期化します。

メンバ 説明

Command プロパティ DbDataAdapter.Update の実行時に実行する 
ULCommand クラス を指定します。

Errors ( 継承 
RowUpdatingEventArgs)

RowUpdatedEventArgs.Command の実行時に .NET 
Framework データ プロバイダが生成したエラーを

取得します。 

Row ( 継承 
RowUpdatingEventArgs)

DbDataAdapter.Update を通じて送信する DataRow 
を取得します。 

StatementType ( 継承 
RowUpdatingEventArgs)

実行する SQL ステートメントの種類を取得しま

す。 

Status ( 継承 
RowUpdatingEventArgs)

RowUpdatedEventArgs.Command プロパティの 
UpdateStatus を取得します。 
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ULRowUpdatingEventArgs コンストラクタ

ULRowUpdatingEventArgs クラスの新しいインスタンスを初期化しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub New( _
    ByVal row As DataRow, _
    ByVal command As IDbCommand, _
    ByVal statementType As StatementType, _
    ByVal tableMapping As DataTableMapping _
 )

// C# 
 public ULRowUpdatingEventArgs(
    DataRow row,
    IDbCommand command,
    StatementType statementType,
    DataTableMapping tableMapping
 );

パラメータ • row 更新する DataRow

• command 更新時に実行する IDbCommand

• statementType 実行されたクエリのタイプを指定する 
StatementType 値の 1 つ

• tableMapping DbDataAdapter.Update を介して送信された

DataTableMapping

Command プロパティ

DbDataAdapter.Update の実行時に実行する ULCommand クラス を指定

します。

TableMapping ( 継承 
RowUpdatingEventArgs)

DbDataAdapter.Update を通じて送信する 
DataTableMapping を取得します。 

メンバ 説明
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Command As ULCommand

// C# 
 public ULCommand Command {get;set;}

プロパティ値 更新時に実行する ULCommand クラス オブジェクト

説明 これは、RowUpdatingEventArgs.Command が厳密に型指定されたもの

です。
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ULRowUpdatingEventHandler 委譲

RowUpdating イベントを処理するメソッドを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Delegate Sub ULRowUpdatingEventHandler( _
    ByVal sender As Object, _
    ByVal e As ULRowUpdatingEventArgs _
 )

// C# 
 public delegate void ULRowUpdatingEventHandler(
    object sender,
    ULRowUpdatingEventArgs e
 );

パラメータ • sender イベントを送信する接続 

• e イベント・データが含まれる ULRowUpdatingEventArgs クラ

ス オブジェクト
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ULRuntimeType 列挙

UL 拡張：Ultra Light.NET ランタイムのタイプを列挙します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULRuntimeType
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULRuntimeType :
   short

メンバ

参照 ◆ RuntimeType プロパティ

メンバ 説明

STANDALONE_UL スタンドアロンの Ultra Light.NET ランタイムを選

択します。
スタンドアロンのランタイムは、データベースに
直接アクセスします。データベースへのアクセス
は高速になりますが、データベースを共有するこ
とはできません。

UL_ENGINE_CLIENT Ultra Light エンジンのランタイムを選択します。

Ultra Light.NET エンジン・クライアントは、Ultra 
Light エンジンと通信してデータベースにアクセス

します。つまり、別々のアプリケーションでデー
タベースを共有できます。
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ULSchemaUpgradeData クラス

UL 拡張：スキーマのアップグレードのモニタリング・データを返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULSchemaUpgradeData

// C# 
 public class ULSchemaUpgradeData

参照 ◆ ULSchemaUpgradeData メンバ

◆ ULSchemaUpgradeListener インタフェース

ULSchemaUpgradeData メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

FinalProgressCount プロパティ

最終的な進行状況のカウントの推定値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property FinalProgressCount As Long

メンバ 説明

FinalProgressCount プ
ロパティ

最終的な進行状況のカウントの推定値を返しま
す。

ProgressCounter プロ

パティ

スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタ
を返します。この数は、現在までの進行状況を表
す近似値です。

State プロパティ 現在のスキーマのアップグレードのステータスを
返します。

UpgradeOperations プ
ロパティ

実行されたスキーマのアップグレード操作の数を
返します。
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// C# 
 public long FinalProgressCount {get;}

プロパティ値 推定される最終的な進行状況のカウント

参照 ◆ ULSchemaUpgradeData クラス

◆ ULSchemaUpgradeData メンバ

◆ ULSchemaUpgradeState 列挙

◆ ProgressCounter プロパティ

ProgressCounter プロパティ

スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタを返します。この数
は、現在までの進行状況を表す近似値です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ProgressCounter As Long

// C# 
 public long ProgressCounter {get;}

プロパティ値 スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタ (0 ～ 
FinalProgressCount プロパティ の数 )

参照 ◆ ULSchemaUpgradeData クラス

◆ ULSchemaUpgradeData メンバ

◆ ULSchemaUpgradeState 列挙

State プロパティ

現在のスキーマのアップグレードのステータスを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property State As ULSchemaUpgradeState

// C# 
 public ULSchemaUpgradeState State {get;}

プロパティ値 ULSchemaUpgradeState 列挙 値の 1 つ
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UpgradeOperations プロパティ

実行されたスキーマのアップグレード操作の数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UpgradeOperations As Long

// C# 
 public long UpgradeOperations {get;}

プロパティ値 現在までに実行されたスキーマ操作の数

説明 この数は、スキーマのアップグレード中に行われた作業の量の近似値
です。この数は 0 から開始し、アップグレードの進行に伴って増加し

ます。進行状況のカウンタよりも頻繁に更新されるため、ほかのス
キーマ・アップグレードと比較するための相対的な計測値として使用
できます。

参照 ◆ ULSchemaUpgradeData クラス

◆ ULSchemaUpgradeData メンバ

◆ ULSchemaUpgradeState 列挙
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ULSchemaUpgradeListener インタフェース

UL 拡張：スキーマのアップグレードのプログレス・イベントを受信す

るリスナ・インタフェースです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ULSchemaUpgradeListener

// C# 
 public interface ULSchemaUpgradeListener

参照 ◆ ULSchemaUpgradeListener メンバ

◆ ApplyFile メソッド

ULSchemaUpgradeListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

SchemaUpgrading メソッド

ユーザに進行状況を通知するために、スキーマのアップグレード中に
起動されます。ステータスが ULSchemaUpgradeState 列挙 であるとき

は、このメソッドは true を返してスキーマのアップグレードをキャン

セルするか、false を返して続行する必要があります。その他のステー

タスの場合、このメソッドの戻り値は無視されます。

メンバ 説明

SchemaUpgrading メ
ソッド

ユーザに進行状況を通知するために、スキーマの
アップグレード中に起動されます。ステータスが 
ULSchemaUpgradeState 列挙 であるときは、こ

のメソッドは true を返してスキーマのアップグ

レードをキャンセルするか、false を返して続行す

る必要があります。その他のステータスの場合、
このメソッドの戻り値は無視されます。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function SchemaUpgrading( _
    ByVal data As ULSchemaUpgradeData _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool SchemaUpgrading(
    ULSchemaUpgradeData data
 );

パラメータ • data 最新のスキーマのアップグレードのプログレス・データ

を保持している ULSchemaUpgradeData クラス オブジェクト

戻り値 このメソッドは、false を返して続行するか、true を返してスキーマの

アップグレードをキャンセルする必要があります ( キャンセルするに

は、ステータスは ULSchemaUpgradeState 列挙である必要があります

)。 

説明 SchemaUpgrading の呼び出し中に、Ultra Light.NET API のメソッドを

呼び出さないでください。
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ULSchemaUpgradeState 列挙

UL 拡張：スキーマのアップグレード時に発生する可能性のあるすべて

のステータスを列挙します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULSchemaUpgradeState
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULSchemaUpgradeState :
   short

説明 STATE_STARTING は、アップグレードをキャンセルできる唯一のス

テータスです。アップグレードがキャンセルされると、ステータス 
STATE_ERROR を持つ 2 番目のイベントを受け取ります。

メンバ

参照 ◆ ULSchemaUpgradeData クラス

メンバ 説明

STATE_ABORT スキーマのアップグレードはアボートされ、古い
データベースが保持されています。回復可能なエ
ラーまたはユーザによるアボートの結果、このス
テータスになることがあります。

STATE_DONE スキーマのアップグレードが正常に完了しまし
た。

STATE_ERROR 重大なエラーが発生したため、データベースは使
用できません。

STATE_LAST 内部的に使用されるステータスであり、

SchemaUpgrading メソッド に送信されません。

STATE_STARTING スキーマのアップグレードが開始されています。
これは、アップグレードをキャンセルできる唯一
のステータスです。アップグレードがキャンセル
されると、ステータス STATE_ABORT を持つ 2 
番目のイベントを受け取ります。

STATE_UPGRADING スキーマのアップグレードが進行中です。
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ULServerSyncListener インタフェース

UL 拡張： サーバの同期メッセージを受信するリスナ・インタフェース

です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ULServerSyncListener

// C# 
 public interface ULServerSyncListener

ULServerSyncListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

ServerSyncInvoked メソッド

サーバ起動同期用の Mobile Link Listener がアプリケーションを呼び出

して同期を実行するときに起動されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ServerSyncInvoked( _
    ByVal messageName As String _
 )

// C# 
 public void ServerSyncInvoked(
    string  messageName
 );

パラメータ • messageName アプリケーションに送信されるメッセージの名

前

メンバ 説明

ServerSyncInvoked メ
ソッド

サーバ起動同期用の Mobile Link Listener がアプリ

ケーションを呼び出して同期を実行するときに起
動されます。
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説明 このメソッドは、別のスレッドによって呼び出されます。マルチス
レッドの問題を回避するには、このメソッドがユーザ・インタフェー
スにイベントを通知する必要があります。マルチスレッドを使用する
場合は、スレッドごとに別々の接続を使用し、lock キーワードを使用

して、アプリケーションの共有オブジェクトにアクセスすることをお
すすめします。

例 次のコード・フラグメントは、サーバ同期要求の受信方法および UI 
スレッドでの同期の実行方法を示してします。 

' Visual Basic Imports iAnywhere.Data.UltraLite
    
 Public Class MainWindow
   Inherits System.Windows.Forms.Form
   Implements ULServerSyncListener
   Private conn As ULConnection
 

  Public Sub New(ByVal args() As String)
 
     MyBase.New()
 
     'This call is required by the Windows Form 
Designer.
     InitializeComponent()
 
     'Add any initialization after the 
InitializeComponent() call
     
ULConnection.DatabaseManager.SetServerSyncListener( _
         "myCompany.mymsg", "myCompany.myapp", Me _
       )
     'Create Connection
     ...
   End Sub
 

  Protected Overrides Sub OnClosing( _
         ByVal e As 
System.ComponentModel.CancelEventArgs _
       )
     
ULConnection.DatabaseManager.SetServerSyncListener( _
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         Nothing, Nothing, Nothing _
       )
     MyBase.OnClosing(e)
   End Sub
 

  Public Sub ServerSyncInvoked(ByVal messageName As 
String) _
       Implements 
ULServerSyncListener.ServerSyncInvoked
     Me.Invoke(New EventHandler(AddressOf 
Me.ServerSyncAction))
   End Sub
 

  Public Sub ServerSyncAction( _
         ByVal sender As Object, ByVal e As EventArgs _
       )
     ' Do Server sync
     conn.Synchronize()
   End Sub
 End Class
 

// C# using iAnywhere.Data.UltraLite;
 public class Form1 : System.Windows.Forms.Form, 
ULServerSyncListener
 {
   private System.Windows.Forms.MainMenu mainMenu1;
   private ULConnection conn;
 

  public Form1()
   {
     //
     // Required for Windows Form Designer support
     //
     InitializeComponent();
 
     //
     // TODO: Add any constructor code after
     // InitializeComponent call
     //
     
ULConnection.DatabaseManager.SetServerSyncListener(
         "myCompnay.mymsg", "myCompany.myapp", this
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       );
     // Create connection
     ...
   }
 

  protected override void Dispose( bool disposing )
   {
     base.Dispose( disposing );
   }
 

  protected override void OnClosing(
       System.ComponentModel.CancelEventArgs e
     )
   {
     
ULConnection.DatabaseManager.SetServerSyncListener(
         null, null, null
       );
     base.OnClosing(e);
   }
 

  public void ServerSyncInvoked( string messageName )
   {
     this.Invoke( new EventHandler( ServerSyncHandler ) 
);
   }
 

  internal void ServerSyncHandler(object sender, 
EventArgs e)
   {
     conn.Synchronize();
   }
 }
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ULSQLCode 列挙

UL 拡張：Ultra Light.NET によってレポートされる可能性のある SQL 
コードを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULSQLCode

// C# 
 public enum ULSQLCode

メンバ

メンバ 説明

SQLE_AGGREGATES_N
OT_ALLOWED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「集合関数の不正な

使用です。」 を参照してください。

SQLE_ALIAS_NOT_UNI
QUE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「エイリアス '%1' が
ユニークではありません。」 を参照してください。

SQLE_ALIAS_NOT_YE
T_DEFINED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「エイリアス '%1' の
定義は、最初の参照前に記述する必要がありま
す。」 を参照してください。

SQLE_AMBIGUOUS_IN
DEX_NAME

『ASA エラー・メッセージ』 > 「インデックス名 
'%1' があいまいです。」 を参照してください。

SQLE_ARGUMENT_CA
NNOT_BE_NULL

『ASA エラー・メッセージ』 > 「プロシージャ '%2' 
の引数 %1 に NULL は指定できません。」 を参照し

てください。

SQLE_BAD_ENCRYPTI
ON_KEY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「暗号化キーが不正

であるか、または見つかりません。」 を参照してく

ださい。

SQLE_BAD_PARAM_IN
DEX

『ASA エラー・メッセージ』 > 「入力パラメータ・

インデックスが範囲外です。」 を参照してくださ

い。

SQLE_CANNOT_ACCES
S_FILE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ファイル '%1' にア

クセスできません -- %2」 を参照してください。
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SQLE_CANNOT_ACCES
S_SCHEMA_FILE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「スキーマ・ファイ

ル '%1' にアクセスできません。」 を参照してくださ

い。

SQLE_CANNOT_CHAN
GE_USER_NAME

『ASA エラー・メッセージ』 > 「前回のアップロー

ドのステータスが不明の場合、同期の user_name 
は変更できません。」 を参照してください。

SQLE_CANNOT_EXEC
UTE_STMT

『ASA エラー・メッセージ』 > 「文を実行すること

ができませんでした。」 を参照してください。

SQLE_CANNOT_MODIF
Y

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' のカ

ラム '%1' を変更できません。」 を参照してくださ

い。

SQLE_CANNOT_REGIS
TER_LISTENER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「指定されたリスナ

を登録できませんでした。」 を参照してください。

SQLE_COLUMN_AMBI
GUOUS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「カラム '%1' が複数

のテーブルで見つかりました。相関名が必要で
す。」 を参照してください。

SQLE_COLUMN_CANN
OT_BE_NULL

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' のカ

ラム '%1' は NULL 値を持つことはできません。」 
を参照してください。

SQLE_COLUMN_IN_IN
DEX

『ASA エラー・メッセージ』 > 「インデックスのカ

ラムを変更することはできません。」 を参照してく

ださい。

SQLE_COLUMN_NOT_
FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「カラム '%1' が見つ

かりません。」 を参照してください。

SQLE_COLUMN_NOT_
FOUND_IN_TABLE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' にカ

ラム '%1' がありません。」 を参照してください。

SQLE_COMMUNICATIO
NS_ERROR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「通信エラーが発生

しました。」 を参照してください。

SQLE_CONNECTION_A
LREADY_EXISTS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「この接続はすでに

存在します。」 を参照してください。

SQLE_CONNECTION_N
OT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「接続が見つかりま

せん。」 を参照してください。

メンバ 説明
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SQLE_CONNECTION_R
ESTORED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「Ultra Light の接続

がリストアされました。」 を参照してください。

SQLE_CONVERSION_E
RROR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「値 %1 をデータ型 
%2 に変換できません。」 を参照してください。

SQLE_CORRELATION_
NAME_NOT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「相関名 '%1' が見つ

かりません。」 を参照してください。

SQLE_COULD_NOT_FI
ND_FUNCTION

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ダイナミック・ラ

イブラリ '%2' に '%1' が見つかりませんでした。」 
を参照してください。

SQLE_COULD_NOT_LO
AD_LIBRARY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ダイナミック・ラ

イブラリ '%1' をロードできませんでした。」 を参照

してください。

SQLE_CURSOR_ALREA
DY_OPEN

『ASA エラー・メッセージ』 > 「カーソルはすでに

開いています。」 を参照してください。

SQLE_CURSOR_NOT_O
PEN

『ASA エラー・メッセージ』 > 「カーソルが開きま

せん。」 を参照してください。

SQLE_CURSOR_RESTO
RED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「Ultra Light のカー

ソル ( あるいは結果セットまたはテーブル ) がリ

ストアされました。」 を参照してください。

SQLE_CURSOROP_NOT
_ALLOWED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「不正なカーソル処

理をしようとしました。」 を参照してください。

SQLE_DATABASE_CRE
ATED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースが作

成されました。」 を参照してください。

SQLE_DATABASE_ERR
OR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースの内

部エラー %1 -- トランザクションはロールバック

されました。」 を参照してください。

SQLE_DATABASE_NA
ME_REQUIRED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「サーバを起動する

には、データベース名が必要です。」 を参照してく

ださい。

SQLE_DATABASE_NE
W

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースがス

キーマなしで作成されました。」 を参照してくださ

い。

メンバ 説明
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SQLE_DATABASE_NOT
_CREATED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースの作

成に失敗しました : %1」 を参照してください。

SQLE_DATABASE_UPG
RADE_NOT_POSSIBLE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースの

アップグレードができません。」 を参照してくださ

い。

SQLE_DATATYPE_NOT
_ALLOWED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「式にサポートされ

ていないデータ型があります。」 を参照してくださ

い。

SQLE_DBSPACE_FULL 『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース領域

が最大ファイル・サイズに達しています。」 を参照

してください。

SQLE_DEVICE_IO_FAIL
ED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' のファイル I/
O に失敗しました。」 を参照してください。

SQLE_DIV_ZERO_ERR
OR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ゼロで除算しよう

としました。」 を参照してください。

SQLE_DOWNLOAD_CO
NFLICT

『ASA エラー・メッセージ』 > 「既存のローと競合

しているため、ダウンロードに失敗しました。」 を
参照してください。

SQLE_DROP_DATABAS
E_FAILED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース '%1' 
の削除に失敗しました。」 を参照してください。

SQLE_DUPLICATE_FOR
EIGN_KEY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' の外

部キー '%1' は、既存の外部キーと重複していま

す。」 を参照してください。

SQLE_DYNAMIC_MEM
ORY_EXHAUSTED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「動的メモリが足り

ません。」 を参照してください。

SQLE_ENGINE_ALREA
DY_RUNNING

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース・

サーバはすでに起動しています。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_ENGINE_NOT_M
ULTIUSER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース・

サーバはマルチユーザ・モードで実行していませ
ん。」 を参照してください。

メンバ 説明
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SQLE_ERROR 『ASA エラー・メッセージ』 > 「実行時 SQL エ
ラーです -- %1」 を参照してください。

SQLE_ERROR_CALLIN
G_FUNCTION

『ASA エラー・メッセージ』 > 「外部関数の呼び出

しのためのリソースを割り付けられませんでし
た。」 を参照してください。

SQLE_EXPRESSION_ER
ROR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' 付近に無効な

式があります。」 を参照してください。

SQLE_FOREIGN_KEY_
NAME_NOT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「外部キー '%1' は見

つかりません。」 を参照してください。

SQLE_IDENTIFIER_TO
O_LONG

『ASA エラー・メッセージ』 > 「識別子 '%1' が長す

ぎます。」 を参照してください。

SQLE_INCORRECT_VO
LUME_ID

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' のボリューム 
ID が不正です。」 を参照してください。

SQLE_INDEX_NAME_N
OT_UNIQUE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「インデックス名 
'%1' はユニークではありません。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_INDEX_NOT_FO
UND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「インデックス '%1' 
が見つかりません。」 を参照してください。

SQLE_INDEX_NOT_UN
IQUE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' のイ

ンデックス '%1' はユニークでなければなりませ

ん。」 を参照してください。

SQLE_INTERRUPTED 『ASA エラー・メッセージ』 > 「文の実行がユーザ

によって中断させられました。」 を参照してくださ

い。

SQLE_INVALID_DATAB
ASE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「指定されたデータ

ベースは無効です。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_FOREI
GN_KEY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%2' の外

部キー '%1' に対応するプライマリ・キーの値があ

りません。」 を参照してください。

メンバ 説明
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SQLE_INVALID_FOREI
GN_KEY_DEF

『ASA エラー・メッセージ』 > 「外部キーのカラム 
'%1' にプライマリー・キーと異なる定義がありま

す。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_GROU
P_SELECT

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' に対する関数

またはカラムの参照も GROUP BY 句に記述する

必要があります。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_OPTIO
N_SETTING

『ASA エラー・メッセージ』 > 「不正なオプション 
'%1' を設定しています。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_ORDE
R

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ORDER BY 句の

指定が不正です。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_PARA
METER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「不正なパラメータ

です。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_PARSE
_PARAMETER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「解析エラーです : 
%1」 を参照してください。

SQLE_INVALID_PASSW
ORD

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ユーザ ID または

パスワードが無効です。」 を参照してください。

SQLE_INVALID_SQL_I
DENTIFIER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「SQL の識別子が無

効です。」 を参照してください。

SQLE_LOCKED 『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%2' のローは、

ユーザ '%1' によってロックされています。」 を参照

してください。

SQLE_MEMORY_ERRO
R

『ASA エラー・メッセージ』 > 「メモリエラー -- ト
ランザクションはロールバックされました。」 を参

照してください。

SQLE_METHOD_CANN
OT_BE_CALLED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「メソッド '%1' は現

時点では呼び出せません。」 を参照してください。

SQLE_NAME_NOT_UNI
QUE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「アイテム '%1' はす

でに存在しています。」 を参照してください。

SQLE_NO_COLUMN_N
AME

『ASA エラー・メッセージ』 > 「抽出されたテーブ

ル '%1' にはカラム %2 に対する名前がありませ

ん。」 を参照してください。

メンバ 説明
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SQLE_NO_CURRENT_R
OW

『ASA エラー・メッセージ』 > 「カーソルの現在の

ローがありません。」 を参照してください。

SQLE_NO_INDICATOR 『ASA エラー・メッセージ』 > 「NULL に対して、

インジケータ変数が用意されていません。」 を参照

してください。

SQLE_NO_MATCHING_
SELECT_ITEM

『ASA エラー・メッセージ』 > 「派生テーブル '%1' 
の Select リストに '%2' と一致する式がありませ

ん。」 を参照してください。

SQLE_NO_PRIMARY_K
EY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%1' には

プライマリ・キーが定義されていません。」 を参照

してください。

SQLE_NOERROR SQLE_NOERROR(0) ? このコードは、エラーまた

は警告がなかったことを示します。

SQLE_NOT_IMPLEMEN
TED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' の機能は実装

されていません。」 を参照してください。

SQLE_NOT_SUPPORTE
D_IN_ULTRALITE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「Ultra Light では使

用できない機能です。」 を参照してください。

SQLE_NOTFOUND 『ASA エラー・メッセージ』 > 「ローが見つかりま

せん。」 を参照してください。

SQLE_OVERFLOW_ER
ROR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「値 %1 は、対象先

にとって大きすぎます。」 を参照してください。

SQLE_PAGE_SIZE_INV
ALID

『ASA エラー・メッセージ』 > 「無効なデータベー

ス・ページ・サイズです。」 を参照してください。

SQLE_PERMISSION_DE
NIED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「パーミッションが

ありません :  %1」 を参照してください。

SQLE_PRIMARY_KEY_
NOT_UNIQUE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%1' のプ

ライマリ・キーがユニークではありません。」 を参

照してください。

SQLE_PRIMARY_KEY_
TWICE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブルに 2 つの

プライマリ・キーを定義することはできません。」 
を参照してください。

メンバ 説明
317



ULSQLCode 列挙
SQLE_PRIMARY_KEY_
VALUE_REF

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%1' 内の

ローのプライマリ・キーがテーブル '%3' 内の外部

キー '%2' によって参照されています。」 を参照して

ください。

SQLE_PUBLICATION_N
OT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「パブリケーション 
'%1' が見つかりません。」 を参照してください。

SQLE_RESOURCE_GOV
ERNOR_EXCEEDED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「%1 のリソース・

ガバナーが制限を超えています。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_ROW_DELETED_
TO_MAINTAIN_REFER
ENTIAL_INTEGRITY

『ASA エラー・メッセージ』 > 「参照整合性を保つ

ためにテーブル %1 からローが削除されました。」 
を参照してください。

SQLE_ROW_DROPPED_
DURING_SCHEMA_UP
GRADE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「ローを新しいス

キーマ・フォーマットに変換できませんでした。」 
を参照してください。

SQLE_SCHEMA_UPGR
ADE_NOT_ALLOWED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「スキーマのアップ

グレードは現在認められません。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_SERVER_SYNCH
RONIZATION_ERROR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「サーバ %1 でエ

ラーが発生したため、同期に失敗しました。」 を参

照してください。

SQLE_START_STOP_D
ATABASE_DENIED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースの起

動／停止の要求は拒否されました。」 を参照してく

ださい。

SQLE_STRING_RIGHT_
TRUNCATION

『ASA エラー・メッセージ』 > 「文字列データの右

側がトランケートされます。」 を参照してくださ

い。

SQLE_SUBQUERY_SEL
ECT_LIST

『ASA エラー・メッセージ』 > 「select リストの中

にカラムが 2 つ以上指定されています。」 を参照し

てください。

SQLE_SYNC_INFO_INV
ALID

『ASA エラー・メッセージ』 > 「同期の情報が不完

全か無効です。'%1' を確認してください。」 を参照

してください。

メンバ 説明
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SQLE_SYNC_STATUS_
UNKNOWN

『ASA エラー・メッセージ』 > 「最後の同期アップ

ロードのステータスは不明です。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_SYNCHRONIZAT
ION_NOT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' という名前の

同期サブスクリプションが見つかりません。」 を参

照してください。

SQLE_SYNTAX_ERROR 『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' %2 の近くに

構文エラーがあります。」 を参照してください。

SQLE_TABLE_HAS_PU
BLICATIONS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%1' はパ

ブリケーションを持っています。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_TABLE_IN_USE 『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブルは使用さ

れています。」 を参照してください。

SQLE_TABLE_NOT_FO
UND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「テーブル '%1' は見

つかりませんでした。」 を参照してください。

SQLE_TOO_MANY_CO
NNECTIONS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース・

サーバに接続できる限界数を超えています。」 を参

照してください。

SQLE_TOO_MANY_TE
MP_TABLES

『ASA エラー・メッセージ』 > 「接続しているテン

ポラリ・テーブルが多すぎます。」 を参照してくだ

さい。

SQLE_ULTRALITE_DAT
ABASE_NOT_FOUND

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース '%1' 
が見つかりませんでした。」 を参照してください。

SQLE_ULTRALITE_OBJ
_CLOSED

『ASA エラー・メッセージ』 > 「閉じられた '%1' に
対する操作は無効です。」 を参照してください。

SQLE_ULTRALITE_RU
NTIME_LIBRARY_MIS
MATCH

『ASA エラー・メッセージ』 > 「Ultra Light ランタ

イム・ライブラリは、データベース・ファイルと
互換性がありません。」 を参照してください。

SQLE_UNABLE_TO_CO
NNECT

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベースが起

動できません -- %1」 を参照してください。

メンバ 説明
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SQLE_UNABLE_TO_ST
ART_DATABASE

『ASA エラー・メッセージ』 > 「指定されたデータ

ベースを起動できません : %1」 を参照してくださ

い。

SQLE_UNABLE_TO_ST
ART_DATABASE_VER_
NEWER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「指定されたデータ

ベースを起動できません : データベース %1 を起

動するにはサーバをアップグレードする必要があ
ります。」 を参照してください。

SQLE_UNCOMMITTED
_TRANSACTIONS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「コミットされてい

ないトランザクションの同期またはアップグレー
ドはできません。」 を参照してください。

SQLE_UNKNOWN_FUN
C

『ASA エラー・メッセージ』 > 「関数 '%1' はありま

せん。」 を参照してください。

SQLE_UNKNOWN_USE
RID

『ASA エラー・メッセージ』 > 「'%1' というユーザ 
ID はありません。」 を参照してください。

SQLE_UNRECOGNIZED
_OPTION

『ASA エラー・メッセージ』 > 「オプション '%1' が
認識されません。」 を参照してください。

SQLE_UNSUPPORTED_
CHARACTER_SET_ERR
OR

『ASA エラー・メッセージ』 > 「データベース・

サーバでは文字セット '%1' を変換できません。」 を
参照してください。

SQLE_UPLOAD_FAILE
D_AT_SERVER

『ASA エラー・メッセージ』 > 「同期サーバがアッ

プロードのコミットに失敗しました。」 を参照して

ください。

SQLE_WRONG_NUM_O
F_INSERT_COLS

『ASA エラー・メッセージ』 > 「INSERT コマンド

への値が正しくありません。」 を参照してくださ

い。

SQLE_WRONG_PARAM
ETER_COUNT

『ASA エラー・メッセージ』 > 「関数 '%1' のパラ

メータ数が誤りです。」 を参照してください。

メンバ 説明
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ULStreamErrorCode 列挙

UL 拡張：同期中にストリームによって報告される可能性のあるエ

ラー・コードを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULStreamErrorCode
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULStreamErrorCode :
   short

メンバ

メンバ 説明

ACTSYNC_NO_PORT ACTSYNC_NO_PORT(75) 

ACTSYNC_NOT_INSTA
LLED

ACTSYNC_NOT_INSTALLED(76) 

CREATE_RANDOM_OB
JECT

CREATE_RANDOM_OBJECT(17) 

DEQUEUING_CONNEC
TION

DEQUEUING_CONNECTION(19) 

END_READ END_READ(11) 

END_WRITE END_WRITE(10) 

GENERATE_RANDOM GENERATE_RANDOM(14) 

HTTP_BAD_STATUS_C
ODE

HTTP_BAD_STATUS_CODE(86) 

HTTP_BUFFER_SIZE_O
UT_OF_RANGE

HTTP_BUFFER_SIZE_OUT_OF_RANGE(79) 

HTTP_CHUNK_LEN_BA
D_CHARACTER

HTTP_CHUNK_LEN_BAD_CHARACTER(85) 

HTTP_CHUNK_LEN_EN
CODED_MISSING

HTTP_CHUNK_LEN_ENCODED_MISSING(84) 
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HTTP_CLIENT_ID_NOT
_SET

HTTP_CLIENT_ID_NOT_SET(78) 

HTTP_CONTENT_TYPE
_NOT_SPECIFIED

HTTP_CONTENT_TYPE_NOT_SPECIFIED(77) 

HTTP_CRLF_ENCODED
_MISSING

HTTP_CRLF_ENCODED_MISSING(81) 

HTTP_CRLF_MISSING HTTP_CRLF_MISSING(82) 

HTTP_EXPECTED_POS
T

HTTP_EXPECTED_POST(89) 

HTTP_EXTRA_DATA_E
ND_READ

HTTP_EXTRA_DATA_END_READ(80) 

HTTP_NO_CONTD_CO
NNECTION

HTTP_NO_CONTD_CONNECTION(83) 

HTTP_UNABLE_TO_PA
RSE_COOKIE

HTTP_UNABLE_TO_PARSE_COOKIE(88) 

HTTP_UNKNOWN_TRA
NSFER_ENCODING

HTTP_UNKNOWN_TRANSFER_ENCODING(87) 

HTTP_VERSION HTTP_VERSION(54) 

INIT_RANDOM INIT_RANDOM(15) 

LOAD_NETWORK_LIB
RARY

LOAD_NETWORK_LIBRARY(74) 

MEMORY_ALLOCATIO
N

MEMORY_ALLOCATION(6) 

NONE NONE(0) 

NOT_IMPLEMENTED NOT_IMPLEMENTED(12) 

PARAMETER PARAMETER(1) 

PARAMETER_NOT_BO
OLEAN

PARAMETER_NOT_BOOLEAN(4) 

メンバ 説明
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PARAMETER_NOT_HE
X

PARAMETER_NOT_HEX(5) 

PARAMETER_NOT_UIN
T32

PARAMETER_NOT_UINT32(2) 

PARAMETER_NOT_UIN
T32_RANGE

PARAMETER_NOT_UINT32_RANGE(3) 

PARSE PARSE(7) 

READ READ(8) 

SECURE_ADD_CERTIFI
CATE

SECURE_ADD_CERTIFICATE(39) 

SECURE_ADD_TRUSTE
D_CERTIFICATE

SECURE_ADD_TRUSTED_CERTIFICATE(48) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_FUNC

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_FUNC(28) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_LENGTH

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_LENGTH(22) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_REF

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_REF(29) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMMON_NAME

SECURE_CERTIFICATE_COMMON_NAME(52) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMPANY_NAME

SECURE_CERTIFICATE_COMPANY_NAME(21) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMPANY_UNIT

SECURE_CERTIFICATE_COMPANY_UNIT(51) 

SECURE_CERTIFICATE
_COUNT

SECURE_CERTIFICATE_COUNT(42) 

SECURE_CERTIFICATE
_EXPIRED

SECURE_CERTIFICATE_EXPIRED(50) 

SECURE_CERTIFICATE
_EXPIRY_DATE

SECURE_CERTIFICATE_EXPIRY_DATE(37) 

メンバ 説明
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SECURE_CERTIFICATE
_FILE_NOT_FOUND

SECURE_CERTIFICATE_FILE_NOT_FOUND(33) 

SECURE_CERTIFICATE
_NOT_TRUSTED

SECURE_CERTIFICATE_NOT_TRUSTED(24) 

SECURE_CERTIFICATE
_REF

SECURE_CERTIFICATE_REF(23) 

SECURE_CERTIFICATE
_ROOT

SECURE_CERTIFICATE_ROOT(20) 

SECURE_CREATE_CER
TIFICATE

SECURE_CREATE_CERTIFICATE(43) 

SECURE_CREATE_PRI
VATE_KEY_OBJECT

SECURE_CREATE_PRIVATE_KEY_OBJECT(49) 

SECURE_DUPLICATE_
CONTEXT

SECURE_DUPLICATE_CONTEXT(25) 

SECURE_ENABLE_NO
N_BLOCKING

SECURE_ENABLE_NON_BLOCKING(30) 

SECURE_EXPORT_CER
TIFICATE

SECURE_EXPORT_CERTIFICATE(38) 

SECURE_HANDSHAKE SECURE_HANDSHAKE(53) 

SECURE_IMPORT_CER
TIFICATE

SECURE_IMPORT_CERTIFICATE(44) 

SECURE_READ_CERTI
FICATE

SECURE_READ_CERTIFICATE(34) 

SECURE_READ_PRIVA
TE_KEY

SECURE_READ_PRIVATE_KEY(35) 

SECURE_SET_CHAIN_
NUMBER

SECURE_SET_CHAIN_NUMBER(32) 

SECURE_SET_CIPHER_
SUITES

SECURE_SET_CIPHER_SUITES(31) 

SECURE_SET_IO SECURE_SET_IO(26) 

メンバ 説明
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SECURE_SET_IO_SEM
ANTICS

SECURE_SET_IO_SEMANTICS(27) 

SECURE_SET_PRIVATE
_KEY

SECURE_SET_PRIVATE_KEY(36) 

SECURE_SET_PROTOC
OL_SIDE

SECURE_SET_PROTOCOL_SIDE(47) 

SECURE_SET_RANDO
M_FUNC

SECURE_SET_RANDOM_FUNC(46) 

SECURE_SET_RANDO
M_REF

SECURE_SET_RANDOM_REF(45) 

SECURE_SET_READ_F
UNC

SECURE_SET_READ_FUNC(55) 

SECURE_SET_WRITE_F
UNC

SECURE_SET_WRITE_FUNC(56) 

SECURE_TRUSTED_CE
RTIFICATE_FILE_NOT_
FOUND

SECURE_TRUSTED_CERTIFICATE_FILE_NOT_F
OUND(40) 

SECURE_TRUSTED_CE
RTIFICATE_READ

SECURE_TRUSTED_CERTIFICATE_READ(41) 

SEED_RANDOM SEED_RANDOM(16) 

SHUTTING_DOWN SHUTTING_DOWN(18) 

SOCKET_BIND SOCKET_BIND(62) 

SOCKET_CLEANUP SOCKET_CLEANUP(63) 

SOCKET_CLOSE SOCKET_CLOSE(64) 

SOCKET_CONNECT SOCKET_CONNECT(65) 

SOCKET_CREATE_TCPI
P

SOCKET_CREATE_TCPIP(60) 

SOCKET_CREATE_UDP SOCKET_CREATE_UDP(61) 

メンバ 説明
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参照 ◆ StreamErrorCode プロパティ

SOCKET_GET_HOST_B
Y_ADDR

SOCKET_GET_HOST_BY_ADDR(58) 

SOCKET_GET_NAME SOCKET_GET_NAME(66) 

SOCKET_GET_OPTION SOCKET_GET_OPTION(67) 

SOCKET_HOST_NAME
_NOT_FOUND

SOCKET_HOST_NAME_NOT_FOUND(57) 

SOCKET_LISTEN SOCKET_LISTEN(69) 

SOCKET_LOCALHOST_
NAME_NOT_FOUND

SOCKET_LOCALHOST_NAME_NOT_FOUND(59) 

SOCKET_PORT_OUT_O
F_RANGE

SOCKET_PORT_OUT_OF_RANGE(73) 

SOCKET_SELECT SOCKET_SELECT(71) 

SOCKET_SET_OPTION SOCKET_SET_OPTION(68) 

SOCKET_SHUTDOWN SOCKET_SHUTDOWN(70) 

SOCKET_STARTUP SOCKET_STARTUP(72) 

WOULD_BLOCK WOULD_BLOCK(13) 

WRITE WRITE(9) 

メンバ 説明
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ULStreamErrorContext 列挙

UL 拡張：ストリーム・エラーが発生したときに実行される基本的な

ネットワーク・オペレーションを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULStreamErrorContext
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULStreamErrorContext :
   short

メンバ

メンバ 説明

CLOSE CLOSE(6) 

CREATE CREATE(3) 

DESTROY DESTROY(4) 

END_READ END_READ(11) 

END_WRITE END_WRITE(10) 

GETVALUE GETVALUE(14) 

OPEN OPEN(5) 

READ READ(7) 

REGISTER REGISTER(1) 

SOFTSHUTDOWN SOFTSHUTDOWN(13) 

UNKNOWN UNKNOWN(0) 

UNREGISTER UNREGISTER(2) 

WRITE WRITE(8) 

WRITE_FLUSH WRITE_FLUSH(9) 

YIELD YIELD(12) 
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参照 ◆ StreamErrorContext プロパティ
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ULStreamErrorID 列挙

UL 拡張：同期中にエラーを報告する可能性のあるネットワーク・レイ

ヤを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULStreamErrorID
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULStreamErrorID :
   short

メンバ

メンバ 説明

ACTIVESYNC ACTIVESYNC(22) 

CERTICOM CERTICOM(11) 

CERTICOM_SSL CERTICOM_SSL(13) 

CERTICOM_TLS CERTICOM_TLS(14) 

DH_CAST DH_CAST(9) 

EMAIL EMAIL(20) 

FAKE FAKE(2) 

FILE FILE(21) 

HTTP HTTP(7) 

HTTPS HTTPS(8) 

JAVA_CERTICOM JAVA_CERTICOM(12) 

JAVA_RSA JAVA_RSA(24) 

NETTECH NETTECH(5) 

PALM_CONDUIT PALM_CONDUIT(3) 

PALM_SS PALM_SS(4) 
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参照 ◆ StreamErrorID プロパティ

REPLAY REPLAY(17) 

RIMBB RIMBB(6) 

RSA_TLS RSA_TLS(23) 

SECURE SECURE(10) 

SERIAL SERIAL(1) 

STRM STRM(18) 

TCPIP TCPIP(0) 

UDP UDP(19) 

WIRELESS WIRELESS(16) 

WIRESTRM WIRESTRM(15) 

メンバ 説明
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ULStreamType 列挙

UL 拡張：同期に使用する Mobile Link 同期ストリームのタイプを列挙

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULStreamType
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULStreamType :
   short

説明 特定のストリームのタイプの設定方法については、『Mobile Link クラ

イアント』 > 「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロト

コルのオプション」を参照してください。

メンバ

メンバ 説明

ACTIVE_SYNC ActiveSync 同期 (Windows CE のみ ) です。

ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダから同期を通

知されたときは、Ultra Light アプリケーションは 
ActiveSync 同期のみを使用する必要があります。

ULActiveSyncListener インタフェース を実装

し、SetActiveSyncListener メソッド を呼び出す

ことによって、アプリケーションはこのような通
知を受信できます。

HTTP HTTP を介して同期します。

HTTP ストリームは基本となるトランスポートと

して TCP/IP を使用します。Ultra Light アプリケー

ションは Web ブラウザとして機能し、Mobile Link 
同期サーバは Web サーバとして機能します。Ultra 
Light アプリケーションは、サーバへのデータ送信

のために POST 要求を送り、サーバからのデータ

の読み込みのために GET 要求を送ります。
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参照 ◆ Stream プロパティ

HTTPS HTTPS を介して同期します (RSA トランスポー

ト・レイヤ・セキュリティを適用した HTTP)。
トランスポート・レイヤ・セキュリティに関する
コンポーネントには別途ライセンスが必要です。
インストールする場合はご注文ください。このコ
ンポーネントのご注文については、ご購入いただ
いた販売代理店または弊社営業担当までご連絡く
ださい。

TCPIP TCP/IP を介して同期します。

UNKNOWN 未知の同期ストリームであるか、同期ストリーム
がありません。ユーザがストリーム・タイプを設
定していません。

メンバ 説明
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ULSyncParms クラス

UL 拡張：Ultra Light データベースの同期方法を定義する同期パラメー

タを表します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULSyncParms

// C# 
 public sealed class ULSyncParms

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。各接続に
は、SyncParms プロパティとしてアタッチされた、固有の 
ULSyncParms インスタンスがあります。

同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、ULSQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メ
ソッド によってスローされます。

その他の ULSQLCode 列挙 エラーの原因には、Stream プロパティ 値
または Version プロパティ 値を指定していないことが含まれます。

参照 ◆ ULSyncParms メンバ

◆ ULConnection クラス

◆ SyncParms プロパティ

◆ Synchronize メソッド

ULSyncParms メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

AuthenticationParms プ
ロパティ

カスタム・ユーザ認証スクリプト (Mobile Link 
authenticate_parameters 接続イベント ) のパラメー

タを指定します。
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CheckpointStore プロ

パティ

クライアントが、追加のストア・チェックポイン
トを実行して、同期中にデータベース・ストアの
サイズの増加を制御するかどうかを指定します。

DisableConcurrency プ
ロパティ

同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無

効にするか、有効にするかを指定します。

DownloadOnly プロパ

ティ

同期時のアップロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。

KeepPartialDownload 
プロパティ

同期時の部分的なダウンロードを無効にするか、
有効にするかを指定します。

NewPassword プロパ

ティ

UserName で指定されたユーザの新しい Mobile 
Link パスワードを指定します。

Password プロパティ UserName で指定されたユーザの Mobile Link パス

ワードです。

PingOnly プロパティ 実際に同期を行う代わりに、クライアントが 
Mobile Link 同期サーバに ping のみを行うかどう

かを指定します。

PublicationMask プロ

パティ

同期させるパブリケーションを指定します。

ResumePartialDownloa
d プロパティ

前の部分的なダウンロードを再開するか、破棄す
るかを指定します。

SendColumnNames プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにカラム名を送信するかどうかを指定します。

SendDownloadAck プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにダウンロード確認を送信するかどうかを指定
します。

Stream プロパティ 同期に使用する Mobile Link 同期ストリームを指

定します。

StreamParms プロパ

ティ

同期ストリームの設定パラメータを指定します。

UploadOnly プロパ

ティ

同期時のダウンロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。

メンバ 説明
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CheckpointStore プロ

パティ

クライアントが、追加のストア・チェックポイン
トを実行して、同期中にデータベース・ストアの
サイズの増加を制御するかどうかを指定します。

DisableConcurrency プ
ロパティ

同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無

効にするか、有効にするかを指定します。

DownloadOnly プロパ

ティ

同期時のアップロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。

KeepPartialDownload 
プロパティ

同期時の部分的なダウンロードを無効にするか、
有効にするかを指定します。

NewPassword プロパ

ティ

UserName で指定されたユーザの新しい Mobile 
Link パスワードを指定します。

Password プロパティ UserName で指定されたユーザの Mobile Link パス

ワードです。

PingOnly プロパティ 実際に同期を行う代わりに、クライアントが 
Mobile Link 同期サーバに ping のみを行うかどう

かを指定します。

PublicationMask プロ

パティ

同期させるパブリケーションを指定します。

ResumePartialDownloa
d プロパティ

前の部分的なダウンロードを再開するか、破棄す
るかを指定します。

SendColumnNames プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにカラム名を送信するかどうかを指定します。

SendDownloadAck プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにダウンロード確認を送信するかどうかを指定
します。

Stream プロパティ 同期に使用する Mobile Link 同期ストリームを指

定します。

StreamParms プロパ

ティ

同期ストリームの設定パラメータを指定します。

UploadOnly プロパ

ティ

同期時のダウンロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。

メンバ 説明
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パブリック・インスタンス・メソッド

AuthenticationParms プロパティ

カスタム・ユーザ認証スクリプト (Mobile Link authenticate_parameters 
接続イベント ) のパラメータを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AuthenticationParms As String()

// C# 
 public string [] AuthenticationParms {get;set;}

プロパティ値 それぞれに認証パラメータが格納された、文字列の配列 ( 配列のエン

トリが null であると、同期エラーになります )。デフォルト値は null 
参照 (Visual Basic の Nothing) で、認証パラメータは指定されません。

説明 最初の 255 文字のみが使用されます。また、各文字列は 128 文字以下

である必要があります ( 長すぎる文字列は、Mobile Link 同期サーバに

送信されるときにトランケートされます )。

UserName プロパティ Mobile Link 同期サーバが Mobile Link クライアン

トをユニークに識別するユーザ名です。

Version プロパティ 使用する同期スクリプトを指定します。

メンバ 説明

CopyFrom メソッド 指定した ULSyncParms クラス オブジェクトの

プロパティを、この ULSyncParms クラス オブ

ジェクトにコピーします。

メンバ 説明
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CheckpointStore プロパティ

クライアントが、追加のストア・チェックポイントを実行して、同期
中にデータベース・ストアのサイズの増加を制御するかどうかを指定
します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property CheckpointStore As Boolean

// C# 
 public bool CheckpointStore {get;set;}

プロパティ値 クライアントが追加のストア・チェックポイントを実行する必要があ
ると指定する場合は true。デフォルトは false で、必要なチェックポイ

ントのみが実行されます。

説明 チェックポイント操作は、アプリケーションの I/O 操作を増やすた

め、同期が低速になります。このオプションは、多くの更新を伴う大
量のダウンロードに最適です。低速なフラッシュ・メモリを使用する
デバイスでは、追加のチェックポイントの実行によって、望ましくな
いパフォーマンスの低下が生じることがあります。

DisableConcurrency プロパティ

同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無効にするか、有効に

するかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DisableConcurrency As Boolean

// C# 
 public bool DisableConcurrency {get;set;}

プロパティ値 同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無効にする場合は 
true、有効にする場合は false。デフォルトは false です。

説明 デフォルトでは、1 つのスレッドが同期しているときに、別のスレッ

ドが Ultra Light の操作を行うことがあります。同時同期が無効になっ

ていると、別のスレッドは同期が完了するまで Ultra Light の呼び出し

をブロックされます。
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DownloadOnly プロパティ

同期時のアップロードを無効にするか、有効にするかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DownloadOnly As Boolean

// C# 
 public bool DownloadOnly {get;set;}

プロパティ値 同期時のアップロードを無効にする場合は true、有効にする場合は 
false。デフォルトは false です。

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、ULSQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メ
ソッド によってスローされます。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ UploadOnly プロパティ

KeepPartialDownload プロパティ

同期時の部分的なダウンロードを無効にするか、有効にするかを指定
します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property KeepPartialDownload As Boolean

// C# 
 public bool KeepPartialDownload {get;set;}

プロパティ値 同期時の部分的なダウンロードを有効にする場合は true、無効にする

場合は false。デフォルトは false です。

説明 Ultra Light.NET では、通信エラーや、ユーザによる 
ULSyncProgressListener からのアボートが原因で失敗したダウンロー

ドを再起動できます。Ultra Light.NET は、ダウンロードを受信しなが
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ら処理します。ダウンロードが中断した場合は、部分的なダウンロー
ド・トランザクションがデータベース内に残るため、次の同期中に再
開できます。

Ultra Light.NET で部分的なダウンロードを保存する必要があることを

示すには、connection.SyncParms.KeepPartialDownload=true と指定しま

す。指定しないと、エラーが発生した場合にダウンロードがロール
バックされます。

部分的なダウンロードが保持された場合、connection.Synchronize() の
終了時に、出力フィールド 
connection.SyncResult.PartialDownloadRetained プロパティ が true に設

定されます。

PartialDownloadRetained が設定されている場合は、ダウンロードを再

開できます。再開するには、true に設定された 
connection.SyncParms.ResumePartialDownload プロパティ を使用して 
connection.Synchronize() を呼び出します。別の通信エラーの発生に備

えて、KeepPartialDownload も true に設定しておくことをおすすめしま

す。ダウンロードが省略された場合は、アップロードは行われませ
ん。

再開したダウンロードで受信するダウンロードは、最初にダウンロー
ドを開始したときと同じものです。最新のデータが必要な場合は、再
開された特別なダウンロードが完了した直後に、もう一度ダウンロー
ドを行うことができます。

ダウンロードを再開する場合、ULSyncParms フィールドの多くは関係

ありません。たとえば、PublicationMask フィールドが使用されませ

ん。受信するパブリケーションは、最初のダウンロード時に要求した
ものです。設定する必要があるフィールドは、ResumePartialDownload 
プロパティ と UserName プロパティ だけです。KeepPartialDownload 
フィールドと DisableConcurrency プロパティ フィールドを必要に応じ

て設定すると、正常に機能します。

部分的なダウンロードが存在するが、このダウンロードが必要ではな
くなった場合は、RollbackPartialDownload メソッド を呼び出して、失

敗したダウンロード・トランザクションをロールバックできます。ま
た、同期をもう一度実行したときに ResumePartialDownload を指定し

なかった場合は、部分的なダウンロードがロールバックされてから、
次の同期が開始されます。
339



ULSyncParms クラス
詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロー

ドの再開」を参照してください。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ PartialDownloadRetained プロパティ

◆ ResumePartialDownload プロパティ

◆ RollbackPartialDownload メソッド

NewPassword プロパティ

UserName で指定されたユーザの新しい Mobile Link パスワードを指定

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property NewPassword As String

// C# 
 public string  NewPassword {get;set;}

プロパティ値 新しい Mobile Link パスワードを指定する文字列。デフォルト値は 
null 参照 (Visual Basic の Nothing) で、パスワードは変更されません。

説明 新しいパスワードが有効になるのは、次の同期の後です。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ UserName プロパティ

Password プロパティ

UserName で指定されたユーザの Mobile Link パスワードです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Password As String

// C# 
 public string  Password {get;set;}
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プロパティ値 Mobile Link パスワードを指定する文字列。デフォルト値は null 参照 
(Visual Basic の Nothing) で、パスワードは指定されません。

説明 Mobile Link ユーザ名とパスワードは他のデータベース・ユーザ ID や
パスワードとは別のもので、アプリケーションを Mobile Link 同期

サーバに対して識別し、認証するために使用されます。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ NewPassword プロパティ

◆ UserName プロパティ

PingOnly プロパティ

実際に同期を行う代わりに、クライアントが Mobile Link 同期サーバ

に ping のみを行うかどうかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property PingOnly As Boolean

// C# 
 public bool PingOnly {get;set;}

プロパティ値 クライアントが Mobile Link 同期サーバに ping のみを行うように指定

する場合は true、クライアントが実際に同期を行うように指定する場

合は false。デフォルトは false です。

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、ULSQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メ
ソッド によってスローされます。

PublicationMask プロパティ

同期させるパブリケーションを指定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property PublicationMask As Integer

// C# 
 public int PublicationMask {get;set;}

プロパティ値 パブリケーション・マスク のビット処理の組み合わせとして、特別

値 SYNC_ALL_PUBS フィールド、または特別値 SYNC_ALL_DB 
フィールド。デフォルトは SYNC_ALL_DB フィールド です。パブリ

ケーション・マスクの詳細については、ULPublicationSchema クラス 
を参照してください。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ Mask プロパティ

ResumePartialDownload プロパティ

前の部分的なダウンロードを再開するか、破棄するかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ResumePartialDownload As Boolean

// C# 
 public bool ResumePartialDownload {get;set;}

プロパティ値 前の部分的なダウンロードを再開する場合は true、破棄する場合は 
false。デフォルトは false です。

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、ULSQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メ
ソッド によってスローされます。

部分的なダウンロードの詳細については、KeepPartialDownload プロパ

ティ を参照してください。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ
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◆ PartialDownloadRetained プロパティ

SendColumnNames プロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サーバにカラム名を送信

するかどうかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SendColumnNames As Boolean

// C# 
 public bool SendColumnNames {get;set;}

プロパティ値 クライアントがカラム名を Mobile Link 同期サーバに送信する必要が

あると指定する場合は true、カラム名を送信しないように指定する場

合は false。デフォルトは false です。

説明 このパラメータは、通常は同期スクリプトを自動的に生成するために 
Mobile Link 同期サーバで -za オプションまたは -ze オプションととも

に使用されます。

SendDownloadAck プロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サーバにダウンロード確

認を送信するかどうかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SendDownloadAck As Boolean

// C# 
 public bool SendDownloadAck {get;set;}

プロパティ値 クライアントがダウンロード確認を Mobile Link 同期サーバに送信す

る必要があると指定する場合は true、ダウンロード確認を送信しない

ように指定する場合は false。デフォルトは false です。
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説明 クライアントがダウンロード確認を送信する場合、Mobile Link 同期

サーバのワーカ・スレッドは、クライアントがダウンロードを適用す
るまで待機します。クライアントがダウンロード確認を送信しない場
合、Mobile Link 同期サーバは、次の同期のため、まもなく解放され

ます。

Stream プロパティ

同期に使用する Mobile Link 同期ストリームを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Stream As ULStreamType

// C# 
 public ULStreamType Stream {get;set;}

プロパティ値 使用する同期ストリームのタイプを指定する ULStreamType 列挙 値の 
1 つ。このパラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定し

てください。

説明 ほとんどの同期ストリームでは、Mobile Link 同期サーバのアドレス

を識別したり、その他の動作を制御したりするパラメータが必要で
す。これらのパラメータは、StreamParms プロパティで指定します。

ストリーム・タイプが、プラットフォームに適さない無効な値に設定
されていると、ストリーム・タイプは ULStreamType 列挙 に設定され

ます。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ ULStreamType 列挙

◆ StreamParms プロパティ

StreamParms プロパティ

同期ストリームの設定パラメータを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property StreamParms As String
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// C# 
 public string  StreamParms {get;set;}

プロパティ値 キーワードと値の組み合わせがセミコロンで区切られたリスト形式
の、ストリームのパラメータを指定する文字列。デフォルト値は null 
参照 (Visual Basic の Nothing) です。

説明 特定のストリームのタイプの設定方法については、『Mobile Link クラ

イアント』 > 「Ultra Light 同期クライアントのネットワーク・プロト

コルのオプション」を参照してください。

StreamParms は、同期ストリームに使用されるすべてのパラメータが

含まれている文字列です。パラメータは、名前 = 値の組み合わせをセ

ミコロンで区切ったリスト ("param1=value1;param2=value2") で指定し

ます。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ Stream プロパティ

◆ ULStreamType 列挙

UploadOnly プロパティ

同期時のダウンロードを無効にするか、有効にするかを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UploadOnly As Boolean

// C# 
 public bool UploadOnly {get;set;}

プロパティ値 ダウンロードを無効にする場合は true、有効にする場合は false。デ

フォルトは false です。

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、ULSQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メ
ソッド によってスローされます。
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参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ DownloadOnly プロパティ

UserName プロパティ

Mobile Link 同期サーバが Mobile Link クライアントをユニークに識別

するユーザ名です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UserName As String

// C# 
 public string  UserName {get;set;}

プロパティ値 ユーザ名を指定する文字列。このパラメータにはデフォルト値がない
ので、明示的に設定してください。

説明 Mobile Link では、この値を使用して、ダウンロードする内容の決定、

同期ステータスの記録、同期中の割り込みからの復帰を行います。こ
のユーザ名とパスワードは他のデータベース・ユーザ ID やパスワー

ドとは別のもので、アプリケーションを Mobile Link 同期サーバに対

して識別し、認証するために使用されます。

参照 ◆ ULSyncParms クラス

◆ ULSyncParms メンバ

◆ Password プロパティ

Version プロパティ

使用する同期スクリプトを指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Version As String

// C# 
 public string  Version {get;set;}
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プロパティ値 使用する同期スクリプトのバージョンを指定する文字列。このパラ
メータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してください。

説明 統合データベースの同期スクリプトは、それぞれバージョン文字列で
区別されます。たとえば、異なる文字列バージョンによって特定され
る 2 種類の download_cursor スクリプトがあります。Ultra Light アプリ

ケーションは、バージョン文字列により、同期スクリプトのセットか
ら選択できます。

CopyFrom メソッド

指定した ULSyncParms クラス オブジェクトのプロパティを、この 
ULSyncParms クラス オブジェクトにコピーします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub CopyFrom( _
    ByVal src As ULSyncParms _
 )

// C# 
 public void CopyFrom(
    ULSyncParms src
 );

パラメータ • src コピー元のオブジェクト
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ULSyncProgressData クラス

UL 拡張：同期の進行状況のモニタリング・データを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULSyncProgressData

// C# 
 public class ULSyncProgressData

参照 ◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressListener インタフェース

ULSyncProgressData メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ErrorMessage プロパ

ティ

同期中に発生したエラーを説明するエラー・メッ
セージを返します。

ReceivedBytes プロパ

ティ

現在までに受信したバイト数を返します。この情
報は、すべてのステータスで更新されます。

ReceivedDeletes プロ

パティ

現在までに受信した削除済みのローの数を返しま
す。

ReceivedInserts プロパ

ティ

現在までに受信した挿入済みのローの数を返しま
す。

ReceivedUpdates プロ

パティ

現在までに受信した更新済みのローの数を返しま
す。

SentBytes プロパティ 現在までに送信されたバイト数を返します。この
情報は、すべてのステータスで更新されます。

SentDeletes プロパ

ティ

現在までに送信された削除済みのローの数を返し
ます。

SentInserts プロパティ 現在までに送信された挿入済みのローの数を返し
ます。
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ErrorMessage プロパティ

同期中に発生したエラーを説明するエラー・メッセージを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ErrorMessage As String

// C# 
 public string  ErrorMessage {get;}

プロパティ値 同期中に発生したエラーを説明する文字列

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

SentUpdates プロパ

ティ

現在までに送信された更新済みのローの数を返し
ます。

SQLCode プロパティ 同期の SQL コードを返します。

State プロパティ 現在の同期のステータスを返します。

SyncParms プロパティ 接続の SyncParms オブジェクトへの参照を返しま

す。

SyncResult プロパティ 接続の SyncResult オブジェクトへの参照を返しま

す。このオブジェクトは、ULSyncProgressState 
列挙 イベントおよび ULSyncProgressState 列挙 
イベントでのみ更新されます。

TableCount プロパ

ティ

現在までに送信または受信したテーブルの数です 
(TableTotal の TableCount)。

TableIndex プロパティ 現在同期中のテーブルのインデックスを返します 
( テーブルには 1 ～ DatabaseSchema.TableCount ま
での番号が付けられています )。

TableTotal プロパティ 同期中のテーブルの数を返します。

メンバ 説明
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ReceivedBytes プロパティ

現在までに受信したバイト数を返します。この情報は、すべてのス
テータスで更新されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedBytes As Long

// C# 
 public long ReceivedBytes {get;}

プロパティ値 現在までに受信したバイト数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

ReceivedDeletes プロパティ

現在までに受信した削除済みのローの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedDeletes As Integer

// C# 
 public int ReceivedDeletes {get;}

プロパティ値 現在までに受信した削除済みのローの数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

ReceivedInserts プロパティ

現在までに受信した挿入済みのローの数を返します。
350



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedInserts As Integer

// C# 
 public int ReceivedInserts {get;}

プロパティ値 現在までに受信した挿入済みのローの数 

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

ReceivedUpdates プロパティ

現在までに受信した更新済みのローの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedUpdates As Integer

// C# 
 public int ReceivedUpdates {get;}

プロパティ値 現在までに受信した更新済みのローの数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

SentBytes プロパティ

現在までに送信されたバイト数を返します。この情報は、すべてのス
テータスで更新されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentBytes As Long
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// C# 
 public long SentBytes {get;}

プロパティ値 現在までに送信されたバイト数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

SentDeletes プロパティ

現在までに送信された削除済みのローの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentDeletes As Integer

// C# 
 public int SentDeletes {get;}

プロパティ値 現在までに送信された削除済みのローの数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

SentInserts プロパティ

現在までに送信された挿入済みのローの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentInserts As Integer

// C# 
 public int SentInserts {get;}

プロパティ値 現在までに送信された挿入済みのローの数
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参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

SentUpdates プロパティ

現在までに送信された更新済みのローの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentUpdates As Integer

// C# 
 public int SentUpdates {get;}

プロパティ値 現在までに送信された更新済みのローの数 

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

SQLCode プロパティ

同期の SQL コードを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SQLCode As ULSQLCode

// C# 
 public ULSQLCode SQLCode {get;}

プロパティ値 同期エラーの ULSQLCode 列挙 値

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙
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State プロパティ

現在の同期のステータスを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property State As ULSyncProgressState

// C# 
 public ULSyncProgressState State {get;}

プロパティ値 現在の同期のステータスを指定する ULSyncProgressState 列挙 値の 1 
つ

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

SyncParms プロパティ

接続の SyncParms オブジェクトへの参照を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncParms As ULSyncParms

// C# 
 public ULSyncParms SyncParms {get;}

プロパティ値 SyncParms プロパティ オブジェクトへの参照

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ SyncParms プロパティ
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SyncResult プロパティ

接続の SyncResult オブジェクトへの参照を返します。このオブジェク

トは、ULSyncProgressState 列挙 イベントおよび ULSyncProgressState 
列挙 イベントでのみ更新されます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncResult As ULSyncResult

// C# 
 public ULSyncResult SyncResult {get;}

プロパティ値 SyncResult プロパティ オブジェクトへの参照

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

TableCount プロパティ

現在までに送信または受信したテーブルの数です (TableTotal の 
TableCount)。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableCount As Integer

// C# 
 public int TableCount {get;}

プロパティ値 送信または受信したテーブルの数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙
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TableIndex プロパティ

現在同期中のテーブルのインデックスを返します ( テーブルには 1 ～ 
DatabaseSchema.TableCount までの番号が付けられています )。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableIndex As Integer

// C# 
 public int TableIndex {get;}

プロパティ値 現在同期中のテーブルのインデックス。テーブルには、1 ～ 
TableCount プロパティ までの番号が付けられています。

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙

TableTotal プロパティ

同期中のテーブルの数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableTotal As Integer

// C# 
 public int TableTotal {get;}

プロパティ値 同期中のテーブルの数

参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

◆ ULSyncProgressData メンバ

◆ ULSyncProgressState 列挙

◆ ULSyncProgressState 列挙
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ULSyncProgressListener インタフェース

UL 拡張： 同期プログレスイベントを受信するリスナ・インタフェース

です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ULSyncProgressListener

// C# 
 public interface ULSyncProgressListener

参照 ◆ ULSyncProgressListener メンバ

◆ Synchronize メソッド

ULSyncProgressListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

SyncProgressed メソッド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中に起動されます。こ
のメソッドは true を返して同期をキャンセルするか、false を返して続

行する必要があります。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function SyncProgressed( _
    ByVal data As ULSyncProgressData _
 ) As Boolean

メンバ 説明

SyncProgressed メソッ

ド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中
に起動されます。このメソッドは true を返して同

期をキャンセルするか、false を返して続行する必

要があります。
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// C# 
 public bool SyncProgressed(
    ULSyncProgressData data
 );

パラメータ • data 最新の同期のプログレス・データを保持している 
ULSyncProgressData クラス オブジェクト

戻り値 このメソッドは true を返して同期をキャンセルするか、false を返して

続行する必要があります。 

説明 SyncProgressed の呼び出し中に、Ultra Light.NET API のメソッドを呼

び出さないでください。
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ULSyncProgressState 列挙

UL 拡張：同期中に発生する可能性のあるすべてのステータスを列挙し

ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum ULSyncProgressState
   Inherits Short

// C# 
 public enum ULSyncProgressState :
   short

メンバ

メンバ 説明

STATE_CANCELLED 同期がキャンセルされました。

STATE_COMMITTING_
DOWNLOAD

ダウンロードをコミットしています。受信された
最終的なロー数が、このイベントに含まれます。

ReceivedBytes プロパティ、ReceivedInserts プ
ロパティ、ReceivedUpdates プロパティ、

ReceivedDeletes プロパティ を参照してくださ

い。

STATE_CONNECTING 同期ストリームは構築されていますが、まだ開か
れていません。

STATE_DISCONNECTIN
G

同期ストリームが閉じようとしています。

STATE_DONE 同期が正常に完了しました。接続の SyncResult 
プロパティ オブジェクトが更新されています。

STATE_ERROR 同期は完了しましたが、エラーが発生しました。

詳細については、SyncResult プロパティ、

ErrorMessage プロパティ、SQLCode プロパ

ティ を確認してください。
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STATE_FINISHING_UPL
OAD

アップロードが完了しています。送信された最終
的なロー数が、このイベントに含まれます。

SentBytes プロパティ、SentInserts プロパ

ティ、SentUpdates プロパティ、SentDeletes 
プロパティ を参照してください。

STATE_LAST 同期の最後のステータスです。このステータス
は、常にその他のステータスの後に入力されま
す。他の ULSyncProgressData フィールドには、有

効なデータがないことがあります。

STATE_RECEIVING_DA
TA

現在のテーブルのデータを受信しています。

ReceivedBytes プロパティ、ReceivedInserts プ
ロパティ、ReceivedUpdates プロパティ、

ReceivedDeletes プロパティ が更新されていま

す。

STATE_RECEIVING_TA
BLE

テーブルが受信されています。進行状況をモニタ

するには、TableIndex プロパティ と 
TableCount プロパティ を使用します。

STATE_RECEIVING_UP
LOAD_ACK

アップロードが完了したという確認が受信されて
います。

STATE_ROLLING_BAC
K_DOWNLOAD

ダウンロード中にエラーが発生したため、同期に
よってダウンロードがロールバックされていま
す。後続の STATE_ERROR 進行状況レポートにエ

ラーがレポートされます。

STATE_SENDING_DAT
A

現在のテーブルのデータが送信されています。

SentBytes プロパティ、SentInserts プロパ

ティ、SentUpdates プロパティ、SentDeletes 
プロパティ が更新されています。

STATE_SENDING_DOW
NLOAD_ACK

ダウンロードが完了したという確認が送信されて
います。

STATE_SENDING_HEA
DER

同期ストリームが開かれ、ヘッダが送信されよう
としています。

STATE_SENDING_TABL
E

テーブルが送信されています。進行状況をモニタ

するには、TableIndex プロパティ と 
TableCount プロパティ を使用します。

メンバ 説明
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参照 ◆ ULSyncProgressData クラス

STATE_STARTING 同期処理はまだ行われていません。

メンバ 説明
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ULSyncResult クラス

UL 拡張：前回の同期のステータスを表します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULSyncResult

// C# 
 public class ULSyncResult

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。各接続に
は、SyncResult プロパティとしてアタッチされた、固有の 
ULSyncResult インスタンスがあります。ULSyncResult インスタンス

が有効なのは、接続が開かれている間だけです。

参照 ◆ ULSyncResult メンバ

◆ SyncResult プロパティ

◆ Synchronize メソッド

ULSyncResult メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

AuthStatus プロパティ 前回行われた同期の認証ステータス・コードを返
します。

AuthValue プロパティ カスタム・ユーザ認証同期スクリプトからの戻り
値を返します。

IgnoredRows プロパ

ティ

前回行われた同期で、アップロードされたローが
無視されたかどうかを確認します。

PartialDownloadRetain
ed プロパティ

前回行われた同期で、部分的なダウンロードが保
持されたかどうかを確認します。

StreamErrorCode プロ

パティ

ストリーム自体によってレポートされるエラーを
返します。
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プロテクト・インスタンス・メソッド

AuthStatus プロパティ

前回行われた同期の認証ステータス・コードを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property AuthStatus As ULAuthStatusCode

// C# 
 public ULAuthStatusCode AuthStatus {get;}

プロパティ値 前回行われた同期の認証ステータスを示す ULAuthStatusCode 列挙 値
の 1 つ

StreamErrorContext プ
ロパティ

ストリーム・エラーが発生したときに実行される
基本的なネットワーク・オペレーションを返しま
す。

StreamErrorID プロパ

ティ

エラーをレポートするネットワーク・レイヤの ID 
を返します。

StreamErrorSystem プ
ロパティ

ストリーム・エラー・システム固有のコードを返
します。

Timestamp プロパティ 前回の同期のタイムスタンプを返します。

UploadOK プロパティ 前回のアップロード同期が成功したかどうかを
チェックします。

メンバ 説明

Finalize メソッド ULSyncResult がガーベジ・コレクションによって

回収される前に、アンマネージ・リソースを解放
し、その他のクリーンアップ操作を行います。

メンバ 説明
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AuthValue プロパティ

カスタム・ユーザ認証同期スクリプトからの戻り値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property AuthValue As Long

// C# 
 public long AuthValue {get;}

プロパティ値 カスタム・ユーザ認証同期スクリプトから返された long integer

IgnoredRows プロパティ

前回行われた同期で、アップロードされたローが無視されたかどうか
を確認します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IgnoredRows As Boolean

// C# 
 public bool IgnoredRows {get;}

プロパティ値 前回の同期中にアップロードされたローが無視された場合は true、
ローが無視されなかった場合は false 

参照 ◆ ULSyncResult クラス

◆ ULSyncResult メンバ

◆ DownloadOnly プロパティ

PartialDownloadRetained プロパティ

前回行われた同期で、部分的なダウンロードが保持されたかどうかを
確認します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PartialDownloadRetained As Boolean
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// C# 
 public bool PartialDownloadRetained {get;}

プロパティ値 ダウンロードが中断され、部分的なダウンロードが保持された場合は 
true、ダウンロードが中断されなかった場合または部分的なダウン

ロードがロールバックされた場合は false

参照 ◆ ULSyncResult クラス

◆ ULSyncResult メンバ

◆ KeepPartialDownload プロパティ

StreamErrorCode プロパティ

ストリーム自体によってレポートされるエラーを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorCode As ULStreamErrorCode

// C# 
 public ULStreamErrorCode StreamErrorCode {get;}

プロパティ値 ストリーム自体によってレポートされるエラーを示す 
ULStreamErrorCode 列挙 値の 1 つ。ただし、エラーが発生しなかった

場合は ULStreamErrorCode 列挙。

StreamErrorContext プロパティ

ストリーム・エラーが発生したときに実行される基本的なネットワー
ク・オペレーションを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorContext As ULStreamErrorContext

// C# 
 public ULStreamErrorContext StreamErrorContext {get;}

プロパティ値 ストリーム・エラーが発生したときに実行される基本的なネットワー
ク・オペレーションを示す ULStreamErrorContext 列挙 値の 1 つ
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StreamErrorID プロパティ

エラーをレポートするネットワーク・レイヤの ID を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorID As ULStreamErrorID

// C# 
 public ULStreamErrorID StreamErrorID {get;}

プロパティ値 エラーをレポートするネットワーク・レイヤの ID を示す 
ULStreamErrorID 列挙 値の 1 つ

StreamErrorSystem プロパティ

ストリーム・エラー・システム固有のコードを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorSystem As Integer

// C# 
 public int StreamErrorSystem {get;}

プロパティ値 ストリーム・エラー・システム固有のコードを示す整数

Timestamp プロパティ

前回の同期のタイムスタンプを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Timestamp As Date

// C# 
 public DateTime Timestamp {get;}

プロパティ値 前回の同期のタイムスタンプを指定する DateTime
366



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
UploadOK プロパティ

前回のアップロード同期が成功したかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UploadOK As Boolean

// C# 
 public bool UploadOK {get;}

プロパティ値 前回のアップロード同期が成功であった場合は true、不成功であった

場合は false

Finalize メソッド

ULSyncResult がガーベジ・コレクションによって回収される前に、ア

ンマネージ・リソースを解放し、その他のクリーンアップ操作を行い
ます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();
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ULTable クラス

UL 拡張： Ultra Light データベース内のテーブルを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ULTable
   Inherits ULDataReader

// C# 
 public class ULTable :
   ULDataReader

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。テーブル
は、ULCommand クラスの ExecuteTable メソッドを使用して作成され

ます。

ULTable メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

Depth プロパティ ( 継
承 ULDataReader)

現在のローのネストの深さを返します。最も外側
のテーブルの深さは 0 です。

FieldCount プロパティ 
( 継承 ULDataReader)

このカーソル内のカラム数を返します。

IsBOF プロパティ ( 継
承 ULDataReader)

UL 拡張：現在のローの位置が最初のローの前で

あるかどうかを確認します。

IsClosed プロパティ (
継承 ULDataReader)

カーソルが現在開いているかどうかを確認しま
す。

IsEOF プロパティ ( 継
承 ULDataReader)

UL 拡張：現在のローの位置が最後のローの後で

あるかどうかを確認します。

Item プロパティ ( 継承 
ULDataReader)

指定したカラムの値をネイティブ・フォーマット
で返します。C# では、このプロパティは 
ULDataReader クラスのインデクサです。
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パブリック・インスタンス・メソッド

Item プロパティ ( 継承 
ULDataReader)

指定した名前のカラムの値をネイティブ・フォー
マットで返します。C# では、このプロパティは 
ULDataReader クラスのインデクサです。

RecordsAffected プロ

パティ ( 継承 
ULDataReader)

SQL 文の実行によって変更、挿入、または削除さ

れたローの数を返します。SELECT 文または 
CommandType.TableDirect テーブルの場合、この値

は -1 です。

RowCount プロパティ 
( 継承 ULDataReader)

UL 拡張：カーソル内のロー数を返します。

Schema プロパティ テーブル・スキーマを保持します。このプロパ
ティが有効なのは、接続が開かれている間だけで
す。

メンバ 説明

AppendBytes メソッド 指定した Byte 配列の指定したサブセットを、指定

した ULDbType 列挙 カラムの新しい値に追加し

ます。

AppendChars メソッド 指定した System.Char 配列の指定したサブセット

を、指定した ULDbType 列挙 カラムの新しい値

に追加します。

Close メソッド ( 継承 
ULDataReader)

カーソルを閉じます。

Delete メソッド 現在の行を削除します。

DeleteAllRows メソッ

ド

テーブルのすべてのローを削除します。

Dispose メソッド ( 継
承 ULDataReader)

ULDataReader によって使用されるアンマネージ・

リソースを解放するほか、必要に応じてマネー
ジ・リソースを解放します。

FindBegin メソッド テーブルで新規に検索を実行する準備を行いま
す。

メンバ 説明
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FindFirst メソッド テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値かそのセット全体に完全に一
致するローを検索します。

FindFirst メソッド テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値かそのセットの一部に完全に
一致するローを検索します。

FindLast メソッド テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に完全
に一致するローを検索します。

FindLast メソッド テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に完
全に一致するローを検索します。

FindNext メソッド 現在の位置からテーブルを順方向に移動しなが
ら、次のローが現在のインデックスの値かその
セット全体に完全に一致するかどうかを調べて、

FindFirst メソッド 検索を続行します。

FindNext メソッド 現在の位置からテーブルを順方向に移動しなが
ら、次のローが現在のインデックスの値かその
セットの一部に完全に一致するかどうかを調べ

て、FindFirst メソッド 検索を続行します。

FindPrevious メソッド 現在の位置からテーブルを逆方向に移動しなが
ら、前のローが現在のインデックスの値かその
セット全体に完全に一致するかどうかを調べて、

FindLast メソッド 検索を続行します。

FindPrevious メソッド 現在の位置からテーブルを逆方向に移動しなが
ら、前のローが現在のインデックスの値かその
セットの一部に完全に一致するかどうかを調べ

て、FindLast メソッド 検索を続行します。

GetBoolean メソッド (
継承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Boolean として返します。

GetByte メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を符号なし 8 ビット値 (Byte) 
として返します。

メンバ 説明
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GetBytes メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したオフセットで始まる、指定した 
ULDbType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。

GetBytes メソッド ( 継
承 ULDataReader)

UL 拡張：指定したカラムの値を Byte 配列として

返します。ULDbType 列挙 型、ULDbType 列挙 
型、ULDbType 列挙 型のカラムの場合にのみ有

効です。

GetChar メソッド ( 継
承 ULDataReader)

このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされ

ていません。

GetChars メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したオフセットで始まる、指定した 
ULDbType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。

GetData メソッド ( 継
承 ULDataReader)

このメソッドは Ultra Light.NET ではサポートされ

ていません。

GetDataTypeName メ
ソッド ( 継承 
ULDataReader)

指定したカラムのプロバイダのデータ型の名前を
返します。

GetDateTime メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime 
として返します。

GetDecimal メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
指定したカラムの値を Decimal として返します。

GetDouble メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Double として返します。

GetFieldType メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムに最適な Type を返します。

GetFloat メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Single として返します。

GetGuid メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を UUID (Guid) として返しま

す。

メンバ 説明
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GetInt16 メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Int16 として返します。

GetInt32 メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Int32 として返します。

GetInt64 メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を Int64 として返します。

GetName メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの名前を返します。

GetOrdinal メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムのカラム ID を返します。

GetSchemaTable メ
ソッド ( 継承 
ULDataReader)

ULDataReader のカラムのメタデータが記述された 
DataTable を返します。

GetString メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値を String として返します。

GetTimeSpan メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan 
として返します。

GetUInt16 メソッド 
( 継承 ULDataReader)

指定したカラムの値を UInt16 として返します。

GetUInt32 メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
指定したカラムの値を UInt32 として返します。

GetUInt64 メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
指定したカラムの値を UInt64 として返します。

GetValue メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定したカラムの値をネイティブ・フォーマット
で返します。

GetValues メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
現在のローのすべてのカラム値を返します。

メンバ 説明
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Insert メソッド 現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定され

ます ) で新しいローを挿入します。

挿入を行う前に InsertBegin メソッド を呼び出し

てください。

InsertBegin メソッド 現在のすべてのカラムをデフォルト値に設定し
て、テーブルに新しいローを挿入する準備を行い
ます。

IsDBNull メソッド ( 継
承 ULDataReader)

指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェッ

クします。

LookupBackward メ
ソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に一致
するか、その値より小さい値を持つローを検索し
ます。

LookupBackward メ
ソッド

テーブルを最初から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に一
致するか、その値より小さい値を持つローを検索
します。

LookupBegin メソッド テーブルで新規に検索を実行する準備を行いま
す。検索する値は、テーブルを開いたインデック
ス内のカラムで適切な setType メソッドを呼び出

して指定します。

LookupForward メソッ

ド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に一致
するか、その値より大きい値を持つローを検索し
ます。

LookupForward メソッ

ド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に一
致するか、その値より大きい値を持つローを検索
します。

MoveAfterLast メソッ

ド ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：カーソルの最後のローの後に、カーソ

ルを配置します。

MoveBeforeFirst メ
ソッド ( 継承 
ULDataReader)

UL 拡張：カーソルの最初のローの前に、カーソ

ルを配置します。

メンバ 説明
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MoveFirst メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：カーソルの最初のローに、カーソルを

配置します。

MoveLast メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：カーソルの最後のローに、カーソルを

配置します。

MoveNext メソッド

 ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：カーソルを次のローに配置します。た

だし、カーソルがすでに最後のローにある場合は
最後のローの後に配置します。

MovePrevious メソッ

ド ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：カーソルを前のローに配置するか、最

初のローの前に配置します。

MoveRelative メソッ

ド ( 継承 ULDataReader)
UL 拡張：現在のローを基準としてカーソルを配

置します。

NextResult メソッド 
( 継承 ULDataReader)

バッチ SQL 文の結果を読み込むときに 
ULDataReader を次の結果に進めます。

Read メソッド ( 継承 
ULDataReader)

カーソルを次のローに配置します。ただし、カー
ソルがすでに最後のローにある場合は最後のロー
の後に配置します。

SetBoolean メソッド 指定したカラムの値を、Boolean を使用して設定

します。

SetByte メソッド 指定したカラムの値を、Byte ( 符号なし 8 ビット

整数 ) を使用して設定します。

SetBytes メソッド 指定したカラムの値を、Byte 配列を使用して設定

します。

SetDateTime メソッド 指定したカラムの値を、DateTime を使用して設定

します。

SetDBNull メソッド カラムを NULL に設定します。

SetDecimal メソッド 指定したカラムの値を、Decimal を使用して設定

します。

SetDouble メソッド 指定したカラムの値を、Double を使用して設定し

ます。

メンバ 説明
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SetFloat メソッド 指定したカラムの値を、Single を使用して設定し

ます。

SetGuid メソッド 指定したカラムの値を、Guid を使用して設定しま

す。

SetInt16 メソッド 指定したカラムの値を、Int16 を使用して設定しま

す。

SetInt32 メソッド 指定したカラムの値を、Int32 を使用して設定しま

す。

SetInt64 メソッド 指定したカラムの値を、Int64 を使用して設定しま

す。

SetString メソッド 指定したカラムの値を、String を使用して設定し

ます。

SetTimeSpan メソッド 指定したカラムの値を、TimeSpan を使用して設定

します。

SetToDefault メソッド 指定したカラムの値を、そのデフォルト値に設定
します。

SetUInt16 メソッド 指定したカラムの値を、UInt16 を使用して設定し

ます。

SetUInt32 メソッド 指定したカラムの値を、UInt32 を使用して設定し

ます。

SetUInt64 メソッド 指定したカラムの値を、UInt64 を使用して設定し

ます。

Truncate メソッド テーブル内のすべてのローを削除し、STOP 
SYNCHRONIZATION DELETE を一時的にアク

ティブにします。

Update メソッド 現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定され

ます ) で新しいローを更新します。

更新を行う前に UpdateBegin メソッド を呼び出

してください。

UpdateBegin メソッド テーブルの現在のローを更新する準備を行いま
す。

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

Schema プロパティ

テーブル・スキーマを保持します。このプロパティが有効なのは、接
続が開かれている間だけです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As ULTableSchema

// C# 
 public ULTableSchema Schema {get;}

プロパティ値 テーブル・スキーマを示す ULTableSchema クラス オブジェクト

説明 このプロパティは、GetSchemaTable メソッド からの結果に示されな

い Ultra Light.NET の詳細情報を含め、テーブルの完全なスキーマを示

します。

AppendBytes メソッド

指定した Byte 配列の指定したサブセットを、指定した ULDbType 列
挙 カラムの新しい値に追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendBytes( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Byte(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

メンバ 説明

Finalize メソッド ULTable がガーベジ・コレクションによって回収

される前に、アンマネージ・リソースを解放し、
その他のクリーンアップ操作を行います。
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// C# 
 public void AppendBytes(
    int columnID,
    byte[] val,
    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの現在の新しい値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置のバイトが、指定したカラムの値に追加されます。

挿入時には、InsertBegin メソッド は新しい値をカラムのデフォルト値

に初期化します。ローのデータは、Insert メソッド が実行されるまで

実際には変更されません。また、その変更は、コミットされないかぎ
り、永続化されません。

更新時の、カラムに対する最初の追加では、現在のカラム値がクリア
されてから新しい値が追加されます。

次のいずれかに該当する場合は、コード ULSQLCode 列挙 とともに 
ULException クラス がスローされ、処理対象は修正されません。

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が val.Length よりも大きい。

その他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
ULException クラス がスローされます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

AppendChars メソッド

指定した System.Char 配列の指定したサブセットを、指定した 
ULDbType 列挙 カラムの新しい値に追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendChars( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Char(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

// C# 
 public void AppendChars(
    int columnID,
    char[] val,
    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの現在の新しい値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数
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説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置の文字が、指定したカラムの値に追加されます。挿入時には、
InsertBegin メソッド は新しい値をカラムのデフォルト値に初期化しま

す。ローのデータは、Insert メソッド が実行されるまで実際には変更

されません。また、その変更は、コミットされないかぎり、永続化さ
れません。

更新時の、カラムに対する最初の追加では、現在のカラム値がクリア
されてから新しい値が追加されます。

次のいずれかに該当する場合は、コード ULSQLCode 列挙 とともに 
ULException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が value.Length よりも大きい。

その他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
ULException クラス がスローされます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

Delete メソッド

現在の行を削除します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Delete()
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// C# 
 public void Delete();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ StartSynchronizationDelete メソッド

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

DeleteAllRows メソッド

テーブルのすべてのローを削除します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub DeleteAllRows()

// C# 
 public void DeleteAllRows();

説明 アプリケーションによっては、テーブル内のローをすべて削除してか
ら、新しいデータ・セットをテーブルにダウンロードするほうが便利
なことがあります。StopSynchronizationDelete メソッド を使用すると、

統合データベースからは削除しないで Ultra Light データベースから

ローを削除できます。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ Truncate メソッド

Finalize メソッド

ULTable がガーベジ・コレクションによって回収される前に、アンマ

ネージ・リソースを解放し、その他のクリーンアップ操作を行いま
す。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

FindBegin メソッド

テーブルで新規に検索を実行する準備を行います。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub FindBegin()

// C# 
 public void FindBegin();

説明 検索する値は、テーブルを開いたインデックス内のカラムで適切な 
setType メソッドを呼び出して指定します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindFirst メソッド

◆ FindFirst メソッド

◆ FindLast メソッド

◆ FindLast メソッド

FindFirst メソッド

テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
かそのセット全体に完全に一致するローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindFirst() As Boolean

// C# 
 public bool FindFirst();
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戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プ
ロパティ ) になります。

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

◆ FindFirst メソッド

FindFirst メソッド

テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
かそのセットの一部に完全に一致するローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindFirst( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindFirst(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 
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説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プ
ロパティ ) になります。

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

◆ FindFirst メソッド

FindLast メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に完全に一致するローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindLast() As Boolean

// C# 
 public bool FindLast();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロ

パティ ) になります。

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ
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◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

◆ FindLast メソッド

FindLast メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に完全に一致するローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindLast( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindLast(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロ

パティ ) になります。

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド
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◆ FindPrevious メソッド

◆ FindLast メソッド

FindNext メソッド

現在の位置からテーブルを順方向に移動しながら、次のローが現在の
インデックスの値かそのセット全体に完全に一致するかどうかを調べ
て、FindFirst メソッド 検索を続行します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindNext() As Boolean

// C# 
 public bool FindNext();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは次のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の FindNext 
の動作は不確定です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindFirst メソッド

◆ FindNext メソッド

FindNext メソッド

現在の位置からテーブルを順方向に移動しながら、次のローが現在の
インデックスの値かそのセットの一部に完全に一致するかどうかを調
べて、FindFirst メソッド 検索を続行します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindNext( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindNext(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは次のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の FindNext 
の動作は不確定です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindFirst メソッド

◆ FindNext メソッド

FindPrevious メソッド

現在の位置からテーブルを逆方向に移動しながら、前のローが現在の
インデックスの値かそのセット全体に完全に一致するかどうかを調べ
て、FindLast メソッド 検索を続行します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindPrevious() As Boolean
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// C# 
 public bool FindPrevious();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは前のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロパ

ティ ) になります。

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の 
FindPrevious の動作は不確定です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindLast メソッド

◆ FindPrevious メソッド

FindPrevious メソッド

現在の位置からテーブルを逆方向に移動しながら、前のローが現在の
インデックスの値かそのセットの一部に完全に一致するかどうかを調
べて、FindLast メソッド 検索を続行します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindPrevious( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindPrevious(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定します。
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戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは前のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロパ

ティ ) になります。

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の 
FindPrevious の動作は不確定です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ FindLast メソッド

◆ FindPrevious メソッド

Insert メソッド

現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定されます ) で新しいロー

を挿入します。

挿入を行う前に InsertBegin メソッド を呼び出してください。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Insert()

// C# 
 public void Insert();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

InsertBegin メソッド

現在のすべてのカラムをデフォルト値に設定して、テーブルに新しい
ローを挿入する準備を行います。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub InsertBegin()
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// C# 
 public void InsertBegin();

説明 適切な SetType メソッドまたは AppendType メソッドを呼び出して、

挿入するデフォルト以外の値を指定します。

Insert メソッド が実行されないと、ローが実際に挿入されることも、

ロー内のデータが実際に変更されることもありません。また、その変
更は、コミットされないかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ Insert メソッド

LookupBackward メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に一致するか、その値より小さい値を持つロー
を検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupBackward() As Boolean

// C# 
 public bool LookupBackward();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致する最初のローか、それよ
り少ない値の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値よ

り小さい値のローがない場合 )、カーソル位置は最初のローの前 
(IsBOF プロパティ ) になります。

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ LookupBegin メソッド

◆ LookupBackward メソッド

LookupBackward メソッド

テーブルを最初から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に一致するか、その値より小さい値を持つ
ローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupBackward( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool LookupBackward(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、ルックアップで使

用するカラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックス

があり、最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する
場合は、最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致する最初のローか、それよ
り少ない値の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値よ

り小さい値のローがない場合 )、カーソル位置は最初のローの前 
(IsBOF プロパティ ) になります。

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス
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◆ ULTable メンバ

◆ LookupBegin メソッド

◆ LookupBackward メソッド

LookupBegin メソッド

テーブルで新規に検索を実行する準備を行います。検索する値は、
テーブルを開いたインデックス内のカラムで適切な setType メソッド

を呼び出して指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub LookupBegin()

// C# 
 public void LookupBegin();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ LookupForward メソッド

◆ LookupForward メソッド

◆ LookupBackward メソッド

◆ LookupBackward メソッド

LookupForward メソッド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に一致するか、その値より大きい値を持つロー
を検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupForward() As Boolean

// C# 
 public bool LookupForward();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 
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説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値
の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値より大きい値

のローがない場合 )、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ LookupBegin メソッド

◆ LookupForward メソッド

LookupForward メソッド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に一致するか、その値より大きい値を持つ
ローを検索します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupForward( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool LookupForward(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、ルックアップで使

用するカラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックス

があり、最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する
場合は、最初のカラムに値を設定してから、値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false 
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説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値
の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値より大きい値

のローがない場合 )、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ LookupBegin メソッド

◆ LookupForward メソッド

SetBoolean メソッド

指定したカラムの値を、Boolean を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBoolean( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Boolean _
 )

// C# 
 public void SetBoolean(
    int columnID,
    bool val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。
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例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetByte メソッド

指定したカラムの値を、Byte ( 符号なし 8 ビット整数 ) を使用して設

定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetByte( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Byte _
 )

// C# 
 public void SetByte(
    int columnID,
    byte val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetBytes メソッド

指定したカラムの値を、Byte 配列を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBytes( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Byte() _
 )

// C# 
 public void SetBytes(
    int columnID,
    byte[] val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ULDbType 列挙 型または ULDbType 列挙 型のカラム、あるいは val の
長さが 16 の場合の ULDbType 列挙 型のカラムにのみ適しています。

ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetDateTime メソッド

指定したカラムの値を、DateTime を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDateTime( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Date _
 )

// C# 
 public void SetDateTime(
    int columnID,
    DateTime val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 設定された値の精度はミリ秒です。ローのデータは、Insert メソッド 
または Update メソッド が実行されるまで実際には変更されません。

また、その変更は、コミットされないかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ
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◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetDBNull メソッド

カラムを NULL に設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDBNull( _
    ByVal columnID As Integer _
 )

// C# 
 public void SetDBNull(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

説明 データは、Insert メソッド または Update メソッド を実行するまでは、

実際には変更されません。また、その変更は、コミットされないかぎ
り、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド
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◆ Schema プロパティ

◆ IsColumnNullable メソッド

SetDecimal メソッド

指定したカラムの値を、Decimal を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDecimal( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Decimal _
 )

// C# 
 public void SetDecimal(
    int columnID,
    decimal val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetDouble メソッド

指定したカラムの値を、Double を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDouble( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Double _
 )

// C# 
 public void SetDouble(
    int columnID,
    double val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetFloat メソッド

指定したカラムの値を、Single を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetFloat( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Single _
 )

// C# 
 public void SetFloat(
    int columnID,
    float  val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetGuid メソッド

指定したカラムの値を、Guid を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetGuid( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Guid _
 )

// C# 
 public void SetGuid(
    int columnID,
    Guid val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。ULDbType 列挙 型のカラム、または長

さが 16 の ULDbType 列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetNewUUID メソッド

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetColumnSize メソッド
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SetInt16 メソッド

指定したカラムの値を、Int16 を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetInt16( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Short _
 )

// C# 
 public void SetInt16(
    int columnID,
    short val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetInt32 メソッド

指定したカラムの値を、Int32 を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetInt32( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Integer _
 )

// C# 
 public void SetInt32(
    int columnID,
    int val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetInt64 メソッド

指定したカラムの値を、Int64 を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetInt64( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As Long _
 )

// C# 
 public void SetInt64(
    int columnID,
    long val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetString メソッド

指定したカラムの値を、String を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetString( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As String _
 )

// C# 
 public void SetString(
    int columnID,
    string  val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetTimeSpan メソッド

指定したカラムの値を、TimeSpan を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetTimeSpan( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As TimeSpan _
 )

// C# 
 public void SetTimeSpan(
    int columnID,
    TimeSpan val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 設定された値は、ミリ秒の精度であり、0 ～ 24 時間の負でない値に

正規化されます。ローのデータは、Insert メソッド または Update メ
ソッド が実行されるまで実際には変更されません。また、その変更

は、コミットされないかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド
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SetToDefault メソッド

指定したカラムの値を、そのデフォルト値に設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetToDefault( _
    ByVal columnID As Integer _
 )

// C# 
 public void SetToDefault(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

◆ GetColumnDefaultValue メソッド

SetUInt16 メソッド

指定したカラムの値を、UInt16 を使用して設定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUInt16( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As UInt16 _
 )

// C# 
 public void SetUInt16(
    int columnID,
    ushort val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetUInt32 メソッド

指定したカラムの値を、UInt32 を使用して設定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUInt32( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As UInt32 _
 )

// C# 
 public void SetUInt32(
    int columnID,
    uint val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

SetUInt64 メソッド

指定したカラムの値を、UInt64 を使用して設定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUInt64( _
    ByVal columnID As Integer, _
    ByVal val As UInt64 _
 )

// C# 
 public void SetUInt64(
    int columnID,
    ulong val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,FieldCount プロパティ -
1] の範囲内である必要があります。カーソルの最初のカラム

の ID 値はゼロです。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更は、コミットされな
いかぎり、永続化されません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ GetOrdinal メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetFieldType メソッド

Truncate メソッド

テーブル内のすべてのローを削除し、STOP SYNCHRONIZATION 
DELETE を一時的にアクティブにします。
410



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Truncate()

// C# 
 public void Truncate();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTable クラス

◆ ULTable メンバ

◆ DeleteAllRows メソッド

Update メソッド

現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定されます ) で新しいロー

を更新します。

更新を行う前に UpdateBegin メソッド を呼び出してください。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Update()

// C# 
 public void Update();

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

UpdateBegin メソッド

テーブルの現在のローを更新する準備を行います。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub UpdateBegin()

// C# 
 public void UpdateBegin();

説明 カラム値は、適切な setType メソッドまたは AppendType メソッドを呼

び出すことによって修正します。カラムに対する最初の追加では、現
在のカラム値がクリアされてから新しい値が追加されます。
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ローのデータは、Update メソッド が呼び出されるまで実際には変更

されません。また、その変更は、コミットされないかぎり、永続化さ
れません。

テーブルを開くのに使用されるインデックス内のカラムを修正する
と、アクティブな検索処理に予期しない影響を及ぼします。テーブル
のプライマリ・キー内のカラムは更新できません。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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ULTableSchema クラス

UL 拡張： Ultra Light テーブルのスキーマを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULTableSchema
   Inherits ULCursorSchema

// C# 
 public sealed class ULTableSchema :
   ULCursorSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
ULTableSchema クラス オブジェクトは、その Schema プロパティ とし

てテーブルにアタッチされます。

ULTableSchema メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ ( 継承 
ULCursorSchema)

このカーソル内のカラム数を返します。

IndexCount プロパ

ティ

テーブルのインデックス数を返します。

IsNeverSynchronized 
プロパティ

テーブルが、まったく同期されないようにマーク
付けされているかどうかをチェックします。

IsOpen プロパティ ( 継
承 ULCursorSchema)

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。

Name プロパティ テーブルの名前を返します。

PrimaryKey プロパ

ティ

テーブルのプライマリ・キーのインデックス・ス
キーマを返します。
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パブリック・インスタンス・メソッド

UploadUnchangedRows 
プロパティ

データベースが、変更されていないローをアップ
ロードするかどうかをチェックします。

メンバ 説明

GetColumnDefaultValu
e メソッド

指定したカラムのデフォルト値を返します。

GetColumnID メソッ

ド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラムのカラム ID を返します。

GetColumnName メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。

GetColumnPartitionSiz
e メソッド

指定したカラムに割り当てられているグローバ
ル・オートインクリメントの分割サイズを返しま
す。

GetColumnPrecision メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの精度を返します。

GetColumnScale メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラム ID によって識別されたカラ

ムの位取りを返します。

GetColumnSize メソッ

ド ( 継承 
ULCursorSchema)

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラム ID 
によって識別されたカラムのサイズを返します。

GetColumnULDbType 
メソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

指定したカラム ID によって識別されたカラムの 
Ultra Light.NET データ型を返します。

GetIndex メソッド 指定したインデックスのインデックス・スキーマ
を返します。

メンバ 説明
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GetIndexName メソッ

ド

指定したインデックス ID で識別されたインデッ

クスの名前を返します。

GetOptimalIndex メ
ソッド

指定したカラムを使用してテーブルを検索するた
めに最適なインデックスです。

GetSchemaTable メ
ソッド ( 継承 
ULCursorSchema)

ULDataReader クラス のカラムのスキーマが記

述された DataTable を返します。

IsColumnAutoIncremen
t メソッド

指定したカラムのデフォルトがオートインクリメ
ントに設定されているかどうかをチェックしま
す。

IsColumnCurrentDate 
メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の日付 
(ULDbType 列挙 ) に設定されているかどうかを

チェックします。

IsColumnCurrentTime 
メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の時刻 
(ULDbType 列挙 ) に設定されているかどうかを

チェックします。

IsColumnCurrentTimest
amp メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在のタイムス

タンプ (ULDbType 列挙 ) に設定されているかど

うかをチェックします。

IsColumnGlobalAutoIn
crement メソッド

指定したカラムのデフォルトがグローバル・オー
トインクリメントに設定されているかどうかを
チェックします。

IsColumnNewUUID メ
ソッド

指定したカラムのデフォルトが新しい UUID 
(Guid) に設定されているかどうかをチェックしま

す。

IsColumnNullable メ
ソッド

指定したカラムが null 入力可能であるかどうかを

チェックします。

IsInPublication メソッ

ド

テーブルが、指定されたパブリケーションに含ま
れているかどうかをチェックします。

メンバ 説明
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IndexCount プロパティ

テーブルのインデックス数を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IndexCount As Integer

// C# 
 public int IndexCount {get;}

プロパティ値 テーブルのインデックスの数、またはテーブル・スキーマが閉じてい
る場合は 0

説明 インデックス ID の範囲は、1 ～ IndexCount です。

注意：インデックスの ID とカウントは、スキーマのアップグレード

中に変更されることがあります。インデックスを正しく識別するに
は、名前でアクセスするか、キャッシュされている ID とカウントを

スキーマのアップグレード後にリフレッシュします。

IsNeverSynchronized プロパティ

テーブルが、まったく同期されないようにマーク付けされているかど
うかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsNeverSynchronized As Boolean

// C# 
 public bool IsNeverSynchronized {get;}

プロパティ値 テーブルが、まったく同期されないようにマーク付けされている場合
は true、そうでない場合は false 

説明 まったく同期されないようにマーク付けされているテーブルは、パブ
リケーションに含まれているものであっても、まったく同期されてい
ません。このようなテーブルは、「未同期」テーブルと呼ばれること
もあります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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Name プロパティ

テーブルの名前を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

プロパティ値 文字列としてのテーブル名

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

PrimaryKey プロパティ

テーブルのプライマリ・キーのインデックス・スキーマを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PrimaryKey As ULIndexSchema

// C# 
 public ULIndexSchema PrimaryKey {get;}

プロパティ値 テーブルのプライマリ・キーを示す ULIndexSchema クラス オブジェ

クト

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

UploadUnchangedRows プロパティ

データベースが、変更されていないローをアップロードするかどうか
をチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UploadUnchangedRows As Boolean

// C# 
 public bool UploadUnchangedRows {get;}
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プロパティ値 テーブルが、同期時に常にすべてのローをアップロードするように
マーク付けされている場合は true、変更されたローのみをアップロー

ドするようにマーク付けされている場合は false 

説明 すべてのローをアップロードするようにマーク付けされているテーブ
ルでは、その同期時に、変更されたローと未変更のローがアップロー
ドされます。このようなテーブルは、「完全同期」テーブルと呼ばれ
ることもあります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

GetColumnDefaultValue メソッド

指定したカラムのデフォルト値を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnDefaultValue( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetColumnDefaultValue(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 指定したカラムの文字列としてのデフォルト値、またはデフォルト値
が null の場合は null 参照 (Visual Basic の Nothing) 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

GetColumnPartitionSize メソッド

指定したカラムに割り当てられているグローバル・オートインクリメ
ントの分割サイズを返します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnPartitionSize( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As UInt64

// C# 
 public ulong GetColumnPartitionSize(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムのグローバル・オートインクリメントの分割サイズ (UInt64) 

説明 テーブルのすべてのグローバル・オートインクリメント・カラムは、
同じグローバル・オートインクリメントの分割サイズを共有します。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTableSchema クラス

◆ ULTableSchema メンバ

◆ IsColumnGlobalAutoIncrement メソッド

GetIndex メソッド

指定したインデックスのインデックス・スキーマを返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetIndex( _
    ByVal name As String _
 ) As ULIndexSchema

// C# 
 public ULIndexSchema GetIndex(
    string  name
 );

パラメータ • name インデックス名
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戻り値 指定したインデックスを示す ULIndexSchema クラス オブジェクト 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

GetIndexName メソッド

指定したインデックス ID で識別されたインデックスの名前を返しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetIndexName( _
    ByVal indexID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetIndexName(
    int indexID
 );

パラメータ • indexID インデックスの ID。値は、[1,IndexCount プロパティ

] の範囲内である必要があります。

戻り値 文字列としてのインデックス名 

説明 インデックスの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変

更されることがあります。インデックスを正しく識別するには、名前
でアクセスするか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマ

のアップグレード後にリフレッシュします。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTableSchema クラス

◆ ULTableSchema メンバ

◆ IndexCount プロパティ

GetOptimalIndex メソッド

指定したカラムを使用してテーブルを検索するために最適なインデッ
クスです。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetOptimalIndex( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As ULIndexSchema

// C# 
 public ULIndexSchema GetOptimalIndex(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 指定したカラムの最適なインデックスを示す ULIndexSchema クラス 
オブジェクト 

説明 指定したカラムは、インデックス内の最初のカラムですが、インデッ
クスには複数のカラムがある場合があります。

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsColumnAutoIncrement メソッド

指定したカラムのデフォルトがオートインクリメントに設定されてい
るかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnAutoIncrement( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnAutoIncrement(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。
421



ULTableSchema クラス
戻り値 カラムがオートインクリメントされる場合は true、オートインクリメ

ントされない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsColumnCurrentDate メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の日付 (ULDbType 列挙 ) に設定

されているかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentDate( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnCurrentDate(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムのデフォルトが現在の日付に設定されている場合は true、現在

の日付に設定されていない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsColumnCurrentTime メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の時刻 (ULDbType 列挙 ) に設定

されているかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentTime( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean
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// C# 
 public bool IsColumnCurrentTime(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムのデフォルトが現在の時刻に設定されている場合は true、現在

の時刻に設定されていない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsColumnCurrentTimestamp メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在のタイムスタンプ (ULDbType 
列挙 ) に設定されているかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentTimestamp( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnCurrentTimestamp(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムのデフォルトが現在のタイムスタンプに設定されている場合は 
true、現在のタイムスタンプに設定されていない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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IsColumnGlobalAutoIncrement メソッド

指定したカラムのデフォルトがグローバル・オートインクリメントに
設定されているかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnGlobalAutoIncrement( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnGlobalAutoIncrement(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の内である必要があります。テーブルの最初のカラ

ムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムがグローバル・オートインクリメントされる場合は true、グ

ローバル・オートインクリメントされない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ ULTableSchema クラス

◆ ULTableSchema メンバ

◆ GetColumnPartitionSize メソッド

◆ DatabaseID プロパティ

IsColumnNewUUID メソッド

指定したカラムのデフォルトが新しい UUID (Guid) に設定されている

かどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnNewUUID( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean
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// C# 
 public bool IsColumnNewUUID(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムのデフォルトが新しい UUID に設定されている場合は true、新

しい UUID に設定されていない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 

IsColumnNullable メソッド

指定したカラムが null 入力可能であるかどうかをチェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnNullable( _
    ByVal columnID As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnNullable(
    int columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。値は、[0,ColumnCount プロパ

ティ -1] の範囲内である必要があります。テーブルの最初の

カラムの ID 値はゼロです。

戻り値 カラムが null 入力可能であれば true、null 入力が不可能であれば false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
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IsInPublication メソッド

テーブルが、指定されたパブリケーションに含まれているかどうかを
チェックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsInPublication( _
    ByVal pubName As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsInPublication(
    string  pubName
 );

パラメータ • pubName パブリケーションの名前

戻り値 テーブルがパブリケーション内にある場合は true、パブリケーション

内にない場合は false 

例外 •    ULException クラス -  SQL エラーが発生しました。 
426



     第 4 章   iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース
ULTransaction クラス

SQL トランザクションを示します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ULTransaction

// C# 
 public sealed class ULTransaction

説明 ULTransaction にはコンストラクタがありません。ULTransaction オブ

ジェクトを取得するには、BeginTransaction メソッドを使用します。

コマンドをトランザクションに関連付けるには、Transaction プロパ

ティを使用します。

トランザクションがコミットまたはロールバックされると、接続はす
べての操作の実行時にそれらを自動的にコミットする状態に戻りま
す。さらに操作をグループ化するには、新しいトランザクションを作
成する必要があります。

実装：IDbTransaction、IDisposable

ULTransaction メンバ

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

Connection プロパ

ティ

トランザクションに対応する接続を返します。

IsolationLevel プロパ

ティ

トランザクションの独立性レベルを返します。
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Connection プロパティ

トランザクションに対応する接続を返します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Connection As ULConnection

// C# 
 public ULConnection Connection {get;}

プロパティ値 トランザクションに関連付けられている ULConnection クラス オブ

ジェクト。トランザクションが無効な場合は null 参照 (Visual Basic の 
Nothing)。

説明 これは、IDbTransaction.Connection が厳密に型指定されたものです。

参照 ◆ ULTransaction クラス

◆ ULTransaction メンバ

◆ BeginTransaction メソッド

IsolationLevel プロパティ

トランザクションの独立性レベルを返します。

メンバ 説明

Commit メソッド データベース・トランザクションをコミットしま
す。

Dispose メソッド ULTransaction によって使用されたリソースを解放

し、コミットされていないコマンドをロールバッ
クします。

Rollback メソッド トランザクションの未処理の変更をデータベース
にロールバックします。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Readonly Property IsolationLevel As IsolationLevel 
_
    Implements IDbTransaction.IsolationLevel

// C# 
 public IsolationLevel IsolationLevel {get;}

プロパティ値 IsolationLevel 値の 1 つ。Ultra Light.NET では、

IsolationLevel.ReadUncommitted のみがサポートされています。

実装 IDbTransaction.IsolationLevel

参照 ◆ ULTransaction クラス

◆ ULTransaction メンバ

◆ BeginTransaction メソッド

Commit メソッド

データベース・トランザクションをコミットします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Commit() _
    Implements IDbTransaction.Commit

// C# 
 public void Commit();

説明 トランザクションがコミットまたはロールバックされると、接続はす
べての操作の実行時にそれらを自動的にコミットする状態に戻りま
す。さらに操作をグループ化するには、新しいトランザクションを作
成する必要があります。

実装 IDbTransaction.Commit

参照 ◆ ULTransaction クラス

◆ ULTransaction メンバ

◆ Rollback メソッド
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Dispose メソッド

ULTransaction によって使用されたリソースを解放し、コミットされて

いないコマンドをロールバックします。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Dispose() _
    Implements IDisposable.Dispose

// C# 
 public void Dispose();

実装 IDisposable.Dispose

Rollback メソッド

トランザクションの未処理の変更をデータベースにロールバックしま
す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Rollback() _
    Implements IDbTransaction.Rollback

// C# 
 public void Rollback();

説明 トランザクションがコミットまたはロールバックされると、接続はす
べての操作の実行時にそれらを自動的にコミットする状態に戻りま
す。さらに操作をグループ化するには、新しいトランザクションを作
成する必要があります。

実装 IDbTransaction.Rollback

参照 ◆ ULTransaction クラス

◆ ULTransaction メンバ

◆ Commit メソッド
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第 5章 

iAnywhere.UltraLite ネームスペース

この章について iAnywhere.UltraLite ネームスペースは、リリース 9.0.2 では使用されな

くなりました。また、SQL Anywhere の次のメジャー・リリースでも

利用できません。 詳細については、『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガ

イド』 > 「iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース」 を参照してくださ

い。

iAnywhere.UltraLite ネームスペースには、Ultra Light.NET クラス、イ

ンタフェース、列挙があり、これらを使用して、Ultra Light データ

ベースを使用するアプリケーション用の C# または Visual Basic.NET 
コードを記述できます。

この Ultra Light.NET 用 API リファレンスは、サポートされる機能の完

全な参照となります。各トピックには特定のクラス、インタフェー
ス、または列挙に関する情報が記載されています。

アプリケーション・プログラムはまず DatabaseManager クラス のイン

スタンスを 1 つ生成してからでなければ、ほかの Ultra Light.NET クラ

スを使用できません。

iAnywhere.UltraLite アセンブリは iAnywhere.UltraLite.resources という

名前のサテライト・リソース・アセンブリを使用します。メイン・ア
センブリは、このリソース・アセンブリをカルチャで検索します。検
索する順序は、初めに 
System.Globalization.CultureInfo.CurrentUICulture、次に 
System.Globalization.CultureInfo.CurrentCulture、最後にカルチャ "EN" 
の順です。
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ActiveSyncListener インタフェース

ActiveSync イベントを受信するリスナ・インタフェースです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ActiveSyncListener

// C# 
 public interface ActiveSyncListener

ActiveSyncListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

ActiveSyncInvoked メソッド

ActiveSync 用の Mobile Link プロバイダがアプリケーションを呼び出

して同期を実行するときに起動されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ActiveSyncInvoked( _
 ByVal launchedByProvider As Boolean _
 )

// C# 
 public void ActiveSyncInvoked(
 bool launchedByProvider
 );

パラメータ • launchedByProvider ActiveSync 同期を実行するために、

Mobile Link プロバイダがアプリケーションを起動した場合は 
true です。同期の完了後、アプリケーションは自動的に停止

メンバ 説明

ActiveSyncInvoked メ
ソッド

ActiveSync 用の Mobile Link プロバイダがアプリ

ケーションを呼び出して同期を実行するときに起
動されます。 
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しなければなりません。ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダ

が呼び出したときに、すでにアプリケーションが実行されて
いた場合は false です。

説明 このメソッドは、別のスレッドによって呼び出されます。マルチス
レッドの問題を回避するには、このメソッドがユーザ・インタフェー
スにイベントを通知する必要があります。マルチスレッドを使用する
場合は、スレッドごとに別々の接続を使用し、lock キーワードを使

用して、アプリケーションの共有オブジェクトにアクセスすることを
おすすめします。ActiveSyncInvoked への呼び出しによって発生し

た同期では、その接続の SyncInfo ストリームに 
StreamType.ACTIVE_SYNC を指定する必要があります。 

例 次のコード・フラグメントは、ActiveSync 要求の受信方法および UI 
スレッドでの同期の実行方法を示してします。

[Visual Basic]
 Imports iAnywhere.UltraLite
    
 Public Class MainWindow
   Inherits System.Windows.Forms.Form
   Implements ActiveSyncListener
   Private dbMgr As DatabaseManager
   Private conn As Connection
 
   Public Sub New(ByVal args() As String)
 
     MyBase.New()
 
     'This call is required by the Windows Form 
Designer.
     InitializeComponent()
 
     'Add any initialization after the 
InitializeComponent() call
     dbMgr = New DatabaseManager
     dbMgr.SetActiveSyncListener( "myCompany.myapp", Me 
)
     'Create Connection
     ...
   End Sub
 
   Protected Overrides Sub OnClosing(ByVal e As 
System.ComponentModel.CancelEventArgs)
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     If Not (dbMgr Is Nothing) Then
       dbMgr.SetActiveSyncListener(Nothing, Nothing)
       dbMgr = Nothing
     End If
   End Sub
 
   Public Sub ActiveSyncInvoked(ByVal 
launchedByProvider As Boolean) Implements 
iAnywhere.UltraLite.ActiveSyncListener.ActiveSyncInvoke
d
     Me.Invoke(New EventHandler(AddressOf 
Me.ActiveSyncAction))
   End Sub
 
   Public Sub ActiveSyncAction(ByVal sender As Object, 
ByVal e As EventArgs)
     ' Do active sync
     conn.SyncParms.Stream = StreamType.ACTIVE_SYNC
     conn.Synchronize()
   End Sub
 End Class
 
 [C#]
 using iAnywhere.UltraLite;
 public class Form1 : System.Windows.Forms.Form, 
ActiveSyncListener
 {
   private System.Windows.Forms.MainMenu mainMenu1;
   private DatabaseManager dbMgr;
   private Connection conn;
 
   public Form1()
   {
     //
     // Required for Windows Form Designer support
     //
     InitializeComponent();
 
     //
     // TODO: Add any constructor code after 
InitializeComponent call
     //
     dbMgr = new DatabaseManager();
     dbMgr.SetActiveSyncListener( "myCompany.myapp", 
this );
     // Create connection
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     ...
   }
 
   protected override void Dispose( bool disposing )
   {
     base.Dispose( disposing );
   }
 
   protected override void 
OnClosing(System.ComponentModel.CancelEventArgs e)
   {
     if( dbMgr != null ) {
       dbMgr.SetActiveSyncListener( null, null );
       dbMgr = null;
     }
     base.OnClosing (e);
   }
 
   public void ActiveSyncInvoked(bool 
launchedByProvider)
   {
     this.Invoke( new EventHandler( ActiveSyncHandler ) 
);
   }
 
   internal void ActiveSyncHandler(object sender, 
EventArgs e)
   {
     conn.SyncParms.Stream = StreamType.ACTIVE_SYNC;
     conn.Synchronize();
   }
 }
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AuthStatusCode 列挙

Mobile Link ユーザ認証の実行中にレポートされる可能性のあるス

テータス・コードを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum AuthStatusCode
   Inherits Short

// C# 
 public enum AuthStatusCode :
   short

メンバ

参照 ◆ AuthStatus プロパティ

メンバ 説明

EXPIRED ユーザ ID またはパスワードの有効期限が切れて

いるため、認証に失敗しました (EXPIRED = 
3000)。 

IN_USE ユーザ ID がすでに使用されているため、認証に

失敗しました (IN_USE = 5000)。 

INVALID ユーザ ID またはパスワードが正しくないため、

認証に失敗しました (INVALID = 4000)。 

UNKNOWN 認証ステータスが不明です。接続がまだ同期を実
行していない可能性があります (UNKNOWN = 0)。 

VALID ユーザ ID とパスワードは、同期時には有効でし

た (VALID = 1000)。 

VALID_BUT_EXPIRES_
SOON

ユーザ ID とパスワードは、同期時には有効でし

たが、まもなく有効期限が切れます 
(VALID_BUT_EXPIRES_SOON = 2000)。 
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Connection クラス

Ultra Light データベースへの接続を示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class Connection

// C# 
 public sealed class Connection

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。接続をイン
スタンス化して開く処理には、OpenConnection メソッド が使用され

ます。ただし、データベースが存在しない場合は CreateDatabase メ
ソッド が使用されます。 

接続は、他の操作の実行前に開きます。また、その接続での操作がす
べて終了したら、接続を閉じてからアプリケーションを終了します。
接続で開いたテーブルをすべて閉じてから、その接続を閉じます。 

SQLException がスローされたときは、この例外のエラー・コードは、

LastSQLCode プロパティ のエラー・コード、または IsLastFetchOK プ
ロパティ および IsLastCodeOK プロパティ の値よりも優先されます。 

Connection メンバ 

パブリック静的フィールド ( 共有 )

パブリック・インスタンス・フィールド

メンバ 説明

INVALID_DATABASE
_ID フィールド

DatabaseID プロパティ が設定されていないこと

を示すデータベース ID の定数です。 

メンバ 説明

AutoCommit フィール

ド

insert 文、update 文、delete 文の後でコミットを行

うかどうかを指定します。 
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パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

ConnectionOpenParms 
プロパティ

この接続を開くために使用されるパラメータで
す。 

DatabaseID プロパ

ティ

グローバル・オートインクリメント・カラムに使
用されるデータベース ID の値です。 

GlobalAutoIncrementU
sage プロパティ

使用可能なグローバル・オートインクリメントの
値の使用済み比率 (%) です。 

IsDatabaseNew プロパ

ティ

この接続が開かれたときに、データベースが新規
であったかどうかをチェックします。 

IsLastCodeOK プロパ

ティ

最後の SQL コードを成功または失敗として分類し

ます。 

IsLastFetchOK プロパ

ティ

最後に行われたローのフェッチについて、成功ま
たは失敗を確認するのに便利です。 

IsOpen プロパティ 接続が開いているか、閉じているかを調べます。 

LastIdentity プロパ

ティ

直前に使用した identity の値です。

LastSQLCode プロパ

ティ

最後のデータベース操作の成功または失敗に対応
する SQL コードの値です。 

Schema プロパティ 接続に関連付けられているデータベース スキーマ

です。 

SyncParms プロパティ この接続の同期設定です。 

SyncResult プロパティ この接続の最後の同期結果です。 

メンバ 説明

ChangeEncryptionKey 
メソッド

データベースの暗号化キーを、指定した新しい
キーに変更します。 
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Close メソッド この接続を閉じます。 

Commit メソッド 未処理の変更をデータベースにコミットします。 

CountUploadRows メ
ソッド

次回の同期でアップロードする必要のあるロー数
を返します。 

CountUploadRows メ
ソッド

次回の同期でアップロードする必要のあるロー数
を返します。 

GetLastDownloadTime 
メソッド

指定されたパブリケーションの最後のダウンロー
ドの時刻を返します。 

GetNewUUID メソッ

ド

新しい UUID を生成します (Guid)。

GetTable メソッド データベース内の要求されたテーブルへの参照を
作成して返します。 

GrantConnectTo メ
ソッド

指定されたパスワードを持つユーザ ID に、Ultra 
Light データベースへのアクセスを許可します。 

PrepareStatement メ
ソッド

IN パラメータ付きまたは IN パラメータなしで、

SQL 文を事前にコンパイルして PreparedStatement 
オブジェクトに格納します。 

ResetLastDownloadTim
e メソッド

最後のダウンロードの時刻をリセットします。 

RevokeConnectFrom メ
ソッド

指定したユーザ ID から、Ultra Light データベース

へのアクセス権を取り消します。 

Rollback メソッド 未処理の変更をデータベースにロールバックしま
す。 

RollbackPartialDownlo
ad メソッド

部分的なダウンロードから、未処理の変更をデー
タベースにロールバックします。 

StartSynchronizationDe
lete メソッド

同期用に、この接続によって行われる以後のすべ
ての削除にマークを付けます。

StopSynchronizationDe
lete メソッド

この関数が呼び出されると、削除操作が同期され
なくなります。 

メンバ 説明
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AutoCommit フィールド

insert 文、update 文、delete 文の後でコミットを行うかどうかを指定し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 PublicAutoCommit As Boolean

// C# 
 public bool AutoCommit;

説明 AutoCommit が false の場合、コミットまたはロールバックが実行され

るのは、ユーザが Commit メソッドまたは Rollback メソッドを呼び出

したときだけです。 

デフォルトでは、各文の処理が成功した後でデータベースのコミット
が実行されます。コミットに失敗する場合は、追加の SQL 文を実行

してからコミットを再度実行するか、ロールバック文を実行できま
す。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ Commit メソッド

◆ Rollback メソッド

INVALID_DATABASE_ID フィールド

DatabaseID プロパティ が設定されていないことを示すデータベース 
ID の定数です。 

Synchronize メソッド 現在の SyncParms プロパティ を使用してデータ

ベースを同期します。 

Synchronize メソッド 指定したリスナに送信されるプログレス・イベン

トとともに、現在の SyncParms プロパティ を使

用してデータベースを同期します。 

メンバ 説明
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared INVALID_DATABASE_ID As Long

// C# 
 public const long INVALID_DATABASE_ID;

ConnectionOpenParms プロパティ

この接続を開くために使用されるパラメータです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ConnectionOpenParms As ConnectionParms

// C# 
 public ConnectionParms ConnectionOpenParms {get;}

プロパティ値 読み込み専用の ConnectionParms クラス インスタンスで、この接続を

開くために使用されるパラメータ 

説明 このプロパティを使用できるのは、接続が閉じられた後です。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ ConnectionParms クラス

◆ CreateDatabase メソッド

◆ OpenConnection メソッド

DatabaseID プロパティ

グローバル・オートインクリメント・カラムに使用されるデータベー
ス ID の値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseID As Long

// C# 
 public long DatabaseID {get;set;}
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プロパティ値 データベース ID の値 は、[0,UInt32.MaxValue] の範囲内である必要

があります。INVALID_DATABASE_ID フィールド の値は、データ

ベース ID が設定されていないことを示すのに使用されます。

例外 •    SQLException クラス - 新しい ID が無効の場合 

GlobalAutoIncrementUsage プロパティ

使用可能なグローバル・オートインクリメントの値の使用済み比率 
(%) です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property GlobalAutoIncrementUsage As Short

// C# 
 public short GlobalAutoIncrementUsage {get;}

プロパティ値 使用可能なグローバル・オートインクリメントの値の使用済み比率 
(%)。これは、0 ～ 100 の範囲内の整数です。 

説明 比率が 100% に近づいたら、DatabaseID プロパティ を使用して、使用

中のアプリケーションに新しいグローバル・データベース ID を設定

してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsDatabaseNew プロパティ

この接続が開かれたときに、データベースが新規であったかどうかを
チェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsDatabaseNew As Boolean

// C# 
 public bool IsDatabaseNew {get;}
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プロパティ値 この接続が開かれたときにデータベースが新規であった場合は true、
この接続が開かれたときにデータベースがすでに存在していた場合は 
false 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ CreateDatabase メソッド

◆ OpenConnection メソッド

IsLastCodeOK プロパティ

最後の SQL コードを成功または失敗として分類します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsLastCodeOK As Boolean

// C# 
 public bool IsLastCodeOK {get;}

プロパティ値 最後の SQL コードが警告または成功を示している場合は true、エラー

を示している場合は false。たとえば、SQLCode 列挙 はエラーではあ

りません。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ LastSQLCode プロパティ

◆ SQLCode 列挙

IsLastFetchOK プロパティ

最後に行われたローのフェッチについて、成功または失敗を確認する
のに便利です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsLastFetchOK As Boolean

// C# 
 public bool IsLastFetchOK {get;}
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プロパティ値 最後に行われたフェッチが成功した場合は true、失敗した場合は false 

説明 SQLException がスローされたときは、この例外のエラー・コードは、

LastSQLCode プロパティ のエラー・コード、または IsLastFetchOK プ
ロパティ および IsLastCodeOK プロパティ の値よりも優先されます。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ LastSQLCode プロパティ

IsOpen プロパティ

接続が開いているか、閉じているかを調べます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 接続が開いている場合は true、閉じている場合は false 

LastIdentity プロパティ

直前に使用した identity の値です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property LastIdentity As UInt64

// C# 
 public ulong LastIdentity {get;}

プロパティ値 直前に使用した identity の値。このプロパティは、次の SQL 文と同義

です。 

SELECT @@identity

LastIdentity は、グローバル・オートインクリメント・カラムで使うと

特に便利です。
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説明 このプロパティでは最後に割り当てられたデフォルト値がわかるだけ
なので、間違った結果を取らないために INSERT 文を実行した直後に

この値を取り出してください。 

ときには、1 つの INSERT 文にグローバル・オートインクリメント型

のカラムが複数含まれていることがあります。この場合、
LastIdentity は生成されたデフォルト値のいずれかですが、そのう

ちのどの値であるかを判別する信頼できる方法はありません。このた
め、このような状況を回避するようなデータベースの設計と INSERT 
文の記述を行ってください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

LastSQLCode プロパティ

最後のデータベース操作の成功または失敗に対応する SQL コードの

値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property LastSQLCode As SQLCode

// C# 
 public SQLCode LastSQLCode {get;}

説明 SQL コードは、Adaptive Server Anywhere の標準のコードであり、こ

の接続の以後の Ultra Light データベース操作によってリセットされま

す。 

SQLException がスローされたときは、この例外のエラー・コードは、

LastSQLCode プロパティ によって返されたエラー・コード、または 
IsLastFetchOK プロパティ および IsLastCodeOK プロパティ からの結

果よりも優先されます。 

Schema プロパティ

接続に関連付けられているデータベース スキーマです。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As DatabaseSchema

// C# 
 public DatabaseSchema Schema {get;}

プロパティ値 接続によって参照されているデータベースのスキーマへの参照 

説明 このプロパティが有効なのは、接続が開かれている間だけです。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ DatabaseSchema クラス

SyncParms プロパティ

この接続の同期設定です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncParms As SyncParms

// C# 
 public SyncParms SyncParms {get;}

プロパティ値 接続によって同期に使用されるパラメータへの参照。パラメータの修
正は、この接続で行われる次の同期に反映されます。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ SyncParms プロパティ

◆ SyncResult プロパティ

SyncResult プロパティ

この接続の最後の同期結果です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncResult As SyncResult
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// C# 
 public SyncResult SyncResult {get;}

プロパティ値 この接続の最後の同期結果に対する参照 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ SyncResult プロパティ

◆ SyncParms プロパティ

ChangeEncryptionKey メソッド

データベースの暗号化キーを、指定した新しいキーに変更します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ChangeEncryptionKey( _
    ByVal newKey As String _
 )

// C# 
 public void ChangeEncryptionKey(
    string  newKey
 );

パラメータ • newKey データベースの新しい暗号化キー

説明 暗号化キーが失われた場合は、データベースを開くことができなくな
ります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

Close メソッド

この接続を閉じます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Close()

// C# 
 public void Close();
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説明 接続を閉じると、その接続をもう一度開くことはできません。接続を
もう一度開くには、新しい Connection オブジェクトを作成して開く必

要があります。 

閉じた接続に関連付けられたオブジェクト ( テーブル、スキーマなど

) を使用するとエラーになります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

Commit メソッド

未処理の変更をデータベースにコミットします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Commit()

// C# 
 public void Commit();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ Commit メソッド

◆ Rollback メソッド

CountUploadRows メソッド

次回の同期でアップロードする必要のあるロー数を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function CountUploadRows( _
    ByVal mask As Integer, _
    ByVal threshold As UInt32 _
 ) As UInt32
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// C# 
 public uint CountUploadRows(
    int mask,
    uint threshold
 );

パラメータ • mask ローのチェック対象となるパブリケーションのセット。

詳細については、PublicationSchema クラスを参照してくださ

い。

• threshold カウントするローの最大数。CountUploadRows の
所要時間を制限します。値 0 は制限が最大であることを示し

ます。値 1 は、同期の必要なローがあるかどうかを判別する

場合に使用します。

戻り値 指定したパブリケーションからアップロードする必要のあるロー数

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

CountUploadRows メソッド

次回の同期でアップロードする必要のあるロー数を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function CountUploadRows( _
    ByVal mask As Integer, _
    ByVal threshold As Long _
 ) As Long

// C# 
 public long CountUploadRows(
    int mask,
    long threshold
 );

パラメータ • mask ローのチェック対象となるパブリケーションのセット。

詳細については、PublicationSchema クラスを参照してくださ

い。
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• threshold カウントするローの最大数。CountUploadRows の
所要時間を制限します。値 0 は制限が最大であることを示し

ます。値 1 は、同期の必要なローがあるかどうかを判別する

場合に使用します。 threshold は、[0,0x0ffffffff] の範囲内

である必要があります。

戻り値 指定したパブリケーションからアップロードする必要のあるロー数

説明 このメソッドは、System.UInt32 型をネイティブでサポートしていな

い言語を対象として用意されています。この型がアプリケーションで
サポートされている場合は、このメソッドの別のフォームを使用しま
す。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

GetLastDownloadTime メソッド

指定されたパブリケーションの最後のダウンロードの時刻を返しま
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetLastDownloadTime( _
    ByVal mask As Integer _
 ) As Date

// C# 
 public DateTime GetLastDownloadTime(
    int mask
 );

パラメータ • mask チェックするパブリケーションのマスク。詳細について

は、PublicationSchema クラス を参照してください。

戻り値 最後のダウンロードのタイムスタンプ

説明 パラメータ mask は、単一のパブリケーションを参照するか、データ

ベース全体の最後のダウンロード時刻の特殊定数 SYNC_ALL_DB 
フィールド である必要があります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ ResetLastDownloadTime メソッド

GetNewUUID メソッド

新しい UUID を生成します (Guid)。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetNewUUID() As Guid

// C# 
 public Guid GetNewUUID();

戻り値 Guid としての新しい UUID

説明 .NET Compact Framework に含まれていないため、ここで提供されてい

ます。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ SetUUID メソッド

◆ GetUUID メソッド

GetTable メソッド

データベース内の要求されたテーブルへの参照を作成して返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTable( _
    ByVal name As String _
 ) As Table

// C# 
 public Table GetTable(
    string  name
 );
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Connection クラス
パラメータ • name フェッチするテーブルの名前

戻り値 目的のテーブルを表す Table クラス オブジェクトのインスタンス

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

GrantConnectTo メソッド

指定されたパスワードを持つユーザ ID に、Ultra Light データベース

へのアクセスを許可します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub GrantConnectTo( _
    ByVal uid As String, _
    ByVal pwd As String _
 )

// C# 
 public void GrantConnectTo(
    string  uid,
    string  pwd
 );

パラメータ • uid データベースへのアクセス権を受け取るユーザ ID。ID の
最大長は 16 文字です。

• pwd ID に関連付けられるパスワード。最大長は 16 文字です。

説明 既存のユーザ ID が指定されていれば、この関数を使用してそのユー

ザのパスワードを更新します。Ultra Light では、最大で 4 人のユーザ

がサポートされます。このメソッドが有効になるのは、接続が開かれ
たときにユーザ認証が有効になっていた場合だけです。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ OpenConnection メソッド
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PrepareStatement メソッド

IN パラメータ付きまたは IN パラメータなしで、SQL 文を事前にコン

パイルして PreparedStatement オブジェクトに格納します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function PrepareStatement( _
    ByVal sql As String _
 ) As PreparedStatement

// C# 
 public PreparedStatement PrepareStatement(
    string  sql
 );

パラメータ • sql IN パラメータのプレースホルダ '?' が 1 つまたは複数含ま

れている可能性のある SQL 文

戻り値 事前にコンパイルされた文を含む新しい PreparedStatement オブジェク

ト 

説明 準備文オブジェクトを使用すると、この文を効率的に何回も実行でき
ます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

ResetLastDownloadTime メソッド

最後のダウンロードの時刻をリセットします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ResetLastDownloadTime( _
    ByVal mask As Integer _
 )

// C# 
 public void ResetLastDownloadTime(
    int mask
 );
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Connection クラス
パラメータ • mask リセットするパブリケーションのセット。詳細について

は、PublicationSchema クラス を参照してください。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ GetLastDownloadTime メソッド

RevokeConnectFrom メソッド

指定したユーザ ID から、Ultra Light データベースへのアクセス権を

取り消します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub RevokeConnectFrom( _
    ByVal uid As String _
 )

// C# 
 public void RevokeConnectFrom(
    string  uid
 );

パラメータ • uid データベースへのアクセス権を取り消すユーザ ID。ユー

ザ ID の最大長は 16 文字です。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ GrantConnectTo メソッド

Rollback メソッド

未処理の変更をデータベースにロールバックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Rollback()
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// C# 
 public void Rollback();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ Commit メソッド

◆ AutoCommit フィールド

RollbackPartialDownload メソッド

部分的なダウンロードから、未処理の変更をデータベースにロール
バックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub RollbackPartialDownload()

// C# 
 public void RollbackPartialDownload();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ KeepPartialDownload プロパティ

◆ ResumePartialDownload プロパティ

StartSynchronizationDelete メソッド

同期用に、この接続によって行われる以後のすべての削除にマークを
付けます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub StartSynchronizationDelete()

// C# 
 public void StartSynchronizationDelete();
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Connection クラス
説明 この関数が呼び出されると、すべての削除操作が再度同期され、削除
されたローが統合データベースからも削除されます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

StopSynchronizationDelete メソッド

この関数が呼び出されると、削除操作が同期されなくなります。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub StopSynchronizationDelete()

// C# 
 public void StopSynchronizationDelete();

説明 領域を節約するために、Ultra Light データベースから古い情報を削除

して、統合データベースにはそれを残しておく場合に、このメソッド
を使用すると便利です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ StartSynchronizationDelete メソッド

Synchronize メソッド

現在の SyncParms プロパティ を使用してデータベースを同期します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Synchronize()

// C# 
 public void Synchronize();
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説明 結果の詳細なステータスは、この接続の SyncResult プロパティ オブ

ジェクトでレポートされます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ

◆ SyncParms プロパティ

◆ SyncResult プロパティ

Synchronize メソッド

指定したリスナに送信されるプログレス・イベントとともに、現在の 
SyncParms プロパティ を使用してデータベースを同期します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Synchronize( _
    ByVal listener As SyncProgressListener _
 )

// C# 
 public void Synchronize(
    SyncProgressListener listener
 );

パラメータ • listener 同期プログレス・イベントを受信するオブジェクト

説明 リスナに送信された最後のイベントのステータスは、
SyncProgressState 列挙 です。 

同期中のエラーは、SyncProgressState 列挙 イベントとして送信され、

SQLException クラス としてスローされます。 

結果の詳細なステータスは、この接続の SyncResult プロパティ オブ

ジェクトで報告されます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Connection クラス

◆ Connection メンバ
457



Connection クラス
◆ SyncParms プロパティ

◆ SyncResult プロパティ

◆ SyncProgressListener インタフェース
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ConnectionParms クラス

Ultra Light データベースへの接続を開くためのパラメータを指定しま

す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ConnectionParms
   Inherits DatabaseNameParms

// C# 
 public class ConnectionParms :
   DatabaseNameParms

説明 データベースは、1 人の認証済みユーザ DBA で作成されます。この

ユーザの最初のパスワードは SQL です。デフォルトでは、ユーザ ID 
DBA とパスワード SQL を使用して、接続が開かれます。デフォルト・

ユーザを無効にするには、RevokeConnectFrom メソッド を使用しま

す。ユーザを追加したり、ユーザのパスワードを変更したりするに
は、GrantConnectTo メソッド を使用します。 

複数の接続が作成される場合は、ConnectionName="名前 "; を使用

して、各接続にユニークな名前を付ける必要があります。 

参照 ◆ ConnectionParms メンバ

◆ AdditionalParms プロパティ

ConnectionParms メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ConnectionParms コン

ストラクタ

ConnectionParms インスタンスを、そのデフォルト

値で初期化します。 
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ConnectionParms クラス
パブリック・インスタンス・メソッド

パブリック・インスタンス・イベント

メンバ 説明

AdditionalParms プロ

パティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

名前 = 値の組み合わせをセミコロンで区切ったリ

ストで、追加のパラメータを指定します。ここで
指定されるのは、あまり一般的に使用されないパ
ラメータです。 

CacheSize プロパティ キャッシュのサイズを指定します。 

ConnectionName プロ

パティ

接続の名前を指定します。接続名が必要となるの
は、データベースとの接続を複数作成する場合だ
けです。 

DatabaseOnCE プロパ

ティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスと

ファイル名を指定します。

DatabaseOnDesktop プ
ロパティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の 
Ultra Light データベースのパスとファイル名を指

定します。

EncryptionKey プロパ

ティ

データベースを暗号化するためのキーを指定しま
す。 

ParmsUsed プロパティ 
( 継承 
DatabaseNameParms)

このインスタンスを使用する最後の 
DatabaseManager メソッドによって実際に使用

されたパラメータを返します。 

Password プロパティ 認証済みユーザのパスワードを指定します。 

UserID プロパティ データベースで認証されるユーザを指定します。 

メンバ 説明

ToString メソッド ( 継
承 DatabaseNameParms)

このインスタンスの文字列表現を返します。 
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プロテクト・インスタンス・メソッド

ConnectionParms コンストラクタ

ConnectionParms インスタンスを、そのデフォルト値で初期化します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public ConnectionParms();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

CacheSize プロパティ

キャッシュのサイズを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property CacheSize As String

// C# 
 public string  CacheSize {get;set;}

メンバ 説明

UnusedEvent イベント 
( 継承 
DatabaseNameParms)

使われていません。 

メンバ 説明

Dispose メソッド ( 継
承 DatabaseNameParms)

このオブジェクトによって使用されるリソースを
解放します。 
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ConnectionParms クラス
説明 キャッシュ・サイズの値は、バイト単位で指定します。キロバイトの
単位を示すにはサフィックス k または K を使用し、メガバイトの単位

を示すにはサフィックス m または M を使用します。 

たとえば、次の例ではキャッシュ・サイズが 128 KB に設定されます。 

connParms.CacheSize = "128k";

デフォルトのキャッシュ・サイズは 16 ページです。デフォルトの

ページ・サイズは 4 KB なので、デフォルトのキャッシュ・サイズは 
64 KB です。キャッシュの最小サイズは、プラットフォームによって

異なります。 

デフォルトのキャッシュ・サイズは小さめの値です。テスト結果によ
り、パフォーマンスの向上が必要と判断した場合は、キャッシュ・サ
イズを大きくしてください。 

キャッシュ・サイズをデータベース自体のサイズより大きくすると、
パフォーマンスは向上しません。また、キャッシュ・サイズを大きく
すると、使用できる他のアプリケーションの数に影響する場合があり
ます。 

キャッシュ・サイズが未指定であるか、正しく指定されていない場合
は、デフォルトのサイズが使用されます。 

ConnectionName プロパティ

接続の名前を指定します。接続名が必要となるのは、データベースと
の接続を複数作成する場合だけです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ConnectionName As String

// C# 
 public string  ConnectionName {get;set;}

EncryptionKey プロパティ

データベースを暗号化するためのキーを指定します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property EncryptionKey As String

// C# 
 public string  EncryptionKey {get;set;}

説明 すべての openConnection 呼び出しは、データベースが作成されたと

きに指定されたキーと同じキーを使用する必要があります。キーを忘
れた場合はデータベースにまったくアクセスできなくなります。 

すべてのパスワードに共通することですが、最善の方法は、簡単には
推測できないキー値を選択することです。キーの長さは任意ですが、
短いと推測されやすいため、一般的には長い方が適しています。ま
た、数字、文字、特殊文字を組み合わせると、キーは推測されにくく
なります。 

参照 ◆ ConnectionParms クラス

◆ ConnectionParms メンバ

◆ ChangeEncryptionKey メソッド

Password プロパティ

認証済みユーザのパスワードを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Password As String

// C# 
 public string  Password {get;set;}

説明 データベースが作成されると、ユーザ ID DBA のパスワードは SQL に
設定されます。データベースで大文字と小文字が区別されない場合
は、パスワードの大文字と小文字は区別されません。データベースで
大文字と小文字が区別される場合は、パスワードの大文字と小文字も
区別されます。デフォルト値は SQL です。 

参照 ◆ ConnectionParms クラス

◆ ConnectionParms メンバ

◆ UserID プロパティ
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ConnectionParms クラス
UserID プロパティ

データベースで認証されるユーザを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UserID As String

// C# 
 public string  UserID {get;set;}

説明 データベースは最初、DBA という名前の 1 人の認証済みユーザで作成

されます。データベースで大文字と小文字が区別されない場合は、
ユーザ ID の大文字と小文字は区別されません。データベースで大文

字と小文字が区別される場合は、ユーザ ID の大文字と小文字も区別

されます。デフォルト値は DBA です。 

参照 ◆ ConnectionParms クラス

◆ ConnectionParms メンバ

◆ Password プロパティ

◆ GrantConnectTo メソッド

◆ RevokeConnectFrom メソッド

◆ IsCaseSensitive プロパティ
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CreateParms クラス

Ultra Light データベースを作成し、そのデータベースへの接続を開く

ためのパラメータを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class CreateParms
   Inherits ConnectionParms

// C# 
 public sealed class CreateParms :
   ConnectionParms

説明 注意：一度にアクティブにできるデータベースは 1 つのみです。ほか

の接続が開いているときに別のデータベースを作成しようとすると、
エラーが発生します。 

データベースを正常に作成するには、有効なスキーマ・ファイルを指
定します。 

参照 ◆ CreateParms メンバ

◆ AdditionalParms プロパティ

CreateParms メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

CreateParms コンスト

ラクタ

CreateParms インスタンスを、そのデフォルト値で

初期化します。 
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CreateParms クラス
パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

AdditionalParms プロ

パティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

名前 = 値の組み合わせをセミコロンで区切ったリ

ストで、追加のパラメータを指定します。ここで
指定されるのは、あまり一般的に使用されないパ
ラメータです。 

CacheSize プロパティ 
( 継承 ConnectionParms)

キャッシュのサイズを指定します。 

ConnectionName プロ

パティ ( 継承 
ConnectionParms)

接続の名前を指定します。接続名が必要となるの
は、データベースとの接続を複数作成する場合だ
けです。 

DatabaseOnCE プロパ

ティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスと

ファイル名を指定します。

DatabaseOnDesktop プ
ロパティ ( 継承 
DatabaseNameParms)

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の 
Ultra Light データベースのパスとファイル名を指

定します。

EncryptionKey プロパ

ティ ( 継承 
ConnectionParms)

データベースを暗号化するためのキーを指定しま
す。 

ParmsUsed プロパティ 
( 継承 
DatabaseNameParms)

このインスタンスを使用する最後の 
DatabaseManager メソッドによって実際に使用

されたパラメータを返します。 

Password プロパティ

 ( 継承 ConnectionParms)
認証済みユーザのパスワードを指定します。 

Schema プロパティ Ultra Light データベースのスキーマを指定します。 

UserID プロパティ (
継承 ConnectionParms)

データベースで認証されるユーザを指定します。 
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パブリック・インスタンス・イベント

CreateParms コンストラクタ

CreateParms インスタンスを、そのデフォルト値で初期化します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub New()

// C# 
 public CreateParms();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

Schema プロパティ

Ultra Light データベースのスキーマを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Schema As SchemaParms

// C# 
 public SchemaParms Schema {get;set;}

参照 ◆ CreateParms クラス

◆ CreateParms メンバ

メンバ 説明

ToString メソッド ( 継
承 DatabaseNameParms)

このインスタンスの文字列表現を返します。 

メンバ 説明

UnusedEvent イベント 
( 継承 
DatabaseNameParms)

使われていません。 
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CreateParms クラス
◆ SchemaParms クラス
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Cursor クラス

Ultra Light データベースのカーソルを示します。カーソルとは、テー

ブルまたは結果セットからの一連のローです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 MustInherit Public Class Cursor

// C# 
 public abstract class Cursor

説明 このクラスは、Table クラス および ResultSet クラス の抽象基本クラ 
スです。 

派生クラスには、ローの説明にアクセス可能な Schema プロパティが

あります。 

Cursor メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

IsBOF プロパティ 現在のローの位置が最初のローの前なら true を返

します。 

IsEOF プロパティ 現在のローの位置が最後のローの後なら true を返

します。 

IsOpen プロパティ カーソルが現在開いているかどうかを確認しま
す。 

RowCount プロパティ カーソル内のロー数を返します。 

メンバ 説明

Close メソッド カーソルを閉じます。 
469



Cursor クラス
Fill メソッド ADO .NET DataTable オブジェクトに、カーソル内

のローを格納します。

GetBoolean メソッド 指定したカラムの値を Boolean として返します。 

GetBytes メソッド 指定したカラムの値を Byte 配列として返します。 
SQLType 列挙 型、SQLType 列挙 型、SQLType 
列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。

GetBytes メソッド 指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。 

GetChars メソッド 指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。 

GetDouble メソッド 指定したカラムの値を Double として返します。 

GetFloat メソッド 指定したカラムの値を Single として返します。 

GetInt メソッド 指定したカラムの値を Int32 として返します。 

GetLong メソッド 指定したカラムの値を Int64 として返します。 

GetShort メソッド 指定したカラムの値を Int16 として返します。 

GetString メソッド 指定したカラムの値を String として返します。 

GetTime メソッド 指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan 
として返します。 

GetTimestamp メソッ

ド

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime 
として返します。 

GetUInt メソッド 指定したカラムの値を UInt32 として返します。 

GetULong メソッド 指定したカラムの値を UInt64 として返します。 

GetUShort メソッド 指定したカラムの値を UInt16 として返します。 

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

IsBOF プロパティ

現在のローの位置が最初のローの前なら true を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsBOF As Boolean

// C# 
 public bool IsBOF {get;}

GetUUID メソッド 指定したカラムの値を UUID (Guid) として返しま

す。 

IsNull メソッド 指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェッ

クします。 

MoveAfterLast メソッ

ド

カーソルの最後のローの後に移動します。 

MoveBeforeFirst メ
ソッド

カーソルの最初のローの前に移動します。 

MoveFirst メソッド カーソルの最初のローに移動します。 

MoveLast メソッド カーソルの最後のローに移動します。 

MoveNext メソッド 次のローに、または最後のローの後に移動しま
す。 

MovePrevious メソッ

ド

前のローに、または最初のローの前に移動しま
す。 

MoveRelative メソッ

ド

現在のローを基準として移動します。 

メンバ 説明

Finalize メソッド Finalize メソッドです。

メンバ 説明
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例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsEOF プロパティ

現在のローの位置が最後のローの後なら true を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsEOF As Boolean

// C# 
 public bool IsEOF {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsOpen プロパティ

カーソルが現在開いているかどうかを確認します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

戻り値 カーソルが現在開いている場合は true、閉じている場合は false 

RowCount プロパティ

カーソル内のロー数を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property RowCount As Integer

// C# 
 public int RowCount {get;}
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説明 RowCount は、古いローを削除して領域を節約するタイミングを決定

するときに使用します。StopSynchronizationDelete メソッド を使用す

ると、統合データベースからは削除しないで Ultra Light データベース

から古いローを削除できます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ StartSynchronizationDelete メソッド

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

Close メソッド

カーソルを閉じます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Close()

// C# 
 public void Close();

説明 すでに閉じられているカーソルを閉じるのはエラーではありません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

Fill メソッド

ADO .NET DataTable オブジェクトに、カーソル内のローを格納しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function Fill( _
    ByVal dt As DataTable _
 ) As Integer
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// C# 
 public int Fill(
    DataTable dt
 );

パラメータ • dt 格納先の ADO .NET DataTable オブジェクト

戻り値 格納されたローの数

Finalize メソッド

Finalize メソッドです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

GetBoolean メソッド

指定したカラムの値を Boolean として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetBoolean( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool GetBoolean(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Boolean としてのカラム値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetBytes メソッド

指定したカラムの値を Byte 配列として返します。 SQLType 列挙 型、

SQLType 列挙 型、SQLType 列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function GetBytes( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Byte()

// C# 
 public byte[] GetBytes(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。
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戻り値 Byte 配列としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetBytes メソッド

指定したオフセットで始まる、指定した SQLType 列挙 カラムの値の

サブセットを、コピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function GetBytes( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal dst As Byte(), _
    ByVal dstOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 ) As Integer
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// C# 
 public int GetBytes(
    short columnID,
    int srcOffset,
    byte[] dst,
    int dstOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• srcOffset カラム値の開始位置。ゼロが値の冒頭です。

• dst コピー先の配列

• dstOffset コピー先の配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

戻り値 実際にコピーされたバイト数

説明 値の srcOffset から srcOffset+count-1 までの位置のバイトが、コピー

先の配列の dstOffset から dstOffset+count-1 までの位置に、それぞれ

コピーされます。count のバイト数がコピーされる前に、値の末尾が

検出された場合は、コピー先の配列の残りは変更されないままになり
ます。 

次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ dst が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ dstOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ dstOffset+count が dst.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス
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◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetChars メソッド

指定したオフセットで始まる、指定した SQLType 列挙 カラムの値の

サブセットを、コピー先の System.Char 配列の指定したオフセットに

コピーします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetChars( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal dst As Char(), _
    ByVal dstOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetChars(
    short columnID,
    int srcOffset,
    char[] dst,
478



     第 5 章   iAnywhere.UltraLite ネームスペース
    int dstOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• srcOffset カラム値の開始位置。ゼロが値の冒頭です。

• dst コピー先の配列

• dstOffset コピー先の配列の開始位置

• count コピーされる文字数

戻り値 実際にコピーされた文字数 

説明 値の srcOffset から srcOffset+count-1 までの位置の文字が、コピー先

の配列の dstOffset から dstOffset+count-1 までの位置に、それぞれコ

ピーされます。count の文字数がコピーされる前に、値の末尾が検出

された場合は、コピー先の配列の残りは変更されないままになりま
す。 

次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ dst が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ dstOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ dstOffset+count が dst.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBoolean メソッド
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◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetDouble メソッド

指定したカラムの値を Double として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetDouble( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Double

// C# 
 public double GetDouble(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Double としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ
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◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetFloat メソッド

指定したカラムの値を Single として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetFloat( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Single

// C# 
 public float  GetFloat(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Single としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 
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参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetInt メソッド

指定したカラムの値を Int32 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetInt( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetInt(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Int32 としてのカラム値 
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例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetLong メソッド

指定したカラムの値を Int64 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetLong( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Long

// C# 
 public long GetLong(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。
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戻り値 Int64 としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetShort メソッド

指定したカラムの値を Int16 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetShort( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Short

// C# 
 public short GetShort(
    short columnID
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Int16 としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetString メソッド

指定したカラムの値を String として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetString( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As String
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// C# 
 public string  GetString(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 String としてのカラム値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetTime メソッド

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan として返します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTime( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As TimeSpan

// C# 
 public TimeSpan GetTime(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 TimeSpan としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド
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GetTimestamp メソッド

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTimestamp( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Date

// C# 
 public DateTime GetTimestamp(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 DateTime としてのカラム値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ DateTime
◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド
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◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetUInt メソッド

指定したカラムの値を UInt32 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUInt( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As UInt32

// C# 
 public uint GetUInt(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 UInt32 としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド
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◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetULong メソッド

指定したカラムの値を UInt64 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetULong( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As UInt64

// C# 
 public ulong GetULong(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 UInt64 としてのカラム値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド
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◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetUShort メソッド

指定したカラムの値を UInt16 として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUShort( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As UInt16

// C# 
 public ushort GetUShort(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 UInt16 としてのカラム値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド
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◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUUID メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetUUID メソッド

指定したカラムの値を UUID (Guid) として返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetUUID( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Guid

// C# 
 public Guid GetUUID(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 Guid としてのカラム値 

説明 SQLType 列挙 型のカラム、または長さが 16 の SQLType 列挙 型のカラ

ムの場合にのみ有効です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド
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◆ IsNull メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetColumnSQLType メソッド

◆ GetColumnSize メソッド

IsNull メソッド

指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsNull( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsNull(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。カーソルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

戻り値 値が NULL の場合は true、NULL でない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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参照 ◆ Cursor クラス

◆ Cursor メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ GetBoolean メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetBytes メソッド

◆ GetChars メソッド

◆ GetDouble メソッド

◆ GetFloat メソッド

◆ GetInt メソッド

◆ GetLong メソッド

◆ GetShort メソッド

◆ GetString メソッド

◆ GetTime メソッド

◆ GetTimestamp メソッド

◆ GetUInt メソッド

◆ GetULong メソッド

◆ GetUShort メソッド

◆ GetUUID メソッド

MoveAfterLast メソッド

カーソルの最後のローの後に移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub MoveAfterLast()

// C# 
 public void MoveAfterLast();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MoveBeforeFirst メソッド

カーソルの最初のローの前に移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub MoveBeforeFirst()
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// C# 
 public void MoveBeforeFirst();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MoveFirst メソッド

カーソルの最初のローに移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveFirst() As Boolean

// C# 
 public bool MoveFirst();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、ローがない場

合、メソッドは失敗します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MoveLast メソッド

カーソルの最後のローに移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveLast() As Boolean

// C# 
 public bool MoveLast();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、ローがない場

合、メソッドは失敗します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MoveNext メソッド

次のローに、または最後のローの後に移動します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveNext() As Boolean

// C# 
 public bool MoveNext();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、それ以上ロー

がない場合、メソッドは失敗します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MovePrevious メソッド

前のローに、または最初のローの前に移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MovePrevious() As Boolean

// C# 
 public bool MovePrevious();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、それ以上ロー

がない場合、メソッドは失敗します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

MoveRelative メソッド

現在のローを基準として移動します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function MoveRelative( _
    ByVal offset As Integer _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool MoveRelative(
    int offset
 );
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パラメータ • offset 移動するローの数。負の値を指定すると、後方に移動

します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false。たとえば、最初または最

後のローを超えて移動する場合、メソッドは失敗します。 

説明 指定した移動先にローがない場合には、false が返されます。その場合

のカーソル位置は、offset が正であるときには最後のロー (isEOF()) 
になり、offset が負であるときには最初のロー (isBOF()) になります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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CursorSchema クラス

Ultra Light のカーソルのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 MustInherit Public Class CursorSchema

// C# 
 public abstract class CursorSchema

説明 このクラスは、TableSchema クラスおよび ResultSetSchema クラス の
抽象基本クラ スです。 

CursorSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ

このカーソル内のカラム数を返します。 

IsOpen プロパティ カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。 

Name プロパティ このカーソルの名前です。 

メンバ 説明

GetColumnID メソッ

ド

指定したカラムのカラム ID を返します。 

GetColumnName メ
ソッド

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。 

GetColumnPrecision メ
ソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの精度を返します。 
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プロテクト・インスタンス・メソッド

ColumnCount プロパティ

このカーソル内のカラム数を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ColumnCount As Short

// C# 
 public short ColumnCount {get;}

説明 カラム ID の範囲は、1 ～ ColumnCount です。 

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。 

IsOpen プロパティ

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを確認します。 

GetColumnScale メ
ソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの位取りを返します。 

GetColumnSize メソッ

ド

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラムの

サイズを返します。 

GetColumnSQLType メ
ソッド

指定したカラムの SQL データ型を取得します。 

メンバ 説明

Finalize メソッド 関連するネイティブ・オブジェクトをクリーン
アップするデストラクタです。 

メンバ 説明
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

戻り値 カーソルのスキーマが現在開いている場合は true、閉じている場合は 
false 

Name プロパティ

このカーソルの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

Finalize メソッド

関連するネイティブ・オブジェクトをクリーンアップするデストラク
タです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

GetColumnID メソッド

指定したカラムのカラム ID を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnID( _
    ByVal name As String _
 ) As Short
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// C# 
 public short GetColumnID(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラム ID

説明 カラム ID の範囲は、1 ～ ColumnCount プロパティ です。 

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ

GetColumnName メソッド

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnName( _
    ByVal columnID As Short _
 ) As String

// C# 
 public string  GetColumnName(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID。 columnID は、

[1,CursorSchema.ColumnCount] の範囲内である必要があり

ます。

戻り値 カラムの名前
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説明 カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。カラムを正しく識別するには、名前でアクセスす
るか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマのアップグ

レード後にリフレッシュします。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ

GetColumnPrecision メソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれば、指定したカラム

の精度を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnPrecision( _
    ByVal name As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnPrecision(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 数値カラムの精度

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ GetColumnSQLType メソッド
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GetColumnScale メソッド

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれば、指定したカラム

の位取りを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnScale( _
    ByVal name As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnScale(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 数値カラムの位取り

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetColumnSize メソッド

カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 型または CHAR 型 ) 
であれば、指定したカラムのサイズを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnSize( _
    ByVal name As String _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetColumnSize(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前
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戻り値 サイズ指定されたカラムのサイズ

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ GetColumnSQLType メソッド

GetColumnSQLType メソッド

指定したカラムの SQL データ型を取得します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnSQLType( _
    ByVal name As String _
 ) As SQLType

// C# 
 public SQLType GetColumnSQLType(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 SQLType 列挙整数 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ CursorSchema クラス

◆ CursorSchema メンバ

◆ SQLType 列挙

◆ ColumnCount プロパティ
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DatabaseManager クラス

Ultra Light データベースへの接続を管理します。複数回インスタンス

化しないでください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class DatabaseManager

// C# 
 public sealed class DatabaseManager

説明 接続は、他の操作の実行前に開きます。また、その接続での操作がす
べて終了したら、接続を閉じてからアプリケーションを終了します。
接続で開いたテーブルをすべて閉じてから、その接続を閉じます。 

このコンストラクタはスレッド対応ではありません。このクラスの他
のメソッドは、すべてスレッド対応です。 

DatabaseManager メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

DatabaseManager コン

ストラクタ

スタンドアロンのランタイムを使用して、
iAnywhere.UltraLite アセンブリを初期化します。

DatabaseManager のインスタンスは、アプリケー

ションごとに 1 つしか作成できません。 

DatabaseManager コン

ストラクタ

ランタイムのタイプを指定して、
iAnywhere.UltraLite アセンブリを初期化します。

DatabaseManager のインスタンスは、アプリケー

ションごとに 1 つしか作成できません。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

DatabaseManager コンストラクタ

スタンドアロンのランタイムを使用して、iAnywhere.UltraLite アセン

ブリを初期化します。DatabaseManager のインスタンスは、アプリ

ケーションごとに 1 つしか作成できません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public DatabaseManager();

メンバ 説明

RuntimeType プロパ

ティ

Ultra Light.NET ランタイムのタイプを指定します。 

メンバ 説明

CreateDatabase メソッ

ド

データベースを作成し、parms によって指定され

たデータベースへの接続を開きます。 

DropDatabase メソッ

ド

指定したデータベースを削除します。 
接続が開かれているデータベースを削除すること
はできません。 

OpenConnection メ
ソッド

parms によって指定されたデータベースへの接続

を開きます。データベースが存在しない場合は、

値 SQLCode 列挙 とともに SQLException クラ

ス がスローされます。 

SetActiveSyncListener 
メソッド

ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダからの 
ActiveSync の呼び出しを処理するリスナ・オブ

ジェクトを指定します。 

SetServerSyncListener 
メソッド

指定したサーバ同期メッセージの処理に使用する
リスナ・オブジェクトを指定します。 
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例外 •    SQLException クラス - 1 つのアプリケーションにつき、複数回呼

び出された場合 

参照 ◆ DatabaseManager クラス

◆ DatabaseManager メンバ

◆ RuntimeType プロパティ

DatabaseManager コンストラクタ

ランタイムのタイプを指定して、iAnywhere.UltraLite アセンブリを初

期化します。DatabaseManager のインスタンスは、アプリケーション

ごとに 1 つしか作成できません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal ulType As RuntimeType _
 )

// C# 
 public DatabaseManager(
    RuntimeType ulType
 );

パラメータ • ulType 使用する Ultra Light.NET ランタイムのタイプを指定し

ます。

例外 •    SQLException クラス - 1 つのアプリケーションにつき、複数回呼

び出された場合 

参照 ◆ DatabaseManager クラス

◆ DatabaseManager メンバ

◆ RuntimeType プロパティ

RuntimeType プロパティ

Ultra Light.NET ランタイムのタイプを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property RuntimeType As RuntimeType
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// C# 
 public RuntimeType RuntimeType {get;}

プロパティ値 アンマネージ Ultra Light.NET ランタイムのタイプを示す列挙値 
RuntimeType 列挙

CreateDatabase メソッド

データベースを作成し、parms によって指定されたデータベースへの

接続を開きます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function CreateDatabase( _
    ByVal parms As CreateParms _
 ) As Connection

// C# 
 public Connection CreateDatabase(
    CreateParms parms
 );

パラメータ • parms データベースを作成し、そのデータベースへの接続を

開くためのパラメータ。詳細については、CreateParms クラス 
を参照してください。

戻り値 開かれた接続

説明 すでにデータベースが存在する場合は、コード SQLCode 列挙 ととも

に SQLException クラス がスローされます。 

接続の IsDatabaseNew プロパティ は true に設定され、接続が開かれ

ときにデータベースが作成されたことが示されます。 

接続を閉じるのは、その接続でのすべての操作がすべて終了してか
ら、アプリケーションを終了する前に行う必要があります。接続で開
いたテーブルをすべて閉じてから、その接続を閉じます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseManager クラス
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◆ DatabaseManager メンバ

◆ CreateParms クラス

◆ OpenConnection メソッド

◆ IsDatabaseNew プロパティ

◆ Close メソッド

◆ GrantConnectTo メソッド

◆ RevokeConnectFrom メソッド

DropDatabase メソッド

指定したデータベースを削除します。 

接続が開かれているデータベースを削除することはできません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub DropDatabase( _
    ByVal parms As DatabaseNameParms _
 )

// C# 
 public void DropDatabase(
    DatabaseNameParms parms
 );

パラメータ • parms データベースを識別するためのパラメータ。詳細につ

いては、DatabaseNameParms クラス を参照してください。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseManager クラス

◆ DatabaseManager メンバ

◆ DatabaseNameParms クラス

◆ CreateDatabase メソッド

◆ OpenConnection メソッド
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OpenConnection メソッド

parms によって指定されたデータベースへの接続を開きます。データ

ベースが存在しない場合は、値 SQLCode 列挙 とともに SQLException 
クラス がスローされます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function OpenConnection( _
    ByVal parms As ConnectionParms _
 ) As Connection

// C# 
 public Connection OpenConnection(
    ConnectionParms parms
 );

パラメータ • parms 接続を開くためのパラメータ。詳細については、

ConnectionParms クラス を参照してください。

戻り値 開かれた接続

説明 IsDatabaseNew プロパティ は false に設定され、接続が開かれときに

データベースが作成されなかったことが示されます。 

接続を閉じるのは、その接続でのすべての操作がすべて終了してか
ら、アプリケーションを終了する前に行う必要があります。接続で開
いたテーブルをすべて閉じてから、その接続を閉じます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseManager クラス

◆ DatabaseManager メンバ

◆ ConnectionParms クラス

◆ CreateDatabase メソッド

◆ IsDatabaseNew プロパティ

◆ Close メソッド

◆ GrantConnectTo メソッド

◆ RevokeConnectFrom メソッド
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SetActiveSyncListener メソッド

ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダからの ActiveSync の呼び出しを

処理するリスナ・オブジェクトを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetActiveSyncListener( _
    ByVal appClassName As String, _
    ByVal listener As ActiveSyncListener _
 )

// C# 
 public void SetActiveSyncListener(
    string  appClassName,
    ActiveSyncListener listener
 );

パラメータ • appClassName アプリケーションのユニークなクラス名。こ

れは、アプリケーションが ActiveSync で使用されるように登

録されているときに使用されるクラス名です。

• listener リスナ・オブジェクト。前のリスナを削除するには、

null を使用します。

説明 パラメータ appClassName は、アプリケーションの識別に使用され

るユニークな識別子です。アプリケーションは、一度に 1 つの 
appClassName のみを使用できます。リスナが、特定の 
appClassName に登録されているときは、別の appClassName で 
SetServerSyncListener メソッド または SetActiveSyncListener メソッド 
を呼び出すと失敗します。 

ActiveSync のリスナを削除するには、listener パラメータとして null 
を使用して SetActiveSyncListener メソッド を呼び出します。 

すべてのリスナを削除するには、すべてのパラメータに null を使用

して SetServerSyncListener メソッド を呼び出します。 

アプリケーションは、すべてのリスナを削除してから終了する必要が
あります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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例 SetActiveSyncListenerの例については、 ActiveSyncInvoked メソッド 

を参照してください。 

SetServerSyncListener メソッド

指定したサーバ同期メッセージの処理に使用するリスナ・オブジェク
トを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetServerSyncListener( _
    ByVal messageName As String, _
    ByVal appClassName As String, _
    ByVal listener As ServerSyncListener _
 )

// C# 
 public void SetServerSyncListener(
    string  messageName,
    string  appClassName,
    ServerSyncListener listener
 );

パラメータ • messageName メッセージの名前

• appClassName アプリケーションのユニークなクラス名。こ

れは、アプリケーションの識別に使用されるユニークな識別
子です。

• listener リスナ・オブジェクト。前のリスナを削除するには、

null を使用します。

説明 パラメータ appClassName は、アプリケーションの識別に使用され

るユニークな識別子です。アプリケーションは、一度に 1 つの 
appClassName のみを使用できます。リスナが、特定の 
appClassName に登録されているときは、別の appClassName で 
SetServerSyncListener メソッド または SetActiveSyncListener メソッド 
を呼び出すと失敗します。 

特定のメッセージのリスナを削除するには、listener パラメータとし

て null を使用して SetServerSyncListener メソッド を呼び出します。 
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すべてのリスナを削除するには、すべてのパラメータに null を使用

して SetServerSyncListener メソッド を呼び出します。 

アプリケーションは、すべてのリスナを削除してから終了する必要が
あります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

例 ServerSyncInvoked メソッドの例については、

SetActiveSyncListener メソッドのマニュアルを参照してください。
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DatabaseNameParms クラス

Ultra Light データベースを識別します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class DatabaseNameParms
   Inherits Component

// C# 
 public class DatabaseNameParms :
   Component

説明 各インスタンスには、データベースへのプラットフォーム固有のパス
と汎用のパスがあります。プラットフォーム固有のパスでは、1 つの

値だけが使用され、汎用のパスよりも優先されます。次に例を示しま
す。 

[Visual Basic]

dbName.DatabaseOnCE="¥UltraLite¥mydb1.udb";

dbName.DatabaseOnDesktop="mydb2.udb";

[C#]

dbName.DatabaseOnCE="¥¥UltraLite¥¥mydb1.udb";

dbName.DatabaseOnDesktop="mydb2.udb";

パス \UltraLite\mydb1.udb は Windows CE で使用され、mydb2.udb 
はその他のプラットフォームで使用されます。

インスタンスが Ultra Light のメソッドに渡されると、プロパティ 
ParmsUsed は Ultra Light のメソッドによって実際に使用されるパラ

メータを返します。 

Ultra Light データベース・ファイルに推奨されるファイル拡張子は 
.udb です。Windows CE デバイスでは、デフォルトのデータベースは 
\UltraLiteDB\ulstore.udb です。その他の Windows プラットフォーム

では、デフォルトのデータベースは ulstore.udb です。C# では、パス

内の円記号をエスケープする必要があります。 
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DatabaseNameParms メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

パブリック・インスタンス・イベント

メンバ 説明

DatabaseNameParms コ
ンストラクタ

DatabaseNameParms インスタンスを、そのデフォ

ルト値で初期化します。 

メンバ 説明

AdditionalParms プロ

パティ

名前 = 値の組み合わせをセミコロンで区切ったリ

ストで、追加のパラメータを指定します。ここで
指定されるのは、あまり一般的に使用されないパ
ラメータです。 

DatabaseOnCE プロパ

ティ

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスと

ファイル名を指定します。

DatabaseOnDesktop プ
ロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の 
Ultra Light データベースのパスとファイル名を指

定します。

ParmsUsed プロパティ このインスタンスを使用する最後の 
DatabaseManager メソッドによって実際に使用

されたパラメータを返します。 

メンバ 説明

ToString メソッド このインスタンスの文字列表現を返します。 

メンバ 説明

UnusedEvent イベント 使われていません。 
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プロテクト・インスタンス・メソッド

DatabaseNameParms コンストラクタ

DatabaseNameParms インスタンスを、そのデフォルト値で初期化しま

す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public DatabaseNameParms();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

AdditionalParms プロパティ

名前 =値の組み合わせをセミコロンで区切ったリストで、追加のパラ
メータを指定します。ここで指定されるのは、あまり一般的に使用さ
れないパラメータです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AdditionalParms As String

// C# 
 public string  AdditionalParms {get;set;}

説明 ページ・サイズや予約サイズのパラメータの値は、バイト単位で指定
します。キロバイトの単位を示すにはサフィックス k または K を使用

し、メガバイトの単位を示すにはサフィックス m または M を使用しま

す。 

追加のパラメータを次に示します。

メンバ 説明

Dispose メソッド このオブジェクトによって使用されるリソースを
解放します。 
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キーワード 説明

dbn 接続する必要のある、ロードした
データベースを識別します。 
データベースが起動されると、デー
タベース名が割り当てられます。
データベース名は、dbn パラメータ

を使用して明示的に割り当てられる
か、または拡張子とパスが削除され
たベース・ファイル名を使用して 
Ultra Light によって割り当てられま

す。 
接続が開かれると、Ultra Light は 
dbn が一致する実行中のデータベー

スをまず検索します。一致するデー
タベースが見つからない場合、Ultra 
Light は適切なデータベースのファイ

ル名のパラメータ (DatabaseOnCE 
プロパティ または 
DatabaseOnDesktop プロパティ ) 
を使用して、新しいデータベースを
起動します。 
このパラメータが必要なのは、同じ
ベース・ファイル名を持つ 2 つの異

なるデータベースにアプリケーショ
ン ( または Ultra Light エンジン ) がア

クセスする場合です。 
このパラメータが使用されるのは、

OpenConnection メソッド または 
CreateDatabase メソッド を使用し

て接続を開いたときだけです。 
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obfuscate 1 に設定すると、難読化されたデー

タベースを作成することが指定され
ます。次に例を示します。 

createParms.AdditionalParm
s = "obfuscate=1";

データベースを読みにくくすること
で、表示ツールでデータベース内の
データを直接表示しようとする単純
な行為に対するセキュリティが提供
されます。巧妙で容赦ないデータへ
のアクセスが試みられた場合は、こ
のオプションでは防止できません。
難読化は、パフォーマンスにほとん
ど影響しません。 
このパラメータが使用されるのは、

CreateDatabase メソッド 使用して

新しいデータベースを作成したとき
だけです。 

page_size Ultra Light データベースはページ単

位で格納されます。I/O 操作は一度に 
1 ページずつ実行されます。Ultra 
Light データベースのデフォルト・

ページ・サイズは 4 KB です。次の保

管パラメータ文字列を使用すると 2 
KB のページを指定できます。 

connParms.AdditionalParms = 
"page_size=2k";

ページ・サイズを 2 KB に設定する

と、最大テーブル数が約 500 に減少

します。 
このパラメータが使用されるのは、

CreateDatabase メソッド 使用して

新しいデータベースを作成したとき
だけです。 

キーワード 説明
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reserve_size Ultra Light 継続データの保管に使用

する、ファイル・システム領域を予
約します。 
reserve_size パラメータを使用し

て、実際にデータを挿入することな
く、Ultra Light データベースが必要

とするファイル・システム領域を事
前に割り付けることができます。
ファイル・システムの領域を予約す
ると、パフォーマンスが多少向上し、
メモリが不足するという障害を防ぐ
ことができます。デフォルトでは、
永続ストレージ・ファイルのサイズ
は、アプリケーションがデータベー
スを更新して、サイズを大きくする
必要が生じた場合にだけ大きくなり
ます。 
reserve_size で予約されるファイ

ル・システム領域には、ロー・デー
タだけでなく、継続保管ファイルの
メタデータも含まれることに注意し
てください。データベースのデータ
量から、必要なファイル・システム
領域を計算する場合は、メタデータ
のオーバヘッドとデータの圧縮を考
慮してください。テスト・データを
入れてデータベースを実行し、継続
保管ファイルのサイズを確認するこ
とをおすすめします。 
reserve_size パラメータは、起動

時に継続保管ファイルを指定の予約
サイズまで大きくすることによって
領域を予約します。これは、その
ファイルが以前に存在していたかど
うかに関係なく行われます。この
ファイルはトランケートされません。 
次のパラメータ文字列では、起動時
に継続保管ファイルのサイズが最低 
2 MB 確保されます。 

createParms.AdditionalParm
s = "reserve_size=2m";

このパラメータが使用されるのは、

OpenConnection メソッド または 

キーワード 説明
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DatabaseNameParms クラス
DatabaseOnCE プロパティ

Windows CE 上の Ultra Light データベースのパスとファイル名を指定

します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseOnCE As String

// C# 
 public string  DatabaseOnCE {get;set;}

説明 値が null の場合、デフォルトのデータベース 
\UltraLiteDB\ulstore.udb が使用されます。C# では、パス内の円記号

をエスケープする必要があります。 

DatabaseOnDesktop プロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム上の Ultra Light データベー

スのパスとファイル名を指定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DatabaseOnDesktop As String

// C# 
 public string  DatabaseOnDesktop {get;set;}

説明 値が null の場合、デフォルトのデータベース ulstore.udb が使用され

ます。C# では、パス内の円記号をエスケープする必要があります。 

ParmsUsed プロパティ

このインスタンスを使用する最後の DatabaseManager メソッドに

よって実際に使用されたパラメータを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ParmsUsed As String

// C# 
 public string  ParmsUsed {get;}
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参照 ◆ DatabaseNameParms クラス

◆ DatabaseNameParms メンバ

◆ CreateDatabase メソッド

◆ DropDatabase メソッド

◆ OpenConnection メソッド

Dispose メソッド

このオブジェクトによって使用されるリソースを解放します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Overrides Protected Sub Dispose( _
    ByVal disposing As Boolean _
 )

// C# 
 protected override void Dispose(
    bool disposing
 );

パラメータ • disposing マネージ・リソースとアンマネージ・リソースの両

方を解放する場合は true、アンマネージ・リソースだけを解

放する場合は false

ToString メソッド

このインスタンスの文字列表現を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Function ToString() As String

// C# 
 public override string  ToString();

戻り値 このインスタンスの文字列表現 
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UnusedEvent イベント

使われていません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Event UnusedEvent As DatabaseNameParms.UnusedEventHandler

// C# 
 public event DatabaseNameParms.UnusedEventHandler UnusedEvent;

説明 この public Event は、Visual Basic .NET プロジェクトでこのクラスを組

み込む場合の Visual Studio .NET のバグを修正するために追加されて

います。実用的な用途はありません。 
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DatabaseNameParms.UnusedEventHandler 委譲

使われていません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
  Delegate Sub DatabaseNameParms.UnusedEventHandler( _
    ByVal sender As Object, _
    ByVal args As System.EventArgs _
 )

// C# 
  delegate void DatabaseNameParms.UnusedEventHandler(
    object sender,
    System.EventArgs args
 );

パラメータ • sender 送信側のオブジェクト

• args イベント引数

説明 この public Delegate は、Visual Basic .NET プロジェクトでこのクラス

を組み込む場合の Visual Studio .NET のバグを修正するために追加さ

れています。実用的な用途はありません。 
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DatabaseSchema クラス

Ultra Light データベースのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class DatabaseSchema

// C# 
 public sealed class DatabaseSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
DatabaseSchema クラス オブジェクトは、Schema プロパティ として接

続にアタッチされ、接続が開いている間のみ有効です。 

DatabaseSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

CollationName プロパ

ティ

データベースの照合順の名前です。 

IsCaseSensitive プロパ

ティ

データベースで大文字と小文字が区別されるかど
うかをチェックします。 

IsOpen プロパティ データベース・スキーマが開いているかどうかを
示します。 

PublicationCount プロ

パティ

データベース内のパブリケーションの数です。

Signature プロパティ このデータベースのシグニチャです。 

TableCount プロパ

ティ

データベース内のテーブルの数です。 
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CollationName プロパティ

データベースの照合順の名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property CollationName As String

// C# 
 public string  CollationName {get;}

説明 データベースの照合順は、テーブルのインデックスおよび結果セット
のソート方法に影響します。 

メンバ 説明

ApplyFile メソッド データベース・スキーマ・ファイルをデータベー
スに適用するとともに、リスナに進行状況をモニ
タさせます。

ApplyFile メソッド データベース・スキーマ・ファイルをデータベー
スに適用します。

GetDatabaseProperty メ
ソッド

指定したデータベースのプロパティの値を返しま
す。 

GetPublicationName メ
ソッド

指定したパブリケーション ID で識別されたパブ

リケーションの名前を返します。 パブリケーショ

ン ID は、パブリケーション・マスクではありま

せん。

GetPublicationSchema 
メソッド

指定したパブリケーションに対応するパブリケー
ション・スキーマを返します。 

GetTableCountInPublic
ations メソッド

指定したパブリケーション・マスクに含まれる
テーブルの数を返します。 

GetTableName メソッ

ド

指定したテーブル ID で識別されたテーブルの名

前を返します。 
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IsCaseSensitive プロパティ

データベースで大文字と小文字が区別されるかどうかをチェックしま
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsCaseSensitive As Boolean

// C# 
 public bool IsCaseSensitive {get;}

プロパティ値 データベースで大文字と小文字が区別される場合は true、区別されな

い場合は false 

説明 データベースで大文字と小文字が区別されるかどうかは、テーブルの
インデックスおよび結果セットのソート方法に影響します。また、大
文字と小文字の区別は、UserID プロパティ と Password プロパティ の
検証方法に影響します。 

IsOpen プロパティ

データベース・スキーマが開いているかどうかを示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 このデータベース・スキーマが現在開いていれば true 

PublicationCount プロパティ

データベース内のパブリケーションの数です。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PublicationCount As Integer
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// C# 
 public int PublicationCount {get;}

説明 パブリケーション ID の範囲は、1 ～ PublicationCount です。パブ

リケーション ID は、パブリケーション・マスクではありません。

データベースが開いていない場合、PublicationCount の値は 0 です。 

注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。 

参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ GetPublicationName メソッド

Signature プロパティ

このデータベースのシグニチャです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Signature As String

// C# 
 public string  Signature {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

TableCount プロパティ

データベース内のテーブルの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableCount As Integer

// C# 
 public int TableCount {get;}
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説明 テーブル ID の範囲は、1 ～ TableCount です。接続が開いていない場

合、TableCount の値は 0 です。 

注意：テーブルの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に

変更されることがあります。テーブルを正しく識別するには、名前で
アクセスするか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマの

アップグレード後にリフレッシュします。 

ApplyFile メソッド

データベース・スキーマ・ファイルをデータベースに適用するととも
に、リスナに進行状況をモニタさせます。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub ApplyFile( _
    ByVal parms As SchemaParms, _
    ByVal listener As SchemaUpgradeListener _
 )

// C# 
 public void ApplyFile(
    SchemaParms parms,
    SchemaUpgradeListener listener
 );

パラメータ • parms データベースに適用されるスキーマを指定するための

パラメータ。詳細については、SchemaParms クラス を参照し

てください。

• listener スキーマのアップグレードのプログレス・イベントを

受信するリスナ

説明 TableSchema クラス、IndexSchema クラス、PublicationSchema クラス 
のすべてのインスタンスは無効になるため、置き換える必要がありま
す。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ ApplyFile メソッド
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◆ SchemaParms クラス

ApplyFile メソッド

データベース・スキーマ・ファイルをデータベースに適用します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub ApplyFile( _
    ByVal parms As SchemaParms _
 )

// C# 
 public void ApplyFile(
    SchemaParms parms
 );

パラメータ • parms データベースに適用されるスキーマを指定するための

パラメータ。詳細については、SchemaParms クラス を参照し

てください。

説明 TableSchema クラス、IndexSchema クラス、PublicationSchema クラス 
のすべてのインスタンスは無効になるため、置き換える必要がありま
す。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ ApplyFile メソッド

◆ SchemaParms クラス

GetDatabaseProperty メソッド

指定したデータベースのプロパティの値を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetDatabaseProperty( _
    ByVal name As String _
 ) As String
529



DatabaseSchema クラス
// C# 
 public string  GetDatabaseProperty(
    string  name
 );

パラメータ • name データベースのプロパティの名前

戻り値 プロパティの文字列としての値

説明 識別されるプロパティは次のとおりです。

•    "DATE_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用される日

付フォーマットです。 

このフォーマットは、DateTime によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。 

•    "DATE_ORDER" データベースによる文字列変換に使用される日付

順です。 

•    "NEAREST_CENTURY" データベースによる文字列変換に使用され

る最も近い世紀です。 

•    "PRECISION" データベースによる文字列変換に使用される浮動

小数点の精度です。 

•    "SCALE" データベースによる文字列変換中に、計算結果が最大 
PRECISION にトランケートされるときの小数点以下の最大桁数

です。 

•    "TIME_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用される時

刻フォーマットです。 

このフォーマットは、TimeSpan によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。 

•    "TIMESTAMP_FORMAT" データベースによる文字列変換に使用され

るタイムスタンプのフォーマットです。 

このフォーマットは、DateTime によって使用されるフォーマッ

トと同じであるとは限りません。 
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•    "TIMESTAMP_INCREMENT" 2 つのユニークなタイムスタンプ間の

ナノ秒 (1,000,000 分の 1 秒 ) 単位の最小差です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

GetPublicationName メソッド

指定したパブリケーション ID で識別されたパブリケーションの名前

を返します。 パブリケーション ID は、パブリケーション・マスクで

はありません。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetPublicationName( _
    ByVal pubID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetPublicationName(
    int pubID
 );

パラメータ • pubID パブリケーションの ID。 pubID は、

[1,DatabaseSchema.PublicationCount] の範囲内である必

要があります。

戻り値 パブリケーション名

説明 注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ PublicationCount プロパティ
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GetPublicationSchema メソッド

指定したパブリケーションに対応するパブリケーション・スキーマを
返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetPublicationSchema( _
    ByVal name As String _
 ) As PublicationSchema

// C# 
 public PublicationSchema GetPublicationSchema(
    string  name
 );

パラメータ • name パブリケーションの名前

戻り値 指定したパブリケーションのパブリケーション・スキーマ

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ GetPublicationName メソッド

◆ PublicationSchema クラス

GetTableCountInPublications メソッド

指定したパブリケーション・マスクに含まれるテーブルの数を返しま
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTableCountInPublications( _
    ByVal mask As Integer _
 ) As Integer

// C# 
 public int GetTableCountInPublications(
    int mask
 );
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パラメータ • mask チェック対象のパブリケーションのセット

戻り値 パブリケーションのセットに含まれるテーブル数 

説明 カウントには、名前が _nosync で終わるテーブルは含まれません。 

注意：パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマの

アップグレード中に変更されることがあります。パブリケーションを
正しく識別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされている 
ID、マスク、カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュ

します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

GetTableName メソッド

指定したテーブル ID で識別されたテーブルの名前を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetTableName( _
    ByVal tableID As Integer _
 ) As String

// C# 
 public string  GetTableName(
    int tableID
 );

パラメータ • tableID テーブルの ID。 tableID は、[1,TableCount] の範囲

内である必要があります。

戻り値 テーブル名

説明 テーブル ID は、スキーマのアップグレード中に変更されることがあ

ります。テーブルを正しく識別するには、名前でアクセスするか、
キャッシュされている ID をスキーマのアップグレード後にリフレッ

シュします。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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参照 ◆ DatabaseSchema クラス

◆ DatabaseSchema メンバ

◆ TableCount プロパティ
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IndexSchema クラス

Ultra Light テーブルのインデックスのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class IndexSchema

// C# 
 public sealed class IndexSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。インデック
スのスキーマは、TableSchema クラスの PrimaryKey プロパティ メソッ

ド、GetIndex メソッド、GetOptimalIndex メソッド を使用して作成さ

れます。 

IndexSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ

このインデックス内のカラム数です。 

IsForeignKey プロパ

ティ

インデックスが外部キーであるかどうかをチェッ
クします。 

IsForeignKeyCheckOn
Commit プロパティ

この外部キーの参照整合性のチェックが、コミッ
ト時に行われるか、挿入時および更新時に行われ
るかを確認します。 

IsForeignKeyNullable 
プロパティ

この外部キーが null 入力可能であるかどうかを

チェックします。 

IsOpen プロパティ インデックス・スキーマが開いているか、閉じて
いるかを調べます。 

IsPrimaryKey プロパ

ティ

インデックスがプライマリ・キーであるかどうか
をチェックします。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

ColumnCount プロパティ

このインデックス内のカラム数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ColumnCount As Short

// C# 
 public short ColumnCount {get;}

説明 インデックス内のカラム ID の範囲は、1 ～ ColumnCount です。 

カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。インデックスからのカラム ID は、テーブルまた

は別のインデックスのカラム ID とは異なります。 

IsUniqueIndex プロパ

ティ

インデックスがユニークであるかどうかをチェッ
クします。 

IsUniqueKey プロパ

ティ

インデックスがユニーク・キーであるかどうかを
チェックします。 

Name プロパティ このインデックスの名前です。 

ReferencedIndexName 
プロパティ

このインデックスが外部キーである場合、参照さ
れるプライマリ・インデックスの名前です。 

ReferencedTableName 
プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照される
プライマリ・テーブルの名前です。 

メンバ 説明

GetColumnName メ
ソッド

このインデックス内の colIDInIndex 番目のカラム

名を返します。 

IsColumnDescending 
メソッド

指定したカラムが、このインデックスによって降
順で使用されるかどうかをチェックします。 

メンバ 説明
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IsForeignKey プロパティ

インデックスが外部キーであるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKey As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKey {get;}

プロパティ値 インデックスが外部キーである場合は true、外部キーでない場合は 
false 

説明 外部キー内のカラムは、別のテーブルの null 以外のユニーク・イン

デックスを参照することがあります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsForeignKeyCheckOnCommit プロパティ

この外部キーの参照整合性のチェックが、コミット時に行われるか、
挿入時および更新時に行われるかを確認します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKeyCheckOnCommit As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKeyCheckOnCommit {get;}

プロパティ値 参照整合性がコミット時にチェックされる場合は true、挿入時および

更新時にチェックされる場合は false

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ IndexSchema クラス

◆ IndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ
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IsForeignKeyNullable プロパティ

この外部キーが null 入力可能であるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsForeignKeyNullable As Boolean

// C# 
 public bool IsForeignKeyNullable {get;}

プロパティ値 この外部キーが null 入力可能であれば true、null 入力不可であれば 
false

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ IndexSchema クラス

◆ IndexSchema メンバ

◆ IsForeignKey プロパティ

IsOpen プロパティ

インデックス・スキーマが開いているか、閉じているかを調べます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 インデックス・スキーマが開いている場合は true、閉じている場合は 
false 

IsPrimaryKey プロパティ

インデックスがプライマリ・キーであるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsPrimaryKey As Boolean
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// C# 
 public bool IsPrimaryKey {get;}

プロパティ値 インデックスがプライマリ・キーである場合は true、プライマリ・

キーでない場合は false 

説明 プライマリ・キー内のカラムでは null は許可されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

IsUniqueIndex プロパティ

インデックスがユニークであるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsUniqueIndex As Boolean

// C# 
 public bool IsUniqueIndex {get;}

プロパティ値 インデックスがユニークである場合は true、ユニークでない場合は 
false 

説明 ユニークなインデックス内のカラムは null であることがあります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsUniqueKey プロパティ

インデックスがユニーク・キーであるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsUniqueKey As Boolean

// C# 
 public bool IsUniqueKey {get;}

プロパティ値 インデックスがユニーク・キーである場合は true、ユニーク・キーで

ない場合は false 
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説明 ユニーク・キー内のカラムでは null は許可されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

Name プロパティ

このインデックスの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

ReferencedIndexName プロパティ

このインデックスが外部キーである場合、参照されるプライマリ・イ
ンデックスの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReferencedIndexName As String

// C# 
 public string  ReferencedIndexName {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

ReferencedTableName プロパティ

インデックスが外部キーである場合、参照されるプライマリ・テーブ
ルの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReferencedTableName As String
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// C# 
 public string  ReferencedTableName {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

GetColumnName メソッド

このインデックス内の colIDInIndex 番目のカラム名を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnName( _
    ByVal colIDInIndex As Short _
 ) As String

// C# 
 public string  GetColumnName(
    short colIDInIndex
 );

パラメータ • colIDInIndex このカラムのインデックス内の ID。 colIDInIndex 
は、[1,IndexSchema.ColumnCount] の範囲内である必要が

あります。

戻り値 カラムの名前

説明 カラムの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変更され

ることがあります。インデックスからのカラム ID は、テーブルまた

は別のインデックスのカラム ID とは異なります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ IndexSchema クラス

◆ IndexSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ

IsColumnDescending メソッド

指定したカラムが、このインデックスによって降順で使用されるかど
うかをチェックします。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnDescending( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnDescending(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムが降順で使用される場合は true、昇順で使用される場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ IndexSchema クラス

◆ IndexSchema メンバ

◆ ColumnCount プロパティ
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PreparedStatement クラス

IN パラメータ付きまたは IN パラメータなしで事前にコンパイルされ

た SQL 文を表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class PreparedStatement

// C# 
 public class PreparedStatement

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。準備文は、
Connection クラス の PrepareStatement メソッド を使用して作成されま

す。このオブジェクトを使用すると、この文を効率的に何回も実行で
きます。 

準備文が閉じられると、それに関連する ResultSet オブジェクトと 
ResultSetSchema オブジェクトもすべて閉じられます。

PreparedStatement オブジェクトは、ガーベジ・コレクションの実行時

に閉じられます。ただし、すべての ResultSet オブジェクトと 
ResultSetSchema オブジェクトは準備文を参照するため、開いている

すべての ResultSet オブジェクトと ResultSetSchema オブジェクトの

ガーベジ・コレクションが実行できる状態になるまで、準備文のガー
ベジ・コレクションは行われません。 

リソース管理の理由により、準備文を使用し終わったら、その準備文
を明示的に閉じることをおすすめします。 

PreparedStatement メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

HasResultSet プロパ

ティ

準備文が結果セットを生成するかどうかを示しま
す。 

IsOpen プロパティ 準備文が現在開いているかどうかを確認します。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

Plan プロパティ クエリを実行するのに Ultra Light が使用するアク

セス・プランを返します。このプロパティは、主
に開発中の使用を目的とします。 

ResultSetSchema プロ

パティ

このクエリ文の結果セットを記述するスキーマを
保持します。 

メンバ 説明

AppendBytesParameter 
メソッド

指定した Byte 配列 (C# では byte[]、Visual Basic 
では Byte()) の指定したサブセットを、指定した 
SQLType 列挙 パラメータの新しい値に追加しま

す。

AppendCharsParameter 
メソッド

指定した System.Char 配列 (C# では char[]、Visual 
Basic では Char()) の指定したサブセットを、指定

した SQLType 列挙 パラメータの新しい値に追加

します。 

Close メソッド 準備文を閉じます。 

ExecuteQuery メソッ

ド

SQL SELECT 文を実行し、結果セットを返しま

す。 

ExecuteStatement メ
ソッド

SQL INSERT 文、DELETE 文、UPDATE 文のよう

に、結果セットを返さない文を実行します。 

SetBoolParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Boolean (C# では 
bool) を使用して設定します。 

SetBytesParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Byte 配列 (C# では 
byte[]、Visual Basic では Byte()) を使用して設定

します。 

SetDateTimeParameter 
メソッド

指定したパラメータの値を、DateTime (Visual 
Basic では Date) を使用して設定します。 

SetDoubleParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Double (C# では 
double) を使用して設定します。 

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

SetFloatParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Single (C# では float) 
を使用して設定します。 

SetIntParameter メソッ

ド

指定したパラメータの値を、Int32 (C# では long、
Visual Basic では Long) を使用して設定します。 

SetLongParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Int64 を使用して設定

します。 

SetNullParameter メ
ソッド

パラメータを NULL に設定します。

SetShortParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、Int16 (C# では short、
Visual Basic では Short) を使用して設定します。 

SetStringParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、String を使用して設

定します。 

SetTimeSpanParameter 
メソッド

指定したパラメータの値を、TimeSpan を使用して

設定します。 

SetUIntParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、UInt32 (C# では uint) 
を使用して設定します。 

SetULongParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、UInt64 (C# では 
ulong) を使用して設定します。 

SetUShortParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、UInt16 (C# では 
ushort) を使用して設定します。 

SetUUIDParameter メ
ソッド

指定したパラメータの値を、UUID (Guid) を使用

して設定します。 

メンバ 説明

Finalize メソッド Finalize メソッドです。

メンバ 説明
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HasResultSet プロパティ

準備文が結果セットを生成するかどうかを示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property HasResultSet As Boolean

// C# 
 public bool HasResultSet {get;}

説明 この文が実行されたときに結果セットが生成される場合は true、生成

されない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsOpen プロパティ

準備文が現在開いているかどうかを確認します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

戻り値 この準備文が現在開いている場合は true、閉じている場合は false 

Plan プロパティ

クエリを実行するのに Ultra Light が使用するアクセス・プランを返し

ます。このプロパティは、主に開発中の使用を目的とします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Plan As String

// C# 
 public string  Plan {get;}

戻り値 クエリ実行プランのテキストベースの記述 
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例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

ResultSetSchema プロパティ

このクエリ文の結果セットを記述するスキーマを保持します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ResultSetSchema As ResultSetSchema

// C# 
 public ResultSetSchema ResultSetSchema {get;}

戻り値 この文の結果セットのスキーマ

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ HasResultSet プロパティ

◆ ExecuteQuery メソッド

AppendBytesParameter メソッド

指定した Byte 配列 (C# では byte[]、Visual Basic では Byte()) の指定し

たサブセットを、指定した SQLType 列挙 パラメータの新しい値に追

加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendBytesParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Byte(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

// C# 
 public void AppendBytesParameter(
    short parameterID,
    byte[] val,
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    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの現在の新しい値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置のバイトが、指定したパラメータの値に追加されます。 

パラメータを指定すると、実行後のパラメータへの最初の追加では、
現在の値がクリアされてから新しい値が追加されます。 

次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、処理対象は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が val.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド
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◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

AppendCharsParameter メソッド

指定した System.Char 配列 (C# では char[]、Visual Basic では Char()) の
指定したサブセットを、指定した SQLType 列挙 パラメータの新しい

値に追加します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendCharsParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Char(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

// C# 
 public void AppendCharsParameter(
    short parameterID,
    char[] val,
    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの現在の値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数
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説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置の文字が、指定したパラメータの値に追加されます。 

パラメータを指定すると、実行後のパラメータへの最初の追加では、
現在の値がクリアされてから新しい値が追加されます。 

次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、処理対象は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が value.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド
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Close メソッド

準備文を閉じます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Close()

// C# 
 public void Close();

説明 準備文が閉じられると、それに関連する ResultSet オブジェクトと 
ResultSetSchema オブジェクトもすべて閉じられます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

ExecuteQuery メソッド

SQL SELECT 文を実行し、結果セットを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function ExecuteQuery() As ResultSet

// C# 
 public ResultSet ExecuteQuery();

戻り値 文からのローの結果セット

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ HasResultSet プロパティ

◆ ExecuteStatement メソッド

ExecuteStatement メソッド

SQL INSERT 文、DELETE 文、UPDATE 文のように、結果セットを返

さない文を実行します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function ExecuteStatement() As Long

// C# 
 public long ExecuteStatement();

戻り値 文の影響を受けるローの数

説明 AutoCommit フィールド が true の場合は、文が 1 つまたは複数のロー

に影響するときだけ、文がコミットされます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ HasResultSet プロパティ

◆ ExecuteQuery メソッド

Finalize メソッド

Finalize メソッドです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

SetBoolParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Boolean (C# では bool) を使用して設定し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBoolParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Boolean _
 )
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// C# 
 public void SetBoolParameter(
    short parameterID,
    bool val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetBytesParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Byte 配列 (C# では byte[]、Visual Basic で
は Byte()) を使用して設定します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBytesParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Byte() _
 )

// C# 
 public void SetBytesParameter(
    short parameterID,
    byte[] val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

説明 SQLType 列挙 型、SQLType 列挙 型のパラメータにのみ適しています。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド
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SetDateTimeParameter メソッド

指定したパラメータの値を、DateTime (Visual Basic では Date) を使用

して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDateTimeParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Date _
 )

// C# 
 public void SetDateTimeParameter(
    short parameterID,
    DateTime val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

説明 設定された値の精度はミリ秒です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド
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◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetDoubleParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Double (C# では double) を使用して設定

します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDoubleParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Double _
 )

// C# 
 public void SetDoubleParameter(
    short parameterID,
    double val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド
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◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetFloatParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Single (C# では float) を使用して設定し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetFloatParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Single _
 )

// C# 
 public void SetFloatParameter(
    short parameterID,
    float  val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド
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◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetIntParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Int32 (C# では long、Visual Basic では 
Long) を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetIntParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Integer _
 )

// C# 
 public void SetIntParameter(
    short parameterID,
    int val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド
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◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetLongParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Int64 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetLongParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Long _
 )

// C# 
 public void SetLongParameter(
    short parameterID,
    long val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド
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◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetNullParameter メソッド

パラメータを NULL に設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetNullParameter( _
    ByVal parameterID As Short _
 )

// C# 
 public void SetNullParameter(
    short parameterID
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド
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◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetShortParameter メソッド

指定したパラメータの値を、Int16 (C# では short、Visual Basic では 
Short) を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetShortParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Short _
 )

// C# 
 public void SetShortParameter(
    short parameterID,
    short val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド
561



PreparedStatement クラス
◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetStringParameter メソッド

指定したパラメータの値を、String を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetStringParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As String _
 )

// C# 
 public void SetStringParameter(
    short parameterID,
    string  val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド
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◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetTimeSpanParameter メソッド

指定したパラメータの値を、TimeSpan を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetTimeSpanParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As TimeSpan _
 )

// C# 
 public void SetTimeSpanParameter(
    short parameterID,
    TimeSpan val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

説明 設定された値は、ミリ秒の精度であり、0 ～ 24 時間の負でない値に

正規化されます。 
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例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetUIntParameter メソッド

指定したパラメータの値を、UInt32 (C# では uint) を使用して設定し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUIntParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As UInt32 _
 )

// C# 
 public void SetUIntParameter(
    short parameterID,
    uint val
 );
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パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetULongParameter メソッド

指定したパラメータの値を、UInt64 (C# では ulong) を使用して設定し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetULongParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As UInt64 _
 )
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// C# 
 public void SetULongParameter(
    short parameterID,
    ulong val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetUShortParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド

SetUShortParameter メソッド

指定したパラメータの値を、UInt16 (C# では ushort) を使用して設定

します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUShortParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As UInt16 _
 )

// C# 
 public void SetUShortParameter(
    short parameterID,
    ushort val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetStringParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド

◆ SetUUIDParameter メソッド
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SetUUIDParameter メソッド

指定したパラメータの値を、UUID (Guid) を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUUIDParameter( _
    ByVal parameterID As Short, _
    ByVal val As Guid _
 )

// C# 
 public void SetUUIDParameter(
    short parameterID,
    Guid val
 );

パラメータ • parameterID パラメータの ID 番号。文の最初のパラメータの 
ID 値は 1 です。

• val パラメータの新しい値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ PreparedStatement クラス

◆ PreparedStatement メンバ

◆ GetNewUUID メソッド

◆ SetNullParameter メソッド

◆ AppendBytesParameter メソッド

◆ AppendCharsParameter メソッド

◆ SetBytesParameter メソッド

◆ SetBoolParameter メソッド

◆ SetDoubleParameter メソッド

◆ SetFloatParameter メソッド

◆ SetIntParameter メソッド

◆ SetLongParameter メソッド

◆ SetShortParameter メソッド

◆ SetTimeSpanParameter メソッド

◆ SetDateTimeParameter メソッド

◆ SetUIntParameter メソッド

◆ SetULongParameter メソッド
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◆ SetUShortParameter メソッド
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PublicationSchema クラス

Ultra Light パブリケーションのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class PublicationSchema

// C# 
 public sealed class PublicationSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。パブリケー
ションのスキーマは、DatabaseSchema クラスの GetPublicationSchema 
メソッド を使用して作成されます。 

パブリケーション・マスクが必要な Ultra Light のメソッドには、実際

にはチェック対象のパブリケーションのセットが必要です。セット
は、個々のパブリケーションのパブリケーション・マスクの論理和で
形成されます。次に例を示します。 

pub1.Mask | pub2.Mask

特別な 2 つのマスク値も、このクラスによって提供されます。

SYNC_ALL_DB フィールド は、データベース全体に対応します。

SYNC_ALL_PUBS フィールド は、すべてのパブリケーションに対応

します。

注意：パブリケーション・マスクは、スキーマのアップグレード中に
変更されることがあります。パブリケーションを正しく識別するに
は、名前でアクセスするか、キャッシュされているマスクをスキーマ
のアップグレード後にリフレッシュします。 

参照 ◆ PublicationSchema メンバ

◆ Mask プロパティ

◆ GetLastDownloadTime メソッド

◆ CountUploadRows メソッド

◆ Schema プロパティ

PublicationSchema メンバ 

パブリック静的フィールド ( 共有 )
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パブリック・インスタンス・プロパティ

SYNC_ALL_DB フィールド

データベース全体に対応するパブリケーション・マスクです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared SYNC_ALL_DB As Integer

// C# 
 public const int SYNC_ALL_DB;

SYNC_ALL_PUBS フィールド

すべてのパブリケーションに対応するパブリケーション・マスクで
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Shared SYNC_ALL_PUBS As Integer

メンバ 説明

SYNC_ALL_DB 
フィールド

データベース全体に対応するパブリケーション・
マスクです。 

SYNC_ALL_PUBS 
フィールド

すべてのパブリケーションに対応するパブリケー
ション・マスクです。 

メンバ 説明

IsOpen プロパティ パブリケーション・スキーマが開いているか、閉
じているかを調べます。 

Mask プロパティ このパブリケーションのパブリケーション・マス
クです。 

Name プロパティ このパブリケーションの名前です。 
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// C# 
 public const int SYNC_ALL_PUBS;

IsOpen プロパティ

パブリケーション・スキーマが開いているか、閉じているかを調べま
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsOpen As Boolean

// C# 
 public bool IsOpen {get;}

プロパティ値 パブリケーション・スキーマが開いている場合は true、閉じている場

合は false 

Mask プロパティ

このパブリケーションのパブリケーション・マスクです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Mask As Integer

// C# 
 public int Mask {get;}

説明 パブリケーションの ID、マスク、カウントは、スキーマのアップグ

レード中に変更されることがあります。パブリケーションを正しく識
別するには、名前でアクセスするか、キャッシュされているマスク、
カウントをスキーマのアップグレード後にリフレッシュします。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーによる例外が発生した場合。

スキーマのアップグレードでこのパブリケーションが削除され
るか、名前が変更された場合は、PUBLICATION_NOT_FOUND 
が発行されます。 
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Name プロパティ

このパブリケーションの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。スキーマの

アップグレードでこのパブリケーションが削除されるか、名前
が変更された場合は、PUBLICATION_NOT_FOUND が発行され

ます。 
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ResultSet クラス

Ultra Light データベースの結果セットを示します。実行時に 
ExecuteQuery メソッド を使用して作成されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class ResultSet
   Inherits Cursor

// C# 
 public class ResultSet :
   Cursor

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。結果セット
は、PreparedStatement クラス の ExecuteQuery メソッドを使用して作成

されます。 

結果セットが有効なのは、準備文が開かれている間だけです。 

ResultSet メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

IsBOF プロパティ ( 継
承 Cursor)

現在のローの位置が最初のローの前なら true を返

します。 

IsEOF プロパティ ( 継
承 Cursor)

現在のローの位置が最後のローの後なら true を返

します。 

IsOpen プロパティ ( 継
承 Cursor)

カーソルが現在開いているかどうかを確認しま
す。 

RowCount プロパティ 
( 継承 Cursor)

カーソル内のロー数を返します。 

Schema プロパティ この結果セットのスキーマを保持します。このプ
ロパティが有効なのは、その準備文が開かれてい
る間だけです。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

Close メソッド 結果セットを閉じます。 

Fill メソッド ( 継承 
Cursor)

ADO .NET DataTable オブジェクトに、カーソル内

のローを格納します。

GetBoolean メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を Boolean として返します。 

GetBytes メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Byte 配列として返します。 
SQLType 列挙 型、SQLType 列挙 型、SQLType 
列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。

GetBytes メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。 

GetChars メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。 

GetDouble メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を Double として返します。 

GetFloat メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Single として返します。 

GetInt メソッド ( 継承 
Cursor)

指定したカラムの値を Int32 として返します。 

GetLong メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Int64 として返します。 

GetShort メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Int16 として返します。 

GetString メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を String として返します。 
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GetTime メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan 
として返します。 

GetTimestamp メソッ

ド ( 継承 Cursor)
指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime 
として返します。 

GetUInt メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を UInt32 として返します。 

GetULong メソッド

 ( 継承 Cursor)
指定したカラムの値を UInt64 として返します。 

GetUShort メソッド

 ( 継承 Cursor)
指定したカラムの値を UInt16 として返します。 

GetUUID メソッド 
( 継承 Cursor)

指定したカラムの値を UUID (Guid) として返しま

す。 

IsNull メソッド ( 継承 
Cursor)

指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェッ

クします。 

MoveAfterLast メソッ

ド ( 継承 Cursor)
カーソルの最後のローの後に移動します。 

MoveBeforeFirst メ
ソッド ( 継承 Cursor)

カーソルの最初のローの前に移動します。 

MoveFirst メソッド 
( 継承 Cursor)

カーソルの最初のローに移動します。 

MoveLast メソッド

 ( 継承 Cursor)
カーソルの最後のローに移動します。 

MoveNext メソッド

( 継承 Cursor)
次のローに、または最後のローの後に移動しま
す。 

MovePrevious メソッ

ド ( 継承 Cursor)
前のローに、または最初のローの前に移動しま
す。 

MoveRelative メソッ

ド ( 継承 Cursor)
現在のローを基準として移動します。 

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

Schema プロパティ

この結果セットのスキーマを保持します。このプロパティが有効なの
は、その準備文が開かれている間だけです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As ResultSetSchema

// C# 
 public ResultSetSchema Schema {get;}

参照 ◆ ResultSet クラス

◆ ResultSet メンバ

◆ ResultSetSchema クラス

Close メソッド

結果セットを閉じます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotOverridable Public Sub Close()

// C# 
 public void Close();

説明 すでに閉じられている結果セットを閉じるのはエラーではありませ
ん。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

メンバ 説明

Finalize メソッド Finalize メソッドです。
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Finalize メソッド

Finalize メソッドです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();
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ResultSetSchema クラス

Ultra Light の結果セットのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class ResultSetSchema
   Inherits CursorSchema

// C# 
 public sealed class ResultSetSchema :
   CursorSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
ResultSetSchema クラス オブジェクトは、その Schema プロパティ と
して結果セットにアタッチされます。準備文がクエリを表している場
合 ( 準備文の HasResultSet プロパティ が true のとき )、結果セットの

スキーマも、ResultSetSchema プロパティとして準備文にアタッチさ

れます。 

結果セットのスキーマが有効なのは、準備文が開かれている間だけで
す。 

参照 ◆ ResultSetSchema メンバ

◆ PreparedStatement クラス

◆ ResultSet クラス

ResultSetSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ ( 継承 
CursorSchema)

このカーソル内のカラム数を返します。 

IsOpen プロパティ ( 継
承 CursorSchema)

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。 

Name プロパティ このカーソルの名前です。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

Name プロパティ

このカーソルの名前です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

戻り値 この ResultSetSchema を生成した SQL 文

メンバ 説明

GetColumnID メソッ

ド ( 継承 CursorSchema)
指定したカラムのカラム ID を返します。 

GetColumnName メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。 

GetColumnPrecision メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの精度を返します。 

GetColumnScale メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの位取りを返します。 

GetColumnSize メソッ

ド ( 継承 CursorSchema)
カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラムの

サイズを返します。 

GetColumnSQLType メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

指定したカラムの SQL データ型を取得します。 
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RuntimeType 列挙

Ultra Light.NET ランタイムのタイプを列挙します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum RuntimeType
   Inherits Short

// C# 
 public enum RuntimeType :
   short

メンバ

参照 ◆ DatabaseManager コンストラクタ

メンバ 説明

STANDALONE_UL スタンドアロンの Ultra Light.NET ランタイムを選

択します。 
スタンドアロンのランタイムは、データベースに
直接アクセスします。データベースへのアクセス
は高速になりますが、データベースを共有するこ
とはできません。 

UL_ENGINE_CLIENT Ultra Light エンジンを使用することを選択します。 
Ultra Light.NET エンジン・クライアントは、Ultra 
Light エンジンと通信してデータベースにアクセス

します。つまり、別々のアプリケーションでデー
タベースを共有できます。 
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SchemaParms クラス

Ultra Light データベースのスキーマを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class SchemaParms
   Inherits Component

// C# 
 public sealed class SchemaParms :
   Component

説明 各インスタンスには、スキーマ・ファイルへのプラットフォーム固有
のパスと汎用のパスがあります。プラットフォーム固有のキーワード
では、1 つのファイル値だけを使用し、汎用キーワードより優先され

ます。たとえば、schemaParms.SchemaOnCE="\\s1.usm"; および 
schemaParms.SchemaOnDesktop="s2.usm"; では、パス \s1.usm は 
Windows CE で使用され、s2.usm はその他のプラットフォームで使用

されます。 

インスタンスが Ultra Light のメソッドに渡されると、プロパティ 
ParmsUsed は Ultra Light のメソッドによって実際に使用されるパラ

メータを返します。 

Ultra Light スキーマ・ファイルに推奨されるファイル拡張子は .usm 
です。パス内の円記号は、エスケープする必要があります。 

SchemaParms メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

メンバ 説明

SchemaParms コンス

トラクタ

SchemaParms インスタンスを、そのデフォルト値

で初期化します。 

SchemaParms コンス

トラクタ

SchemaParms インスタンスを、指定した値で初期

化します。 
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パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

SchemaParms コンストラクタ

SchemaParms インスタンスを、そのデフォルト値で初期化します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New()

// C# 
 public SchemaParms();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

メンバ 説明

AdditionalParms プロ

パティ

名前 = 値の組み合わせをセミコロンで区切ったリ

ストで、追加のパラメータを指定します。これ
は、今後の使用のために予約されています。 

ParmsUsed プロパティ このインスタンスを使用する最後の 
DatabaseSchema メソッドによって実際に使用

されたパラメータを返します。 

SchemaOnCE プロパ

ティ

Windows CE 上の Ultra Light スキーマのパスとファ

イル名を指定します。

SchemaOnDesktop プ
ロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム 上の 
Ultra Light スキーマのパスとファイル名を指定し

ます。 

メンバ 説明

ToString メソッド このインスタンスの文字列表現を返します。 
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SchemaParms コンストラクタ

SchemaParms インスタンスを、指定した値で初期化します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal schemaOnCE As String, _
    ByVal schemaOnDesktop As String, _
    ByVal additionalParms As String _
 )

// C# 
 public SchemaParms(
    string  schemaOnCE,
    string  schemaOnDesktop,
    string  additionalParms
 );

パラメータ • schemaOnCE SchemaOnCE プロパティ の値

• schemaOnDesktop SchemaOnDesktop プロパティ の値

• additionalParms AdditionalParms プロパティ の値

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

AdditionalParms プロパティ

名前 =値の組み合わせをセミコロンで区切ったリストで、追加のパラ
メータを指定します。これは、今後の使用のために予約されていま
す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AdditionalParms As String

// C# 
 public string  AdditionalParms {get;set;}
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ParmsUsed プロパティ

このインスタンスを使用する最後の DatabaseSchema メソッドによっ

て実際に使用されたパラメータを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ParmsUsed As String

// C# 
 public string  ParmsUsed {get;}

参照 ◆ SchemaParms クラス

◆ SchemaParms メンバ

◆ ApplyFile メソッド

SchemaOnCE プロパティ

Windows CE 上の Ultra Light スキーマのパスとファイル名を指定しま

す。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SchemaOnCE As String

// C# 
 public string  SchemaOnCE {get;set;}

SchemaOnDesktop プロパティ

Windows デスクトップ・プラットフォーム 上の Ultra Light スキーマの

パスとファイル名を指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SchemaOnDesktop As String

// C# 
 public string  SchemaOnDesktop {get;set;}
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ToString メソッド

このインスタンスの文字列表現を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Function ToString() As String

// C# 
 public override string  ToString();

戻り値 このインスタンスの文字列表現 
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SchemaUpgradeData クラス

スキーマのアップグレードのモニタリング・データを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class SchemaUpgradeData

// C# 
 public class SchemaUpgradeData

参照 ◆ SchemaUpgradeData メンバ

◆ SchemaUpgradeListener インタフェース

SchemaUpgradeData メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

FinalProgressCount プロパティ

最終的な進行状況のカウントの推定値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property FinalProgressCount As Long

メンバ 説明

FinalProgressCount プ
ロパティ

最終的な進行状況のカウントの推定値です。 

ProgressCounter プロ

パティ

スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタ
です。この数は、現在までの進行状況を表す近似
値です。 

State プロパティ 現在のスキーマのアップグレードのステータスで
す。 

UpgradeOperations プ
ロパティ

実行されたスキーマのアップグレード操作の数で
す。 
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// C# 
 public long FinalProgressCount {get;}

戻り値 推定される最終的な進行状況のカウント 

参照 ◆ SchemaUpgradeData クラス

◆ SchemaUpgradeData メンバ

◆ SchemaUpgradeState 列挙

◆ ProgressCounter プロパティ

ProgressCounter プロパティ

スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタです。この数は、現
在までの進行状況を表す近似値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ProgressCounter As Long

// C# 
 public long ProgressCounter {get;}

戻り値 スキーマのアップグレードの進行状況のカウンタ (0 ～ 
FinalProgressCount プロパティ の数 ) 

参照 ◆ SchemaUpgradeData クラス

◆ SchemaUpgradeData メンバ

◆ SchemaUpgradeState 列挙

State プロパティ

現在のスキーマのアップグレードのステータスです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property State As SchemaUpgradeState

// C# 
 public SchemaUpgradeState State {get;}

参照 ◆ SchemaUpgradeData クラス
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◆ SchemaUpgradeData メンバ

◆ SchemaUpgradeState 列挙

UpgradeOperations プロパティ

実行されたスキーマのアップグレード操作の数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UpgradeOperations As Long

// C# 
 public long UpgradeOperations {get;}

説明 この数は、スキーマのアップグレード中に行われた作業の量の近似値
です。この数は 0 から開始し、アップグレードの進行に伴って増加し

ます。進行状況のカウンタよりも頻繁に更新されるため、ほかのス
キーマ・アップグレードと比較するための相対的な計測値として使用
できます。 

参照 ◆ SchemaUpgradeData クラス

◆ SchemaUpgradeData メンバ

◆ SchemaUpgradeState 列挙
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SchemaUpgradeListener インタフェース

スキーマのアップグレードのプログレス・イベントを受信するための
リスナ・インタフェースです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface SchemaUpgradeListener

// C# 
 public interface SchemaUpgradeListener

参照 ◆ SchemaUpgradeListener メンバ

◆ ApplyFile メソッド

SchemaUpgradeListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

SchemaUpgrading メソッド

ユーザに進行状況を通知するために、スキーマのアップグレード中に
起動されます。ステータスが SchemaUpgradeState 列挙 であるときは、

このメソッドは true を返してスキーマのアップグレードをキャンセル

するか、false を返して続行する必要があります。その他のステータス

の場合、このメソッドの戻り値は無視されます。 

メンバ 説明

SchemaUpgrading メ
ソッド

ユーザに進行状況を通知するために、スキーマの
アップグレード中に起動されます。ステータスが 
SchemaUpgradeState 列挙 であるときは、このメ

ソッドは true を返してスキーマのアップグレード

をキャンセルするか、false を返して続行する必要

があります。その他のステータスの場合、このメ
ソッドの戻り値は無視されます。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function SchemaUpgrading( _
    ByVal data As SchemaUpgradeData _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool SchemaUpgrading(
    SchemaUpgradeData data
 );

パラメータ • data 最新のスキーマのアップグレードのプログレス・データ

を保持しているオブジェクト

戻り値 このメソッドは、false を返して続行するか、true を返してスキーマの

アップグレードをキャンセルする必要があります ( キャンセルするに

は、ステータスは SchemaUpgradeState 列挙 である必要があります )。 

説明 SchemaUpgrading の呼び出し中に、Ultra Light.NET API のメソッドを

呼び出さないでください。 
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SchemaUpgradeState 列挙

スキーマのアップグレード時に発生する可能性のあるすべてのステー
タスを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum SchemaUpgradeState
   Inherits Short

// C# 
 public enum SchemaUpgradeState :
   short

説明 STATE_STARTING は、アップグレードをキャンセルできる唯一のス

テータスです。アップグレードがキャンセルされると、ステータス 
STATE_ERROR を持つ 2 番目のイベントを受け取ります。 

メンバ

メンバ 説明

STATE_ABORT スキーマのアップグレードはアボートされ、古い
データベースが保持されています。回復可能なエ
ラーまたはユーザによるアボートの結果、このス
テータスになることがあります。 

STATE_DONE スキーマのアップグレードが正常に完了しまし
た。 

STATE_ERROR 重大なエラーが発生したため、データベースを使
用できません。 

STATE_LAST 内部的に使用されるステータスであり、

SchemaUpgrading メソッド に送信されません。 

STATE_STARTING スキーマのアップグレードが開始されています。 
これは、アップグレードをキャンセルできる唯一
のステータスです。アップグレードがキャンセル
されると、ステータス STATE_ABORT を持つ 2 
番目のイベントを受け取ります。 

STATE_UPGRADING スキーマのアップグレードが進行中です。 
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参照 ◆ State プロパティ

◆ ProgressCounter プロパティ

◆ FinalProgressCount プロパティ

◆ UpgradeOperations プロパティ
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ServerSyncListener インタフェース

サーバの同期メッセージを受信するリスナ・インタフェースです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface ServerSyncListener

// C# 
 public interface ServerSyncListener

ServerSyncListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

ServerSyncInvoked メソッド

サーバ起動同期用の Mobile Link Listener がアプリケーションを呼び出

して同期を実行するときに起動されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub ServerSyncInvoked( _
    ByVal messageName As String _
 )

// C# 
 public void ServerSyncInvoked(
    string  messageName
 );

パラメータ • messageName アプリケーションに送信されるメッセージの名

前

メンバ 説明

ServerSyncInvoked メ
ソッド

サーバ起動同期用の Mobile Link Listener がアプリ

ケーションを呼び出して同期を実行するときに起
動されます。 
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説明 このメソッドは、別のスレッドによって呼び出されます。マルチス
レッドの問題を回避するには、このメソッドがユーザ・インタフェー
スにイベントを通知する必要があります。マルチスレッドを使用する
場合は、スレッドごとに別々の接続を使用し、lock キーワードを使

用して、アプリケーションの共有オブジェクトにアクセスすることを
おすすめします。 

例 次のコード・フラグメントは、サーバ同期要求の受信方法および UI 
スレッドでの同期の実行方法を示してします。

[Visual Basic]
 Imports iAnywhere.UltraLite
    
 Public Class MainWindow
   Inherits System.Windows.Forms.Form
   Implements ServerSyncListener
   Private dbMgr As DatabaseManager
   Private conn As Connection
 
   Public Sub New(ByVal args() As String)
 
     MyBase.New()
 
     'This call is required by the Windows Form 
Designer.
     InitializeComponent()
 
     'Add any initialization after the 
InitializeComponent() call
     dbMgr = New DatabaseManager
     dbMgr.SetServerSyncListener( "myCompany.mymsg", 
"myCompany.myapp", Me )
     'Create Connection
     ...
   End Sub
 
   Protected Overrides Sub OnClosing(ByVal e As 
System.ComponentModel.CancelEventArgs)
     If Not (dbMgr Is Nothing) Then
       dbMgr.SetServerSyncListener(Nothing, Nothing, 
Nothing)
       dbMgr = Nothing
     End If
   End Sub
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   Public Sub ServerSyncInvoked(ByVal messageName As 
String) Implements 
iAnywhere.UltraLite.ServerSyncListener.ServerSyncInvoke
d
     Me.Invoke(New EventHandler(AddressOf 
Me.ServerSyncAction))
   End Sub
 
   Public Sub ServerSyncAction(ByVal sender As Object, 
ByVal e As EventArgs)
     ' Do Server sync
     conn.Synchronize()
   End Sub
 End Class
 
 [C#]
 using iAnywhere.UltraLite;
 public class Form1 : System.Windows.Forms.Form, 
ServerSyncListener
 {
   private System.Windows.Forms.MainMenu mainMenu1;
   private DatabaseManager dbMgr;
   private Connection conn;
 
   public Form1()
   {
     //
     // Required for Windows Form Designer support
     //
     InitializeComponent();
 
     //
     // TODO: Add any constructor code after 
InitializeComponent call
     //
     dbMgr = new DatabaseManager();
     dbMgr.SetServerSyncListener( "myCompnay.mymsg", 
"myCompany.myapp", this );
     // Create connection
     ...
   }
 
   protected override void Dispose( bool disposing )
   {
     base.Dispose( disposing );
   }
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   protected override void 
OnClosing(System.ComponentModel.CancelEventArgs e)
   {
     if( dbMgr != null ) {
       dbMgr.SetServerSyncListener( null, null, null );
       dbMgr = null;
     }
     base.OnClosing (e);
   }
 
   public void ServerSyncInvoked( string messageName )
   {
     this.Invoke( new EventHandler( ServerSyncHandler ) 
);
   }
 
   internal void ServerSyncHandler(object sender, 
EventArgs e)
   {
     conn.Synchronize();
   }
 }
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SQLCode 列挙

Ultra Light.NET によってレポートされる可能性のある SQL コードを

列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum SQLCode

// C# 
 public enum SQLCode

メンバ

メンバ 説明

SQLE_AGGREGATES_N
OT_ALLOWED

SQLE_AGGREGATES_NOT_ALLOWED(-150) 

SQLE_ALIAS_NOT_UNI
QUE

SQLE_ALIAS_NOT_UNIQUE(-830) 

SQLE_ALIAS_NOT_YE
T_DEFINED

SQLE_ALIAS_NOT_YET_DEFINED(-831) 

SQLE_AMBIGUOUS_IN
DEX_NAME

SQLE_AMBIGUOUS_INDEX_NAME(-678) 

SQLE_ARGUMENT_CA
NNOT_BE_NULL

SQLE_ARGUMENT_CANNOT_BE_NULL(-90) 

SQLE_BAD_ENCRYPTI
ON_KEY

SQLE_BAD_ENCRYPTION_KEY(-840) 

SQLE_BAD_PARAM_IN
DEX

SQLE_BAD_PARAM_INDEX(-689) 

SQLE_CANNOT_ACCES
S_FILE

SQLE_CANNOT_ACCESS_FILE(-602) 

SQLE_CANNOT_ACCES
S_SCHEMA_FILE

SQLE_CANNOT_ACCESS_SCHEMA_FILE(-951) 

SQLE_CANNOT_CHAN
GE_USER_NAME

SQLE_CANNOT_CHANGE_USER_NAME(-867) 
598



     第 5 章   iAnywhere.UltraLite ネームスペース
SQLE_CANNOT_EXEC
UTE_STMT

SQLE_CANNOT_EXECUTE_STMT(111) 

SQLE_CANNOT_MODIF
Y

SQLE_CANNOT_MODIFY(-191) 

SQLE_CANNOT_REGIS
TER_LISTENER

SQLE_CANNOT_REGISTER_LISTENER(-992) 

SQLE_COLUMN_AMBI
GUOUS

SQLE_COLUMN_AMBIGUOUS(-144) 

SQLE_COLUMN_CANN
OT_BE_NULL

SQLE_COLUMN_CANNOT_BE_NULL(-195) 

SQLE_COLUMN_IN_IN
DEX

SQLE_COLUMN_IN_INDEX(-127) 

SQLE_COLUMN_NOT_
FOUND

SQLE_COLUMN_NOT_FOUND(-143) 

SQLE_COLUMN_NOT_
FOUND_IN_TABLE

SQLE_COLUMN_NOT_FOUND_IN_TABLE(-834) 

SQLE_COMMUNICATIO
NS_ERROR

SQLE_COMMUNICATIONS_ERROR(-85) 

SQLE_CONNECTION_A
LREADY_EXISTS

SQLE_CONNECTION_ALREADY_EXISTS(-955) 

SQLE_CONNECTION_N
OT_FOUND

SQLE_CONNECTION_NOT_FOUND(-108) 

SQLE_CONNECTION_R
ESTORED

SQLE_CONNECTION_RESTORED(133) 

SQLE_CONVERSION_E
RROR

SQLE_CONVERSION_ERROR(-157) 

SQLE_CORRELATION_
NAME_NOT_FOUND

SQLE_CORRELATION_NAME_NOT_FOUND(-142) 

SQLE_COULD_NOT_FI
ND_FUNCTION

SQLE_COULD_NOT_FIND_FUNCTION(-621) 

メンバ 説明
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SQLE_COULD_NOT_LO
AD_LIBRARY

SQLE_COULD_NOT_LOAD_LIBRARY(-620) 

SQLE_CURSOR_ALREA
DY_OPEN

SQLE_CURSOR_ALREADY_OPEN(-172) 

SQLE_CURSOR_NOT_O
PEN

SQLE_CURSOR_NOT_OPEN(-180) 

SQLE_CURSOR_RESTO
RED

SQLE_CURSOR_RESTORED(134) 

SQLE_CURSOROP_NOT
_ALLOWED

SQLE_CURSOROP_NOT_ALLOWED(-187) 

SQLE_DATABASE_CRE
ATED

SQLE_DATABASE_CREATED(136) 

SQLE_DATABASE_ERR
OR

SQLE_DATABASE_ERROR(-301) 

SQLE_DATABASE_NA
ME_REQUIRED

SQLE_DATABASE_NAME_REQUIRED(-87) 

SQLE_DATABASE_NE
W

SQLE_DATABASE_NEW(123) 

SQLE_DATABASE_NOT
_CREATED

SQLE_DATABASE_NOT_CREATED(-645) 

SQLE_DATABASE_UPG
RADE_NOT_POSSIBLE

SQLE_DATABASE_UPGRADE_NOT_POSSIBLE(-
673) 

SQLE_DATATYPE_NOT
_ALLOWED

SQLE_DATATYPE_NOT_ALLOWED(-624) 

SQLE_DBSPACE_FULL SQLE_DBSPACE_FULL(-604) 

SQLE_DEVICE_IO_FAIL
ED

SQLE_DEVICE_IO_FAILED(-974) 

SQLE_DIV_ZERO_ERR
OR

SQLE_DIV_ZERO_ERROR(-628) 

SQLE_DOWNLOAD_CO
NFLICT

SQLE_DOWNLOAD_CONFLICT(-839) 

メンバ 説明
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SQLE_DROP_DATABAS
E_FAILED

SQLE_DROP_DATABASE_FAILED(-651) 

SQLE_DUPLICATE_FOR
EIGN_KEY

SQLE_DYNAMIC_MEM
ORY_EXHAUSTED

SQLE_DYNAMIC_MEMORY_EXHAUSTED(-78) 

SQLE_ENGINE_ALREA
DY_RUNNING

SQLE_ENGINE_ALREADY_RUNNING(-96) 

SQLE_ENGINE_NOT_M
ULTIUSER

SQLE_ENGINE_NOT_MULTIUSER(-89) 

SQLE_ERROR SQLE_ERROR(-300) 

SQLE_ERROR_CALLIN
G_FUNCTION

SQLE_ERROR_CALLING_FUNCTION(-622) 

SQLE_EXPRESSION_ER
ROR

SQLE_EXPRESSION_ERROR(-156) 

SQLE_FOREIGN_KEY_
NAME_NOT_FOUND

SQLE_FOREIGN_KEY_NAME_NOT_FOUND(-145) 

SQLE_IDENTIFIER_TO
O_LONG

SQLE_IDENTIFIER_TOO_LONG(-250) 

SQLE_INCORRECT_VO
LUME_ID

SQLE_INCORRECT_VOLUME_ID(-975) 

SQLE_INDEX_NAME_N
OT_UNIQUE

SQLE_INDEX_NAME_NOT_UNIQUE(-111) 

SQLE_INDEX_NOT_FO
UND

SQLE_INDEX_NOT_FOUND(-183) 

SQLE_INDEX_NOT_UN
IQUE

SQLE_INDEX_NOT_UNIQUE(-196) 

SQLE_INTERRUPTED SQLE_INTERRUPTED(-299) 

SQLE_INVALID_DATAB
ASE

SQLE_INVALID_DATABASE(-84) 

メンバ 説明
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SQLE_INVALID_FOREI
GN_KEY

SQLE_INVALID_FOREIGN_KEY(-194) 

SQLE_INVALID_FOREI
GN_KEY_DEF

SQLE_INVALID_FOREIGN_KEY_DEF(-113) 

SQLE_INVALID_GROU
P_SELECT

SQLE_INVALID_GROUP_SELECT(-149) 

SQLE_INVALID_LOGO
N

SQLE_INVALID_LOGON(-103) 

SQLE_INVALID_OPTIO
N_SETTING

SQLE_INVALID_OPTION_SETTING(-201) 

SQLE_INVALID_ORDE
R

SQLE_INVALID_ORDER(-152) 

SQLE_INVALID_PARA
METER

SQLE_INVALID_PARAMETER(-735) 

SQLE_INVALID_PARSE
_PARAMETER

SQLE_INVALID_PARSE_PARAMETER(-95) 

SQLE_INVALID_SQL_I
DENTIFIER

SQLE_INVALID_SQL_IDENTIFIER(-760) 

SQLE_LOCKED SQLE_LOCKED(-210) 

SQLE_MEMORY_ERRO
R

SQLE_MEMORY_ERROR(-309) 

SQLE_METHOD_CANN
OT_BE_CALLED

SQLE_METHOD_CANNOT_BE_CALLED(-669) 

SQLE_NAME_NOT_UNI
QUE

SQLE_NAME_NOT_UNIQUE(-110) 

SQLE_NO_COLUMN_N
AME

SQLE_NO_COLUMN_NAME(-163) 

SQLE_NO_CURRENT_R
OW

SQLE_NO_CURRENT_ROW(-197) 

SQLE_NO_INDICATOR SQLE_NO_INDICATOR(-181) 

メンバ 説明
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SQLE_NO_MATCHING_
SELECT_ITEM

SQLE_NO_MATCHING_SELECT_ITEM(-812) 

SQLE_NO_PRIMARY_K
EY

SQLE_NO_PRIMARY_KEY(-118) 

SQLE_NOERROR SQLE_NOERROR(0) 

SQLE_NOT_IMPLEMEN
TED

SQLE_NOT_IMPLEMENTED(-134) 

SQLE_NOT_SUPPORTE
D_IN_ULTRALITE

SQLE_NOT_SUPPORTED_IN_ULTRALITE(-749) 

SQLE_NOTFOUND SQLE_NOTFOUND(100) 

SQLE_OVERFLOW_ER
ROR

SQLE_OVERFLOW_ERROR(-158) 

SQLE_PAGE_SIZE_INV
ALID

SQLE_PAGE_SIZE_INVALID(-644) 

SQLE_PERMISSION_DE
NIED

SQLE_PERMISSION_DENIED(-121) 

SQLE_PRIMARY_KEY_
NOT_UNIQUE

SQLE_PRIMARY_KEY_NOT_UNIQUE(-193) 

SQLE_PRIMARY_KEY_
TWICE

SQLE_PRIMARY_KEY_TWICE(-126) 

SQLE_PRIMARY_KEY_
VALUE_REF

SQLE_PRIMARY_KEY_VALUE_REF(-198) 

SQLE_PUBLICATION_N
OT_FOUND

SQLE_PUBLICATION_NOT_FOUND(-280) 

SQLE_RESOURCE_GOV
ERNOR_EXCEEDED

SQLE_RESOURCE_GOVERNOR_EXCEEDED(-
685) 

SQLE_ROW_DELETED_
TO_MAINTAIN_REFER
ENTIAL_INTEGRITY

SQLE_ROW_DELETED_TO_MAINTAIN_REFERE
NTIAL_INTEGRITY(137) 

メンバ 説明
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SQLE_ROW_DROPPED_
DURING_SCHEMA_UP
GRADE

SQLE_ROW_DROPPED_DURING_SCHEMA_UPG
RADE(130) 

SQLE_SCHEMA_UPGR
ADE_NOT_ALLOWED

SQLE_SCHEMA_UPGRADE_NOT_ALLOWED(-
953) 

SQLE_SERVER_SYNCH
RONIZATION_ERROR

SQLE_SERVER_SYNCHRONIZATION_ERROR(-
857) 

SQLE_START_STOP_D
ATABASE_DENIED

SQLE_START_STOP_DATABASE_DENIED(-75) 

SQLE_STRING_RIGHT_
TRUNCATION

SQLE_STRING_RIGHT_TRUNCATION(-638) 

SQLE_SUBQUERY_SEL
ECT_LIST

SQLE_SUBQUERY_SELECT_LIST(-151) 

SQLE_SYNC_INFO_INV
ALID

SQLE_SYNC_INFO_INVALID(-956) 

SQLE_SYNC_STATUS_
UNKNOWN

SQLE_SYNC_STATUS_UNKNOWN(-952) 

SQLE_SYNCHRONIZAT
ION_NOT_FOUND

SQLE_SYNCHRONIZATION_NOT_FOUND(-767) 

SQLE_SYNTAX_ERROR SQLE_SYNTAX_ERROR(-131) 

SQLE_TABLE_HAS_PU
BLICATIONS

SQLE_TABLE_HAS_PUBLICATIONS(-281) 

SQLE_TABLE_IN_USE SQLE_TABLE_IN_USE(-214) 

SQLE_TABLE_NOT_FO
UND

SQLE_TABLE_NOT_FOUND(-141) 

SQLE_TOO_MANY_CO
NNECTIONS

SQLE_TOO_MANY_CONNECTIONS(-102) 

SQLE_TOO_MANY_TE
MP_TABLES

SQLE_TOO_MANY_TEMP_TABLES(-817) 

SQLE_ULTRALITE_DAT
ABASE_NOT_FOUND

SQLE_ULTRALITE_DATABASE_NOT_FOUND(-
954) 

メンバ 説明
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SQLE_ULTRALITE_OBJ
_CLOSED

SQLE_ULTRALITE_OBJ_CLOSED(-908) 

SQLE_ULTRALITE_RU
NTIME_LIBRARY_MIS
MATCH

SQLE_ULTRALITE_RUNTIME_LIBRARY_MISMA
TCH(-977) 

SQLE_UNABLE_TO_CO
NNECT

SQLE_UNABLE_TO_CONNECT(-105) 

SQLE_UNABLE_TO_ST
ART_DATABASE

SQLE_UNABLE_TO_START_DATABASE(-82) 

SQLE_UNABLE_TO_ST
ART_DATABASE_VER_
NEWER

SQLE_UNABLE_TO_START_DATABASE_VER_NE
WER(-934) 

SQLE_UNCOMMITTED
_TRANSACTIONS

SQLE_UNCOMMITTED_TRANSACTIONS(-755) 

SQLE_UNKNOWN_FUN
C

SQLE_UNKNOWN_FUNC(-148) 

SQLE_UNKNOWN_USE
RID

SQLE_UNKNOWN_USERID(-140) 

SQLE_UNRECOGNIZED
_OPTION

SQLE_UNRECOGNIZED_OPTION(-1002) 

SQLE_UNSUPPORTED_
CHARACTER_SET_ERR
OR

SQLE_UNSUPPORTED_CHARACTER_SET_ERRO
R(-869) 

SQLE_UPLOAD_FAILE
D_AT_SERVER

SQLE_UPLOAD_FAILED_AT_SERVER(-794) 

SQLE_WRONG_NUM_O
F_INSERT_COLS

SQLE_WRONG_NUM_OF_INSERT_COLS(-207) 

SQLE_WRONG_PARAM
ETER_COUNT

SQLE_WRONG_PARAMETER_COUNT(-154) 

メンバ 説明
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SQLException クラス
SQLException クラス

Ultra Light データベースによって返される SQL エラーを示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class SQLException
   Inherits ApplicationException

// C# 
 public class SQLException :
   ApplicationException

説明 .NET Compact Framework では、このクラスは直列可能ではありませ

ん。

SQLException メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

SQLException コンス

トラクタ

指定されたエラー・コードを持つ SQLException を
作成します。 

メンバ 説明

ErrorCode プロパティ データベースによって返される SQL コードです。 

HelpLink ( 継承 
Exception)

例外に関連付けられているヘルプ ファイルへのリ

ンクを取得または設定します。 

InnerException ( 継承 
Exception)

現在の例外を発生させた System.Exception インス

タンスを取得します。 

Message ( 継承 
Exception)

現在の例外を説明するメッセージを取得します。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

プロテクト・インスタンス・プロパティ

SQLException コンストラクタ

指定されたエラー・コードを持つ SQLException を作成します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub New( _
    ByVal code As SQLCode, _
    ByVal s1 As String, _

Source ( 継承 Exception) エラーの原因となったアプリケーションまたはオ
ブジェクトの名前を取得または設定します。 

StackTrace ( 継承 
Exception)

現在の例外がスローされたときにコール スタック

にあったフレームの文字列形式を取得します。 

TargetSite ( 継承 
Exception)

現在の例外をスローするメソッドを取得します。 

メンバ 説明

GetBaseException ( 継承 
Exception)

派生クラスでオーバーライドされた場合、それ以
後に発生する 1 つ以上の例外の主要な原因である 
System.Exception を返します。 

GetObjectData メソッ

ド

この SQLException の直列化に必要なデータを 
SerializationInfo に移植します。 

ToString ( 継承 
Exception)

現在の例外の文字列形式を作成して返します。 

メンバ 説明

HResult ( 継承 Exception) 特定の例外に割り当てられているコード化数値で
ある HRESULT を取得または設定します。 

メンバ 説明
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SQLException クラス
    ByVal s2 As String, _
    ByVal s3 As String _
 )

// C# 
 public SQLException(
    SQLCode code,
    string  s1,
    string  s2,
    string  s3
 );

パラメータ • code この例外のコード

• s1 フォーマットされたメッセージの 1 番目の文字列

• s2 フォーマットされたメッセージの 2 番目の文字列

• s3 フォーマットされたメッセージの 3 番目の文字列

説明 指定した SQLCode 列挙 に対応するメッセージ文字列は、

iAnywhere.UltraLite.resources アセンブリから取得されます。リソー

スは、 System.Globalization.CultureInfo.CurrentUICulture、
System.Globalization.CultureInfo.CurrentCulture、国 "EN" の順序で国別

に検索されます。

ErrorCode プロパティ

データベースによって返される SQL コードです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ErrorCode As SQLCode

// C# 
 public SQLCode ErrorCode {get;}

GetObjectData メソッド

この SQLException の直列化に必要なデータを SerializationInfo に移植

します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Public Sub GetObjectData( _
    ByVal info As System.Runtime.Serialization.SerializationInfo, _
    ByVal context As System.Runtime.Serialization.StreamingContext _
 ) _
    Implements ISerializable.GetObjectData

// C# 
 public override void GetObjectData(
    System.Runtime.Serialization.SerializationInfo info,
    System.Runtime.Serialization.StreamingContext context
 );

パラメータ • info データを移植する SerializationInfo

• context この直列化の宛先

説明 .NET Compact Framework では、このメソッドはサポートされていませ

ん。

実装 ISerializable.GetObjectData
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SQLType 列挙
SQLType 列挙

テーブル・カラムの型として使用されている Ultra Light SQL データ

ベースの型を列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum SQLType
   Inherits Short

// C# 
 public enum SQLType :
   short

説明 下の表には、各 SQL 型との互換性がある .NET 型がリストされていま

す。整数型の場合、テーブルのカラムは、常により小さい整数型を使
用して設定することができるほか、実際の値が SQL 型の範囲内にあ

る限り、より大きい型を使用して設定することが可能です。次に例を
示します。 

[Visual Basic]
 Dim t as iAnywhere.UltraLite.Table
 Dim s as Short
 ...
 ' Column 1 is of type S_LONG (Equivalent to a .NET 
'System.Int32')
 t.SetShort( 1, s )  ' will succeed for all values in s
 t.SetLong( 1, 10 )  ' (long)10 is ok
 t.SetLong( 1, Int32.MaxValue + 1 )  ' throws 
SQLException
 
 ' Column 2 is of type U_SHORT
 Dim i as Integer = t.GetInt( 2 )  ' will succeed for 
all column values
 t.SetInt( 2, 0x0ffff )  ' largest valid 'int' column 
can be set with
 t.SetInt( 2, -1 )  ' SQLException
 
 [C#]
 Table t;
 short s;
 ...
 // Column 1 is of type S_LONG (Equivalent to a .NET 
'System.Int32')
 t.SetShort( 1, s );  // will succeed for all values in 
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s
 t.SetLong( 1, 10 );  // (long)10 is ok
 t.SetLong( 1, Int32.MaxValue + 1 );  // throws 
SQLException
 
 // Column 2 is of type U_SHORT
 int i = t.GetInt( 2 );  // will succeed for all column 
values
 t.SetInt( 2, 0x0ffff );  // largest valid 'int' column 
can be set with
 t.SetInt( 2, -1 );  // SQLException
 

SQL 型
互換性のある 
.NET 型

C# 組み込み

タイプ
Visual Basic 組み込みタイプ

BINARY System.Byte[]、
または 
System.Guid (
サイズが 16 
の場合 )

byte[] Byte()

BIT System.Boolea
n

bool Boolean

CHAR System.String String String

DATE System.DateTi
me

DateTime 組み

込みタイプは
なし

Date

DOUBLE System.Double double Double

LONGBINAR
Y

System.Byte[] byte[] Byte()

LONGVARCH
AR

System.String String String

NUMERIC System.String String String

REAL System.Single float Single

S_BIG System.Int64 long Long
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SQLType 列挙
長さが 16 の BINARY カラムは、UUID カラムと呼ばれることがあり

ます。 

メンバ

S_LONG System.Int32 int Integer

S_SHORT System.Int16 short Short

TIME System.TimeS
pan

TimeSpan 組
み込みタイプ
はなし

TimeSpan 組み込みタイプは

なし

TIMESTAMP System.DateTi
me

DateTime 組み

込みタイプは
なし

Date

TINY System.Byte byte Byte

U_BIG System.UInt64 ulong UInt64 組み込みタイプはなし

U_LONG System.UInt32 uint UInt32 組み込みタイプはなし

U_SHORT System.UInt16 ushort UInt16 組み込みタイプはなし

UUID System.Guid Guid 組み込み

タイプはなし

Guid 組み込みタイプはなし

メンバ 説明

BAD_INDEX 正しくないカラム識別子が GetColumnSQLType 
メソッド に渡された場合に返されるカラムの型

です。 

BINARY 指定した長さのバイナリ・データ 

BIT 1 ビット・フラグ 

CHAR 指定した長さの文字データ 

DATE 日付情報 

DOUBLE 倍精度浮動小数点数 (8 バイト ) 

SQL 型
互換性のある 
.NET 型

C# 組み込み

タイプ
Visual Basic 組み込みタイプ
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LONGBINARY 可変長のバイナリ・データ 

LONGVARCHAR 可変長の文字データ 

NUMERIC 精度と桁数が指定された正確な数値データ 

REAL 単精度浮動小数点数 (4 バイト ) 

S_BIG 符号付き 64 ビット整数値 

S_LONG 符号付き 32 ビット整数値 

S_SHORT 符号付き 16 ビット整数値 

TIME 時刻情報 

TIMESTAMP タイムスタンプ情報 ( 日付、時刻 ) 

TINY 符号なし 8 ビット整数値 

U_BIG 符号なし 64 ビット整数値 

U_LONG 符号なし 32 ビット整数値 

U_SHORT 符号なし 16 ビット整数値 

UUID ユニバーサル・ユニーク識別子 

メンバ 説明
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StreamErrorCode 列挙
StreamErrorCode 列挙

同期中にストリームによって報告される可能性のあるエラー・コード
を列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum StreamErrorCode
   Inherits Short

// C# 
 public enum StreamErrorCode :
   short

メンバ

メンバ 説明

ACTSYNC_NO_PORT ACTSYNC_NO_PORT(75) 

ACTSYNC_NOT_INSTA
LLED

ACTSYNC_NOT_INSTALLED(76) 

CREATE_RANDOM_OB
JECT

CREATE_RANDOM_OBJECT(17) 

DEQUEUING_CONNEC
TION

DEQUEUING_CONNECTION(19) 

END_READ END_READ(11) 

END_WRITE END_WRITE(10) 

GENERATE_RANDOM GENERATE_RANDOM(14) 

HTTP_BAD_STATUS_C
ODE

HTTP_BAD_STATUS_CODE(86) 

HTTP_BUFFER_SIZE_O
UT_OF_RANGE

HTTP_BUFFER_SIZE_OUT_OF_RANGE(79) 

HTTP_CHUNK_LEN_BA
D_CHARACTER

HTTP_CHUNK_LEN_BAD_CHARACTER(85) 

HTTP_CHUNK_LEN_EN
CODED_MISSING

HTTP_CHUNK_LEN_ENCODED_MISSING(84) 
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HTTP_CLIENT_ID_NOT
_SET

HTTP_CLIENT_ID_NOT_SET(78) 

HTTP_CONTENT_TYPE
_NOT_SPECIFIED

HTTP_CONTENT_TYPE_NOT_SPECIFIED(77) 

HTTP_CRLF_ENCODED
_MISSING

HTTP_CRLF_ENCODED_MISSING(81) 

HTTP_CRLF_MISSING HTTP_CRLF_MISSING(82) 

HTTP_EXPECTED_POS
T

HTTP_EXPECTED_POST(89) 

HTTP_EXTRA_DATA_E
ND_READ

HTTP_EXTRA_DATA_END_READ(80) 

HTTP_NO_CONTD_CO
NNECTION

HTTP_NO_CONTD_CONNECTION(83) 

HTTP_UNABLE_TO_PA
RSE_COOKIE

HTTP_UNABLE_TO_PARSE_COOKIE(88) 

HTTP_UNKNOWN_TRA
NSFER_ENCODING

HTTP_UNKNOWN_TRANSFER_ENCODING(87) 

HTTP_VERSION HTTP_VERSION(54) 

INIT_RANDOM INIT_RANDOM(15) 

LOAD_NETWORK_LIB
RARY

LOAD_NETWORK_LIBRARY(74) 

MEMORY_ALLOCATIO
N

MEMORY_ALLOCATION(6) 

NONE NONE(0) 

NOT_IMPLEMENTED NOT_IMPLEMENTED(12) 

PARAMETER PARAMETER(1) 

PARAMETER_NOT_BO
OLEAN

PARAMETER_NOT_BOOLEAN(4) 

メンバ 説明
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StreamErrorCode 列挙
PARAMETER_NOT_HE
X

PARAMETER_NOT_HEX(5) 

PARAMETER_NOT_UIN
T32

PARAMETER_NOT_UINT32(2) 

PARAMETER_NOT_UIN
T32_RANGE

PARAMETER_NOT_UINT32_RANGE(3) 

PARSE PARSE(7) 

READ READ(8) 

SECURE_ADD_CERTIFI
CATE

SECURE_ADD_CERTIFICATE(39) 

SECURE_ADD_TRUSTE
D_CERTIFICATE

SECURE_ADD_TRUSTED_CERTIFICATE(48) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_FUNC

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_FUNC(28) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_LENGTH

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_LENGTH(22) 

SECURE_CERTIFICATE
_CHAIN_REF

SECURE_CERTIFICATE_CHAIN_REF(29) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMMON_NAME

SECURE_CERTIFICATE_COMMON_NAME(52) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMPANY_NAME

SECURE_CERTIFICATE_COMPANY_NAME(21) 

SECURE_CERTIFICATE
_COMPANY_UNIT

SECURE_CERTIFICATE_COMPANY_UNIT(51) 

SECURE_CERTIFICATE
_COUNT

SECURE_CERTIFICATE_COUNT(42) 

SECURE_CERTIFICATE
_EXPIRED

SECURE_CERTIFICATE_EXPIRED(50) 

SECURE_CERTIFICATE
_EXPIRY_DATE

SECURE_CERTIFICATE_EXPIRY_DATE(37) 

メンバ 説明
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SECURE_CERTIFICATE
_FILE_NOT_FOUND

SECURE_CERTIFICATE_FILE_NOT_FOUND(33) 

SECURE_CERTIFICATE
_NOT_TRUSTED

SECURE_CERTIFICATE_NOT_TRUSTED(24) 

SECURE_CERTIFICATE
_REF

SECURE_CERTIFICATE_REF(23) 

SECURE_CERTIFICATE
_ROOT

SECURE_CERTIFICATE_ROOT(20) 

SECURE_CREATE_CER
TIFICATE

SECURE_CREATE_CERTIFICATE(43) 

SECURE_CREATE_PRI
VATE_KEY_OBJECT

SECURE_CREATE_PRIVATE_KEY_OBJECT(49) 

SECURE_DUPLICATE_
CONTEXT

SECURE_DUPLICATE_CONTEXT(25) 

SECURE_ENABLE_NO
N_BLOCKING

SECURE_ENABLE_NON_BLOCKING(30) 

SECURE_EXPORT_CER
TIFICATE

SECURE_EXPORT_CERTIFICATE(38) 

SECURE_HANDSHAKE SECURE_HANDSHAKE(53) 

SECURE_IMPORT_CER
TIFICATE

SECURE_IMPORT_CERTIFICATE(44) 

SECURE_READ_CERTI
FICATE

SECURE_READ_CERTIFICATE(34) 

SECURE_READ_PRIVA
TE_KEY

SECURE_READ_PRIVATE_KEY(35) 

SECURE_SET_CHAIN_
NUMBER

SECURE_SET_CHAIN_NUMBER(32) 

SECURE_SET_CIPHER_
SUITES

SECURE_SET_CIPHER_SUITES(31) 

SECURE_SET_IO SECURE_SET_IO(26) 

メンバ 説明
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StreamErrorCode 列挙
SECURE_SET_IO_SEM
ANTICS

SECURE_SET_IO_SEMANTICS(27) 

SECURE_SET_PRIVATE
_KEY

SECURE_SET_PRIVATE_KEY(36) 

SECURE_SET_PROTOC
OL_SIDE

SECURE_SET_PROTOCOL_SIDE(47) 

SECURE_SET_RANDO
M_FUNC

SECURE_SET_RANDOM_FUNC(46) 

SECURE_SET_RANDO
M_REF

SECURE_SET_RANDOM_REF(45) 

SECURE_SET_READ_F
UNC

SECURE_SET_READ_FUNC(55) 

SECURE_SET_WRITE_F
UNC

SECURE_SET_WRITE_FUNC(56) 

SECURE_TRUSTED_CE
RTIFICATE_FILE_NOT_
FOUND

SECURE_TRUSTED_CERTIFICATE_FILE_NOT_F
OUND(40) 

SECURE_TRUSTED_CE
RTIFICATE_READ

SECURE_TRUSTED_CERTIFICATE_READ(41) 

SEED_RANDOM SEED_RANDOM(16) 

SHUTTING_DOWN SHUTTING_DOWN(18) 

SOCKET_BIND SOCKET_BIND(62) 

SOCKET_CLEANUP SOCKET_CLEANUP(63) 

SOCKET_CLOSE SOCKET_CLOSE(64) 

SOCKET_CONNECT SOCKET_CONNECT(65) 

SOCKET_CREATE_TCPI
P

SOCKET_CREATE_TCPIP(60) 

SOCKET_CREATE_UDP SOCKET_CREATE_UDP(61) 

メンバ 説明
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参照 ◆ StreamErrorCode プロパティ

SOCKET_GET_HOST_B
Y_ADDR

SOCKET_GET_HOST_BY_ADDR(58) 

SOCKET_GET_NAME SOCKET_GET_NAME(66) 

SOCKET_GET_OPTION SOCKET_GET_OPTION(67) 

SOCKET_HOST_NAME
_NOT_FOUND

SOCKET_HOST_NAME_NOT_FOUND(57) 

SOCKET_LISTEN SOCKET_LISTEN(69) 

SOCKET_LOCALHOST_
NAME_NOT_FOUND

SOCKET_LOCALHOST_NAME_NOT_FOUND(59) 

SOCKET_PORT_OUT_O
F_RANGE

SOCKET_PORT_OUT_OF_RANGE(73) 

SOCKET_SELECT SOCKET_SELECT(71) 

SOCKET_SET_OPTION SOCKET_SET_OPTION(68) 

SOCKET_SHUTDOWN SOCKET_SHUTDOWN(70) 

SOCKET_STARTUP SOCKET_STARTUP(72) 

WOULD_BLOCK WOULD_BLOCK(13) 

WRITE WRITE(9) 

メンバ 説明
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StreamErrorContext 列挙
StreamErrorContext 列挙

ストリーム・エラーが発生したときに実行される基本的なネットワー
ク・オペレーションを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum StreamErrorContext
   Inherits Short

// C# 
 public enum StreamErrorContext :
   short

メンバ

メンバ 説明

CLOSE CLOSE(6) 

CREATE CREATE(3) 

DESTROY DESTROY(4) 

END_READ END_READ(11) 

END_WRITE END_WRITE(10) 

GETVALUE GETVALUE(14) 

OPEN OPEN(5) 

READ READ(7) 

REGISTER REGISTER(1) 

SOFTSHUTDOWN SOFTSHUTDOWN(13) 

UNKNOWN UNKNOWN(0) 

UNREGISTER UNREGISTER(2) 

WRITE WRITE(8) 

WRITE_FLUSH WRITE_FLUSH(9) 

YIELD YIELD(12) 
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参照 ◆ StreamErrorContext プロパティ
621



StreamErrorID 列挙
StreamErrorID 列挙

同期中にエラーを報告する可能性のあるネットワーク・レイヤを列挙
します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum StreamErrorID
   Inherits Short

// C# 
 public enum StreamErrorID :
   short

メンバ

メンバ 説明

ACTIVESYNC ACTIVESYNC(22) 

CERTICOM CERTICOM(11) 

CERTICOM_SSL CERTICOM_SSL(13) 

CERTICOM_TLS CERTICOM_TLS(14) 

DH_CAST DH_CAST(9) 

EMAIL EMAIL(20) 

FAKE FAKE(2) 

FILE FILE(21) 

HTTP HTTP(7) 

HTTPS HTTPS(8) 

JAVA_CERTICOM JAVA_CERTICOM(12) 

JAVA_RSA JAVA_RSA(24) 

NETTECH NETTECH(5) 

PALM_CONDUIT PALM_CONDUIT(3) 

PALM_SS PALM_SS(4) 
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参照 ◆ StreamErrorID プロパティ

REPLAY REPLAY(17) 

RIMBB RIMBB(6) 

RSA_TLS RSA_TLS(23) 

SECURE SECURE(10) 

SERIAL SERIAL(1) 

STRM STRM(18) 

TCPIP TCPIP(0) 

UDP UDP(19) 

WIRELESS WIRELESS(16) 

WIRESTRM WIRESTRM(15) 

メンバ 説明
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StreamType 列挙

同期に使用する Mobile Link 同期ストリームのタイプを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum StreamType
   Inherits Short

// C# 
 public enum StreamType :
   short

説明 特定のストリームのタイプの設定については、オンライン・マニュア
ル『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』の「同期ストリーム・

パラメータ・リファレンス」の項を参照してください。 

メンバ

メンバ 説明

ACTIVE_SYNC ActiveSync 同期 (Windows CE のみ ) です。 
ActiveSync 用 Mobile Link プロバイダから同期を通

知されたときは、Ultra Light アプリケーションは 
ActiveSync 同期のみを使用する必要があります。

ActiveSyncListener インタフェース を実装し、

SetActiveSyncListener メソッド を呼び出すこと

によって、アプリケーションはこのような通知を
受信できます。 

HTTP HTTP を介して同期します。 
HTTP ストリームは基本となるトランスポートと

して TCP/IP を使用します。Ultra Light アプリケー

ションは Web ブラウザとして機能し、Mobile Link 
同期サーバは Web サーバとして機能します。Ultra 
Light アプリケーションは、サーバへのデータ送信

のために POST 要求を送り、サーバからのデータ

の読み込みのために GET 要求を送ります。 
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参照 ◆ Stream プロパティ

HTTPS HTTPS を介して同期します (RSA トランスポー

ト・レイヤ・セキュリティを適用した HTTP) 
トランスポート・レイヤ・セキュリティに関する
コンポーネントには別途ライセンスが必要です。
インストールする場合はご注文ください。このコ
ンポーネントのご注文については、ご購入いただ
いた販売代理店または弊社営業担当までご連絡く
ださい。 

TCPIP TCP/IP を介して同期します。 

UNKNOWN 未知の同期ストリームであるか、同期ストリーム
がありません。ユーザがストリーム・タイプを設
定していません。 

メンバ 説明
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SyncParms クラス
SyncParms クラス

Ultra Light データベースの同期方法を定義する同期パラメータを表し

ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class SyncParms

// C# 
 public sealed class SyncParms

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。各接続に
は、SyncParms プロパティとしてアタッチされた固有の SyncParms イ
ンスタンスがあります。 

同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、SQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メソッド 
によってスローされます。 

その他の SQLCode 列挙 エラーの原因には、Stream プロパティ 値また

は Version プロパティ 値を指定していないことが含まれます。 

参照 ◆ SyncParms メンバ

◆ Connection クラス

◆ SyncParms プロパティ

◆ Synchronize メソッド

SyncParms メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

AuthenticationParms プ
ロパティ

カスタム・ユーザ認証スクリプト (Mobile Link 
authenticate_parameters 接続イベント ) のパラメー

タを指定します。 
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CheckpointStore プロ

パティ

クライアントが、追加のストア・チェックポイン
トを実行して、同期中にデータベース・ストアの
サイズの増加を制御するかどうかを指定します。 

DisableConcurrency プ
ロパティ

同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無

効にするか、有効にするかを指定します。 

DownloadOnly プロパ

ティ

同期時のアップロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。 

KeepPartialDownload 
プロパティ

同期時の部分的なダウンロードを無効にするか、
有効にするかを指定します。 

NewPassword プロパ

ティ

UserName で指定されたユーザの新しい Mobile 
Link パスワードを指定します。 

Password プロパティ UserName で指定されたユーザの Mobile Link パス

ワードです。 

PingOnly プロパティ 実際に同期を行う代わりに、クライアントが 
Mobile Link 同期サーバに ping のみを行うかどう

かを指定します。 

PublicationMask プロ

パティ

同期させるパブリケーションを指定します。 

ResumePartialDownloa
d プロパティ

前の部分的なダウンロードを再開するか、破棄す
るかを指定します。 

SendColumnNames プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにカラム名を送信するかどうかを指定します。 

SendDownloadAck プ
ロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サー

バにダウンロード確認を送信するかどうかを指定
します。 

Stream プロパティ 同期に使用する Mobile Link 同期ストリームを指

定します。 

StreamParms プロパ

ティ

同期ストリームの設定パラメータを指定します。 

メンバ 説明
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パブリック・インスタンス・メソッド

AuthenticationParms プロパティ

カスタム・ユーザ認証スクリプト (Mobile Link authenticate_parameters 
接続イベント ) のパラメータを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property AuthenticationParms As String()

// C# 
 public string [] AuthenticationParms {get;set;}

説明 それぞれに認証パラメータが格納された、文字列の配列として指定し
ます ( 配列のエントリが null であると、同期エラーになります )。 

最初の 255 文字のみが使用されます。また、各文字列は 128 文字以下

である必要があります ( 長すぎる文字列は、Mobile Link に送信される

ときにトランケートされます )。 

デフォルトは、認証パラメータなしです。 

UploadOnly プロパ

ティ

同期時のダウンロードを無効にするか、有効にす
るかを指定します。 

UserName プロパティ Mobile Link 同期サーバが Mobile Link クライアン

トをユニークに識別するユーザ名です。 

Version プロパティ 使用する同期スクリプトを指定します。 

メンバ 説明

CopyFrom メソッド 指定した SyncParms クラス オブジェクトのプロ

パティを、この SyncParms クラス オブジェクト

にコピーします。 

メンバ 説明
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CheckpointStore プロパティ

クライアントが、追加のストア・チェックポイントを実行して、同期
中にデータベース・ストアのサイズの増加を制御するかどうかを指定
します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property CheckpointStore As Boolean

// C# 
 public bool CheckpointStore {get;set;}

説明 チェックポイント操作は、アプリケーションの I/O 操作を増やすた

め、同期が低速になります。このオプションは、多くの更新を伴う大
量のダウンロードに最適です。低速なフラッシュ・メモリを使用する
デバイスでは、パフォーマンスの低下が望ましくないことがありま
す。 

デフォルトは false です ( 必要なチェックポイントのみが実行されます

)。 

DisableConcurrency プロパティ

同期の実行中に Ultra Light への同時アクセスを無効にするか、有効に

するかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DisableConcurrency As Boolean

// C# 
 public bool DisableConcurrency {get;set;}

説明 デフォルトでは、1 つのスレッドが同期しているときに、別のスレッ

ドが Ultra Light の操作を行うことがあります。同時同期が無効になっ

ていると、別のスレッドは同期が完了するまで Ultra Light の呼び出し

をブロックされます。 
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DownloadOnly プロパティ

同期時のアップロードを無効にするか、有効にするかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property DownloadOnly As Boolean

// C# 
 public bool DownloadOnly {get;set;}

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、SQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メソッド 
によってスローされます。 

デフォルトは false です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ UploadOnly プロパティ

KeepPartialDownload プロパティ

同期時の部分的なダウンロードを無効にするか、有効にするかを指定
します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property KeepPartialDownload As Boolean

// C# 
 public bool KeepPartialDownload {get;set;}

説明 Ultra Light.NET では、通信エラーや、ユーザによる 
SyncProgressListener からのアボートが原因で失敗したダウンロードを

再起動できます。Ultra Light.NET は、ダウンロードを受信しながら処

理します。ダウンロードが中断した場合は、部分的なダウンロード・
トランザクションがデータベース内に残るため、次の同期中に再開で
きます。 
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Ultra Light.NET で部分的なダウンロードを保存する必要があることを

示すには、connection.SyncParms.KeepPartialDownload=true; と
指定します。指定しないと、エラーが発生した場合にダウンロードが
ロールバックされます。 

部分的なダウンロードが保持された場合、
connection.Synchronize() の終了時に、出力フィールド 
connection.SyncResult.SyncResult.PartialDownloadRetained 
が true に設定されます。 

PartialDownloadRetained が設定されている場合は、ダウンロード

を再開できます。再開するには、
connection.SyncParms.SyncParms.ResumePartialDownload を true 
に設定して connection.Synchronize() を呼び出します。多くの場

合、別の通信エラーの発生に備えて、KeepPartialDownload も true 
に設定する必要があります。ダウンロードが省略された場合は、アッ
プロードは行われません。 

再開したダウンロードで受信するダウンロードは、最初にダウンロー
ドを開始したときと同じものです。最新のデータが必要な場合は、再
開された特別なダウンロードが完了した直後に、もう一度ダウンロー
ドを行うことができます。 

ダウンロードを再開する場合、SyncParms フィールドの多くは関係あ

りません。たとえば、PublicationMask フィールドは使用されません。

受信するパブリケーションは、最初のダウンロード時に要求したもの
です。設定する必要があるフィールドは、ResumePartialDownload プ
ロパティ と UserName プロパティ だけです。KeepPartialDownload 
フィールドと DisableConcurrency プロパティ フィールドを必要に応じ

て設定すると、正常に機能します。 

部分的なダウンロードが存在するが、このダウンロードが必要ではな
くなった場合は、RollbackPartialDownload メソッド を呼び出して、失

敗したダウンロード・トランザクションをロールバックできます。ま
た、同期をもう一度実行したときに ResumePartialDownload を指定し

なかった場合は、部分的なダウンロードがロールバックされてから、
次の同期が開始されます。 

詳細については、『Mobile Link 同期ユーザーズ・ガイド』の「再起動可能

なダウンロード」を参照してください。 
631



SyncParms クラス
デフォルトは false です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ PartialDownloadRetained プロパティ

◆ ResumePartialDownload プロパティ

◆ RollbackPartialDownload メソッド

NewPassword プロパティ

UserName で指定されたユーザの新しい Mobile Link パスワードを指定

します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property NewPassword As String

// C# 
 public string  NewPassword {get;set;}

説明 新しいパスワードが有効になるのは、次の同期の後です。 

デフォルトは null です ( パスワードは置き換えられません )。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ UserName プロパティ

Password プロパティ

UserName で指定されたユーザの Mobile Link パスワードです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Password As String

// C# 
 public string  Password {get;set;}
632



     第 5 章   iAnywhere.UltraLite ネームスペース
説明 Mobile Link ユーザ名とパスワードは他のデータベース・ユーザ ID や
パスワードとは別のもので、アプリケーションを Mobile Link 同期

サーバに対して識別し、認証するために使用されます。 

デフォルトは null です ( パスワードはありません )。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ NewPassword プロパティ

◆ UserName プロパティ

PingOnly プロパティ

実際に同期を行う代わりに、クライアントが Mobile Link 同期サーバ

に ping のみを行うかどうかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property PingOnly As Boolean

// C# 
 public bool PingOnly {get;set;}

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、SQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メソッド 
によってスローされます。 

デフォルトは false です。 

PublicationMask プロパティ

同期させるパブリケーションを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property PublicationMask As Integer

// C# 
 public int PublicationMask {get;set;}
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説明 デフォルトは SYNC_ALL_DB フィールド です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ PublicationSchema クラス

ResumePartialDownload プロパティ

前の部分的なダウンロードを再開するか、破棄するかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property ResumePartialDownload As Boolean

// C# 
 public bool ResumePartialDownload {get;set;}

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、SQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メソッド 
によってスローされます。 

デフォルトは false です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ KeepPartialDownload プロパティ

◆ PartialDownloadRetained プロパティ

SendColumnNames プロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サーバにカラム名を送信

するかどうかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SendColumnNames As Boolean

// C# 
 public bool SendColumnNames {get;set;}
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説明 このパラメータは、通常は同期スクリプトを自動的に生成するために 
Mobile Link 同期サーバで -za オプションまたは -ze オプションととも

に使用されます。 

デフォルトは false です ( カラム名は送信されません )。 

SendDownloadAck プロパティ

同期中に、クライアントが Mobile Link 同期サーバにダウンロード確

認を送信するかどうかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property SendDownloadAck As Boolean

// C# 
 public bool SendDownloadAck {get;set;}

説明 クライアントがダウンロード確認を送信する場合、Mobile Link 同期

サーバのワーカ・スレッドは、クライアントがダウンロードを適用す
るまで待機します。クライアントがダウンロード確認を送信しない場
合、Mobile Link 同期サーバは、次の同期のため、まもなく解放され

ます。 

デフォルトは false です ( ダウンロード確認は送信されません )。 

Stream プロパティ

同期に使用する Mobile Link 同期ストリームを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Stream As StreamType

// C# 
 public StreamType Stream {get;set;}

説明 ほとんどの同期ストリームでは、Mobile Link 同期サーバのアドレス

を識別したり、その他の動作を制御したりするパラメータが必要で
す。これらのパラメータは、StreamParms プロパティで指定します。 
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ストリーム・タイプが、プラットフォームに適さない無効な値に設定
されていると、ストリーム・タイプは StreamType 列挙 に設定されま

す。 

このパラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してくだ
さい。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ StreamType 列挙

◆ StreamParms プロパティ

StreamParms プロパティ

同期ストリームの設定パラメータを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property StreamParms As String

// C# 
 public string  StreamParms {get;set;}

説明 特定のストリームのタイプの設定については、オンライン・マニュア
ル『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』の「同期ストリーム・

パラメータ・リファレンス」の項を参照してください。 

StreamParms は、同期ストリームに使用されるすべてのパラメータが

含まれている文字列です。パラメータは、名前 = 値の組み合わせをセ

ミコロンで区切ったリスト ("param1=value1;param2=value2") で指

定します。 

デフォルトは null です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ Stream プロパティ

◆ StreamType 列挙
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UploadOnly プロパティ

同期時のダウンロードを無効にするか、有効にするかを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UploadOnly As Boolean

// C# 
 public bool UploadOnly {get;set;}

説明 同期コマンド (DownloadOnly プロパティ、PingOnly プロパティ、

ResumePartialDownload プロパティ、UploadOnly プロパティ ) は、一

度に 1 つしか指定できません。これらの複数のパラメータが true に設

定されていると、SQLCode 列挙 SQLException が Synchronize メソッド 
によってスローされます。 

デフォルトは false です。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ DownloadOnly プロパティ

UserName プロパティ

Mobile Link 同期サーバが Mobile Link クライアントをユニークに識別

するユーザ名です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property UserName As String

// C# 
 public string  UserName {get;set;}

説明 Mobile Link では、この値を使用して、ダウンロードする内容の決定、

同期ステータスの記録、同期中の割り込みからの復帰を行います。こ
のユーザ名とパスワードは他のデータベース・ユーザ ID やパスワー

ドとは別のもので、アプリケーションを Mobile Link 同期サーバに対

して識別し、認証するために使用されます。 
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このパラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してくだ
さい。 

参照 ◆ SyncParms クラス

◆ SyncParms メンバ

◆ Password プロパティ

Version プロパティ

使用する同期スクリプトを指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Property Version As String

// C# 
 public string  Version {get;set;}

説明 統合データベースの同期スクリプトは、それぞれバージョン文字列で
マーク付けされます。たとえば、異なる文字列バージョンによって特
定される 2 種類の download_cursor スクリプトがあります。Ultra Light 
アプリケーションは、バージョン文字列により、同期スクリプトの
セットから選択できます。 

このパラメータにはデフォルト値がないので、明示的に設定してくだ
さい。 

CopyFrom メソッド

指定した SyncParms クラス オブジェクトのプロパティを、この 
SyncParms クラス オブジェクトにコピーします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub CopyFrom( _
    ByVal src As SyncParms _
 )

// C# 
 public void CopyFrom(
    SyncParms src
 );
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パラメータ • src コピー元のオブジェクト
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SyncProgressData クラス

同期の進行状況のモニタリング・データを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class SyncProgressData

// C# 
 public class SyncProgressData

参照 ◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressListener インタフェース

SyncProgressData メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ErrorMessage プロパ

ティ

同期中に発生したエラーを説明するエラー・メッ
セージです。 

ReceivedBytes プロパ

ティ

現在までに受信したバイト数です。この情報は、
すべてのステータスで更新されます。 

ReceivedDeletes プロ

パティ

現在までに受信した削除済みのローの数です。 

ReceivedInserts プロパ

ティ

現在までに受信した挿入済みのローの数です。 

ReceivedUpdates プロ

パティ

現在までに受信した更新済みのローの数です。 

SentBytes プロパティ 現在までに送信されたバイト数です。この情報
は、すべてのステータスで更新されます。 

SentDeletes プロパ

ティ

現在までに送信された削除済みのローの数です。 

SentInserts プロパティ 現在までに送信された挿入済みのローの数です。 
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ErrorMessage プロパティ

同期中に発生したエラーを説明するエラー・メッセージです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ErrorMessage As String

// C# 
 public string  ErrorMessage {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

SentUpdates プロパ

ティ

現在までに送信された更新済みのローの数です。 

SQLCode プロパティ 同期の SQL コードです。 

State プロパティ 現在の同期のステータスです。 

SyncParms プロパティ 接続の SyncParms オブジェクトへの参照です。 

SyncResult プロパティ 接続の SyncResult オブジェクトへの参照です。こ

のオブジェクトは、STATE_DONE イベントおよび 
STATE_ERROR イベントでのみ更新されます。 

TableCount プロパ

ティ

現在までに送信または受信したテーブルの数です 
(TableTotal の TableCount)。 

TableIndex プロパティ 現在同期中のテーブルのインデックスです ( テー

ブルには 1 ～ DatabaseSchema.TableCount までの番

号が付けられます )。 

TableTotal プロパティ 同期中のテーブルの数です。 

メンバ 説明
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ReceivedBytes プロパティ

現在までに受信したバイト数です。この情報は、すべてのステータス
で更新されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedBytes As Long

// C# 
 public long ReceivedBytes {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

ReceivedDeletes プロパティ

現在までに受信した削除済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedDeletes As Integer

// C# 
 public int ReceivedDeletes {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

ReceivedInserts プロパティ

現在までに受信した挿入済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedInserts As Integer
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// C# 
 public int ReceivedInserts {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

ReceivedUpdates プロパティ

現在までに受信した更新済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property ReceivedUpdates As Integer

// C# 
 public int ReceivedUpdates {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

SentBytes プロパティ

現在までに送信されたバイト数です。この情報は、すべてのステータ
スで更新されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentBytes As Long

// C# 
 public long SentBytes {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙
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SentDeletes プロパティ

現在までに送信された削除済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentDeletes As Integer

// C# 
 public int SentDeletes {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

SentInserts プロパティ

現在までに送信された挿入済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentInserts As Integer

// C# 
 public int SentInserts {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

SentUpdates プロパティ

現在までに送信された更新済みのローの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SentUpdates As Integer

// C# 
 public int SentUpdates {get;}
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参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

SQLCode プロパティ

同期の SQL コードです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SQLCode As SQLCode

// C# 
 public SQLCode SQLCode {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

State プロパティ

現在の同期のステータスです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property State As SyncProgressState

// C# 
 public SyncProgressState State {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

SyncParms プロパティ

接続の SyncParms オブジェクトへの参照です。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncParms As SyncParms

// C# 
 public SyncParms SyncParms {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncParms プロパティ

SyncResult プロパティ

接続の SyncResult オブジェクトへの参照です。このオブジェクトは、

STATE_DONE イベントおよび STATE_ERROR イベントでのみ更新さ

れます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SyncResult As SyncResult

// C# 
 public SyncResult SyncResult {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncResult プロパティ

TableCount プロパティ

現在までに送信または受信したテーブルの数です (TableTotal の 
TableCount)。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableCount As Integer
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// C# 
 public int TableCount {get;}

戻り値 送信または受信したテーブルの数 

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

TableIndex プロパティ

現在同期中のテーブルのインデックスです ( テーブルには 1 ～ 
DatabaseSchema.TableCount までの番号が付けられます )。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableIndex As Integer

// C# 
 public int TableIndex {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙

◆ SyncProgressState 列挙

TableTotal プロパティ

同期中のテーブルの数です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property TableTotal As Integer

// C# 
 public int TableTotal {get;}

参照 ◆ SyncProgressData クラス

◆ SyncProgressData メンバ

◆ SyncProgressState 列挙
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◆ SyncProgressState 列挙
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SyncProgressDialog クラス

同期の進行状況のモニタリング・ダイアログを表示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class SyncProgressDialog
   Inherits Form

// C# 
 public class SyncProgressDialog :
   Form

説明 このダイアログは、モーダルの単一用途ダイアログとして使用してく
ださい。アプリケーションが、ダイアログの ShowDialog メソッド を
呼び出してダイアログを表示すると、同期が完了するか、ユーザが [
キャンセル ] ボタンをクリックするまでアプリケーションがブロック

されます。 

注意：「同期処理中に呼び出される」と記述されているメソッドは、
接続、スキーマ、テーブルにアクセスする必要はありません。 

参照 ◆ SyncProgressDialog メンバ

◆ Synchronize メソッド

SyncProgressDialog メンバ 

パブリック・インスタンス・コンストラクタ

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

SyncProgressDialog 指定した接続を使用して Ultra Light データベース

を同期する SyncProgressDialog インスタンスを構

成します。 

メンバ 説明

SQLCode プロパティ 最後の同期の SQL エラー・コードです。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

プロテクト・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

ShowDialog メソッド 指定した親ウィンドウとともに、モーダル・ダイ
アログとしてフォームを表示し、同期を行いま
す。このダイアログは、同期が終了したときに閉
じます。 

ShowDialog メソッド 親ウィンドウなしで、モーダル・ダイアログとし
てフォームを表示し、同期を行います。このダイ
アログは、同期が終了したときに閉じます。 

SyncProgressed メソッ

ド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中
に起動されます。このメソッドは true を返して同

期をキャンセルするか、false を返して続行する必

要があります。 
ほとんどのイベントのステータスについて 
(SyncProgressData.getState())、表示するメッセージ

を生成するために getMessage が呼び出され、送信

および受信されたバイト数が更新されます。
STATE_SENDING_DATA イベントと 
STATE_RECEIVED_DATA イベントについては、

適切なロー・カウントが更新されます。 
STATE_DONE イベントまたは 
STATE_CANCELLED イベントを受信すると、少

し経ってからダイアログが閉じます。 
STATE_ERROR イベントを受信すると、エラー・

メッセージを生成するために GetErrorMessage が
呼び出されるほか、[ キャンセル ] ボタンが [ 破棄

] ボタンに変化し、このボタンをユーザがクリッ

クするまでダイアログは閉じません。 
注意：安全な Ultra Light.NET API 呼び出しは、ス

キーマの確認の API 呼び出し 
(DatabaseSchema、TableSchema、

PublicationSchema、IndexSchema) だけで

す。 
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SyncProgressDialog 

指定した接続を使用して Ultra Light データベースを同期する 
SyncProgressDialog インスタンスを構成します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub New( _
    ByVal dbMgr As DatabaseManager, _
    ByVal conn As Connection _
 )

メンバ 説明

Dispose メソッド 使用されているリソースをクリーンアップしま
す。 

GetErrorMessage メ
ソッド

STATE_ERROR イベントのステータスのメッセー

ジを返します。メッセージは、このエラーの SQL 
コードを使用してフォーマットされます。 
このメソッドは、同期中に呼び出されます。 

GetMessage メソッド イベントのステータスのメッセージを返します。
メッセージは、data.GetTableIndex()、

data.GetTableCount()、

data.GetTableTotal() を使用してフォーマッ

トされます。 
このメソッドは、同期中に呼び出されます。 

GetString メソッド ローカライズされた (Ultra Light.NET でサポートさ

れている言語の ) 文字列を返します。 

OnClosing メソッド 同期をキャンセルする閉じる動作を無効にし、同
期でキャンセル要求が処理されるまで閉じませ
ん。 

ResetValues メソッド このダイアログに表示されている値を初期化しま
す。 
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// C# 
 public SyncProgressDialog(
    DatabaseManager dbMgr,
    Connection conn
 );

パラメータ • dbMgr アプリケーションの DatabaseManager

• conn 同期する接続

説明 このダイアログは、ShowDialog メソッド を使用してモーダル・ダイ

アログとして表示してください。 

SQLCode プロパティ

最後の同期の SQL エラー・コードです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property SQLCode As SQLCode

// C# 
 public SQLCode SQLCode {get;}

プロパティ値 SQL エラー・コード

参照 ◆ SyncProgressDialog クラス

◆ SyncProgressDialog メンバ

◆ SQLCode プロパティ

Dispose メソッド

使用されているリソースをクリーンアップします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Overrides Protected Sub Dispose( _
    ByVal disposing As Boolean _
 )
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// C# 
 protected override void Dispose(
    bool disposing
 );

パラメータ • disposing マネージ・リソースとアンマネージ・リソースの両

方を解放する場合は true、アンマネージ・リソースだけを解

放する場合は false

GetErrorMessage メソッド

STATE_ERROR イベントのステータスのメッセージを返します。メッ

セージは、このエラーの SQL コードを使用してフォーマットされま

す。 

このメソッドは、同期中に呼び出されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Protected Function GetErrorMessage( _
    ByVal sqlCode As SQLCode, _
    ByVal errMsg As String, _
    ByVal uploadOK As Boolean _
 ) As String

// C# 
 protected string  GetErrorMessage(
    SQLCode sqlCode,
    string  errMsg,
    bool uploadOK
 );

パラメータ • sqlCode このエラーの SQL コード

• errMsg SQL コードに関連付けられているエラー・メッセージ

• uploadOK アップロードのステータス

戻り値 イベントのメッセージ

参照 ◆ SyncProgressDialog クラス

◆ SyncProgressDialog メンバ
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◆ SQLCode プロパティ

◆ SyncResult プロパティ

GetMessage メソッド

イベントのステータスのメッセージを返します。メッセージは、
data.GetTableIndex()、data.GetTableCount()、

data.GetTableTotal() を使用してフォーマットされます。 

このメソッドは、同期中に呼び出されます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Protected Function GetMessage( _
    ByVal progress As SyncProgressData _
 ) As String

// C# 
 protected string  GetMessage(
    SyncProgressData progress
 );

パラメータ • progress 同期のプログレス・データ

戻り値 イベントのメッセージ

GetString メソッド

ローカライズされた (Ultra Light.NET でサポートされている言語の ) 
文字列を返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Protected Function GetString( _
    ByVal name As String _
 ) As String

// C# 
 protected string  GetString(
    string  name
 );
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パラメータ • name 文字列の名前

戻り値 ローカライズされた文字列

OnClosing メソッド

同期をキャンセルする閉じる動作を無効にし、同期でキャンセル要求
が処理されるまで閉じません。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub OnClosing( _
    ByVal e As System.ComponentModel.CancelEventArgs _
 )

// C# 
 protected override void OnClosing(
    System.ComponentModel.CancelEventArgs e
 );

パラメータ • e イベント・データが含まれる CancelEventArgs

ResetValues メソッド

このダイアログに表示されている値を初期化します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Protected Sub ResetValues()

// C# 
 protected void ResetValues();

ShowDialog メソッド

指定した親ウィンドウとともに、モーダル・ダイアログとしてフォー
ムを表示し、同期を行います。このダイアログは、同期が終了したと
きに閉じます。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ShowDialog( _
    ByVal parent As System.Windows.Forms.Form _
 ) As System.Windows.Forms.DialogResult

// C# 
 public System.Windows.Forms.DialogResult ShowDialog(
    System.Windows.Forms.Form parent
 );

パラメータ • parent モーダル・ダイアログを所有するトップレベル・ウィ

ンドウを表す System.Windows.Forms.Form オブジェクト

戻り値 同期が正常に完了した場合は System.Windows.Forms.DialogResult.OK、

同期がユーザによってキャンセルされた場合は 
System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel、同期中にエラーが発生し

た場合は System.Windows.Forms.DialogResult.Abort ( 詳細なエラー・レ

ポートについては、SQLCode プロパティ を参照してください ) 

説明 ShowDialog() よりも、このメソッドの使用をおすすめします。 

このダイアログがアクティブになっている間、親は無効になります。 

ShowDialog メソッド

親ウィンドウなしで、モーダル・ダイアログとしてフォームを表示
し、同期を行います。このダイアログは、同期が終了したときに閉じ
ます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function ShowDialog() As 
System.Windows.Forms.DialogResult

// C# 
 public System.Windows.Forms.DialogResult ShowDialog();
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戻り値 同期が正常に完了した場合は System.Windows.Forms.DialogResult.OK、

同期がユーザによってキャンセルされた場合は 
System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel、同期中にエラーが発生し

た場合は System.Windows.Forms.DialogResult.Abort ( 詳細なエラー・レ

ポートについては、SQLCode プロパティ を参照してください ) 

説明 このメソッドよりも、ShowDialog メソッド の使用をおすすめします。 

SyncProgressed メソッド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中に起動されます。こ
のメソッドは true を返して同期をキャンセルするか、false を返して続

行する必要があります。 

ほとんどのイベントのステータスについて 
(SyncProgressData.getState())、表示するメッセージを生成するために 
getMessage が呼び出され、送信および受信されたバイト数が更新され

ます。STATE_SENDING_DATA イベントと STATE_RECEIVED_DATA 
イベントについては、適切なロー・カウントが更新されます。 

STATE_DONE イベントまたは STATE_CANCELLED イベントを受信

すると、少し経ってからダイアログが閉じます。 

STATE_ERROR イベントを受信すると、エラー・メッセージを生成す

るために GetErrorMessage が呼び出されるほか、[ キャンセル ] ボタン

が [ 破棄 ] ボタンに変化し、このボタンをユーザがクリックするまで

ダイアログは閉じません。 

注意：安全な Ultra Light.NET API 呼び出しは、スキーマの確認の API 
呼び出し (DatabaseSchema、TableSchema、PublicationSchema、

IndexSchema) だけです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function SyncProgressed( _
    ByVal data As SyncProgressData _
 ) As Boolean _
    Implements SyncProgressListener.SyncProgressed
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// C# 
 public bool SyncProgressed(
    SyncProgressData data
 );

パラメータ • data 最新の同期のプログレス・データを保持しているオブ

ジェクト

戻り値 同期をキャンセルするには true、続行するには false 

実装 SyncProgressListener インタフェース
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SyncProgressListener インタフェース

同期プログレス・イベントを受信するリスナ・インタフェースです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Interface SyncProgressListener

// C# 
 public interface SyncProgressListener

参照 ◆ SyncProgressListener メンバ

◆ Synchronize メソッド

SyncProgressListener メンバ 

パブリック・インスタンス・メソッド

SyncProgressed メソッド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中に起動されます。こ
のメソッドは true を返して同期をキャンセルするか、false を返して続

行する必要があります。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function SyncProgressed( _
    ByVal data As SyncProgressData _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool SyncProgressed(
    SyncProgressData data
 );

メンバ 説明

SyncProgressed メソッ

ド

ユーザに進行状況を通知するために、同期処理中
に起動されます。このメソッドは true を返して同

期をキャンセルするか、false を返して続行する必

要があります。 
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パラメータ • data 最新の同期のプログレス・データを保持しているオブ

ジェクト

戻り値 このメソッドは true を返して同期をキャンセルするか、false を返して

続行する必要があります。 

説明 SyncProgressed の呼び出し中に、Ultra Light.NET API のメソッドを

呼び出さないでください。 
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SyncProgressState 列挙

同期中に発生する可能性のあるすべてのステータスを列挙します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Enum SyncProgressState
   Inherits Short

// C# 
 public enum SyncProgressState :
   short

メンバ

メンバ 説明

STATE_CANCELLED 同期がキャンセルされました。 

STATE_COMMITTING_
DOWNLOAD

ダウンロードをコミットしています。受信された
最終的なロー数が、このイベントに含まれます。

ReceivedBytes プロパティ、ReceivedInserts プ
ロパティ、ReceivedUpdates プロパティ、

ReceivedDeletes プロパティ を参照してくださ

い。 

STATE_CONNECTING 同期ストリームは構築されていますが、まだ開か
れていません。 

STATE_DISCONNECTIN
G

同期ストリームが閉じようとしています。 

STATE_DONE 同期が正常に完了しました。接続の SyncResult 
プロパティ オブジェクトが更新されています。 

STATE_ERROR 同期は完了しましたが、エラーが発生しました。

詳細については、SyncResult プロパティ、

ErrorMessage プロパティ、SQLCode プロパ

ティ を確認してください。 
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STATE_FINISHING_UPL
OAD

アップロードが完了しています。送信された最終
的なロー数が、このイベントに含まれます。

SentBytes プロパティ、SentInserts プロパ

ティ、SentUpdates プロパティ、SentDeletes 
プロパティ を参照してください。 

STATE_LAST 同期の最後のステータスです。このステータス
は、常にその他のステータスの後に入力されま
す。他の SyncProgressData フィールドには、有効

なデータがないことがあります。 

STATE_RECEIVING_DA
TA

現在のテーブルのデータを受信しています。

ReceivedBytes プロパティ、ReceivedInserts プ
ロパティ、ReceivedUpdates プロパティ、

ReceivedDeletes プロパティ が更新されていま

す。 

STATE_RECEIVING_TA
BLE

テーブルが受信されています。進行状況をモニタ

するには、TableIndex プロパティ と 
TableCount プロパティ を使用します。 

STATE_RECEIVING_UP
LOAD_ACK

アップロードが完了したという確認が受信されて
います。 

STATE_ROLLING_BAC
K_DOWNLOAD

ダウンロード中にエラーが発生したため、同期に
よってダウンロードがロールバックされていま
す。後続の STATE_ERROR 進行状況レポートにエ

ラーがレポートされます。 

STATE_SENDING_DAT
A

現在のテーブルのデータが送信されています。

SentBytes プロパティ、SentInserts プロパ

ティ、SentUpdates プロパティ、SentDeletes 
プロパティ が更新されています。 

STATE_SENDING_DOW
NLOAD_ACK

ダウンロードが完了したという確認が送信されて
います。 

STATE_SENDING_HEA
DER

同期ストリームが開かれ、ヘッダが送信されよう
としています。 

メンバ 説明
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参照 ◆ SyncProgressData クラス

STATE_SENDING_TABL
E

テーブルが送信されています。進行状況をモニタ

するには、TableIndex プロパティ と 
TableCount プロパティ を使用します。 

STATE_STARTING 同期処理はまだ行われていません。 

メンバ 説明
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SyncResult クラス

最後の同期のステータスを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class SyncResult

// C# 
 public class SyncResult

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。各接続に
は、SyncResult プロパティとしてアタッチされた、固有の SyncResult 
インスタンスがあります。SyncResult インスタンスが有効なのは、接

続が開かれている間だけです。 

参照 ◆ SyncResult メンバ

◆ SyncResult プロパティ

◆ Synchronize メソッド

SyncResult メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

AuthStatus プロパティ 前回行われた同期試行の認証ステータス・コード

です。有効な値については、AuthStatusCode 列
挙 を参照してください。 

AuthValue プロパティ カスタム・ユーザ認証同期スクリプトからの戻り
値です。 

IgnoredRows プロパ

ティ

前回の同期中にアップロードされたローが無視さ
れた場合は true、ローが無視されなかった場合は 
false です。 

PartialDownloadRetain
ed プロパティ

ダウンロードが中断され、部分ダウンロードが保
持された場合は true です。ダウンロードが中断さ

れなかったか、部分ダウンロードがロールバック
された場合は false です。 
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プロテクト・インスタンス・メソッド

AuthStatus プロパティ

前回行われた同期試行の認証ステータス・コードです。有効な値につ
いては、AuthStatusCode 列挙 を参照してください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property AuthStatus As AuthStatusCode

StreamErrorCode プロ

パティ

ストリーム自体によってレポートされるエラーを
返します。既知のコードのリストについては、

StreamErrorCode プロパティ を参照してくださ

い。 

StreamErrorContext プ
ロパティ

ストリーム・エラーが発生したときに実行される
基本的なネットワーク・オペレーションです。既
知のコンテキストのリストについては、

StreamErrorContext プロパティ を参照してくだ

さい。 

StreamErrorID プロパ

ティ

エラーをレポートするネットワーク・レイヤの ID 
です。既知の ID のリストについては、

StreamErrorID プロパティ を参照してください。 

StreamErrorSystem プ
ロパティ

ストリーム・エラー・システム固有のコードで
す。 

Timestamp プロパティ 最後の同期のタイムスタンプです。 

UploadOK プロパティ 前回のアップロード同期が成功であった場合は 
true、不成功であった場合は false です。 

メンバ 説明

Finalize メソッド 関連する JNI ステータスをクリーンアップするデ

ストラクタです。 

メンバ 説明
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SyncResult クラス
// C# 
 public AuthStatusCode AuthStatus {get;}

AuthValue プロパティ

カスタム・ユーザ認証同期スクリプトからの戻り値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property AuthValue As Long

// C# 
 public long AuthValue {get;}

IgnoredRows プロパティ

前回の同期中にアップロードされたローが無視された場合は true、
ローが無視されなかった場合は false です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IgnoredRows As Boolean

// C# 
 public bool IgnoredRows {get;}

参照 ◆ SyncResult クラス

◆ SyncResult メンバ

◆ DownloadOnly プロパティ

PartialDownloadRetained プロパティ

ダウンロードが中断され、部分ダウンロードが保持された場合は true 
です。ダウンロードが中断されなかったか、部分ダウンロードがロー
ルバックされた場合は false です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PartialDownloadRetained As Boolean
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// C# 
 public bool PartialDownloadRetained {get;}

参照 ◆ SyncResult クラス

◆ SyncResult メンバ

◆ KeepPartialDownload プロパティ

StreamErrorCode プロパティ

ストリーム自体によってレポートされるエラーを返します。既知の
コードのリストについては、StreamErrorCode プロパティ を参照して

ください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorCode As StreamErrorCode

// C# 
 public StreamErrorCode StreamErrorCode {get;}

StreamErrorContext プロパティ

ストリーム・エラーが発生したときに実行される基本的なネットワー
ク・オペレーションです。既知のコンテキストのリストについては、
StreamErrorContext プロパティ を参照してください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorContext As StreamErrorContext

// C# 
 public StreamErrorContext StreamErrorContext {get;}

StreamErrorID プロパティ

エラーをレポートするネットワーク・レイヤの ID です。既知の ID の
リストについては、StreamErrorID プロパティ を参照してください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorID As StreamErrorID
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// C# 
 public StreamErrorID StreamErrorID {get;}

StreamErrorSystem プロパティ

ストリーム・エラー・システム固有のコードです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property StreamErrorSystem As Integer

// C# 
 public int StreamErrorSystem {get;}

Timestamp プロパティ

最後の同期のタイムスタンプです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Timestamp As Date

// C# 
 public DateTime Timestamp {get;}

UploadOK プロパティ

前回のアップロード同期が成功であった場合は true、不成功であった

場合は false です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UploadOK As Boolean

// C# 
 public bool UploadOK {get;}

Finalize メソッド

関連する JNI ステータスをクリーンアップするデストラクタです。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();
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Table クラス

Ultra Light データベース内のテーブルを示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Class Table
   Inherits Cursor

// C# 
 public class Table :
   Cursor

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。テーブル
は、Connection クラス の GetTable メソッド を使用して作成されます。 

Table メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

パブリック・インスタンス・メソッド

メンバ 説明

IsBOF プロパティ ( 継
承 Cursor)

現在のローの位置が最初のローの前なら true を返

します。 

IsEOF プロパティ ( 継
承 Cursor)

現在のローの位置が最後のローの後なら true を返

します。 

IsOpen プロパティ ( 継
承 Cursor)

カーソルが現在開いているかどうかを確認しま
す。 

RowCount プロパティ 
( 継承 Cursor)

カーソル内のロー数を返します。 

Schema プロパティ このテーブルのスキーマを保持します。このプロ
パティが有効なのは、接続が開かれている間だけ
です。 
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メンバ 説明

AppendBytes メソッド 指定した Byte 配列の指定したサブセットを、指定

した SQLType 列挙 カラムの新しい値に追加しま

す。

AppendChars メソッド 指定した System.Char 配列の指定したサブセット

を、指定した SQLType 列挙 カラムの新しい値に

追加します。 

Close メソッド ( 継承 
Cursor)

カーソルを閉じます。 

Delete メソッド 現在の行を削除します。 

DeleteAllRows メソッ

ド

テーブルのすべてのローを削除します。 

Fill メソッド ( 継承 
Cursor)

ADO .NET DataTable オブジェクトに、カーソル内

のローを格納します。

FindBegin メソッド このテーブルで新規に検索を実行する準備を行い
ます。 

FindFirst メソッド テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値かそのセット全体に完全に一
致するローを検索します。 

FindFirst メソッド テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値かそのセットの一部に完全に
一致するローを検索します。 

FindLast メソッド テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に完全
に一致するローを検索します。 

FindLast メソッド テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に完
全に一致するローを検索します。 

FindNext メソッド 現在の位置からテーブルを順方向に移動しなが
ら、次のローが現在のインデックスの値かその
セット全体に完全に一致するかどうかを調べて、

FindFirst メソッド 検索を続行します。 
671



Table クラス
FindNext メソッド 現在の位置からテーブルを順方向に移動しなが
ら、次のローが現在のインデックスの値かその
セットの一部に完全に一致するかどうかを調べ

て、FindFirst メソッド 検索を続行します。 

FindPrevious メソッド 現在の位置からテーブルを逆方向に移動しなが
ら、前のローが現在のインデックスの値かその
セット全体に完全に一致するかどうかを調べて、

FindLast メソッド 検索を続行します。 

FindPrevious メソッド 現在の位置からテーブルを逆方向に移動しなが
ら、前のローが現在のインデックスの値かその
セットの一部に完全に一致するかどうかを調べ

て、FindLast メソッド 検索を続行します。 

GetBoolean メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を Boolean として返します。 

GetBytes メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Byte 配列として返します。 
SQLType 列挙 型、SQLType 列挙 型、SQLType 
列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。

GetBytes メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の Byte 配列の指定したオフセットにコピー

します。 

GetChars メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したオフセットで始まる、指定した 
SQLType 列挙 カラムの値のサブセットを、コ

ピー先の System.Char 配列の指定したオフセット

にコピーします。 

GetDouble メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を Double として返します。 

GetFloat メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Single として返します。 

GetInt メソッド ( 継承 
Cursor)

指定したカラムの値を Int32 として返します。 

メンバ 説明
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GetLong メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Int64 として返します。 

GetShort メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を Int16 として返します。 

GetString メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を String として返します。 

GetTime メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の TimeSpan 
として返します。 

GetTimestamp メソッ

ド ( 継承 Cursor)
指定したカラムの値を、ミリ秒の精度の DateTime 
として返します。 

GetUInt メソッド ( 継
承 Cursor)

指定したカラムの値を UInt32 として返します。 

GetULong メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を UInt64 として返します。 

GetUShort メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を UInt16 として返します。 

GetUUID メソッド (
継承 Cursor)

指定したカラムの値を UUID (Guid) として返しま

す。 

Insert メソッド 現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定され

ます ) で新しいローを挿入します。 
挿入を行う前に InsertBegin メソッド を呼び出し

てください。 

InsertBegin メソッド 現在のすべてのカラムをデフォルト値に設定し
て、このテーブルに新しいローを挿入する準備を
行います。 

IsNull メソッド ( 継承 
Cursor)

指定されたカラムの値が NULL かどうかをチェッ

クします。 

LookupBackward メ
ソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に一致
するか、その値より小さい値を持つローを検索し
ます。 

メンバ 説明
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LookupBackward メ
ソッド

テーブルを最初から逆方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に一
致するか、その値より小さい値を持つローを検索
します。 

LookupBegin メソッド このテーブルで新規に検索を実行する準備を行い
ます。検索する値は、このテーブルを開いたイン
デックス内のカラムで適切な setType メソッドを

呼び出して指定します。 

LookupForward メソッ

ド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセット全体に一致
するか、その値より大きい値を持つローを検索し
ます。 

LookupForward メソッ

ド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在
のインデックスの値またはそのセットの一部に一
致するか、その値より大きい値を持つローを検索
します。 

MoveAfterLast メソッ

ド ( 継承 Cursor)
カーソルの最後のローの後に移動します。 

MoveBeforeFirst メ
ソッド ( 継承 Cursor)

カーソルの最初のローの前に移動します。 

MoveFirst メソッド (
継承 Cursor)

カーソルの最初のローに移動します。 

MoveLast メソッド (
継承 Cursor)

カーソルの最後のローに移動します。 

MoveNext メソッド (
継承 Cursor)

次のローに、または最後のローの後に移動しま
す。 

MovePrevious メソッ

ド ( 継承 Cursor)
前のローに、または最初のローの前に移動しま
す。 

MoveRelative メソッ

ド ( 継承 Cursor)
現在のローを基準として移動します。 

Open メソッド プライマリ・キーを使用して、このテーブルを
データ・アクセス用に開きます。 

メンバ 説明
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Open メソッド 指定したインデックスを使用して、このテーブル
をデータ・アクセス用に開きます。 

SetBoolean メソッド 指定したカラムの値を、Boolean を使用して設定

します。 

SetBytes メソッド 指定したカラムの値を、Byte の配列を使用して設

定します。 

SetDouble メソッド 指定したカラムの値を、Double を使用して設定し

ます。 

SetFloat メソッド 指定したカラムの値を、Single を使用して設定し

ます。 

SetInt メソッド 指定したカラムの値を、Int32 を使用して設定しま

す。 

SetLong メソッド 指定したカラムの値を、Int64 を使用して設定しま

す。 

SetNull メソッド カラムを NULL に設定します。

SetShort メソッド 指定したカラムの値を、Int16 を使用して設定しま

す。 

SetString メソッド 指定したカラムの値を、String を使用して設定し

ます。 

SetTime メソッド 指定したカラムの値を、TimeSpan を使用して設定

します。 

SetTimestamp メソッ

ド

指定したカラムの値を、DateTime を使用して設定

します。

SetToDefault メソッド 指定したカラムの値を、そのデフォルト値に設定
します。 

SetUInt メソッド 指定したカラムの値を、UInt32 を使用して設定し

ます。 

SetULong メソッド 指定したカラムの値を、UInt64 を使用して設定し

ます。 

メンバ 説明
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プロテクト・インスタンス・メソッド

Schema プロパティ

このテーブルのスキーマを保持します。このプロパティが有効なの
は、接続が開かれている間だけです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Schema As TableSchema

// C# 
 public TableSchema Schema {get;}

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ TableSchema クラス

SetUShort メソッド 指定したカラムの値を、UInt16 を使用して設定し

ます。 

SetUUID メソッド 指定したカラムの値を、Guid を使用して設定しま

す。 

Truncate メソッド テーブル内のすべてのローを削除し、STOP 
SYNCHRONIZATION DELETE を一時的にアク

ティブにします。 

Update メソッド 現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定され

ます ) で新しいローを更新します。 
更新を行う前に UpdateBegin メソッド を呼び出

してください。 

UpdateBegin メソッド このテーブルの現在のローを更新する準備を行い
ます。 

メンバ 説明

Finalize メソッド Finalize メソッドです。

メンバ 説明
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AppendBytes メソッド

指定した Byte 配列の指定したサブセットを、指定した SQLType 列挙 
カラムの新しい値に追加します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendBytes( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Byte(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

// C# 
 public void AppendBytes(
    short columnID,
    byte[] val,
    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの現在の新しい値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置のバイトが、指定したカラムの値に追加されます。 

挿入時には、InsertBegin メソッド は新しい値をカラムのデフォルト値

に初期化します。ローのデータは、Insert メソッド が実行されるまで

実際には変更されません。また、その変更がコミットされないかぎ
り、永続化されません。 

更新時の、カラムに対する最初の追加では、現在のカラム値がクリア
されてから新しい値が追加されます。 
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次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、処理対象は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が val.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド
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AppendChars メソッド

指定した System.Char 配列の指定したサブセットを、指定した 
SQLType 列挙 カラムの新しい値に追加します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub AppendChars( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Char(), _
    ByVal srcOffset As Integer, _
    ByVal count As Integer _
 )

// C# 
 public void AppendChars(
    short columnID,
    char[] val,
    int srcOffset,
    int count
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの現在の新しい値に追加する値

• srcOffset ソース配列の開始位置

• count コピーされるバイト数

説明 srcOffset (0 から始まります ) から、配列 val の srcOffset+count-1 まで

の位置の文字が、指定したカラムの値に追加されます。挿入時には、
InsertBegin メソッド は新しい値をカラムのデフォルト値に初期化しま

す。ローのデータは、Insert メソッド が実行されるまで実際には変更

されません。また、その変更がコミットされないかぎり、永続化され
ません。 

更新時の、カラムに対する最初の追加では、現在のカラム値がクリア
されてから新しい値が追加されます。 
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次のいずれかに該当する場合は、コード SQLCode 列挙 とともに 
SQLException クラス がスローされ、コピー先は修正されません。 その

他のエラーの場合は、それに応じたエラー・コードとともに 
SQLException クラス がスローされます。 

◆ val が null である。

◆ srcOffset が負である。

◆ count が負である。

◆ srcOffset+count が value.Length よりも大きい。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド
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Delete メソッド

現在の行を削除します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Delete()

// C# 
 public void Delete();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ StartSynchronizationDelete メソッド

◆ StopSynchronizationDelete メソッド

◆ AutoCommit フィールド

DeleteAllRows メソッド

テーブルのすべてのローを削除します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub DeleteAllRows()

// C# 
 public void DeleteAllRows();

説明 アプリケーションによっては、テーブル内のローをすべて削除してか
ら、新しいデータ・セットをテーブルにダウンロードするほうが便利
なことがあります。StopSynchronizationDelete メソッド を使用すると、

統合データベースからは削除しないで Ultra Light データベースから

ローを削除できます。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ Truncate メソッド
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◆ AutoCommit フィールド

Finalize メソッド

Finalize メソッドです。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overrides Protected Sub Finalize()

// C# 
 protected override void Finalize();

FindBegin メソッド

このテーブルで新規に検索を実行する準備を行います。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub FindBegin()

// C# 
 public void FindBegin();

説明 検索する値は、このテーブルを開いたインデックス内のカラムで適切
な setType メソッドを呼び出して指定します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindFirst メソッド

◆ FindFirst メソッド

◆ FindLast メソッド

◆ FindLast メソッド

FindFirst メソッド

テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
かそのセット全体に完全に一致するローを検索します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindFirst() As Boolean

// C# 
 public bool FindFirst();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プ
ロパティ ) になります。 

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

FindFirst メソッド

テーブルを先頭から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
かそのセットの一部に完全に一致するローを検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindFirst( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindFirst(
    short numColumns
 );
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パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プ
ロパティ ) になります。 

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

FindLast メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に完全に一致するローを検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindLast() As Boolean

// C# 
 public bool FindLast();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロ

パティ ) になります。 
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検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

FindLast メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に完全に一致するローを検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindLast( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindLast(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値と完全に一致した最初のローで停
止します。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロ

パティ ) になります。 

検索を行う前に FindBegin メソッド を呼び出してください。 
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例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindBegin メソッド

◆ FindNext メソッド

◆ FindPrevious メソッド

FindNext メソッド

現在の位置からテーブルを順方向に移動しながら、次のローが現在の
インデックスの値かそのセット全体に完全に一致するかどうかを調べ
て、FindFirst メソッド 検索を続行します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindNext() As Boolean

// C# 
 public bool FindNext();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは次のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。 

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の FindNext 
の動作は不確定です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindFirst メソッド
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FindNext メソッド

現在の位置からテーブルを順方向に移動しながら、次のローが現在の
インデックスの値かそのセットの一部に完全に一致するかどうかを調
べて、FindFirst メソッド 検索を続行します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindNext( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool FindNext(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは次のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。 

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の FindNext 
の動作は不確定です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindFirst メソッド
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FindPrevious メソッド

現在の位置からテーブルを逆方向に移動しながら、前のローが現在の
インデックスの値かそのセット全体に完全に一致するかどうかを調べ
て、FindLast メソッド 検索を続行します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindPrevious() As Boolean

// C# 
 public bool FindPrevious();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは前のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロパ

ティ ) になります。 

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の 
FindPrevious の動作は不確定です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindLast メソッド

FindPrevious メソッド

現在の位置からテーブルを逆方向に移動しながら、前のローが現在の
インデックスの値かそのセットの一部に完全に一致するかどうかを調
べて、FindLast メソッド 検索を続行します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function FindPrevious( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean
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// C# 
 public bool FindPrevious(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、検索で使用するカ

ラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックスがあり、

最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する場合は、
最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 に指定し

ます。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 インデックスの値と完全に一致すると、カーソルは前のローで停止し
ます。失敗すると、カーソル位置は最初のローの前 (IsBOF プロパ

ティ ) になります。 

検索されるカラムの値がローの更新中に修正された場合の 
FindPrevious の動作は不確定です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ FindLast メソッド

Insert メソッド

現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定されます ) で新しいロー

を挿入します。 

挿入を行う前に InsertBegin メソッド を呼び出してください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Insert()

// C# 
 public void Insert();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ AutoCommit フィールド

InsertBegin メソッド

現在のすべてのカラムをデフォルト値に設定して、このテーブルに新
しいローを挿入する準備を行います。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub InsertBegin()

// C# 
 public void InsertBegin();

説明 適切な SetType メソッドまたは AppendType メソッドを呼び出して、

挿入するデフォルト以外の値を指定します。 

Insert メソッド が実行されないと、ローが実際に挿入されることも、

ロー内のデータが実際に変更されることもありません。また、その変
更がコミットされないかぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ Insert メソッド

LookupBackward メソッド

テーブルを最後から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に一致するか、その値より小さい値を持つロー
を検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupBackward() As Boolean

// C# 
 public bool LookupBackward();
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戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致する最初のローか、それよ
り少ない値の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値よ

り小さい値のローがない場合 )、カーソル位置は最初のローの前 
(IsBOF プロパティ ) になります。 

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ LookupBegin メソッド

LookupBackward メソッド

テーブルを最初から逆方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に一致するか、その値より小さい値を持つ
ローを検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupBackward( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool LookupBackward(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、ルックアップで使

用するカラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックス

があり、最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する
場合は、最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 
に指定します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false
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説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致する最初のローか、それよ
り少ない値の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値よ

り小さい値のローがない場合 )、カーソル位置は最初のローの前 
(IsBOF プロパティ ) になります。 

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ LookupBegin メソッド

LookupBegin メソッド

このテーブルで新規に検索を実行する準備を行います。検索する値
は、このテーブルを開いたインデックス内のカラムで適切な setType 
メソッドを呼び出して指定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub LookupBegin()

// C# 
 public void LookupBegin();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ LookupForward メソッド

◆ LookupForward メソッド

◆ LookupBackward メソッド

◆ LookupBackward メソッド
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LookupForward メソッド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセット全体に一致するか、その値より大きい値を持つロー
を検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupForward() As Boolean

// C# 
 public bool LookupForward();

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値
の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値より大きい値

のローがない場合 )、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。 

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ LookupBegin メソッド

LookupForward メソッド

テーブルを最初から順方向に移動しながら、現在のインデックスの値
またはそのセットの一部に一致するか、その値より大きい値を持つ
ローを検索します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Function LookupForward( _
    ByVal numColumns As Short _
 ) As Boolean
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// C# 
 public bool LookupForward(
    short numColumns
 );

パラメータ • numColumns 複合インデックスのための、ルックアップで使

用するカラムの数。たとえば、3 つのカラムのインデックス

があり、最初のカラムにのみ基づいて一致する値を検索する
場合は、最初のカラムに値を設定し、numColumns の値を 1 
に指定します。

戻り値 成功した場合は true、失敗した場合は false

説明 検索する値を指定するには、インデックスの各カラムに値を設定しま
す。カーソルは、インデックスの値に一致するか、それより大きい値
の最初のローで停止します。失敗した場合 ( 検索する値より大きい値

のローがない場合 )、カーソル位置は最後のローの後ろ (IsEOF プロパ

ティ ) になります。 

検索を行う前に LookupBegin メソッド を呼び出してください。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ LookupBegin メソッド

Open メソッド

プライマリ・キーを使用して、このテーブルをデータ・アクセス用に
開きます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Open()

// C# 
 public void Open();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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Open メソッド

指定したインデックスを使用して、このテーブルをデータ・アクセス
用に開きます。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Overloads Public Sub Open( _
    ByVal index As String _
 )

// C# 
 public void Open(
    string  index
 );

パラメータ • index テーブルを開くインデックスの名前。null の場合は、

プライマリ・キーが使用されます。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

SetBoolean メソッド

指定したカラムの値を、Boolean を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBoolean( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Boolean _
 )

// C# 
 public void SetBoolean(
    short columnID,
    bool val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値
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説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetBytes メソッド

指定したカラムの値を、Byte の配列を使用して設定します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetBytes( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Byte() _
 )

// C# 
 public void SetBytes(
    short columnID,
    byte[] val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 SQLType 列挙 型または SQLType 列挙 型のカラム、あるいは val の長

さが 16 の場合の SQLType 列挙 型のカラムにのみ適しています。 ロー

のデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行されるま

で実際には変更されません。また、その変更がコミットされないかぎ
り、永続化されません。

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド
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◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetDouble メソッド

指定したカラムの値を、Double を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetDouble( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Double _
 )

// C# 
 public void SetDouble(
    short columnID,
    double val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ
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◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetFloat メソッド

指定したカラムの値を、Single を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetFloat( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Single _
 )
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// C# 
 public void SetFloat(
    short columnID,
    float  val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド
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◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetInt メソッド

指定したカラムの値を、Int32 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetInt( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Integer _
 )

// C# 
 public void SetInt(
    short columnID,
    int val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド
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◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetLong メソッド

指定したカラムの値を、Int64 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetLong( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Long _
 )

// C# 
 public void SetLong(
    short columnID,
    long val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値
702



     第 5 章   iAnywhere.UltraLite ネームスペース
説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetNull メソッド

カラムを NULL に設定します。
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetNull( _
    ByVal columnID As Short _
 )

// C# 
 public void SetNull(
    short columnID
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

説明 データは、Insert メソッド または Update メソッド を実行するまでは、

実際には変更されません。また、その変更がコミットされないかぎ
り、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド
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◆ Schema プロパティ

◆ IsColumnNullable メソッド

SetShort メソッド

指定したカラムの値を、Int16 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetShort( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Short _
 )

// C# 
 public void SetShort(
    short columnID,
    short val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド
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◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetString メソッド

指定したカラムの値を、String を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetString( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As String _
 )

// C# 
 public void SetString(
    short columnID,
    string  val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値
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説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetTime メソッド

指定したカラムの値を、TimeSpan を使用して設定します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetTime( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As TimeSpan _
 )

// C# 
 public void SetTime(
    short columnID,
    TimeSpan val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 設定された値は、ミリ秒の精度であり、0 ～ 24 時間の負でない値に

正規化されます。ローのデータは、Insert メソッド または Update メ
ソッド が実行されるまで実際には変更されません。また、その変更

がコミットされないかぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetUInt メソッド
708



     第 5 章   iAnywhere.UltraLite ネームスペース
◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetTimestamp メソッド

指定したカラムの値を、DateTime を使用して設定します。

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetTimestamp( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Date _
 )

// C# 
 public void SetTimestamp(
    short columnID,
    DateTime val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 設定された値の精度はミリ秒です。ローのデータは、Insert メソッド 
または Update メソッド が実行されるまで実際には変更されません。

また、その変更がコミットされないかぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド
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◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetToDefault メソッド

指定したカラムの値を、そのデフォルト値に設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetToDefault( _
    ByVal columnID As Short _
 )

// C# 
 public void SetToDefault(
    short columnID
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

◆ GetColumnDefaultValue メソッド

SetUInt メソッド

指定したカラムの値を、UInt32 を使用して設定します。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUInt( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As UInt32 _
 )

// C# 
 public void SetUInt(
    short columnID,
    uint val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetULong メソッド
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◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetULong メソッド

指定したカラムの値を、UInt64 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetULong( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As UInt64 _
 )

// C# 
 public void SetULong(
    short columnID,
    ulong val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド
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◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

SetUShort メソッド

指定したカラムの値を、UInt16 を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUShort( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As UInt16 _
 )

// C# 
 public void SetUShort(
    short columnID,
    ushort val
 );
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パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド

◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetString メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUUID メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド
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SetUUID メソッド

指定したカラムの値を、Guid を使用して設定します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub SetUUID( _
    ByVal columnID As Short, _
    ByVal val As Guid _
 )

// C# 
 public void SetUUID(
    short columnID,
    Guid val
 );

パラメータ • columnID カラムの ID 番号。テーブルの最初のカラムの ID 
値は 1 です。

• val カラムの新しい値

説明 ローのデータは、Insert メソッド または Update メソッド が実行され

るまで実際には変更されません。また、その変更がコミットされない
かぎり、永続化されません。SQLType 列挙 型のカラム、または長さ

が 16 の SQLType 列挙 型のカラムの場合にのみ有効です。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。 

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ GetNewUUID メソッド

◆ GetColumnID メソッド

◆ SetToDefault メソッド

◆ SetNull メソッド

◆ AppendBytes メソッド

◆ AppendChars メソッド

◆ SetBytes メソッド

◆ SetBoolean メソッド

◆ SetDouble メソッド

◆ SetFloat メソッド

◆ SetInt メソッド
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◆ SetLong メソッド

◆ SetShort メソッド

◆ SetTime メソッド

◆ SetTimestamp メソッド

◆ SetUInt メソッド

◆ SetULong メソッド

◆ SetUShort メソッド

◆ FindBegin メソッド

◆ LookupBegin メソッド

◆ InsertBegin メソッド

◆ UpdateBegin メソッド

◆ Schema プロパティ

◆ GetColumnSQLType メソッド

◆ GetColumnSize メソッド

Truncate メソッド

テーブル内のすべてのローを削除し、STOP SYNCHRONIZATION 
DELETE を一時的にアクティブにします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Truncate()

// C# 
 public void Truncate();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ DeleteAllRows メソッド

◆ AutoCommit フィールド

Update メソッド

現在のカラム値 (set メソッドを使用して指定されます ) で新しいロー

を更新します。 
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更新を行う前に UpdateBegin メソッド を呼び出してください。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub Update()

// C# 
 public void Update();

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ Table クラス

◆ Table メンバ

◆ AutoCommit フィールド

UpdateBegin メソッド

このテーブルの現在のローを更新する準備を行います。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Sub UpdateBegin()

// C# 
 public void UpdateBegin();

説明 カラム値は、適切な setType メソッドまたは AppendType メソッドを

呼び出すことによって修正します。カラムに対する最初の追加では、
現在のカラム値がクリアされてから新しい値が追加されます。 

ローのデータは、Update メソッド が呼び出されるまで実際には変更

されません。また、その変更がコミットされないかぎり、永続化され
ません。 

テーブルを開くのに使用されるインデックス内のカラムを修正する
と、アクティブな検索処理に予期しない影響を及ぼします。テーブル
のプライマリ・キー内のカラムは更新できません。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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TableSchema クラス

Ultra Light のテーブルのスキーマを表します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 NotInheritable Public Class TableSchema
   Inherits CursorSchema

// C# 
 public sealed class TableSchema :
   CursorSchema

説明 このクラスを直接インスタンス化することはできません。
TableSchema クラス オブジェクトは、その Schema プロパティ として

テーブルにアタッチされます。 

TableSchema メンバ 

パブリック・インスタンス・プロパティ

メンバ 説明

ColumnCount プロパ

ティ ( 継承 
CursorSchema)

このカーソル内のカラム数を返します。 

IndexCount プロパ

ティ

このテーブルのインデックス数です。 

IsNeverSynchronized 
プロパティ

このテーブルが、まったく同期されないように
マーク付けされているかどうかを示します。 

IsOpen プロパティ ( 継
承 CursorSchema)

カーソルのスキーマが現在開いているかどうかを
確認します。 

Name プロパティ このテーブルの名前です。 

PrimaryKey プロパ

ティ

このテーブルのプライマリ・キーのインデック
ス・スキーマです。 
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パブリック・インスタンス・メソッド

UploadsUnchangedRow
s プロパティ

データベースが、変更されていないローをアップ
ロードするかどうかを示します。 

メンバ 説明

GetColumnDefaultValu
e メソッド

指定したカラムのデフォルト値です。 

GetColumnID メソッ

ド ( 継承 CursorSchema)
指定したカラムのカラム ID を返します。 

GetColumnName メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

指定したカラム ID で識別されたカラムの名前を

返します。 

GetColumnPartitionSiz
e メソッド

指定したカラムに割り当てられているグローバ
ル・オートインクリメントの分割サイズを返しま
す。 

GetColumnPrecision メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの精度を返します。 

GetColumnScale メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

カラムが数値カラム (SQL NUMERIC 型 ) であれ

ば、指定したカラムの位取りを返します。 

GetColumnSize メソッ

ド ( 継承 CursorSchema)
カラムがサイズ指定されたカラム (SQL BINARY 
型または CHAR 型 ) であれば、指定したカラムの

サイズを返します。 

GetColumnSQLType メ
ソッド ( 継承 
CursorSchema)

指定したカラムの SQL データ型を取得します。 

GetIndex メソッド 指定したインデックスのインデックス・スキーマ
を返します。 

メンバ 説明
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IndexCount プロパティ

このテーブルのインデックス数です。 

GetIndexName メソッ

ド

指定したインデックス ID で識別されたインデッ

クスの名前を返します。 

GetOptimalIndex メ
ソッド

指定したカラムを使用してテーブルを検索するた
めに最適なインデックスです。 

IsColumnAutoIncremen
t メソッド

指定したカラムのデフォルトがオートインクリメ
ントに設定されているかどうかをチェックしま
す。 

IsColumnCurrentDate 
メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の日付 
(SQLType.DATE) に設定されているかどうかを

チェックします。 

IsColumnCurrentTime 
メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の時刻 
(SQLType.TIME) に設定されているかどうかを

チェックします。 

IsColumnCurrentTimest
amp メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在のタイムス
タンプ (SQLType.TIMESTAMP) に設定されている

かどうかをチェックします。 

IsColumnGlobalAutoIn
crement メソッド

指定したカラムのデフォルトがグローバル・オー
トインクリメントに設定されているかどうかを
チェックします。 

IsColumnNewUUID メ
ソッド

指定したカラムのデフォルトが新しい UUID 
(Guid) に設定されているかどうかをチェックしま

す。 

IsColumnNullable メ
ソッド

指定したカラムが null 入力可能であるかどうかを

チェックします。 

IsInPublication メソッ

ド

このテーブルが、指定されたパブリケーションに
含まれているかどうかをチェックします。 

メンバ 説明
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IndexCount As Integer

// C# 
 public int IndexCount {get;}

説明 インデックス ID の範囲は、1 ～ IndexCount です。 

注意：インデックスの ID とカウントは、スキーマのアップグレード

中に変更されることがあります。インデックスを正しく識別するに
は、名前でアクセスするか、キャッシュされている ID とカウントを

スキーマのアップグレード後にリフレッシュします。 

IsNeverSynchronized プロパティ

このテーブルが、まったく同期されないようにマーク付けされている
かどうかを示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property IsNeverSynchronized As Boolean

// C# 
 public bool IsNeverSynchronized {get;}

プロパティ値 このテーブルが、まったく同期されないようにマーク付けされている
場合は true 

説明 まったく同期されないようにマーク付けされているテーブルは、パブ
リケーションに含まれているものであっても、まったく同期されてい
ません。このようなテーブルは、「未同期」テーブルと呼ばれること
もあります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

Name プロパティ

このテーブルの名前です。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property Name As String

// C# 
 public string  Name {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

PrimaryKey プロパティ

このテーブルのプライマリ・キーのインデックス・スキーマです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property PrimaryKey As IndexSchema

// C# 
 public IndexSchema PrimaryKey {get;}

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

UploadsUnchangedRows プロパティ

データベースが、変更されていないローをアップロードするかどうか
を示します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Readonly Property UploadsUnchangedRows As Boolean

// C# 
 public bool UploadsUnchangedRows {get;}

プロパティ値 このテーブルが、同期中に常にすべてのローをアップロードするよう
にマーク付けされている場合は true 

説明 このようにマーク付けされているテーブルでは、その同期時に、変更
済みのローと未変更のローがアップロードされます。このようなテー
ブルは、「完全同期」テーブルと呼ばれることもあります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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GetColumnDefaultValue メソッド

指定したカラムのデフォルト値です。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnDefaultValue( _
    ByVal name As String _
 ) As String

// C# 
 public string  GetColumnDefaultValue(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 指定したカラムの文字列としてのデフォルト値。または、デフォルト
値が null の場合は null としてのデフォルト値 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

GetColumnPartitionSize メソッド

指定したカラムに割り当てられているグローバル・オートインクリメ
ントの分割サイズを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetColumnPartitionSize( _
    ByVal name As String _
 ) As UInt64

// C# 
 public ulong GetColumnPartitionSize(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムのグローバル・オートインクリメントの分割サイズ 
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説明 テーブルのすべてのグローバル・オートインクリメント・カラムは、
同じグローバル・オートインクリメントの分割サイズを共有します。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ TableSchema クラス

◆ TableSchema メンバ

◆ IsColumnGlobalAutoIncrement メソッド

GetIndex メソッド

指定したインデックスのインデックス・スキーマを返します。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetIndex( _
    ByVal name As String _
 ) As IndexSchema

// C# 
 public IndexSchema GetIndex(
    string  name
 );

パラメータ • name インデックスの名前

戻り値 指定したインデックスのインデックス・スキーマ

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

GetIndexName メソッド

指定したインデックス ID で識別されたインデックスの名前を返しま

す。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetIndexName( _
    ByVal indexID As Integer _
 ) As String
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// C# 
 public string  GetIndexName(
    int indexID
 );

パラメータ • indexID インデックスの ID。 indexID は、

[1,TableSchema.IndexCount] の範囲内である必要がありま

す。

戻り値 インデックスの名前

説明 インデックスの ID とカウントは、スキーマのアップグレード中に変

更されることがあります。インデックスを正しく識別するには、名前
でアクセスするか、キャッシュされている ID とカウントをスキーマ

のアップグレード後にリフレッシュします。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ TableSchema クラス

◆ TableSchema メンバ

◆ IndexCount プロパティ

GetOptimalIndex メソッド

指定したカラムを使用してテーブルを検索するために最適なインデッ
クスです。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function GetOptimalIndex( _
    ByVal name As String _
 ) As IndexSchema

// C# 
 public IndexSchema GetOptimalIndex(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 指定したカラムのインデックス
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説明 指定したカラムは、インデックス内の最初のカラムになりますが、イ
ンデックスには複数のカラムがある場合があります。 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnAutoIncrement メソッド

指定したカラムのデフォルトがオートインクリメントに設定されてい
るかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnAutoIncrement( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnAutoIncrement(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムがオートインクリメントされる場合は true、オートインクリメ

ントされない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnCurrentDate メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の日付 (SQLType.DATE) に設定

されているかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentDate( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean
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// C# 
 public bool IsColumnCurrentDate(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムのデフォルトが現在の日付に設定されている場合は true、現在

の日付に設定されていない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnCurrentTime メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在の時刻 (SQLType.TIME) に設定

されているかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentTime( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnCurrentTime(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムのデフォルトが現在の時刻に設定されている場合は true、現在

の時刻に設定されていない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnCurrentTimestamp メソッド

指定したカラムのデフォルトが、現在のタイムスタンプ 
(SQLType.TIMESTAMP) に設定されているかどうかをチェックします。 
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プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnCurrentTimestamp( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnCurrentTimestamp(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムのデフォルトが現在のタイムスタンプに設定されている場合は 
true、現在のタイムスタンプに設定されていない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnGlobalAutoIncrement メソッド

指定したカラムのデフォルトがグローバル・オートインクリメントに
設定されているかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnGlobalAutoIncrement( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnGlobalAutoIncrement(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムがグローバル・オートインクリメントされる場合は true、グ

ローバル・オートインクリメントされない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

参照 ◆ TableSchema クラス

◆ TableSchema メンバ
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◆ GetColumnPartitionSize メソッド

◆ DatabaseID プロパティ

IsColumnNewUUID メソッド

指定したカラムのデフォルトが新しい UUID (Guid) に設定されている

かどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnNewUUID( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnNewUUID(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前

戻り値 カラムのデフォルトが新しい UUID に設定されている場合は true、新

しい UUID に設定されていない場合は false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsColumnNullable メソッド

指定したカラムが null 入力可能であるかどうかをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsColumnNullable( _
    ByVal name As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsColumnNullable(
    string  name
 );

パラメータ • name カラムの名前
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戻り値 カラムが null 入力可能であれば true、null 入力が不可であれば false 

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。

IsInPublication メソッド

このテーブルが、指定されたパブリケーションに含まれているかどう
かをチェックします。 

プロトタイプ ' Visual Basic 
 Public Function IsInPublication( _
    ByVal pubName As String _
 ) As Boolean

// C# 
 public bool IsInPublication(
    string  pubName
 );

パラメータ • pubName パブリケーションの名前

戻り値 テーブルがパブリケーション内にある場合は true、パブリケーション

内にない場合は false

例外 •    SQLException クラス - SQL エラーが発生しました。
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